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大岩三区 

区 誌 

祝 目 

辞 

次 

区
 
長
 

顧
 
問
 

顧
 
問
 

市
 
長
 

渡 佐 鈴 時 

辺 野 木 田 

康 幹 光 

紀 一 男 男 

国
 
住
 
居
 
地
 
図
 

図
 
区

発

展

経

過

 

イ
 
大
岩
三
区
の
由
来
と
地
名
を
尋
ね
て
 

ロ
 

戦

後

の

発

展

 

滝
沢
川
の
改
修
 

大
岩
宝
田
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
 

食
糧
難
時
代
を
克
服
し
た
農
家
の
人
々
 

ハ
 

大
岩
三
区
の
記
録
と
世
の
流
れ
 

大
岩
三
区
の
歩
み
 

大
岩
三
区
第
四
町
内
の
沿
革
 

村
会
議
員
4

市
議
会
議
員
 

歴
代
区
長
の
略
歴
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歴
代
町
内
会
長
 

区
内
の
戸
数
、
人
口
、
区
費
の
推
移
 

各
町
内
の
こ
と
 

一一
 

事
 
業
 
報
 
告
 

市
道
時
田
阿
幸
地
線
の
沿
革
 

弓
沢
川
改
修
沿
革
 

国
 
神
社
仏
閣
・
遺
跡
 

イ
 
祭
 

典
 

夏
祭
り
大
会
に
つ
い
て
 

ロ
 

大
岩
地
区
の
縄
文
か
ら
古
墳
期
の
遺
跡
に
つ
い
て
 

石
造
物
に
つ
い
て
 

神
 
社
 
仏
 
閣
 

重
 

林
 

寺
 

大
岩
子
安
神
社
 

時
田
八
幡
宮
 

図
 
公
共
施
設
と
道
路
開
発
 

区
 

民
 

館
 

大
岩
一
一
十
号
線
 

大
岩
潅
漑
貯
水
池
築
造
の
由
来
 

大
 
岩
 
丸
 
堤
 

旧
塵
芥
処
理
場
と
仮
称
大
岩
公
園
広
場
に
つ
い
て
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上
水
道
設
置
の
変
遷
に
つ
い
て
 

 

道
路
四
本
の
こ
と
 

国
 
戦
 

没
 

者
 

戦
没
者
一
覧
表
 

回
 
諸
 

活
 

動
 

大
岩
三
区
老
人
ク
ラ
ブ
西
大
岩
寿
会
 

体
 

育
 

部
 

子
供
会
 
育
成
会
 

交
通
安
全
協
会
 

消
 

防
 

団
 

自

主

防

災

会

 

環

境

監

視

員

 

民
 
生
 
委
 
員
 

青
少
年
指
導
員
 

婦

人

会

活

動

 

大
岩
三
区
部
農
会
 

農
 
業
 
委
 
員
 

国
民
年
金
委
員
 

ふ
る
里
民
俗
行
事
 

思
い
出
の
氏
子
青
年
団
 

一
 

馬
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図
 
諸
 

規
 

定
 

固
 
文
 

大
岩
三
区
規
約
 

大
岩
三
区
区
民
館
使
用
管
理
規
程
 

大
岩
三
区
防
災
会
規
約
 

大
岩
三
区
納
涼
夏
祭
り
大
会
実
行
委
員
会
規
定
 

化
 

小
学
校
、
中
学
校
、
学
区
の
変
遷
 

富
士
見
小
学
校
と
大
岩
三
区
 

富
士
見
小
歴
代
P
T
A
役
員
名
簿
 

富
士
根
南
中
P
T
A

・
後
援
会
役
員
名
簿
 

回
 
富
士
根
村
成
立
と
沿
革
の
大
要
 

富
士
根
村
成
立
と
沿
革
の
大
要
 

圃
 
大
岩
三
区
今
昔
話
 

今
 

昔
 

話
 

昔
 

の
 
遊
 
び
 

小
学
校
教
育
の
始
ま
り
 

区
誌
発
刊
の
経
過
 

編
 
集
 
後
 
記
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御
 

挨
 

拶
 

区
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
嶺
峯
富
士
を
朝
な
タ
な
に
仰
ぐ
こ
の
地
に
住
 

み
、
お
幸
せ
に
お
過
し
の
事
と
思
い
ま
す
。
 

我
が
大
岩
三
区
も
昭
和
三
十
年
当
時
は
、
僅
か
七
十
戸
位
で
現
在
の
 

一
町
内
・
三
町
内
に
点
在
致
し
て
居
り
、
四
町
内
は
小
鳥
啼
ず
る
ク
ヌ
 

ギ
林
で
農
業
の
専
業
地
帯
で
あ
り
、
米
麦
・
甘
藷
が
主
体
で
、
蚕
も
飼
 

育
し
て
お
り
ま
し
た
。
当
時
の
農
業
は
、
す
べ
て
が
人
力
に
よ
る
農
作
 

業
で
、
殆
ど
の
家
に
牛
馬
が
飼
わ
れ
、
水
田
の
耕
耘
と
運
搬
を
畜
力
で
 

行
い
、
現
在
で
は
想
像
も
つ
か
な
い
重
労
働
で
あ
り
ま
し
た
。
所
得
は
 

低
く
生
活
も
大
変
な
時
代
で
、
現
在
の
様
な
機
械
化
は
昭
和
四
十
年
頃
 

よ
り
徐
々
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
然
し
所
得
の
少
な
い
農
業
に
於
て
は
、
 

過
剰
投
資
と
な
り
、
徐
々
に
安
定
す
る
給
料
生
活
者
に
転
向
し
、
兼
業
 

農
家
の
増
加
に
至
り
ま
し
た
。
 

現
在
専
業
農
家
は
極
減
し
、
十
戸
に
も
及
ば
な
い
反
面
、
最
近
の
工
 

業
団
地
化
に
よ
り
、
当
区
は
交
通
の
利
便
性
が
高
く
通
勤
の
距
離
と
此
 

の
地
の
生
活
環
境
の
良
さ
に
よ
り
、
永
住
の
希
望
が
多
く
七
十
戸
で
あ
っ
 

た
此
の
地
も
平
成
五
年
六
月
現
在
七
〇
〇
戸
を
数
え
る
に
至
り
、
尚
も
 

宅
地
造
成
は
、
日
毎
に
進
ん
で
居
り
ま
す
。
】
方
各
種
団
体
の
活
動
は
、
 

区
内
外
に
積
極
的
に
参
加
し
、
交
流
が
促
進
さ
れ
、
地
域
は
益
々
の
活
 

性
化
親
睦
化
に
よ
り
す
ば
ら
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
は
か
ら
れ
 

大
岩
「
区
区
長
 
時
 

田
 

光
 

男
 

て
居
り
ま
す
。
 

現
在
北
に
は
、
南
麓
道
路
（
国
道
四
六
九
号
）
工
業
団
地
、
子
供
の
 

国
。
南
に
は
、
第
二
東
名
富
士
イ
ン
タ
ー
よ
り
ア
ク
セ
ス
道
路
の
開
通
 

計
画
が
あ
り
、
併
せ
て
地
域
の
開
発
事
業
等
に
よ
り
一
段
と
開
発
が
進
 

み
、
農
村
地
帯
よ
り
一
変
し
た
閑
静
な
住
宅
地
域
に
進
行
致
し
て
居
り
 

ま
す
。
一
歩
出
れ
ば
市
街
地
へ
、
伊
豆
の
温
泉
地
へ
、
白
糸
滝
・
山
梨
・
 

長
野
の
観
光
地
へ
、
又
災
害
時
も
水
害
・
山
崩
れ
の
心
配
は
な
く
、
す
 

ば
ら
し
い
立
地
に
恵
ま
れ
た
地
区
で
あ
り
ま
す
。
今
回
此
の
地
に
住
む
 

皆
さ
ん
と
共
に
郷
土
の
歴
史
を
で
き
る
限
り
、
古
き
を
知
る
た
め
区
誌
 

を
作
成
す
る
運
び
と
な
り
、
区
誌
編
集
委
員
会
を
結
成
し
ま
し
た
。
各
 

関
係
役
員
の
御
協
力
を
賜
り
、
大
岩
三
区
の
昔
と
点
在
す
る
史
跡
を
極
 

力
追
求
し
、
調
査
と
り
ま
と
め
を
し
御
愛
読
い
た
だ
き
、
尚
後
世
に
伝
 

え
る
べ
く
編
集
作
成
致
し
ま
し
た
。
 

今
後
も
区
民
の
親
睦
を
積
極
的
に
体
育
祭
・
夏
祭
り
を
始
め
、
各
部
 

の
催
事
と
組
織
の
強
化
充
実
を
計
り
、
麗
峯
富
士
に
負
け
な
い
立
派
な
 

郷
土
大
岩
三
区
の
発
展
の
た
め
、
皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

区
民
の
皆
様
の
益
々
の
御
健
勝
と
御
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
 

げ
、
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
 

平
成
五
年
十
一
月
 



大
岩
三
区
区
 

使
い
馴
ら
さ
れ
た
言
葉
で
す
が
「
住
め
ば
都
」
と
か
、
私
達
の
住
む
 

大
岩
三
区
も
、
た
ゆ
み
な
い
皆
様
方
の
努
力
と
、
明
る
い
融
和
な
美
し
 

い
郷
土
愛
に
燃
え
て
益
々
発
展
を
続
け
て
お
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
 

祝
い
と
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

想
え
ば
平
成
四
年
四
月
十
八
日
大
岩
三
区
役
員
総
会
の
折
に
、
新
任
 

さ
れ
た
区
長
時
田
光
男
氏
よ
り
今
年
度
重
点
事
業
の
ー
つ
と
し
て
、
区
 

誌
の
編
集
発
刊
を
所
信
表
明
さ
れ
、
出
席
役
員
六
十
有
余
名
全
員
の
賛
 

同
を
戴
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。
区
長
は
早
速
各
有
志
と
合
議
さ
れ
十
余
 

名
の
委
員
を
任
命
し
編
集
委
員
会
を
構
成
、
毎
月
例
会
を
重
ね
て
、
こ
 

の
度
こ
こ
に
文
字
ど
お
り
手
作
り
の
 
「
大
岩
三
区」 

の
区
誌
が
発
刊
さ
 

れ
ま
し
た
事
を
、
こ
の
上
な
く
嬉
し
く
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

大
き
く
は
国
家
に
歴
史
が
あ
る
よ
う
に
、
小
さ
く
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
 

庭
に
も
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
 

三士 
ふD 

発
刊
に
寄
せ
て
 

響
か
販
鈴
 
木
 
幹
 
男
 

私
達
の
住
む
か
け
が
え
の
な
い
ふ
る
里
に
つ
い
て
、
そ
の
歴
史
の
大
 

要
を
知
る
事
は
、
き
っ
と
こ
の
ふ
る
里
を
よ
り
理
解
し
て
、
こ
よ
な
き
 

故
郷
と
し
て
愛
し
て
頂
け
る
教
材
と
も
な
る
の
で
は
、
と
秘
か
に
期
待
 

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

何
分
素
人
の
手
作
り
の
史
誌
で
あ
り
ま
す
。
決
し
て
区
民
の
皆
様
の
 

ご
満
足
に
な
り
ま
す
よ
う
な
資
料
と
は
云
え
ま
せ
ん
が
、
大
勢
が
参
加
 

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
汗
し
た
結
晶
と
し
て
ご
覧
戴
き
、
潤
い
豊
か
な
郷
土
 

造
り
に
役
立
っ
て
戴
け
れ
ば
幸
い
と
存
じ
ま
す
。
 

こ
の
区
誌
発
刊
を
機
会
に
、
区
民
一
層
の
連
帯
と
結
束
に
よ
り
益
々
 

我
が
ふ
る
里
の
発
展
を
希
い
又
各
々
の
ご
家
庭
の
ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈
 

念
い
た
し
ま
す
。
 

平
成
五
年
十
一
月
 



区
 三士 
ふい 

発
刊
に
寄
せ
て
 

今
回
大
岩
三
区
区
誌
発
刊
に
当
た
り
、
区
の
輝
か
し
い
歩
み
を
思
い
 

起
し
貴
重
な
資
料
を
蒐
集
し
区
誌
を
上
梓
さ
れ
た
こ
と
は
、
誠
に
意
義
 

深
く
こ
の
区
誌
が
将
来
に
わ
た
っ
て
後
輩
諸
君
の
指
針
と
な
り
、
郷
土
 

へ
の
切
な
る
愛
と
熱
い
激
励
の
糧
と
な
る
も
の
と
期
待
す
る
も
の
で
あ
 

り
ま
す
。
大
岩
区
が
一
、
二
、
三
区
に
分
割
さ
れ
て
か
ら
約
七
十
年
、
 

大
岩
三
区
と
し
て
の
歴
史
は
我
々
大
正
世
代
生
れ
の
足
跡
の
う
え
に
樹
 

て
ら
れ
て
居
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
我
々
の
残
し
た
 

足
跡
は
区
の
歴
史
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
 

こ
の
七
十
年
は
、
ほ
ん
と
う
に
激
動
の
時
代
で
あ
っ
た
。
昭
和
の
初
 

期
の
不
況
期
に
育
ち
、
昭
和
十
二
年
七
月
の
日
支
事
変
か
ら
昭
和
十
六
 

年
太
平
洋
戦
争
に
拡
大
。
昭
和
ニ
十
年
迄
の
戦
争
期
、
こ
の
戦
を
勝
ち
 

ぬ
く
為
に
食
糧
増
産
に
全
力
を
傾
注
し
、
又
こ
れ
が
供
出
割
当
に
は
徹
 

夜
の
日
々
を
送
っ
た
事
も
し
ば
し
ば
あ
り
、
文
字
通
り
の
苦
難
と
激
動
 

の
連
続
で
あ
り
ま
し
た
。
 

敗
戦
に
よ
っ
て
日
本
の
政
治
経
済
産
業
思
想
教
育
等
総
て
破
壊
し
た
。
 

我
々
の
生
活
も
貧
困
で
き
び
し
か
っ
た
。
長
い
戦
い
の
疲
弊
か
ら
立
な
 

顧
 

問
 
佐
 

野
 

康
 

一 

問 

お
る
為
に
頑
張
っ
た
、
努
力
し
た
。
そ
し
て
驚
異
的
経
済
成
長
を
遂
げ
 

た
。
昭
和
初
期
の
不
況
、
日
支
事
変
、
太
平
洋
戦
争
の
戦
乱
期
、
戦
後
 

の
復
興
期
。
過
ぎ
去
り
し
過
去
を
回
想
し
現
在
の
隆
盛
に
浸
た
り
唯
々
 

夢
心
地
で
あ
る
。
戦
後
約
五
十
年
、
百
戸
に
も
満
た
な
い
戸
数
が
、
今
 

や
七
百
戸
を
越
そ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
間
歴
代
区
長
を
中
心
に
有
志
 

区
民
が
協
力
し
、
区
の
発
展
に
盡
さ
れ
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
殊
 

に
基
幹
路
線
で
あ
る
時
田
阿
幸
地
線
八
米
道
路
の
完
成
は
、
区
の
発
展
 

に
大
き
な
飛
躍
を
遂
げ
た
ス
テ
ッ
プ
と
な
っ
た
こ
と
と
思
う
。
こ
の
時
 

代
が
飛
躍
へ
の
基
礎
造
り
の
時
代
で
あ
り
、
区
の
発
展
の
原
動
力
と
な
っ
 

た
こ
と
と
思
う
。
そ
し
て
区
の
発
展
は
、
先
ず
道
路
か
ら
と
云
う
理
念
 

の
も
と
に
当
時
と
し
て
は
、
数
少
な
い
将
来
を
展
望
し
た
八
米
幹
線
道
 

路
を
計
画
し
、
こ
れ
が
実
現
に
盡
力
さ
れ
た
故
鈴
木
忠
氏
の
慧
眼
に
深
 

甚
な
る
敬
意
と
感
謝
を
表
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

今
後
共
、
立
派
に
出
来
た
区
民
館
を
拠
点
に
文
化
教
育
ス
ポ
ー
ツ
等
、
 

総
て
の
面
で
益
々
飛
躍
し
更
な
る
発
展
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

平
成
五
年
十
一
月
 



《・も区志発刊によせて 

大
岩
三
区
の
皆
様
が
総
力
を
結
集
さ
れ
、
こ
こ
に
区
の
歴
史
を
綴
る
 

区
誌
が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

激
動
す
る
現
代
、
次
々
と
新
し
い
も
の
が
生
ま
れ
て
は
消
え
て
い
き
 

ま
す
。
そ
の
中
で
、
私
た
ち
は
先
人
が
築
き
上
げ
た
歴
史
と
た
ゆ
ま
ぬ
 

努
力
を
後
世
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
今
 

回
の
区
誌
の
発
刊
は
大
変
意
義
深
く
、
編
集
に
あ
た
ら
れ
た
皆
様
に
厚
 

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

私
た
ち
の
ま
ち
富
士
宮
市
は
、
霊
峰
富
士
の
広
大
な
視
野
に
広
が
り
、
 

豊
か
な
自
然
と
湧
水
に
恵
ま
れ
、
温
暖
な
気
候
の
中
で
発
展
し
て
ま
い
 

り
ま
し
た
。
 

そ
の
中
で
大
岩
三
区
は
、
戦
前
か
ら
の
農
地
が
経
済
成
長
の
流
れ
の
 

な
か
で
、
住
宅
地
と
し
て
大
き
く
変
貌
を
遂
げ
た
地
区
で
あ
り
ま
す
。
 

新
都
市
計
画
法
が
施
行
さ
れ
た
昭
和
四
十
七
年
に
は
、
地
区
の
ほ
と
ん
 

ど
が
市
街
地
区
域
と
な
り
、
住
居
専
用
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

富
士
宮
市
長
 
渡
 

辺
 

紀
 

そ
れ
以
来
、
峯
台
土
地
区
画
整
理
、
大
岩
宝
田
区
画
整
理
な
ど
の
造
成
 

開
発
事
業
が
行
わ
れ
今
か
ら
も
宅
地
化
が
ま
す
ま
す
進
む
こ
と
が
予
想
 

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
滝
沢
川
の
護
岸
工
事
な
ど
も
進
め
ら
れ
、
治
水
と
 

景
観
が
マ
ッ
チ
し
、
整
然
と
し
た
素
晴
ら
し
い
町
並
み
を
形
成
す
る
地
 

域
と
し
て
大
い
に
発
展
す
る
可
能
性
を
秘
め
た
地
区
で
も
あ
り
ま
す
。
 

そ
の
変
革
を
前
に
し
て
の
区
誌
の
発
刊
だ
け
に
一
層
意
義
深
い
も
の
が
 

あ
る
と
思
い
ま
す
。
 

こ
の
区
誌
の
発
刊
は
、
平
成
元
年
に
完
成
し
た
区
民
館
と
と
も
に
区
 

民
の
団
結
を
約
し
、
先
人
の
築
き
上
げ
た
今
日
ま
で
を
振
り
返
り
、
新
 

た
な
歴
史
の
出
発
を
誓
い
会
う
機
会
と
な
る
よ
う
祈
り
ま
す
。
 

大
岩
三
区
の
隆
盛
と
区
民
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
 

し
、
お
祝
い
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
 

平
成
五
年
十
二
月
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イ
、
大
岩
三
区
の
由
来
と
地
名
を
尋
ね
て
 

私
達
の
住
む
大
岩
三
区
は
お
よ
そ
東
西
七
五
O
米
、
南
北
二
六
〇
〇
 

米
位
、
総
面
積
約
一
三
一
万
平
方
米
、
中
心
付
近
の
標
高
は
二
〇
〇
米
 

位
。
西
は
弓
沢
川
、
東
は
大
岩
二
区
と
粟
倉
を
境
と
し
て
、
緩
や
か
な
 

傾
斜
地
域
で
、
朝
タ
富
士
の
霊
峰
を
仰
ぎ
、
雄
大
な
る
内
懐
ろ
に
抱
か
 

れ
、
黒
潮
の
幸
寄
せ
る
駿
河
湾
を
一
望
出
来
る
素
晴
ら
し
い
景
勝
と
環
 

境
に
恵
ま
れ
益
々
発
展
を
続
け
て
い
る
。
 

こ
の
大
岩
三
区
の
由
来
は
何
時
の
頃
よ
り
か
は
正
確
で
は
な
い
が
、
 

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
年
）
町
村
制
施
行
の
際
小
泉
村
、
杉
田
、
 

大
岩
、
粟
倉
、
村
山
の
五
ケ
村
が
合
併
し
富
士
根
村
と
改
め
ら
れ
、
こ
 

の
折
に
村
は
区
と
な
り
、
大
岩
区
が
誕
生
し
た
。
そ
の
後
、
村
の
発
展
 

に
伴
い
昭
和
十
年
頃
よ
り
大
岩
も
、
 

一
区
二
区
三
区
に
分
か
れ
現
在
に
 

至
っ
て
い
る
。
尚
古
く
は
大
岩
村
時
代
後
記
の
三
人
の
領
主
に
治
め
ら
 

れ
て
い
た
 

一
人
に
、
三
の
輸
、
出
水
を
 

松
平
采
女
正
 

一
人
に
、
玉
木
平
、
峯
谷
戸
を
 

玉
虫
八
左
衛
門
 

一
人
に
、
丸
谷
戸
、
時
田
、
大
岩
を
、
大
森
錦
次
郎
 

と
な
っ
て
お
り
、
村
は
戸
長
制
と
な
っ
て
、
戸
長
は
、
今
の
村
長
に
当
 

り
官
選
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
地
租
（
税
金
）
は
、
戸
長
が
領
主
の
住
む
 

江
戸
（
東
京
）
ま
で
持
参
し
た
と
言
わ
れ
た
。
 

古
老
の
逸
話
に
聞
い
た
も
の
だ
が
、
納
入
時
の
道
中
箱
根
路
に
於
い
 

て
、
悪
質
の
籠
屋
に
襲
わ
れ
、
通
り
合
せ
た
武
士
に
助
け
ら
れ
た
と
か
、
 

大
変
の
難
儀
も
あ
っ
た
等
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
 

明
治
十
三
年
初
代
大
岩
村
官
選
戸
長
は
鈴
木
与
平
氏
で
あ
っ
た
。
又
 

大
岩
の
地
名
の
由
来
は
、
国
枝
史
郎
及
び
富
士
山
麓
史
に
よ
る
と
富
士
 

山
の
噴
火
に
つ
い
て
、
文
献
に
記
録
さ
れ
た
最
も
古
い
も
の
で
 

最
初
天
応
元
年
七
月
六
日
（
西
暦
七
八
一
）
 

2
、
延
暦
十
九
年
六
月
六
日
 

3
、
延
暦
二
十
一
年
一
月
八
日
 

4
、
貞
観
六
年
五
月
二
十
五
日
 

5
、
正
平
七
年
十
一
月
 

6
、
長
保
一
年
三
月
七
日
 

7
、
長
元
五
年
十
二
月
十
六
日
 

8
、
永
保
三
年
二
月
二
十
八
日
 

9
、
永
正
八
年
 

10

、
宝
永
四
年
十
一
月
二
十
三
日
（
西
暦
一
七
一
〇
年
）
 

富
士
山
東
偏
炎
上
砂
灰
吹
山
 

こ
の
う
ち
ど
の
頃
か
は
判
明
し
な
い
が
、
村
部
落
名
が
固
定
さ
れ
た
 

の
は
数
百
年
前
か
ら
と
考
え
ら
れ
、
古
い
昔
に
富
士
山
の
噴
火
に
よ
っ
 

て
流
出
し
た
巨
大
な
熔
岩
塊
が
現
大
岩
子
安
神
社
の
大
木
の
根
本
に
止
 

り
、
以
来
こ
れ
を
祭
神
と
し
た
と
の
云
い
伝
え
で
あ
り
、
こ
の
大
岩
が
 

地
名
の
由
来
と
云
う
。
 

今
も
大
岩
区
の
住
民
は
正
月
に
は
し
め
飾
り
を
し
て
尊
崇
し
て
い
る
。
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ロ

、

戦

後

の

発

展

 

滝

沢

川

の

改

修

 

m
 

弓
沢
川
合
流
点
よ
り
辰
野
橋
間
の
滝
沢
川
 

本
河
川
は
市
街
地
に
流
域
を
も
つ
河
川
で
、
こ
の
流
域
面
積
一
一
七
 

八
・
〇
一
（
約
二
八
〇
町
歩
）
流
域
延
長
五
三
O
O
m

（
弓
沢
川
合
 

流
点
よ
り
）
位
の
準
用
河
川
で
あ
り
、
地
域
に
富
と
潤
い
を
与
へ
る
重
 

要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。
昭
和
初
期
（
十
年
）
頃
ま
で
は
流
域
住
民
 

は
、
農
業
用
水
は
勿
論
の
こ
と
、
生
活
用
水
（
食
器
洗
い
・
洗
濯
）
等
 

に
も
使
わ
れ
て
い
た
。
又
夏
季
に
は
子
供
達
は
こ
の
川
を
堰
き
止
め
て
 

プ
ー
ル
代
り
と
し
て
水
遊
び
に
興
じ
、
農
村
独
特
の
和
や
か
な
風
物
詩
 

に
も
な
っ
て
い
た
。
 

所
が
戦
後
急
激
な
地
域
開
発
、
都
市
計
画
市
街
化
区
域
に
指
定
さ
れ
、
 

地
区
の
目
覚
ま
し
い
発
展
に
よ
り
河
川
の
容
貎
は
一
変
、
家
庭
排
水
等
 

に
よ
る
水
質
汚
濁
、
そ
し
て
僅
か
な
降
雨
と
思
わ
れ
る
雨
水
に
も
、
河
 

川
氾
濫
す
る
状
態
と
な
り
早
急
に
こ
の
護
岸
の
改
修
が
急
務
と
な
っ
た
。
 

更
に
昭
和
四
十
六
年
粟
倉
団
地
終
末
処
理
水
を
、
滝
沢
川
に
放
流
と
 

決
定
さ
れ
た
。
こ
の
為
住
民
は
、
健
康
保
全
に
対
処
す
る
た
め
と
し
て
、
 

富
士
宮
開
発
公
社
理
事
長
、
故
山
川
斌
氏
と
、
地
域
代
表
の
間
で
、
要
 

望
事
項
の
ー
つ
に
、
当
河
川
改
修
も
約
東
さ
れ
た
。
 

そ
の
後
、
昭
和
五
十
七
年
九
月
、
滝
沢
川
護
岸
改
修
の
陳
情
に
つ
い
 

て
大
岩
二
区
、
三
区
合
同
打
ち
合
せ
会
を
開
催
し
た
。
場
所
は
、
大
岩
 

子
安
神
社
拝
殿
、
午
後
七
時
よ
り
 

出
席
者
 
大
岩
三
区
よ
り
区
長
故
渡
井
角
一
氏
 

区
民
 
渡
辺
道
金
、
鈴
木
勘
一
、
鈴
木
 
渥
 

佐
野
義
貞
、
佐
野
文
夫
、
鈴
木
隆
孝
 

鈴
木
幹
男
、
以
上
八
氏
 

大
岩
二
区
よ
り
区
長
故
高
野
任
男
氏
 

区
民
 

深
沢
茂
富
、
佐
野
 
茂
、
中
野
健
一
 

佐
野
重
作
、
（
故
）
佐
野
吉
蔵
、
以
上
六
氏
 

尚
富
士
宮
市
議
会
議
員
、
遠
藤
正
氏
の
ご
出
席
を
戴
く
。
 

昭
和
五
十
七
年
九
月
三
十
日
、
第
二
回
打
ち
合
せ
会
開
催
す
る
。
 

場
 
所
 
大
岩
四
〇
O
番
地
鈴
木
幹
男
宅
に
て
、
午
後
七
時
よ
り
 

出
席
者
 
大
岩
三
区
よ
り
区
長
故
渡
井
角
一
氏
 

区
民
 
鈴
木
 
渥
、
渡
辺
道
金
、
鈴
木
幹
男
の
四
氏
 

二
区
よ
り
区
長
故
高
野
任
男
氏
 

区
民
 

深
沢
茂
富
、
中
野
健
一
の
三
氏
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尚
富
士
宮
市
議
会
議
員
、
遠
藤
正
氏
の
ご
出
席
を
戴
く
。
 

協
議
事
項
 

団
舟
久
保
町
へ
の
遊
水
池
設
置
の
件
 

同
河
川
護
岸
は
三
面
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
又
は
検
知
ブ
ロ
ッ
ク
積
 

工
法
実
施
の
件
 

昭
和
五
十
七
年
九
月

三
十
日
、
別
紙
の
通
り
、
富
士
宮
市
長
 
植
松
 

義
忠
様
宛
、
滝
沢
川
護
岸
改
修
の
陳
情
を
書
提
出
し
た
。
 

尚
そ
の
後
も
五
十
八
年
、
静
岡
県
知
事
山
本
敬
三
郎
様
宛
に
、
昭
 

和
六
十
年
十
月
と
、
全
三
度
に
亘
り
同
意
味
の
陳
情
書
を
提
出
し
た
。
 

前
述
の
よ
う
な
経
過
の
末
漸
く
、
昭
和
六
十
一
年
よ
り
工
事
に
着
工
 

の
運
び
と
な
っ
た
、
工
法
も
計
画
通
り
で
国
県
市
の
拠
出
予
算
に
よ
り
、
 

滝
沢
川
と
弓
沢
川
合
流
点
、
大
岩
時
田
橋
上
流
、
別
紙
、
実
績
表
に
示
 

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
継
続
事
業
と
し
て
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
弓
沢
 

川
合
流
点
よ
り
辰
野
橋
ま
で
の
区
間
、
一
〇
四
〇
m

で
、
残
り
区
間
も
 

僅
か
と
な
っ
て
、
平
成
八
年
頃
に
は
完
工
の
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。
 

又
測
量
業
務
を
除
く
工
事
は
毎
年
富
士
宮
市
大
岩
の
佐
正
建
設
株
式
 

会
社
様
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
 

②
 

辰
野
橋
よ
り
上
流
第
－
砂
防
ダ
ム
ま
で
の
滝
沢
川
 

昭
和
六
十
二
年
、
富
士
砂
防
事
務
所
の
計
画
で
、
富
士
山
大
沢
崩
れ
 

の
大
砂
防
工
事
と
関
連
し
た
南
西
山
麓
の
渓
流
砂
防
事
業
と
し
て
、
当
 

滝
沢
川
も
、
流
域
の
安
全
対
策
と
し
て
ダ
ム
の
建
設
が
計
画
さ
れ
た
昭
 

和
六
十
二
年
十
月
着
工
し
て
平
成
二
年
四
月
に
こ
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
 

た
。
こ
の
ダ
ム
の
建
設
の
際
、
流
域
住
民
の
付
議
要
望
事
項
と
し
て
、
 

陳
昏
チ
月
 

ン
田
て
言
市
尺
少
ク
才
ニ
一
そ
 

こ
長
 

渡
d
ー
南
 

ル
申
）
を
争
入
多
才
声
乙
 

己‘）長 

商

野

任

 

老
斎
姦
（
山
片
改
惨
ミ
も
、
？
 

【車汐工答へc

とJ
てあlT

ー『
 

賦
政
矛
南
－
v
丁
非
キ
叩
町
同
先
h

今
日
で
あ
了
z
 

思
i
て
が
任
氏
（
同
辰
”
田
《
念
頻
で
あ
‘
 

ま
寸
●
で
何
年
イ
、
」
乱
叫
鷹
千

rI

小
ュ
オ
？
工
フ
 

、
杉
へ
司
連
署
、
て
陳
婿
ゆ
J
し工ゆ1
可
 

翼
加
p
丁
ハ
耳
「
月
 

甘
 

一J 

回
 

永
廼
再
作
り
〒
到
紙
1

こ
服
加
a
乏
免
‘
 

玄
ッ
言
市
市
長
株
×
陳
市
v
そlI
しニ、3
ヒーう 

ー
早
遣
朗
主
検
訂
丁
じ
序
話
果
‘
手
珂
‘
ー
り
 

改
疹
王
多
」
ば
巣
費
補
I
期
仔
さ
匹
る
k

の）牽か 

こ
り
ゴ
討
可
次
久
次
事
・
以
・
ー
二
げ
久
り
 

→ 

務
岡
巣
知
事
J
 

、 

山
本
放
一
ニ
郡
”
ー
殿
 

、
冨
t
集
γ
了
ご
与
i
者
把
 

大
と
三
‘
ず
平
長
 

「
あ
イ
イ
‘
市
尺
告
ン
《
ル
手
プ
青
尤
 

思
協
奄
市
－
 

：均t

官
ニ
ィ
《
、
台
ブ
か
三
一
ニ
 

前

己

辰
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永
い
間
の
願
い
で
あ
っ
た
護
岸
改
修
（
流
路
）
工
事
実
施
の
件
、
懇
請
 

依
願
し
た
。
こ
の
熱
意
が
、
砂
防
事
務
所
職
員
と
富
士
砂
防
事
務
所
長
、
 

寺
本
和
子
様
に
届
き
、
承
認
可
決
さ
れ
た
。
 

工
区
約
五
七
〇
m

の
間
、
平
成
三
年
十
月
着
工
 

平
成
四
年
三
月
竣
工
さ
れ
た
。
そ
し
て
憩
い
と
、
親
水
、
景
観
、
治
 

水
も
調
和
配
慮
さ
れ
た
近
隣
稀
に
見
る
河
川
と
な
っ
た
。
 

現
在
更
に
舟
久
保
町
雑
排
水
終
末
処
理
水
の
放
流
点
付
近
に
第
ニ
ダ
 

ム
の
建
設
計
画
が
さ
れ
て
お
り
平
成
六
年
頃
着
工
予
定
と
言
わ
れ
て
い
 

る。 こ
の
快
挙
も
決
し
て
偶
然
に
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
。
古
人
先
駆
者
 

の
徳
風
と
地
域
住
民
の
協
調
努
力
で
あ
り
、
そ
し
て
地
域
行
政
と
携
わ
 

る
方
々
の
、
住
民
本
位
の
施
政
に
よ
る
賜
で
も
あ
る
事
を
忘
れ
て
は
な
 

ら
な
い
。
因
に
砂
防
ダ
ム
並
び
に
辰
野
橋
に
至
る
事
業
費
は
、
概
ね
別
 

紙
の
通
り
で
あ
る
。
 

施
行
業
者
 

A
区
画
 

大
旺
建
設
脚
名
古
屋
支
店
様
 

住
所
 
名
古
屋
市
中
央
区
大
須
四
丁
目
十
六
番
十
六
号
 

B
区
画
 
富
士
宮
経
常
建
設
J
V
様
 

住
所
 
富
士
宮
市
上
条
 

c
区
画
 

大
都
工
業
株
名
古
屋
支
店
様
 

住
所
 
名
古
屋
市
中
央
区
栄
町
五
丁
目
十
五
番
十
八
号
 

e
三
社
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
 

濯加ハン 月イ●り甘 

ーーーー→h餌層標闘漕群哀で、

・』可Jw山っ・儒者豊者を以7

ーー こりニ臣計厭証奉千鵬湊み隊済一」く波心さりーー 

丈
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7
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1
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i
ー
ー
ー
愈
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不
舟
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？
操
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ーー・ 

直
年
誕
活
●
ダ
危
:
T
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、
や
さ
畝
て
お
リ
、
加
、
ュ
て
序
（
 

ーーー 

麗
（
泰
a
2
f
l
.
.
 

哩
燃
い
寧
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惨
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・
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''
i 

男
引
1
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衡
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粥
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一
ロ
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飯
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轟
網
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嫡
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（
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り
4
1
 

‘
臥
I
等宛劫1

- 

し
臓
邑
降
勝
え
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内
の
異
富
」
勢
粟
4
-
I

あり 

”
 

ー
ー
 

ー

ー

 ーー・ 
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ー
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実 績 表 

① 

弓沢川合流より辰野橋まで 

（準） 滝 沢 川 

（普） 

年度 工 事 名 場 所 工 費 

（千円） 

工 事 概 要 進捗率 

60 測量業務委託 1,550 
平面・路線測量 

L =950 m 
用地測量A=12,000耐 

全体計画概要図 

作成業務委託 
110 概要図作成一式 

61 
（準）滝沢川改修 

（国 庫） 
弓沢Ill合流部 8,400 

L=11.2m 
床固エ 1式 
護岸I A=28n? 

（県 費） ク 3,480 
L=9.4ni 
護岸工 A = 68肩 
護床工 1 式 

62 
大 岩 

大岩ハイッ西側 
19,850 

L=51.5m 
床固工 1式 
護岸工 A =352げ 

改修付帯工事（単独） 
大 岩 

佐野一さん 
2,050 

嵩上げ擁壁L=14m 

H綱桁橋1,5wX9.1L 

63 （国 庫） 
大 岩 

字丸谷戸 
22,800 

L' 75.9m 
護岸I A=606m2 
補償エ事1式 

改修付帯工事（単独） ク 800 
L=18.Om 
擁壁エ L=18m 
付帯工 1 式 
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実 績 表 

② 

弓沢川合流より辰野橋まで 

（準） 滝 沢 川 

（普） 

年度 工 事 名 場 所 工 費 

（千円） 

工 事 概 要 進捗率 

1-I元 
滝沢川改修に伴う 

進入路工事（単独） 
4,687 

進入路工事L "54m 

擁壁工 1.0式 

ク
 

国庫補助 

滝沢川改修工事 
34,505 

工事延長L=64m 
ブロック積A =404げ 
床固工基、付帯工事 

ク
 

滝沢川改修に伴う 

付帯工事 
8,034 

工事延長L=53m 
管理橋L '9.6m 
付帯工L0式 

ク
 

滝沢川測量業務委託 381 
路線測量L = 200 ni 

中心線 縦横断 

滝沢川改修に伴う 

物件移転補償 
193 

大岩725 井出章 

立木移転、伐採 

H2 
国庫補助 

滝沢川改修エ事 
45,938 

工事延長L=113.5m 
ブロック積A=912げ 
帯エ3基、補償工事1.0式 

滝沢JIl改修に伴う 

用地測量業務 
13,910 

用地測量 
L=450m W =40m 
A= 18,000m2 

H3 
（準）滝沢川 

護岸改修エ事 
(4,429) 

護岸工L=10m 
斜流工L= 6 m 
防護柵L = 102 m 
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実 績 表 

③ 

弓沢川合流より辰野橋まで 

（準） 滝 沢 川 

（普） 

年度 工 事 名 場 所 工 費 

（千円） 

工 事 概 要 進捗率 

H3 
国庫補助 

滝沢川改修工事 
大 岩 

工事 

47,792,000 
改修延長L=101.6m 

」
 

。J
っu 

3
2
 

6
8
 

mm 
補
 
）
 

償
 
本
 

工
 

年
 

事
 
分
 

L
 

?
 

護岸コンクリートブロック補強 

水路PU308L =76.4 m 
道路擁壁L=60,5m 

補装（下ソ）A =323げ（道） 
Co補95 m2（右手） 

補償 

2,391,220 

物件移転4件1,007,020 
" 1 件 157,600 

損失補償1件1,226,600 

用具 

2,635,006 

河川分6 件 858, 156 m 
道路分5 件 1,776,850 

H4 
国庫補助 

滝沢川改修工事 
大 岩 

工事 

55,620,000 
改修延長L =84.4 m 

護岸ブロック積A=657n? 

補償工事、床上工1式 

市単独 

橋梁工、付帯工1式 
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滝 沢 川 

。流域面積 278.0kn （約280町歩） 

。流路延長 5,300m（弓沢川合流より） 

。標高差 269 m（弓沢川合流より） 

準用河川滝沢川改修事業の計画

合流より300 -'400m付近 

。改修延長 1,040 m（弓沢川合流より辰野橋まで） 

。昭和60年度 用地買収開始 

。昭和61年度 改修工事着手 

。本河川は市街地に流域をもつ河川で、昭和57年の台風10号等の度々の被害を受けてい 

る。又、流域には、都市計画事業（舟久保団地）を始めとする地域開発が急速に進ん 

でおり、それによる流出量も著しく増えたので早急に河川改修をする必要があった。 

未工事箇所 

弓沢川よりの起点 

む
 尊
熱
皿
 

え奪准‘ 

未工事箇所 

合流より200 m付近 
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滝沢川流路：L 辰野橋より上流 

【砂防設備の主な概要】 

・滝沢川流路工 

a）計画諸元 

。流域面域 

。対象流量 

b）設備諸元 

0 

施行年度 H2 -H3 

12.9扇 

74肩ノSec 

計画延長 570 m 

。計画可床勾配 

。計画川幅 

0 床固工 

。帯 工 

。護岸工 

。橋梁架替 

0 

1/50 

4m 

5基 

4基 

L=518m 

2橋 

事業費 9億4 千万円（約10億円） 

平成4 年度分工事 600 m付近 

※「水と緑の砂防事業」地域開発計画（区画整理事業）と整合した流路工計画とし親 

水機能を配慮した階段護岸及護岸につても周辺との景観配慮した構造となっている。 

=＝既住設備＝ 

・滝沢川第1砂防ダム 

。施行年度 S63-H 1 

。主ダム H=12m, L=60 m.. V=3,075げ 

。副ダム H=4.5m. L=39.4m V= 532げ 

。側壁 V= 320nf 

。水叩 Vz 560肩 

計 V = 4,487 m3 

投資事業費約3 億円 キ4,500m 

一滝沢川の当面の砂防計画一 

・滝沢川第2砂防ダム 

。施行年度 H2-H6 H2 H3用地対応 

。主ダム H=17m,, L=78m, V= 9,110m3 

。副ダム H=6m ,. L=36m , V= 730肩 

側壁 V= 660げ 

水叩 V= 590げ 

計 V=11,090肩 

計画事業費約10億円 キ11,000m 
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＾ーコ曹に二~~ 勲二1てでー、Lニ’でに警】！，緯蒼舞！義誓三武悪三芦農ーユ；F三二 “ン‘~奪五’尋製 

滝沢川竣工式 

平成4年6 月25日 
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富
士
宮
市
大
岩
宝
田
 

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
 

－
、
事
の
始
ま
り
 

本
地
区
は
、
字
名
の
「
宝
田
」
が
示
す
と
お
り
、
先
人
の
絶
え
間
な
 

い
努
力
の
も
と
長
年
に
亘
り
良
質
な
米
作
り
が
行
わ
れ
て
き
た
。
 

し
か
し
、
時
代
の
波
は
、
悠
久
の
時
を
過
ご
し
て
き
た
「
宝
田
」
 
に
 

も
押
し
寄
せ
、
昭
和
六
十
年
、
市
街
化
区
域
及
び
市
街
化
調
整
区
域
の
 

変
更
（
線
引
き
見
直
し
）
対
象
区
域
と
な
り
、
土
地
所
有
者
は
、
な
ん
 

ら
か
の
方
法
で
開
発
す
る
か
否
か
の
選
択
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
事
と
な
っ
 

た
 。

 市
街
化
調
整
区
域
へ
の
編
入
は
是
非
と
も
回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

い
た
め
、
市
の
協
力
を
得
な
が
ら
開
発
の
方
法
に
つ
い
て
模
索
し
、
検
 

討
を
重
ね
た
結
果
、
 

「
宝
田
」
は
、
区
画
調
整
事
業
に
よ
り
開
発
す
る
 

こ
と
で
、
土
地
所
有
者
全
員
の
意
見
を
確
認
し
た
。
 

ニ
、
建
設
省
富
士
砂
防
工
事
事
務
所
（
滝
沢
川
の
改
修
工
事
〕
 

し
か
し
、
区
画
整
理
事
業
を
進
め
る
前
に
立
ち
は
だ
か
る
大
き
な
問
 

題
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
地
区
の
東
側
を
流
れ
る
滝
沢
川
の
改
修
で
あ
 

る
。
こ
の
改
修
工
事
に
は
多
額
の
費
用
が
必
要
と
な
り
、
土
地
区
画
整
 

理
事
業
で
こ
の
経
費
を
捻
出
す
る
こ
と
と
な
る
と
土
地
所
有
者
の
負
担
 

は
余
り
に
も
大
き
く
、
地
区
の
将
来
の
た
め
、
子
々
孫
々
の
た
め
健
全
 

な
市
街
地
を
形
成
し
よ
う
と
一
念
発
起
決
意
し
た
計
画
を
断
念
せ
ざ
る
 

を
得
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
 

そ
こ
で
、
建
設
省
富
士
砂
防
工
事
事
務
所
に
滝
沢
川
改
修
に
つ
い
て
 

砂
防
工
事
の
一
環
と
し
て
施
工
し
て
欲
し
い
旨
の
陳
情
を
重
ね
、
そ
の
 

結
果
、
辰
野
橋
か
ら
上
流
（
区
画
整
理
事
業
区
域
）
を
「
建
設
省
が
直
 

轄
で
施
工
す
る
」
と
い
う
快
諾
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
 

こ
の
件
に
関
す
る
富
士
砂
防
工
事
事
務
所
の
対
応
は
、
地
元
の
意
見
 

を
尊
重
し
た
迅
速
な
も
の
で
あ
り
、
工
事
は
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
従
 

来
の
こ
の
地
区
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
変
さ
せ
た
だ
け
で
な
く
、
市
内
で
も
 

類
を
見
な
い
親
水
性
を
備
え
、
子
供
も
安
心
し
て
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
 

川
と
し
て
、
工
事
着
工
か
ら
わ
ず
か
半
年
で
皿
成
四
年
三
月
完
成
し
た
。
 

三
、
大
岩
宝
田
土
地
区
画
整
理
組
合
の
設
立
 

建
設
省
の
滝
沢
川
改
修
に
対
す
る
快
諾
に
よ
り
、
事
業
費
面
で
の
最
 

大
の
難
問
を
突
破
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
市
の
補
助
、
協
力
を
得
 

て
区
画
整
理
組
合
の
定
款
、
事
業
計
画
を
作
成
、
こ
の
事
業
に
対
す
る
 

地
権
者
の
同
意
書
を
取
り
ま
と
め
、
県
知
事
に
組
合
設
立
認
可
申
請
書
 

を
提
出
、
平
成
三
年
五
月
二
十
四
日
待
望
の
組
合
設
立
が
認
可
さ
れ
、
 

同
年
六
月
六
日
念
願
の
第
一
回
総
会
を
開
催
し
た
。
 

四
、
区
画
整
理
事
業
の
概
要
 

事
業
計
画
に
定
め
た
事
業
の
概
要
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

m
 

名
 

称
 

富
士
宮
市
大
岩
宝
田
土
地
区
画
整
理
組
合
 

②
 
組
合
員
数
 

十
九
人
 

⑧
 
地
区
面
積
 

三
九
、
五
〇
〇
2
m
 

囲
 

総
事
業
費
 

四
一
〇
、
〇
〇
〇
千
円
 



市
補
助
金
 

一
六
七
、
三
O
〇
千
円
 

保
留
地
処
分
金
 

二
四
ニ
、
七
O
O

千
円
 

⑤
 
平
均
減
歩
率
 
三
三
‘
五
〇
％
 

公
共
減
歩
率
 

二
二
．
六
四
％
 

保
留
地
減
歩
率
 

一
〇
．
八
六
％
 

（
公
園
一
箇
所
）
 

⑥
 
事
業
期
間
 

平
成
三
年
度
ー
平
成
六
年
度
 

五
、
組
合
員
名
簿
 

理

事

長

 
佐
野
 

文
夫
 

組

合

員

 
小
林
 

勝
春
 

副
理
事
長
 

鈴
木
 
幹
男
 

ク
 

小
林
 

住
枝
 

ク
 

鈴
木
 

渥
 

ク
 

佐
野
 

寿
 

理
 

事
 

佐
野
 
義
久
 

ク
 

佐
野
 
清
治
 

ク
 

鈴
木
 
基
ー
 

ク
 

佐
野
 
義
貞
 

監
 

事
 

鈴
木
 
勘
ー
 

ク
 

鈴
木
 
孝
光
 

ク
 

渡
辺
 

道
金
 

ク
 

鈴
木
 
深
子
 

評

価

員

 
鈴
木
 
隆
孝
 

ク
 

鈴
木
ふ
み
代
 

ク 

鈴
木
 
要
吉
 

ク 

大
 
蔵
 
省
 

ク ク ク ク ク ク ク ク 

ク 

柏
木
タ
マ
エ
 

六
、
区
画
整
理
事
業
の
進
捗
 

組
合
設
立
後
、
組
合
員
全
員
の
了
解
を
得
て
、
区
画
整
理
後
の
土
地
 

の
位
置
、
面
積
等
を
決
定
す
る
た
め
の
仮
換
地
指
定
を
行
い
、
平
成
四
 

年
八
月
に
は
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
土
音
高
く
、
造
成
、
道
路
築
造
等
工
 

事
が
着
工
さ
れ
た
。
 

こ
の
工
事
は
、
単
年
度
で
の
早
期
完
成
を
目
指
す
た
め
二
工
区
に
分
 

け
ら
れ
、
第
一
工
区
を
勝
又
建
設
株
式
会
社
、
第
二
工
区
を
佐
正
建
設
 

株
式
会
社
が
各
々
請
け
負
い
、
平
成
五
年
三
月
に
終
了
し
た
。
ま
た
、
 

水
道
、
ガ
ス
の
配
管
工
事
も
併
せ
て
施
行
さ
れ
、
 

「
宝
田
」
 
の
様
相
は
 

一
変
し
、
新
た
に
市
街
地
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
 

今
後
、
換
地
処
分
、
保
留
地
処
分
、
区
画
整
理
登
記
等
を
行
い
、
平
 

成
六
年
度
に
事
業
終
了
、
組
合
を
解
散
す
る
予
定
で
あ
る
。
 

七
、
終
わ
り
に
 

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
区
画
整
理
事
業
で
 
「
宝
田
」
を
開
発
す
る
 

こ
と
を
決
定
す
る
ま
で
に
は
、
先
祖
伝
来
の
土
地
に
愛
着
が
あ
る
と
同
 

時
に
区
画
整
理
事
業
の
も
つ
 
「
減
歩
」
と
い
う
問
題
も
あ
り
、
土
地
が
 

ど
の
様
に
な
る
の
か
不
安
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
工
事
が
進
む
に
つ
れ
 

道
路
、
公
園
、
地
権
者
各
々
の
土
地
の
形
態
が
具
現
化
し
、
区
画
整
理
 

事
業
の
成
果
が
次
々
に
現
れ
て
く
る
と
こ
の
不
安
は
払
拭
さ
れ
、
地
区
 

の
た
め
、
子
々
孫
々
の
た
め
と
地
権
者
全
員
で
下
し
た
決
定
は
正
し
か
っ
 

た
と
思
う
も
の
で
あ
る
。
 

ま
た
、
区
画
整
理
事
業
は
、
地
権
者
の
「
和
」
が
な
け
れ
ば
到
底
成
 

し
う
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
、
地
権
者
の
成
熟
し
た
 

信
頼
関
係
が
形
成
さ
れ
て
い
た
「
宝
田
」
は
大
変
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
っ
 

た
と
い
え
る
。
 

最
後
に
、
 

「
宝
田
」
 

の
開
発
は
区
画
整
理
事
業
で
実
施
し
た
が
、
あ
 

ら
ゆ
る
面
か
ら
考
え
て
も
現
段
階
で
は
、
面
整
備
を
施
工
す
る
に
あ
た
っ
 

て
区
画
整
理
事
業
に
勝
る
も
の
は
な
い
と
思
う
の
で
、
大
岩
宝
田
土
地
 

一 
つJ 4

. 

一
 



区
画
整
理
事
業
が
起
爆
剤
と
な
っ
て
、
大
岩
の
他
地
区
は
も
と
よ
り
、
 

富
士
宮
市
の
市
街
化
区
域
全
体
へ
区
画
整
理
事
業
が
導
入
さ
れ
、
富
士
 

宮
市
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
が
大
き
く
前
進
し
て
く
れ
た
ら
と
願
う
も
の
 

で
あ
る
。
 

（
佐
野
文
夫
）
 

区画整理時測hi基点▲ 

三選妻芸野琴 
、・ー・‘ニーiニ－いー 

区画整理完成滝沢川右岸 
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食
糧
難
時
代
を
克
服
し
た
農
家
の
人
々
 

我
が
国
が
、
昭
和
十
二
年
支
那
事
変
を
契
期
に
、
昭
和
十
六
年
十
一
一
 

月
大
東
亜
戦
に
入
る
戦
争
経
済
の
中
で
昭
和
十
七
年
食
糧
管
理
法
（
食
 

管
制
度
）
が
制
定
さ
れ
た
。
つ
い
で
、
昭
和
二
十
一
年
三
月
、
物
価
統
 

制
令
が
、
占
領
軍
総
指
令
部
（
い
わ
ゆ
る
ボ
ッ
タ
ム
勅
令
）
の
ー
つ
と
 

し
て
制
定
さ
れ
た
。
 

こ
こ
に
当
時
農
業
に
従
事
さ
れ
た
方
々
の
手
記
を
綴
っ
て
見
る
。
 

当
時
の
食
生
活
は
、
農
家
の
人
々
さ
え
、
大
麦
又
は
小
麦
の
中
に
約
 

二
割
程
度
の
精
米
を
入
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
で
も
良
い
方
の
食
物
 

す
ん
ば
く
 

で
あ
っ
た
。
殆
ん
ど
の
人
々
は
素
麦
、
或
は
僅
か
の
米
に
小
麦
又
甘
藷
 

を
小
切
っ
た
も
の
を
混
ぜ
主
食
と
し
て
お
り
今
日
全
く
考
え
ら
れ
な
い
 

程
の
粗
食
で
あ
っ
た
。
又
副
食
等
は
甘
藷
の
莖
に
至
る
ま
で
を
加
工
し
 

て
副
食
と
し
た
。
農
家
へ
の
生
産
指
導
は
、
永
年
作
物
は
極
め
て
規
制
 

さ
れ
、
食
糧
の
増
産
を
第
一
と
し
、
林
野
を
開
墾
し
力
を
注
が
れ
た
。
 

何
か
の
記
事
に
見
ら
れ
た
の
に
「
耕
し
て
山
に
至
れ
り
」
等
と
の
言
葉
 

も
出
来
た
程
で
あ
る
。
 

さ
て
、
食
糧
増
産
に
つ
い
て
特
筆
す
べ
き
事
と
し
て
労
働
力
の
問
題
 

が
あ
る
。
戦
時
は
殆
ん
ど
の
男
子
は
兵
役
に
徴
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
小
 

ゆ
 

力
能
く
大
事
を
成
す
力
と
な
っ
た
事
に
「
結
い
」
を
す
る
と
言
う
習
慣
 

が
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
労
働
の
貸
し
借
り
で
、
近
所
隣
り
友
人
間
に
 

て
行
わ
れ
た
事
で
、
信
頼
協
調
友
愛
を
大
事
に
し
た
美
し
い
共
存
意
識
 

で
あ
っ
た
。
青
年
団
等
早
朝
手
伝
い
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
年
二
回
の
農
 

繁
期
（
蒔
付
け
収
穫
期
）
を
、
お
互
い
話
し
合
い
の
上
に
結
い
、
結
返
 

し
と
し
て
大
な
る
作
業
を
成
し
て
来
た
。
此
の
頃
か
ら
隣
組
組
織
が
造
 

ら
れ
庶
民
の
詩
歌
に
も
歌
わ
れ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
生
産
工
程
（
手
 

段
）
は
、
今
日
に
見
る
配
合
肥
料
は
勿
論
無
く
て
、
窒
素
の
補
給
は
、
 

殆
ん
ど
が
人
糞
と
家
畜
の
し
尿
に
頼
っ
た
。
人
糞
に
つ
い
て
は
家
庭
だ
 

け
で
は
全
く
足
り
ず
、
町
家
の
方
と
、
一
荷
（
四
斗
約
八
十
l

）
ド
ラ
 

ム
缶
一
本
分
位
を
十
銭
前
後
に
て
契
約
、
牛
馬
車
を
利
用
し
て
汲
上
げ
、
 

畑
地
に
設
け
た
肥
溜
り
に
保
管
し
た
も
の
で
、
こ
の
作
業
も
通
常
夜
明
 

け
前
の
事
で
あ
っ
た
。
 

そ
れ
か
ら
堆
肥
造
り
に
つ
い
て
は
、
山
野
の
青
草
を
牛
馬
車
を
利
用
 

刈
り
溜
め
て
発
酵
し
家
畜
肥
と
混
合
使
用
す
る
。
又
農
地
の
整
地
は
、
 

牛
馬
又
人
力
に
依
り
朝
に
星
を
頂
き
、
タ
に
星
を
仰
い
で
帰
る
等
 
盆、 

正
月
と
定
め
ら
れ
た
祭
日
以
外
は
雨
の
日
も
休
み
な
く
働
い
た
。
 

そ
れ
か
ら
食
管
制
度
に
依
っ
て
の
供
出
割
当
て
作
業
は
、
市
町
村
別
 

に
割
り
当
て
ら
れ
た
も
の
を
農
業
生
産
組
合
に
送
ら
れ
、
各
地
区
の
部
 

農
会
で
更
に
細
分
、
こ
れ
に
よ
り
部
農
会
長
主
軸
に
各
組
の
実
行
長
が
、
 

農
家
毎
の
反
別
出
来
高
、
反
収
の
適
正
価
を
勘
案
合
議
し
各
戸
に
割
り
 

当
て
ら
れ
た
も
の
で
、
幾
夜
何
度
も
重
ね
ら
れ
非
常
に
困
難
な
作
業
で
 

あ
っ
た
。
 

米
の
配
給
に
つ
い
て
は
、
一
般
人
と
（
十
一
才
ー
六
十
才
）
 

は
一
日
約
三
百
g
、
二
合

三
勺
余
り
で
、
外
に
重
労
働
者
、
高
齢
者
男
 

女
別
等
別
に
定
め
ら
れ
て
い
た
。
又
因
に
、
こ
の
供
出
割
当
て
未
完
納
 

地
区
は
全
体
罰
と
し
て
配
給
停
止
処
分
も
設
け
ら
れ
て
い
た
。
 

（
鈴
木
勘
一
氏
の
述
懐
に
よ
る
）
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明治元年以降米価格表（1表60k当り） 

年 号 価 格 備 考 年 号 価 格 備 考 

明治元年 1,69銭 大正元年 832銭 桂内閣 

6 1,20 地租改正される 8 10,60 米騒動 

10 1.34 西南役（事変） 14 13,60 加藤内閣 

15 2,08 日本銀行創立される 大正時代14年間 

18 1,73 内閣制度始まる（伊藤） 昭和元年 12,70銭 若月内閣 

21 1,42 町村制施行黒田内閣 7 820銭 満州事変斉藤内閣 

27 3,66 日清戦争 22 700円 芦田内閣 

30 4,16 伊藤内閣 ャミ米 (8,000円） 

35 4,96 30 3,900円 鳩山内閣 

37 4,36 日露戦争 40 6.308 佐藤内閣 

39 5,28 西園寺内閣 50 15,613 三木内閣 自主流通米 

42 4,00 米の検査制度 60 34,800 中曽根内閣 

43 5,36 64 銘柄格差 

44 6,16 西園寺内闇 昭和時代64年間 

平成元年 竹下内閣 

明治時代44年間 5 宮沢内閣 

藤樹書参考 
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ハ
、
大
岩
三
区
の
記
録
と
世
の
流
れ
 

大
岩
三
区
の
あ
ゆ
み
 

「
苔
洗
う
題
目
塔
に
風
光
る
」
 
こ
れ
は
先
般
、
平
成
五
年
二
月
末
区
 

誌
発
刊
に
つ
い
て
、
大
岩
三
区
内
に
建
立
さ
れ
て
い
る
各
種
の
碑
の
調
 

査
の
折
詠
ん
だ
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
三
百
有
余
年
前
、
時
田
村
と
呼
 

ば
れ
て
い
た
時
代
で
、
現
在

e
三
町
内
二
班
の
通
称
横
道
と
言
わ
れ
て
 

い
る
路
傍
に
、
当
時
の
住
民
の
寄
進
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
大
変
す
ば
 

ら
し
い
碑
で
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
古
い
時
代
の
当
区
の
歴
史
に
つ
い
て
は
正
確
な
記
述
を
 

探
す
こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
の
で
省
か
せ
て
戴
き
ま
す
。
 

む
 

ら
 

さ
て
私
達
の
郷
土
の
歩
み
は
、
明
治
大
正
昭
和
初
期
の
頃
よ
り
、
農
 

村
の
間
に
徐
々
に
進
行
さ
れ
た
産
業
革
命
の
た
め
従
来
と
ら
れ
て
い
た
 

農
工
商
の
政
治
基
盤
は
、
諸
外
国
と
の
貿
易
振
興
等
も
あ
っ
て
、
工
業
 

経
済
政
治
基
盤
に
移
り
変
り
、
一
部
農
家
を
除
き
、
農
業
に
よ
る
経
営
 

生
活
は
非
常
に
困
難
と
な
り
ま
し
た
。
 

昭
和
十
年
代
こ
の
三
区
は
、
重
林
寺
南
部
に
戸
数
僅
か
七
〇
余
戸
、
 

人
口
も
五
〇
〇
人
未
満
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
 

そ
れ
か
ら
戦
後
、
昭
和
二
十
年
か
ら
三
十
年
代
ま
で
兼
業
農
家
、
い
 

大岩宝田区画整理全望 



わ
ゆ
る
 
「
三
ち
ゃ
ん
農
業
」
 
に
よ
っ
て
生
活
が
営
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
 

ま
し
た
。
 

所
が
、
戦
後
あ
ま
り
に
も
急
速
に
発
達
し
た
機
械
文
明
に
よ
る
産
業
 

革
命
と
国
土
の
有
効
利
用
を
目
ざ
し
、
昭
和
四
十
四
年
施
行
の
新
都
市
 

計
画
法
、
市
街
化
地
域
と
市
街
化
調
整
区
域
が
制
定
、
い
わ
ゆ
る
線
引
 

き
が
行
わ
れ
、
当
大
岩
三
区
は
滝
沢
川
西
方
よ
り
弓
沢
川
ま
で
の
間
殆
 

ん
ど
が
市
街
化
さ
れ
、
住
居
専
用
地
域
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

そ
し
て
地
域
発
展
の
原
動
に
も
な
る
道
路
の
整
備
が
昭
和
三
十
八
年
 

起
成
、
昭
和
四
十
五
年
完
成
の
、
大
岩
時
田
阿
幸
地
線
（
八
米
）
道
路
 

が
完
成
さ
れ
ま
し
た
。
次
い
で
昭
和
四
十
五
年
舟
久
保
団
地
造
成
開
発
 

昭
和
五
十
六
年
、
峯
台
土
地
区
画
整
理
組
合
の
造
成
開
発
、
平
成
元
年
 

大
岩
三
区
区
民
館
の
完
成
。
 

平
成
五
年
三
月
完
成
の
大
岩
宝
田
区
画
整
理
組
合
に
よ
る
造
成
開
発
 

等
、
と
、
 

一
般
開
発
事
業
に
よ
る
造
成
開
発
と
相
ま
っ
て
今
尚
目
ざ
ま
 

し
い
発
展
が
続
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
 

そ
れ
か
ら
尚
特
筆
し
た
い
こ
と
に
、
昭
和
三
十
七
年
頃
よ
り
、
水
防
 

事
業
と
し
て
元
区
長
佐
野
康
一
氏
外
有
志
の
陳
情
に
よ
っ
て
、
弓
沢
川
 

の
護
岸
を
国
の
予
算
を
も
っ
て
、
時
田
橋
よ
り
上
流
を
遂
年
継
続
事
業
 

と
し
て
、
故
遠
藤
三
郎
建
設
大
臣
の
ご
支
援
を
得
て
現
在
も
続
け
ら
れ
 

て
お
り
ま
す
。
 

又
昭
和
六
十
一
年
着
工
の
滝
沢
川
護
岸
工
事
も
弓
沢
川
同
様
に
時
田
 

橋
よ
り
上
流
辰
野
橋
ま
で
約
一
、
〇
〇
〇
米
位
を
、
遂
年
工
事
が
進
め
 

ら
れ
て
お
り
平
成
八
年
頃
に
は
完
成
の
予
定
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
尚
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辰
野
橋
上
流
滝
沢
川
第
一
砂
防
ダ
ム
ま
で
約
六
〇
〇
米
の
護
岸
は
、
近
 

隣
ま
れ
に
見
る
、
治
水
と
親
水
景
観
を
備
え
た
近
代
工
法
に
よ
る
見
事
 

な
河
川
が
造
ら
れ
た
事
で
あ
り
ま
す
。
想
え
ば
戦
後
か
ら
し
て
も
、
四
 

十
有
余
年
の
間
に
、
戸
数
六
百
数
十
余
戸
、
人
口
二
千
数
百
余
人
、
凡
 

そ
十
倍
余
り
に
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

以
上
の
よ
う
な
輝
か
し
い
発
展
も
、
郷
土
の
地
形
土
地
柄
と
、
社
会
 

的
構
造
の
革
新
変
化
の
積
み
重
ね
は
勿
論
の
こ
と
、
先
人
有
志
の
識
見
 

努
力
と
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
た
も
の
と
信
じ
ま
す
が
、
反
面
に
は
山
野
 

彩
る
紅
葉
、
鳥
獣
の
美
し
い
鳴
き
声
等
、
情
緒
の
豊
か
さ
は
少
し
ず
つ
 

失
わ
れ
て
い
る
事
も
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
 

又
広
域
に
亘
る
土
地
開
発
の
た
め
、
道
路
交
通
安
全
、
児
童
教
育
、
 

治
安
秩
序
保
安
、
治
水
火
災
防
止
等
の
諸
問
題
も
尚
、
山
積
さ
れ
て
お
 

り
ま
す
。
 

今
後
私
共
は
、
残
さ
れ
た
自
然
美
、
滝
沢
弓
沢
川
と
、
古
人
の
造
築
 

さ
れ
た
溜
池
等
、
保
全
の
た
め
、
区
民
一
体
と
な
っ
て
、
よ
り
良
い
平
 

和
な
郷
土
造
り
の
た
め
、
相
互
信
頼
を
基
調
と
し
た
た
ゆ
み
な
い
努
力
 

が
、
最
も
大
切
で
あ
る
と
信
じ
ま
す
。
 

言
い
慣
ら
さ
れ
た
言
葉
「
古
き
を
尋
ね
て
新
ら
し
き
を
知
る
」
の
意
 

味
を
し
み
じ
み
と
感
じ
乍
ら
住
居
、
人
口
動
態
の
様
子
を
別
記
し
併
せ
 

て
、
当
区
発
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
た
人
々
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
 

大岩溜池の現況 
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大
岩
三
区
第
四
町
内
の
沿
革
 

－
、
は
じ
め
に
、
位
置
に
付
い
て
 

大
岩
三
区
は
旧
地
名
を
南
谷
戸
、
宝
田
、
峰
谷
戸
、
後
に
時
田
、
元
 

大
岩
等
の
部
落
名
で
形
成
さ
れ
て
居
た
。
其
の
内
現
在
の
四
町
内
は
旧
 

字
名
峰
谷
戸
の
完
全
農
業
地
帯
で
あ
っ
た
。
 

一
－
、
沿
 

革
 

現
在
の
四
町
内
発
足
当
初
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八
二
年
）
は
、
五
 

班
五
十
七
世
帯
で
一
町
内
会
の
誕
生
と
な
っ
た
。
そ
れ
が
時
代
の
流
れ
 

と
生
活
の
変
遷
に
伴
い
年
毎
に
世
帯
数
も
増
加
し
、
現
在
平
成
五
年
で
 

は
二
百
二
十
有
余
世
帯
、
班
も
十
四
を
数
え
る
に
到
っ
た
。
此
の
著
し
い
 

発
展
の
陰
に
は
北
東
部
に
舟
久
保
町
、
更
に
南
粟
倉
町
と
云
う
市
営
の
 

新
開
地
が
有
り
、
是
に
伴
う
周
辺
の
整
備
事
業
が
行
わ
れ
、
地
権
者
に
 

依
る
土
地
無
償
提
供
等
に
依
り
、
素
晴
し
い
幹
線
道
路
並
び
に
上
下
水
 

道
の
完
全
整
備
が
成
さ
れ
た
事
が
大
き
く
起
因
し
て
居
る
事
と
思
う
。
 

年
度
毎
の
発
展
状
況
を
次
に
示
す
と
、
 

昭
和
五
七
年
一
九
八
二
年
 

五
八
 

八
111 

五
九
 

八
四
 

五 五 五 
班 

六
十
 

八
五
 

」ハ 

六一 

山
ハ
ー
ー
 

」
ハ
三
 

八
六
 

八
七
 

八
八
 

」ハ 九
 

十
一
 

五
七
世
帯
 

六
四
 

」ハ六 

七
五
 

一O

〇
 

一

 

一

 

一

 

】

 

一

 

一
五
一
 

昭
和
六
四
年
一
九
八
九
年
十
二
班
一
九
二
世
帯
 

平
成
元
 

一一
 

九
十
 

十
二
 

二
O

一 

三
 

九
一
 

十
四
 

一
一
〇
八
 

四
 

九
二
 

十
四
 

二
二
o
 

以
上
、
示
し
た
様
に
急
激
な
発
展
の
中
で
新
開
地
に
共
通
す
る
悩
み
 

が
あ
っ
た
。
 

50 100 150 200 世帯 

S57 (1982) 

S58 (1船3) 

57 

S59 (1984) 

S60 (1985) 

S61 (19部） 

S62 (1987) 

S63 (1昭8) 

Hl (1昭9) 

H2 (1990) 

H3 (1991) 

H4 (1992) 

班の数→ 

64 

66 

巧 

班数と世帯数の推移 

100 

122 

151 

ー蕪競纂需騒藤i飴由宙由血192 

驚器器薫鷺為飴由由由由201 
驚盤鬻器蠶蠶欝 1．ー1 208 
鷺鷺鷺簟鷺鷺繁讐一一，一一一－1  220 
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三
、
事
 
業
 

町
内
に
起
り
得
る
人
寄
せ
、
防
災
関
係
等
幾
多
の
問
題
を
抱
え
た
中
 

で
、
先
ず
人
寄
せ
の
時
、
一
軒
で
什
器
類
其
の
他
の
器
物
を
揃
え
る
事
 

の
困
難
さ
で
あ
る
。
此
の
様
な
時
、
町
内
有
志
に
よ
っ
て
準
備
委
員
会
 

を
設
け
、
村
松
信
一
、
矢
部
治
典
、
和
田
常
太
郎
、
木
内
力
、
鈴
木
武
 

雄
、
各
氏
の
再
三
に
亘
る
協
議
の
結
果
、
町
内
に
収
納
庫
を
含
め
ー
セ
ッ
 

ト
と
云
う
事
で
結
論
が
な
さ
れ
、
町
内
の
総
意
に
よ
り
理
解
を
得
て
資
 

金
調
達
、
物
品
、
選
び
等
各
役
員
の
協
力
を
得
て
。
尚
不
備
な
点
は
残
 

し
乍
ら
も
現
在
運
用
中
で
あ
る
。
 

四
、
地
域
交
流
に
つ
い
て
 

昭
和
六
十
一
年
正
月
、
ど
ん
ど
ん
焼
き
広
場
開
設
。
急
速
に
発
展
を
 

続
け
て
来
た
四
町
内
で
は
あ
る
が
、
住
民
の
拠
り
処
と
な
る
神
社
仏
閣
 

が
な
く
、
以
前
は
元
大
岩
氏
神
様
で
あ
る
子
安
神
社
の
お
祭
り
に
参
加
 

し
、
家
内
安
全
と
招
福
、
又
地
域
の
発
展
を
祈
念
し
て
き
ま
し
た
。
而
 

し
乍
ら
、
子
供
達
が
対
象
と
な
る
ど
ん
ど
ん
焼
き
の
場
所
が
な
く
、
特
 

に
道
路
整
備
が
進
む
に
つ
れ
て
、
交
叉
点
等
に
於
け
る
祭
り
行
事
が
不
 

能
と
な
っ
て
了
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
神
社
役
員
並
び
に
自
分
を
含
め
 

た
総
代
の
方
々
の
理
解
と
協
力
を
得
て
、
天
神
山
脇
に
在
る
つ
く
れ
場
、
 

此
処
に
は
馬
頭
観
音
、
現
在
の
動
力
に
よ
る
農
耕
運
搬
諸
作
業
の
労
力
 

源
の
主
役
で
あ
っ
た
時
代
の
牛
馬
に
対
す
る
感
謝
の
現
れ
と
し
て
祀
り
 

込
ん
だ
石
碑
も
鎮
座
し
て
居
る
こ
と
故
、
町
内
住
民
の
い
こ
い
の
広
場
 

と
銘
打
っ
て
借
り
受
け
る
こ
と
に
成
り
、
以
来
此
処
の
空
地
を
利
用
、
 

町
内
一
斉
に
ど
ん
ど
ん
焼
き
の
祭
事
、
又
懇
談
の
場
と
し
て
清
掃
管
理
 

し
て
来
ま
し
た
。
 

而
し
乍
ら
、
年
々
周
辺
の
樹
木
の
成
長
に
伴
い
合
せ
て
乾
燥
期
と
重
 

る
た
め
、
危
険
が
生
じ
て
来
た
の
で
、
平
成
五
年
正
月
か
ら
の
ど
ん
ど
 

ん
焼
き
行
事
は
区
民
館
前
の
広
場
を
利
用
さ
せ
て
貰
う
に
到
っ
た
。
 

五
、
公
共
事
業
 

昭
和
五
十
九
年
三
月
三
十
一
日
、
住
民
の
長
い
間
の
懸
案
で
あ
っ
た
 

旧
一
班
か
ら
二
班
に
通
ず
る
道
路
の
舗
装
工
事
が
区
長
を
は
じ
め
、
各
 

関
係
諸
氏
の
協
力
に
依
り
、
市
当
局
か
ら
現
物
支
給
と
云
う
形
で
実
施
 

さ
れ
た
。
此
の
工
事
に
は
現
地
住
民
の
並
々
な
ら
ぬ
労
カ
の
提
供
と
協
 

力
に
依
っ
て
完
了
し
た
。
尚
此
の
工
事
完
了
後
は
、
毎
年
の
一
斉
清
掃
 

時
に
三
日
位
掛
っ
た
下
水
道
掃
除
が
一
日
で
済
む
様
に
な
っ
た
。
更
に
 

町
内
中
央
を
縦
貫
し
て
い
る
幹
線
道
路
側
溝
上
に
、
学
童
を
交
通
事
故
 

か
ら
守
る
観
点
か
ら
、
通
学
路
と
し
て
改
良
工
事
が
望
ま
れ
て
居
た
。
 

そ
う
し
た
中
で
町
内
会
長
は
じ
め
、
矢
部
治
典
氏
を
中
心
と
す
る
有
 

志
の
方
々
の
数
次
に
亘
る
国
会
議
員
へ
の
働
き
か
け
、
又
県
会
議
員
等
 

の
協
力
を
得
て
予
算
獲
得
に
成
功
。
三
年
計
画
で
始
め
、
工
事
も
平
成
 

五
年
完
了
の
運
び
で
あ
る
。
 

（
四
町
内
会
 

鈴
木
武
雄
）
 

I
-
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郷
土
造
り
の
た
め
貢
献
さ
れ
た
 

大
岩
三
区
選
出
の
村
会
議
員
、
市
議
会
議
員
 

静
襲
γ
書
z
・ 

I
 

、、 

●
 

I
 

鬱
一
 

〈
（
 

二
」
‘
 

,
 

(
～
 

通

一

 

「
 

理り－ 

' I

 

し
，
●
戸
・
 

，
 

い
 

、
，
 

奉
 

『 
I 

富
士
宮
市
大
岩
一
二
一
一
 

明
治
二
十
一
年
十
一
月
七
日
生
 

昭
和
六
十
一
年
四
月
二
十
八
日
没
 

佐
 

野
 

廉
 

明
治
三
年
六
月
十
日
生
 

富
士
宮
市
大
岩
一
〇
一
ー
一
 

昭
和
三
十
一
年
九
月
十
二
日
没
 

佐
 

野
 

藤

太

郎

 

富
士
宮
市
大
岩
四
0

~
 

明
治
九
年
十
一
月
十
一
日
生
 

昭
和
三
十
一
年
一
月
三
十
日
没
 

鈴
 

木
 

清

太

郎

 

富
士
宮
市
大
岩
 

h
九
 

慶
応

三
年
ニ
月
八
日
生
 

昭
和
九
年
七
月
二
十
三
日
没
 

鈴
 

木
 

儀

三

郎

 
富
士
根
村
 

村

会

議

員

 

富
士
根
村
 

村

会

議

員

 

富
士
根
村
 

村

会

議

員

 

富
士
根
村
 

村

会

議

員

 

昭大就 
和正任 
四十年 
年 四次 
四 年一 
月 五 
ま 月 
で よ 

り 

4年間 

大大就 
正正任 
十十年 
四 年次 
年五ー 
四 月 
月 よ 
ま り 
で 

4年間 

大大就 
正 正任 
十十年 
四 年 次 
年五ー 
四 月 
月 よ 
ま り 
で 

4年間 

大大就 
正正任 
十六年 
年年次 
四 五“一 
月 月 
ま よ 
で り 

4年間 

農
 

業
 

農
 

業
 

農
 

業
 

農
 

業
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みrl

一 

魯 
富
士
宮
市
大
岩
三
二
四
 

明
治
二
十
七
年
六
月
二
十
七
日
生
 

昭
和
四
十
四
年
一
月
二
十
七
日
没
 

柏
 

木
 

市
 

松
 

富
士
宮
市
大
岩
四
〇
0
 

富
士
宮
市
大
岩
ニ
一
二
ー
一
 

明
治
三
十
二
年
四
月
十
八
日
生
 

昭
和
五
十
三
年
十
二
月
九
日
没
 

明
治
三
十
一
年
八
月
ニ
十
一
日
生
 

昭
和
五
十
四
年
八
月
二
十
二
日
没
 

鈴
 

木
 

忠
 

時
 

田
 

鼎
 

カ
ナ
エ
 

富
士
宮
市
大
岩
三
二
四
 

明
治
ニ
十
七
年
六
月
二
十
七
日
生
 

昭
和
四
十
四
年
一
月
二
十
七
日
没
 

柏
 

木
 

市
 

松
 

富
士
宮
市
大
岩
三
二
八
ー
一
 

明
治
九
年
八
月
二
十
三
日
生
 

昭
和
二
十
八
年
八
月
十
七
日
没
 

鈴
 

木
 

庄

太

郎

 
富
士
宮
市
 

市
議
会
議
員
 

富
士
根
村
 

富
士
根
村
 

村

会

議

員

 

村

会

議

員

 

富
士
根
村
 

村

会

議

員

 

富
士
根
村
 

村

会

議

員

 

【
就
任
年
次
】
 

昭
和
三
十
年
四
月
よ
り
 

昭
和
三
十
年
十
二
月
ま
で
 

【
就
任
年
次
】
 

間
 

【
就
任
年
次
】
 

間
 

昭
和
二
十
四
年
四
月
よ
り
 

年
 

昭
和
十
七
年
五
月
よ
り
 

年
 

昭
和
二
十
二
年
三
月
ま
で
 

5
 

昭
和
二
十
七
年
三
月
ま
で
 

4
 

一 ー一 ~’ 

一 就 
昭昭 昭昭 任 
和和和和 年 
三二 二八 次 
十十 十年ー 
年八 二五 
三年 年月 
月四 三よ 
ま月 月り 
でよ ま 

り で 

2年間14年間 

昭 昭 就 
和和任 
八 U.!年 
年年次 
三 五‘一 
月 月 
ま よ 
で り 

4年間 

会
社
役
員
 

農
 

業
 

農
 

業
 

農
 

業
 

会
社
役
員
 

農
 

業
 

農
 

業
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歴 代 区 長 の 略 歴 

就任年次 氏名・住所 生年・没年 略 歴 

自昭15年 

至 17 
時 田 鼎 

大岩212- 1 

明31年8 月21日生 

昭53年12月9日没 

農業、林業の振興及び自治活動に 

尽くされた。 

自 18 

至 20 
鈴 木 庄太郎 

大岩328- 1 

明 9年8 月23日生 

昭28年8 月17日没 

戦時中出征家族を援助激励し自治 

協力に尽くされた。 

自 21 

至 24 
渡 井 弓之助 

大岩191- 1 

明21年6 月15日生 

昭42年4 月22日没 

戦後食料増産活動に尽くされ大き 

く貢献された。 

自 25 

至 26 
佐 野 義 春 

大岩211- 1 

明41年9 月21日生 

昭54年1月15日没 

農業協同組合活動と、消防組織の 

強化に尽くされた。 

自 27 

至 34 
鈴 木 勇 

大岩674 

明39年11月10日生 

健 在 

人口増力[に区の開発に伴い道路改 

修に尽くされた。 

自 35 

至 38 
鈴 木 

大岩400 

明32年3 月 生 

昭54年8 月21日没 

小中学校校舎老朽富士根中学校校 

舎建設に尽力された。 

自 39 

至 46 
佐 野 康 一 

大岩122 

大 4年3月1日生 

健 在 

道路、河川改修に尽力、工業誘致 

に努められた。 

自 47 

至 52 
佐 野 正 

大岩180- 7 

大 2年3月8 日生 

昭58年3 月13日没 

富士宮市焼却場大岩地区に建設に 

尽力された。 

自 53 

至 56 
鈴 木 勘 一 

大岩356- 2 

大元年9 月16日生 

健 在 

道路改修と小学校学区制定、教育 

問題にも尽力された。 

自 57 

至 63 
渡 井 角 一 

大岩142 

大13年11月23日生 

平 2年10月23日没 

防災会組織作り他、区の組織拡充 

強化に尽力された。 

自 64 

至平3 
鈴 木 幹 男 

大岩400 

大13年11月3 日生 

健 在 

区民館建設と滝沢川改修のため努 

力された。 

自 4 

就 任 中 

昭 2年2月3日生 

健 在 

闘際交流の一環として、ハワイ子 

供会との親善に努める他、区誌の 

発刊等、文化活動に貢献された。 

時 ：I 光 男 

大岩204- 1 
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歴 代 町 内 会 長 

1 町 内 2 IUJ一 内 3 町 内 4 町 内 

年

次

 

氏名・住所 
年

次

 

氏名・住所 
年

次

 

氏名・住所 
年

次

 

氏名・住所 

自41
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区内の戸数、人口、区費の推移 

年 総 世帯数 総人I-I 15~~ 2~~~ 25~～人 区費年額 

昭和 

35 

世帯 人
 に

J
 
n
j
 8
 

円 
100 

総世議数 

\ 
一 

総入口 

49 169 240 

I 
・

‘

・

，

,

,

 

52 218 896 
、、、 

240 

I 

56 354 1,388 
、

‘

、

、

、

 

1,200 

57 378 1,476 1,200 \ 
58 419 1,602 

、 
1,200 \ 

59 443 1,686 1,200 
N' 

60 470 1,808 

\

\

 

1,200 

61 507 1,938 1,200 \ 
62 575 2,142 \ 1.800 

63 617 2,294 \ 1,800 

平成 
元 

657 2,425 1,800 \ 
2 694 2,517 

1\ 

1,800 

3 730 2,581 1 1,800 \ 
4 770 2,728 \ 1,800 

5 777 2,736 1,800 

一ーー二ー一ー一一一 

I 

200 
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各

町

内

の

こ

と

 

大

岩

時

田

の

今

昔

 
（
一
町
内
）
 

日
本
経
済
は
、
戦
後
三
十
年
代
を
境
に
急
成
長
し
現
在
の
よ
う
な
世
 

界
の
経
済
大
国
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
私
達
が
住
む
一
町
内
会
は
、
富
 

士
宮
市
と
合
併
以
前
は
富
士
根
村
大
岩
時
田
と
云
っ
て
、
小
学
校
は
村
 

立
富
士
根
尋
常
高
等
小
学
校
（
現
富
士
根
南
小
）
通
学
区
は
時
田
下
丸
 

（
現
二
区
）
通
学
区
と
い
い
、
全
学
年
が
二
列
に
並
ん
で
上
級
生
の
指
 

示
に
よ
っ
て
、
上
小
泉
三
ッ
室
を
通
り
通
学
し
た
も
の
で
す
。
 

昭
和
三
十
年
合
併
時
に
は
、
時
田
全
戸
数
二
十
軒
未
満
の
部
落
で
し
 

た
。
道
路
も
石
こ
ろ
の
狭
い
道
で
、
時
田
橋
か
ら
部
落
入
口
佐
野
守
様
 

宅
前
ま
で
は
、
一
軒
の
家
も
な
く
水
田
と
畑
中
を
通
り
河
川
寄
り
は
、
 

杉
桧
等
の
林
が
ひ
ろ
が
り
日
中
で
も
、
一
人
歩
き
は
淋
し
い
も
の
で
あ
 

り
ま
し
た
。
ま
た
大
雨
が
降
れ
ば
道
路
は
忽
ち
河
原
の
よ
う
に
変
わ
り
 

次
の
日
は
、
近
所
の
人
々
に
よ
っ
て
修
理
し
な
く
て
は
通
行
出
来
な
い
 

状
態
で
し
た
。
 

部
落
民
の
集
会
す
る
時
は
、
主
と
し
て
氏
神
神
社
（
八
幡
宮
祭
祀
）
 

の
祭
典
十
五
夜
様
と
七
五
三
祝
の
年
二
回
で
、
前
日
は
氏
子
青
年
に
よ
っ
 

て
祭
典
の
支
度
に
お
花
作
り
燈
寵
の
紙
張
替
え
等
、
楽
し
い
集
い
と
し
 

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
祭
り
当
日
は
、
大
人
達
の
祭
り
で
酒
座
に
興
じ
話
 

に
花
を
咲
か
せ
た
も
の
で
す
。
又
、
子
供
達
は
神
に
供
え
た
赤
飯
（
オ
 

ボ
ッ
コ
）
を
里
芋
の
葉
に
包
ん
で
も
ら
い
喜
び
合
っ
て
食
べ
る
等
、
今
 

日
で
は
全
く
考
え
ら
れ
な
い
習
わ
し
で
し
た
。
最
近
は
こ
の
祭
も
当
番
 

制
に
な
り
、
集
ま
る
部
落
の
人
も
少
な
く
一
抹
の
寂
し
さ
を
感
じ
る
此
 

の
頃
で
す
。
 

こ
の
よ
う
な
折
り
、
氏
神
社
の
建
替
え
計
画
が
氏
子
総
代
他
有
志
の
 

人
達
に
よ
っ
て
果
さ
れ
、
本
年
中
に
は
新
築
完
成
の
運
び
と
な
り
ま
し
 

た
。
今
後
は
昔
に
倍
し
て
、
氏
子
中
老
若
男
女
の
憩
い
の
場
コ
ミ
ニ
ュ
 

テ
ィ
ー
の
、
或
は
研
修
の
場
と
し
て
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
戴
き
ま
し
ょ
 

、つ。 
四
十
年
代
に
入
り
道
路
も
改
良
整
備
さ
れ
、
現
在
の
よ
う
に
立
派
に
 

な
り
、
住
居
数
も
急
激
に
増
加
し
現
在
で
は
、
二
O

〇
戸
近
く
の
大
世
 

帯
と
な
り
今
後
も
益
々
発
展
し
て
い
く
一
町
内
会
時
田
部
落
で
す
。
 

五
十
年
代
に
入
り
富
士
見
小
が
新
設
校
と
し
て
、
開
校
さ
れ
大
岩
111 

区
は
南
小
学
校
か
ら
、
富
士
見
小
学
校
に
学
区
の
編
成
替
え
と
な
り
、
 

学
校
南
側
に
新
設
さ
れ
た
大
岩
淀
師
線
の
道
路
に
す
ば
ら
し
い
榎
木
橋
 

が
か
け
ら
れ
大
変
便
利
と
な
っ
て
い
ま
す
。
反
面
自
動
車
交
通
量
も
多
 

く
ス
ピ
ー
ド
も
速
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
交
通
安
全
に
は
十
二
分
に
心
 

が
け
、
絶
対
に
事
故
等
起
さ
な
い
よ
う
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
 

（
町
内
会
長
 

渡

井

岩

一

）

 

大

岩

市

営

住

宅

 
（
一
一
町
内
）
 

大
岩
市
営
住
宅
は
、
昭
和
四
十
年
に
建
設
さ
れ
四
十
一
年
よ
り
入
居
 

し
ま
し
た
。
大
岩
三
区
二
町
内
と
し
て
、
三
十
一
戸
の
生
活
が
始
ま
り
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ま
し
た
。
夫
婦
と
子
供
二
人
と
い
う
平
均
的
家
族
が
主
で
あ
り
ま
し
た
。
 

大
人
が
六
十
五
人
、
子
供
が
六
十
人
、
当
時
は
、
ず
い
分
賑
や
か
な
 

町
内
で
し
た
。
住
宅
の
廻
り
は
土
に
生
き
る
地
域
ら
し
く
、
農
作
物
あ
 

り
、
林
あ
り
、
森
あ
り
で
緑
の
沢
山
あ
る
場
所
で
、
横
に
流
れ
る
弓
沢
 

川
も
水
が
き
れ
い
で
今
日
の
よ
う
に
生
活
排
水
で
汚
れ
て
お
ら
ず
、
子
 

供
達
の
水
遊
び
も
自
然
の
姿
と
し
て
見
て
い
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
 

早
朝
は
数
多
く
の
小
鳥
が
鳴
き
、
川
の
せ
せ
ら
ぎ
の
音
も
安
ら
ぎ
を
感
 

じ
た
も
の
で
す
。
道
路
ぞ
い
の
畑
に
は
、
タ
バ
コ
の
葉
が
青
々
と
背
高
 

く
の
び
、
先
が
見
え
な
い
ほ
ど
で
し
た
。
 

良
い
事
ば
か
り
で
は
な
く
、
道
路
は
舗
装
さ
れ
て
お
ら
ず
雨
が
降
る
 

と
、
度
々
道
路
の
補
修
に
一
生
懸
命
で
あ
り
ま
し
た
。
夜
道
は
暗
く
て
 

下
万
野
の
バ
ス
停
よ
り
、
住
宅
ま
で
、
鈴
木
木
材
よ
り
住
宅
ま
で
、
数
 

多
く
の
外
灯
を
取
り
付
け
通
勤
者
の
安
全
に
つ
と
め
た
り
、
色
々
と
苦
 

労
も
あ
り
ま
し
た
が
、
反
面
、
町
内
運
動
会
、
日
帰
バ
ス
旅
行
、
子
供
 

ハ
イ
キ
ン
グ
、
子
供
演
芸
会
等
、
積
極
的
に
活
動
が
出
来
た
の
も
当
時
 

で
し
た
。
 

今
で
は
、
高
齢
者
も
多
く
な
り
子
供
の
数
は
少
な
く
な
り
十
人
と
な
 

り
、
世
相
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
お
り
ま
す
。
当
時
は
自
動
車
な
ど
は
 

営
業
車
が
走
る
く
ら
い
で
、
交
通
事
故
な
ど
は
心
配
す
る
事
な
ど
、
ま
っ
 

た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
頑
固
な
オ
ー
ト
バ
イ
に
、
ひ
も
で
自
転
車
 

を
引
張
り
家
路
に
帰
る
通
勤
者
を
笑
っ
て
見
送
る
や
臓
さ
が
あ
り
ま
し
 

た
。
当
時
の
区
長
さ
ん
は
鈴
木
忠
（
故
人
）
で
あ
り
ま
し
た
。
か
く
し
や
 

く
と
し
た
言
動
、
地
域
の
指
導
者
と
し
て
の
風
格
、
理
解
力
の
す
ぐ
れ
 

た
方
で
、
地
域
活
動
の
用
件
で
度
々
お
共
を
し
ま
し
た
が
、
今
の
者
に
 

は
な
い
風
格
は
ど
こ
か
ら
き
て
い
た
の
か
と
思
い
ま
す
。
住
宅
に
は
色
々
 

御
尽
力
下
さ
い
ま
し
た
。
 

地
元
の
方
々
は
全
体
が
親
切
と
善
意
に
満
ち
た
人
柄
、
土
地
柄
で
あ
 

り
ま
し
た
。
今
は
ど
う
な
ん
で
す
か
、
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
で
し
ょ
 

う
か
。
 

昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
の
が
、
六
地
蔵
さ
ん
で
あ
り
ま
す
。
先
人
に
 

よ
り
建
立
さ
れ
、
今
日
ま
で
風
雨
を
し
の
ぎ
、
慈
悲
深
く
立
像
さ
れ
て
 

お
り
ま
す
。
住
宅
で
昭
和
四
十
一
年
よ
り
、
お
も
り
を
さ
せ
て
も
ら
つ
 

て
お
り
ま
す
が
、
毎
年
八
月
第
一
日
曜
日
を
地
蔵
祭
と
定
め
、
子
供
主
 

体
に
地
蔵
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
様
に
、
行
事
に
努
め
て
お
り
ま
 

す
。
地
域
の
文
化
財
を
大
切
に
保
存
し
、
外
来
者
に
は
積
極
的
に
由
来
 

を
説
明
申
上
げ
て
お
り
ま
す
。
 

住
宅
も
建
設
よ
り
二
十
七
年
が
立
ち
ま
し
た
。
大
岩
三
区
も
別
の
地
 

域
を
見
る
よ
う
な
変
わ
り
様
で
あ
り
ま
す
。
住
宅
内
に
於
い
て
も
多
く
 

の
世
帯
が
出
入
し
、
多
勢
の
子
供
が
地
域
の
学
校
を
卒
業
し
、
此
の
地
 

域
を
古
里
と
し
て
沢
山
の
思
い
出
を
持
ち
、
多
勢
の
友
人
と
出
合
い
、
 

成
人
し
て
次
々
と
社
会
人
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
域
の
先
人
 

と
今
の
地
元
の
人
が
作
り
上
げ
た
良
い
土
地
柄
、
人
柄
が
い
つ
ま
で
も
 

い
つ
ま
で
も
続
く
様
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。
 

（
町
内
会
長
 

高
田
利
男
）
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三

町

内

の

歩

み

 

大
岩
三
区
は
時
田
、
元
大
岩
の
名
で
ま
と
ま
り
、
ま
た
の
呼
び
名
を
 

確
繊
、
皿
繊
と
呼
び
、
協
力
し
合
う
仲
の
良
い
隣
組
で
あ
り
ま
す
o
 

昭
和
八
年
頃
か
ら
時
田
が
一
、
二
組
、
元
大
岩
三
、
四
、
五
、
組
で
、
 

今
は
そ
れ
ら
が
大
岩
三
区
の
中
心
部
に
あ
た
り
、
旧
元
大
岩
が
三
町
内
 

に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

昭
和
十
二
年
七
月
七
日
、
日
支
事
変
が
始
ま
る
と
、
国
策
で
新
体
制
 

と
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
、
組
織
が
変
わ
り
、
部
落
は
隣
保
班
と
な
り
ま
 

し
た
。
当
時
、
隣
組
の
歌
な
ど
も
出
来
ま
し
た
の
は
今
は
な
つ
か
し
い
 

思
い
出
で
す
。
そ
し
て
、
班
の
人
々
は
今
も
な
つ
か
し
い
 
「
障
子
を
開
 

け
れ
ば
顔
馴
染
み
」
、
 

「
回
し
て
く
だ
さ
い
回
覧
板
」
、
 

「
助
け
ら
れ
 

た
り
、
助
け
た
り
」
 
の
間
柄
で
し
た
。
 

三
町
内
に
は
、
小
高
い
所
に
、
子
安
神
社
が
あ
り
、
安
産
の
神
様
で
 

し
た
。
ま
た
、
守
り
神
と
し
て
三
町
内
の
人
々
か
ら
慕
わ
れ
、
お
祭
り
 

も
多
く
行
わ
れ
、
 

「
子
安
講
」
な
ど
の
寄
り
合
い
の
場
で
も
あ
り
ま
し
 

た
 。

 ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
 

「
産
め
よ
、
増
や
せ
よ
」
 
の
国
策
で
、
子
供
を
 

十
人
以
上
産
む
と
国
か
ら
表
彰
状
を
い
た
だ
い
た
も
の
で
し
た
。
 

部
落
民
は
出
生
兵
士
の
見
送
り
、
必
勝
、
武
運
長
久
を
祈
り
、
ま
た
 

日
照
り
で
作
物
が
枯
れ
始
め
る
と
太
鼓
を
叩
い
て
祈
願
も
し
ま
し
た
。
 

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
敗
戦
。
貧
し
く
厳
し
い
戦
争
も
つ
い
に
 

終
り
、
こ
の
時
を
境
に
し
て
、
汗
と
涙
の
溶
け
合
っ
た
ー
つ
の
時
代
も
 

終
わ
り
ま
し
た
。
 

戦
後
は
、
苦
し
い
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
め
ざ
ま
し
い
経
済
復
興
と
 

共
に
、
こ
の
町
内
も
順
調
に
充
実
し
て
き
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
町
内
 

会
や
子
供
会
の
活
動
は
め
ざ
ま
し
く
、
現
在
、
鴎
謝
の
世
代
と
言
わ
れ
 

て
い
る
四
十
代
半
ば
の
人
に
と
っ
て
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
対
抗
試
合
、
 

農
協
や
町
内
運
動
会
、
バ
ス
を
借
り
切
っ
て
の
戸
田
へ
の
海
水
浴
、
夏
 

祭
り
、
ド
ン
ド
焼
な
ど
、
楽
し
い
行
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
幼
な
な
じ
 

み
の
友
達
が
た
く
さ
ん
増
え
、
仲
間
意
識
が
高
ま
っ
た
も
の
で
し
た
。
 

時
は
昭
和
か
ら
平
成
へ
と
移
り
変
わ
り
、
社
会
情
勢
も
目
ま
ぐ
る
し
 

く
変
わ
り
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
や
農
地
の
減
反
政
策
は
あ
っ
た
も
の
の
、
 

国
民
総
生
産
で
は
世
界
第
一
位
に
な
り
、
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
、
冷
蔵
庫
、
 

自
動
車
の
普
及
な
ど
私
達
の
町
内
も
経
済
効
果
の
恩
恵
を
十
分
に
浴
し
 

て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
そ
の
半
面
、
霊
峰
富
士
山
の
麓
、
美
し
い
こ
の
田
園
風
景
 

も
市
街
化
区
域
が
少
し
づ
つ
増
え
、
道
路
の
拡
張
、
住
宅
地
の
拡
大
に
 

伴
い
、
身
近
な
自
然
（
ホ
タ
ル
や
川
魚
、
雑
木
林
や
小
川
な
ど
）
が
消
 

え
て
い
っ
て
い
ま
す
。
 

二
十
一
世
紀
に
向
か
っ
て
、
私
達
大
岩
町
内
会
の
住
民
は
、
今
ま
で
 

以
上
に
、
手
に
手
を
取
り
合
っ
て
、
楽
し
く
、
充
実
し
た
生
活
を
築
い
 

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

（
町
内
会
長
 

渡
辺
道
金
）
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四

町

内

の

現

況

 

昭
和
五
十
七
年
大
岩
三
区
に
、
更
に
ー
つ
の
町
内
会
が
誕
生
し
、
四
 

町
内
会
と
し
て
発
足
。
戸
数
六
十
二
戸
で
雑
木
林
や
杉
木
林
が
点
在
し
 

如
何
に
も
田
舎
の
町
で
し
た
。
昭
和
六
十
一
年
に
は
戸
数
も
九
十
三
戸
 

と
な
り
、
平
成
元
年
に
は
町
内
地
元
に
大
岩
三
区
の
区
民
館
が
建
設
さ
 

れ
ま
し
た
。
町
内
も
更
に
発
展
し
、
工
場
、
商
店
も
建
て
ら
れ
、
平
成
 

五
年
五
月
末
現
在
、
戸
数
二
百
三
十
戸
、
人
口
八
百
五
十
ニ
名
と
、
ふ
 

く
れ
あ
が
り
大
変
大
き
な
町
内
会
と
な
り
ま
し
た
。
 

四
町
内
は
地
形
に
も
大
変
恵
ま
れ
、
東
北
に
は
粟
倉
町
、
舟
久
保
町
 

よ
り
、
万
野
原
新
田
に
通
ず
る
道
路
に
平
成
大
橋
と
命
名
さ
れ
た
素
晴
 

ら
し
い
橋
が
架
設
さ
れ
、
町
内
も
こ
れ
か
ら
益
々
繁
栄
す
る
地
域
と
な
っ
 

て
お
り
ま
す
。
 

町
の
悩
み
と
申
せ
ば
道
路
事
情
の
難
で
す
。
幹
線
道
路
と
し
て
、
柚
 

野
北
山
富
士
根
（
停
車
場
）
線
と
言
う
県
道
一
本
の
み
で
す
。
 

朝
タ
の
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
は
上
下
線
と
も
大
変
な
通
行
量
で
す
。
 

ま
た
こ
の
道
路
は
、
小
・
中
学
生
の
通
学
路
で
も
あ
り
、
歩
道
も
一
部
 

の
み
で
、
誠
に
危
険
度
の
高
い
道
路
だ
と
し
て
、
町
内
会
の
一
大
心
痛
 

事
で
あ
り
ま
す
。
 

朝
タ
登
下
校
児
童
を
守
る
た
め
に
も
未
完
成
の
歩
道
箇
所
、
一
日
も
 

早
く
出
来
ま
す
様
析
っ
て
居
り
ま
す
。
 

（
町
内
会
長
 

岡
野
末
雄
）
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大
岩
三
区
に
移
り
住
ん
で
 

早
い
も
の
で
、
私
達
家
族
四
人
が
（
そ
れ
と
、
ロ
ッ
キ
ー
と
い
う
犬
 

も
一
緒
に
）
大
岩
地
区
に
住
み
つ
い
て
、
丸
六
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
 

い
ま
す
。
 

私
の
住
い
は
、
重
林
寺
の

三
叉
路
を
二
百
米
ほ
ど
登
っ
た
左
手
、
弓
 

沢
川
沿
い
の
道
路
よ
り
三
・
四
十
米
奥
へ
入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
 

五
月
も
半
ば
過
ぎ
る
と
、
朝
早
く
か
ら
口
先
の
赤
い
野
鳥
や
雀
の
さ
え
 

ず
り
と
共
に
、
 

「
カ
ッ
コ
ー
・
カ
ツ
コ
ー
」
と
い
う
カ
ッ
コ
ー
の
鳴
き
 

声
を
耳
に
目
覚
め
、
一
瞬
山
麓
の
別
荘
に
居
る
の
か
と
思
わ
れ
る
こ
と
 

も
あ
り
ま
す
。
 

大
岩
地
区
に
転
居
す
る
前
は
、
約
二
十
六
年
間
源
道
寺
に
住
ん
で
い
 

ま
し
た
が
、
丁
度
家
が
源
道
寺
の
交
差
点
の
側
で
し
た
の
で
、
行
き
交
 

う
車
の
騒
音
が
ひ
ど
く
、
大
岩
に
移
っ
て
見
て
ま
る
で
別
天
地
に
来
た
 

よ
う
な
感
じ
で
し
た
。
も
と
も
と
私
の
出
生
地
は
東
京
で
、
終
戦
の
昭
 

和
二
十
年
十
二
月
、
十
四
才
の
時
父
の
郷
里
沼
津
に
引
揚
げ
、
学
校
を
 

出
て
社
会
人
と
な
り
、
二
十
六
才
の
時
に
結
婚
し
て
富
士
宮
に
住
み
着
 

い
た
訳
で
す
か
ら
、
数
え
て
見
れ
ば

三
十
四
年
が
過
ぎ
た
こ
と
に
な
り
 

ま
す
 。

 

源
道
寺
に
い
た
頃
は
、
大
岩
地
区
同
様
、
古
く
か
ら
の
農
家
と
新
し
 

く
居
を
構
え
た
転
入
者
と
の
混
合
集
落
で
し
た
の
で
、
地
区
の
行
事
一
 

つ
に
し
て
も
、
何
か
混
然
と
し
た
と
こ
が
一
部
あ
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
 

そ
れ
も
年
を
経
て
、
転
入
者
の
数
が
増
え
た
り
、
各
家
庭
の
世
代
が
若
 

く
移
り
変
っ
て
行
く
に
つ
れ
、
違
和
感
も
薄
れ
て
行
き
ま
し
た
。
当
時
 

の
思
い
出
で
一
番
印
象
深
い
も
の
は
、
そ
の
頃
、
富
士
宮
市
内
で
区
の
 

運
動
会
が
行
わ
れ
て
い
な
い
区
が
六
区
と
か
で
た
ま
た
ま
市
の
体
育
委
 

員
や
中
学
の
P
T
A

の
お
役
目
も
し
て
い
た
も
の
で
す
か
ら
、
同
世
代
 

の
先
輩
や
仲
間
と
連
帯
し
て
、
三
年
が
か
り
で
区
の
体
育
部
を
創
り
、
 

運
動
会
や
納
涼
祭
を
開
く
こ
と
が
出
来
、
お
年
寄
り
や
、
子
供
達
の
喜
 

ぶ
顔
を
見
て
、
感
動
を
覚
え
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
 

当
地
に
き
ま
し
て
、
ま
ず
感
じ
た
こ
と
は
、
地
区
の
運
動
会
・
納
涼
 

祭
や
ド
ン
ド
ン
焼
き
は
も
と
よ
り
、
農
協
の
運
動
会
に
も
区
の
皆
が
参
 

加
し
て
楽
し
い
一
日
が
持
た
れ
、
こ
ん
な
に
も
広
い
大
岩
地
区
の
中
で
、
 

住
民
全
体
が
土
地
と
密
着
し
、
人
と
人
が
親
密
に
連
帯
し
て
生
活
し
て
 

い
る
所
だ
な
あ
と
い
う
感
慨
を
持
ち
ま
し
た
。
聞
く
所
に
よ
り
ま
す
と
、
 

新
し
く
造
成
地
に
幾
十
の
住
宅
が
出
来
る
と
か
、
南
に
面
し
、
一
日
中
 

太
陽
の
光
が
あ
り
、
背
中
に
富
士
を
仰
ぎ
、
遠
望
す
れ
ば
駿
河
湾
、
南
 

ア
ル
プ
ス
と
…
申
し
分
な
し
の
土
地
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
 

大
岩
地
区
に
移
り
住
ん
で
ま
だ
六
年
、
大
岩
の
風
土
、
習
慣
に
も
未
 

知
な
部
分
も
多
い
の
で
す
が
、
私
な
り
の
こ
の
土
地
を
終
生
の
土
地
と
 

し
て
選
ば
せ
て
も
ら
っ
た
つ
も
り
で
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
 

お
付
合
い
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

（
四
町
内
 

久
保
田
武
行
）
 

一
 

n
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ニ
、
事
 
業
 
報
 
告
 

市
道
時
田
阿
幸
地
線
の
沿
革
 

大
岩
三
区
幹
線
道
路
時
田
阿
幸
地
線
は
地
区
開
発
の
基
幹
路
線
で
 

あ
り
、
生
活
道
路
と
し
て
或
は
産
業
道
路
と
し
て
こ
れ
が
拡
巾
整
備
は
 

区
に
と
り
必
要
欠
か
せ
な
い
重
要
課
題
で
あ
っ
た
。
 

昭
和
三
十
五
年
、
当
時
の
区
長
鈴
木
忠
氏
こ
れ
に
着
目
。
区
の
最
重
 

要
課
題
と
し
て
こ
れ
を
と
り
あ
げ
た
の
で
あ
る
。
昭
和
三
十
五
年
一
月
 

三
十
日
組
長
会
を
開
き
、
こ
れ
が
必
要
性
を
説
明
協
議
の
結
果
、
強
力
 

に
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
先
ず
嘆
願
書
を
作
成
、
 

土
木
課
長
に
面
談
提
出
、
以
後
富
士
根
出
身
市
会
議
員
伊
藤
利
治
氏
、
 

石
川
静
隆
氏
等
の
協
力
を
得
て
、
こ
れ
が
実
現
に
向
っ
て
そ
の
第
一
歩
 

を
ふ
み
出
し
た
の
で
あ
る
。
た
び
か
さ
な
る
接
渉
の
結
果
、
漸
く
こ
れ
 

が
認
め
ら
れ
実
施
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
時
田
橋
か
ら
大
 

岩
鈴
木
製
材
迄
全
長
一
三
〇
〇
m

、
巾
員
八
m

。
昭
和
三
十
六
年
二
月
 

経
続
事
業
と
し
て
待
望
の
工
事
に
着
工
し
、
昭
和
四
十
一
年
拡
巾
完
成
 

し
た
も
の
で
あ
る
。
 

昭
和
四
十
一
年
区
長
佐
野
康
一
氏
に
交
替
。
新
区
長
は
前
区
長
の
意
 

を
受
け
、
残
る
工
事
舗
装
等
に
盡
力
す
る
。
 

こ
れ
よ
り
さ
き
、
昭
和
三
十
八
年
九
月
十
五
日
発
行
「
ふ
じ
の
み
や
」
 

十
七
号
に
、
「
大
岩
峯
谷
戸
山
林
地
蔵
尊
附
近
を
じ
ん
か
い
焼
却
場
建
 

設
用
地
と
し
て
買
収
す
る
こ
と
と
な
り
、
七
月
十
五
日
本
会
議
で
原
案
 

通
り
可
決
さ
れ
た
」
と
の
記
事
に
驚
き
、
区
の
西
の
玄
関
口
、
し
か
も
 

区
に
何
の
話
な
し
に
決
定
し
た
こ
と
に
対
し
区
民
一
同
絶
対
反
対
の
運
 

動
を
起
す
こ
と
に
決
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
市
と
の
幾
度
か
の
接
渉
 

の
結
果
、
そ
れ
よ
り
北
約
四
百
m

山
林
（
時
田
鼎
氏
所
有
）
に
了
解
を
 

得
て
、
四
項
目
の
条
件
を
出
し
、
設
置
を
承
諾
し
た
の
で
あ
る
。
 

そ
の
第
一
項
が
時
田
阿
幸
地
線
の
都
市
計
画
道
路
の
編
入
で
あ
り
、
 

市
か
ら
は
「
県
、
国
と
の
関
連
が
あ
る
の
で
鋭
意
検
討
し
主
旨
に
添
う
 

よ
う
努
力
す
る
」
と
の
回
答
あ
り
、
そ
の
後
他

e
三
項
目
は
着
々
実
施
 

さ
れ
て
参
り
ま
し
た
が
、
第
一
項
の
都
市
計
画
道
路
編
入
は
な
か
な
か
 

進
ま
な
か
っ
た
。
し
か
し
区
と
し
て
は
都
市
計
画
道
路
編
入
の
ね
ら
い
 

は
こ
の
道
路
の
完
全
舗
装
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
時
あ
た
か
も
富
士
宮
 

市
に
於
て
は
市
街
地
の
舗
装
が
終
了
し
た
時
期
で
あ
っ
た
、
そ
こ
で
強
 

力
に
こ
の
道
路
の
舗
装
の
運
動
を
起
す
こ
と
に
な
っ
た
。
即
ち
昭
和
四
 

十
三
年
三
月
一
日
全
区
民
連
署
の
陳
情
書
を
市
長
に
面
会
提
出
し
た
の
 

で
あ
る
。
市
長
も
「
主
旨
は
よ
く
わ
か
っ
た
。
関
係
課
長
に
話
し
善
処
 



す
る
」
と
の
話
。
と
こ
ろ
が
三
ケ
月
近
く
た
っ
た
五
月
下
旬
に
な
っ
て
 

も
話
が
進
ま
ず
、
そ
こ
で
五
月
二
十
七
日
再
度
の
陳
情
書
を
提
出
。
こ
 

れ
が
促
進
を
計
っ
た
の
で
あ
る
。
市
当
局
と
致
し
ま
し
て
も
こ
れ
が
実
 

施
に
は
苦
心
致
し
た
様
で
あ
り
、
結
局
昭
和
四
十
四
年
一
月
農
務
課
に
 

て
被
補
助
農
道
舗
装
事
業
と
し
て
、
農
林
漁
業
金
融
公
庫
か
ら
の
借
入
 

金
に
て
実
施
す
る
こ
と
に
決
し
た
の
で
あ
る
。
農
道
舗
装
の
借
入
金
の
 

為
債
務
者
を
佐
野
康
一
、
鈴
木
幹
男
、
佐
野
毅
に
し
、
又
農
道
舗
装
は
 

幅
員
六
m
迄
し
か
出
来
な
い
の
で
残
二
m

は
市
の
予
算
に
す
る
と
か
、
 

議
会
対
策
と
し
て
議
員
全
員
に
陳
情
書
を
配
布
す
る
と
か
色
々
あ
っ
た
 

が
、
昭
和
四
十
四
年
十
二
月
十
九
日
ニ
工
区
に
分
け
入
札
決
定
、
翌
昭
 

和
四
十
五
年
二
月
四
日
、
舗
装
工
事
完
了
し
た
の
で
あ
る
。
 

借
入
金
償
還
に
つ
い
て
は
昭
和
四
十
五
年
八
月
七
日
、
当
時
の
市
長
 

山
川
斌
、
農
協
組
合
長
安
部
信
義
、
区
長
佐
野
康
一
、
三
者
間
で
区
が
 

市
か
ら
受
け
る
補
助
金
の
受
領
の
権
限
を
農
協
に
委
任
す
る
契
約
を
締
 

結
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

尚
翌
昭
和
四
十
六
年
市
よ
り
生
コ
ン
の
支
給
を
受
け
、
区
内
の
全
道
 

路
の
舗
装
を
区
民
の
奉
仕
に
よ
り
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

工
事
着
工
当
時
百
戸
た
ら
ず
の
住
民
が
、
舗
装
完
成
後
急
激
に
増
加
、
 

現
在
七
百
戸
近
く
膨
張
し
、
区
の
総
会
等
に
参
加
す
る
た
び
に
あ
ま
り
 

の
盛
況
に
当
時
を
偲
び
感
無
量
で
あ
る
。
 

又
舗
装
工
事
に
色
々
の
面
で
盡
力
下
さ
っ
た
当
時
の
農
務
課
長
上
杉
 

義
正
氏
、
農
務
係
長
鈴
木
正
彦
氏
に
深
く
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。
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弓
沢
川
改
修
沿
革
 

弓
沢
川
（
上
流
市
兵
ヱ
川
）
は
御
中
道
附
近
に
発
す
る
放
射
谷
で
、
 

新
五
合
目
附
近
か
ら
登
山
道
の
西
側
を
流
下
し
て
表
富
士
周
遊
道
路
に
 

達
し
、
富
士
宮
登
山
道
の
東
側
を
流
下
し
て
阿
幸
地
を
経
て
源
道
寺
で
 

潤
井
川
に
合
流
し
て
い
る
。
全
長
約
二
十
キ
ロ
、
こ
の
間
上
流
右
岸
赤
 

沢
を
合
流
し
、
中
流
左
岸
で
親
知
ら
ず
沢
・
三
田
沢
を
合
流
し
て
い
る
。
 

又
、
万
野
一
帯
の
雨
水
を
一
番
堀
・
二
番
堀
・
三
番
堀
に
て
排
水
し
て
 

い
る
、
い
わ
ゆ
る
市
街
地
を
洪
水
か
ら
守
る
重
要
な
る
河
川
で
あ
る
。
 

殊
に
流
域
の
開
発
が
急
激
に
進
ん
だ
為
、
短
時
間
の
洪
水
量
が
増
加
 

し
、
古
く
か
ら
築
造
さ
れ
た
床
止
め
堰
堤
が
全
て
流
失
し
、
河
床
の
低
 

下
甚
し
く
両
岸
の
崩
落
が
激
し
い
実
情
で
あ
っ
た
。
た
ま
た
ま
昭
和
四
 

十
六
年
五
月
、
遠
藤
三
郎
代
議
士
に
実
状
を
訴
え
、
善
處
を
要
望
致
し
 

た
處
「
即
座
に
砂
防
指
定
に
し
国
の
予
算
を
つ
け
改
修
す
る
。
県
・
国
 

は
代
議
士
が
引
受
け
る
か
ら
市
経
由
陳
情
書
を
提
出
す
る
様
に
」
と
の
 

話
。
同
年
七
月
、
時
田
橋
・
舞
々
木
橋
間
の
二
級
河
川
弓
沢
川
両
岸
崩
 

落
防
止
対
策
の
実
施
に
つ
い
て
の
陳
情
書
を
市
長
に
一
部
、
県
知
事
に
 

二
部
提
出
す
る
。
以
来
砂
防
指
定
の
県
營
事
業
と
し
国
の
補
助
を
得
て
、
 

継
続
事
業
と
し
て
現
在
の
第
一
町
内
・
三
班
の
中
間
辺
の
地
に
始
め
て
 

ダ
ム
を
建
設
（
昭
和
四
十
六
年
度
実
施
）
以
南
に
ニ
ケ
處
（
昭
和
四
十
 

七
年
度
、
昭
和
四
十
八
年
度
実
施
）
以
北
に
三
ケ
處
（
昭
和
五
十
二
年
 

度
、
昭
和
六
十
二
年
度
、
昭
和
六
十
三
年
度
実
施
）
両
岸
の
護
岸
工
事
 

も
殆
完
成
す
。
 

昭
和
四
十
九
年
四
月
富
士
川
水
系
河
川
と
し
て
一
級
河
川
と
な
り
、
 

現
在
の
立
派
な
河
川
と
な
る
は
誠
に
同
慶
の
至
り
で
あ
る
。
 

（
佐
野
康
一
）
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イ
、
祭
典
（
夏
祭
り
大
会
に
つ
い
て
）
 

「
和
を
以
っ
て
尊
し
と
な
す
」
大
変
古
め
か
し
い
言
葉
で
恐
縮
を
し
 

ま
す
が
、
私
達
が
今
日
平
和
で
豊
か
な
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
で
、
私
 

共
人
間
感
情
の
う
ち
、
ほ
ん
と
う
に
大
切
で
又
難
か
し
い
事
で
は
な
か
 

ろ
う
か
。
私
共
が
こ
の
平
和
と
豊
さ
を
求
め
る
た
め
に
は
家
庭
、
社
会
 

共
に
色
々
の
計
画
催
事
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
夏
祭
り
大
会
 

も
そ
の
願
い
の
ー
つ
と
し
て
、
市
体
育
指
導
員
鈴
木
寿
夫
氏
の
働
き
か
 

け
に
よ
り
、
昭
和
五
十
三
年
大
岩
三
区
体
育
部
を
設
立
し
体
育
部
主
催
 

に
よ
る
年
間
行
事
と
し
て
、
盆
踊
り
大
会
を
八
月
十
四
日
、
十
五
日
の
 

二
日
間
を
予
定
し
盛
大
に
発
足
し
た
。
 

こ
の
会
場
に
は
時
恰
も
新
装
な
っ
た
富
士
山
重
林
寺
様
の
境
内
駐
車
 

場
を
区
長
勘
一
氏
外
体
育
部
役
員
に
て
ご
住
職
の
月
出
和
尚
様
に
お
願
 

い
し
、
お
借
り
し
た
。
 

そ
れ
か
ら
平
成
元
年
ま
で
の
十
一
年
間
、
善
男
善
女
、
老
い
も
若
き
 

も
こ
の
催
し
が
唯
一
の
楽
し
み
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
 

体
育
部
主
催
、
区
の
後
援
の
も
と
に
抽
籤
等
も
行
い
乍
ら
年
毎
に
盛
大
 

に
行
わ
れ
て
い
た
。
 

そ
し
て
平
成
元
年
十
二
月
市
の
公
園
用
地
（
焼
却
場
跡
地
）
に
大
岩
 

三
区
々
民
館
が
建
設
さ
れ
る
に
、
永
い
間
重
林
寺
様
に
お
世
話
に
な
っ
 

て
い
た
会
場
で
し
た
が
、
平
成
一
年
よ
り
区
民
館
の
続
地
で
あ
る
市
有
 

地
広
場
を
お
借
り
す
る
事
と
な
り
、
次
い
で
こ
の
時
よ
り
体
育
部
の
申
 

出
に
よ
り
区
の
主
催
と
す
る
事
と
な
っ
た
。
 

過
ぐ
る
平
成
三
年
八
月
の
大
会
の
折
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ワ
イ
の
児
 

童
と
父
兄
千
人
余
り
来
宮
し
、
国
際
親
善
行
事
の
一
環
と
し
て
、
時
田
 

区
長
指
示
の
も
と
富
士
宮
市
長
始
め
、
富
士
見
小
の
唐
島
校
長
先
生
と
 

関
係
生
徒
、
区
の
子
供
会
、
体
育
部
、
婦
人
会
等
々
、
三
区
諸
活
動
団
 

体
挙
げ
て
参
加
、
近
年
に
な
い
盛
況
裡
に
行
わ
れ
た
。
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ロ
、
大
岩
地
区
の
縄
文
か
ら
古
墳
期
の
遺
跡
に
つ
い
て
 

富
士
山
は
、
小
御
岳
・
古
富
士
‘
新
富
士
・
と
い
わ
れ
る
山
が
そ
れ
 

ぞ
れ
噴
火
し
積
重
な
っ
て
、
現
在
の
姿
の
山
が
で
き
あ
が
っ
た
成
層
火
 

山
で
あ
る
。
 

富
士
根
地
区
は
、
古
富
士
火
山
噴
出
物
の
水
を
透
さ
な
い
性
質
の
集
 

塊
質
泥
流
の
堆
積
物
を
基
盤
と
し
、
そ
の
上
に
、
新
富
士
火
山
の
水
を
 

よ
く
透
す
砂
礫
層
噴
出
物
が
堆
積
し
て
出
来
た
な
だ
ら
か
な
傾
斜
地
に
、
 

舌
状
の
台
地
が
連
な
っ
て
い
る
地
形
で
、
侵
食
さ
れ
た
低
地
に
湧
水
や
、
 

沢
に
流
れ
の
あ
る
水
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
条
件
か
 

ら
、
動
植
物
の
生
育
繁
茂
に
適
し
て
、
人
間
の
生
活
を
容
易
に
し
た
。
 

そ
の
、
古
く
か
ら
人
々
の
生
活
の
証
と
な
る
遺
物
や
遺
構
が
、
火
山
噴
 

出
物
堆
積
層
の
中
か
ら
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
 

い
つ
の
頃
か
ら
、
富
士
山
麓
地
域
で
人
間
生
活
の
営
み
が
始
ま
っ
た
 

か
さ
だ
か
で
は
な
い
が
、
旧
石
器
文
化
遺
物
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
て
い
 

る
。
そ
れ
以
来
、
時
に
は
激
し
い
火
山
噴
火
や
、
新
し
い
生
産
地
を
求
 

め
て
の
移
動
や
中
断
は
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
各
時
代
を
通
じ
て
人
間
生
 

活
の
営
み
は
続
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
大
岩
地
区
に
も
縄
 

文
遺
跡
が
多
く
見
ら
れ
る
。
 

縄
文
時
代
（
約
一
万
二
千
年
前
か
ら
紀
元
前
四
、
三
世
紀
）
頃
ま
で
、
 

早
期
‘
前
期
・
中
期
・
後
期
・
晩
期
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
 

縄
文
早
期
中
頃
か
ら
、
前
期
中
頃
に
か
け
て
、
丁
度
こ
の
時
期
富
士
 

山
の
活
動
も
静
穏
期
で
人
々
は
安
定
し
た
生
活
が
営
ま
れ
た
。
又
、
十
 

器
や
石
器
に
、
関
東
的
と
西
日
本
的
要
素
を
も
つ
も
の
が
み
ら
れ
、
こ
 

の
地
域
一
帯
は
東
西
文
化
の
接
触
点
に
な
っ
て
い
た
。
辰
野
や
峰
ケ
谷
 

戸
で
、
遺
物
が
み
ら
れ
た
。
 

縄
文
中
期
中
頃
約
五
千
年
前
か
ら
後
期
始
四
千
年
前
頃
あ
た
り
に
な
 

る
と
、
富
士
山
の
噴
火
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
き
た
が
、
人
々
の
生
活
 

に
影
響
を
あ
た
え
る
程
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
箕
輪
あ
た
り
を
中
心
 

と
し
て
数
多
く
の
遺
跡
が
、
至
近
距
離
に
続
い
て
あ
り
、
一
つ
の
群
を
 

な
し
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
、
縄
文
文
化
の
最
も
栄
え
た
時
期
で
あ
っ
 

た。 こ
の
地
区
は
、
そ
の
群
の
西
端
に
位
置
し
、
峰
ケ
谷
戸
か
ら
、
宝
田
・
 

滝
沢
川
を
挾
ん
で
辰
野
・
時
田
一
帯
に
及
ん
で
、
遺
物
が
で
て
い
る
。
 

当
時
の
人
々
は
、
竪
穴
住
居
に
住
み
、
狩
猟
・
植
物
の
採
集
文
化
で
あ
っ
 

た
が
、
少
し
の
植
物
栽
培
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
石
器
に
、
 

耕
具
に
使
用
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
も
の
や
、
こ
の
時
期
の
各
地
の
縄
文
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遺
跡
か
ら
、
栽
培
植
物
の
炭
化
種
子
が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
 

れ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
、
富
士
山
麓
の
縄
文
文
化
圏
は
、
 

長
野
中
部
山
岳
地
域
か
ら
、
山
梨
・
関
東
西
部
地
域
文
化
圏
に
つ
な
が
 

り
を
も
つ
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
土
器
・
石
器
に
、
同
系
の
も
の
 

が
多
く
、
土
器
の
胎
土
は
、
甲
府
盆
地
産
の
も
の
が
、
石
鏃
の
黒
曜
石
 

材
は
、
長
野
県
八
ケ
岳
近
く
の
和
田
峠
産
が
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
る
。
 

又
、
八
ケ
岳
南
麓
に
源
を
発
す
る
釜
無
川
は
、
甲
府
盆
地
付
近
で
笛
吹
 

川
と
合
流
し
て
富
士
川
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
か
か
わ
り
あ
い
が
 

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
数
多
く
残
さ
れ
た
縄
文
文
化
遺
跡
も
、
後
期
 

中
頃
以
降
よ
り
晩
期
に
至
る
と
、
急
に
殆
ど
み
ら
れ
な
く
な
り
、
辰
野
 

に
晩
期
始
め
頃
の
遺
物
を
み
る
に
す
ぎ
な
く
な
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
遺
 

跡
が
海
岸
部
に
移
行
し
て
増
加
し
始
め
た
こ
と
で
、
漁
労
文
化
へ
の
転
 

換
が
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
（
弥
生
時
代
・
紀
元
前
四
世
 

紀
か
ら
紀
元
三
世
紀
頃
）
こ
の
時
代
に
な
る
と
、
稲
作
や
、
青
銅
器
、
 

鉄
器
文
化
が
西
日
本
に
入
っ
て
き
た
が
、
こ
の
地
方
で
は
ま
だ
縄
文
晩
 

期
頃
に
あ
た
り
、
そ
れ
が
伝
え
ら
れ
る
ま
で
か
な
り
の
時
間
を
要
し
た
 

も
の
と
思
わ
れ
る
。
水
量
の
乏
し
い
傾
斜
地
で
、
水
田
を
作
る
に
不
適
 

な
地
形
で
の
稲
作
は
、
農
具
や
技
術
の
未
熟
さ
か
ら
も
容
易
で
は
な
く
、
 

水
の
湧
く
低
湿
地
に
し
か
作
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
従
っ
て
南
部
 

の
平
坦
な
地
域
と
比
べ
、
こ
の
地
域
の
稲
作
は
か
な
り
遅
れ
て
か
ら
始
 

ま
り
、
耕
地
の
狭
さ
か
ら
も
、
ま
だ
畑
作
や
採
集
経
済
に
た
よ
っ
て
い
 

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
や
が
て
鉄
器
の
使
用
や
、
土
木
技
術
の
進
歩
に
 

よ
り
徐
々
に
、
農
耕
社
会
形
態
に
移
行
し
て
い
っ
た
。
農
耕
社
会
の
進
 

歩
に
と
も
な
い
生
産
の
向
上
か
ら
、
貯
蔵
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
 

生
産
の
差
が
貧
富
を
生
み
、
そ
れ
が
増
大
す
る
に
つ
れ
て
、
主
と
従
の
 

関
係
が
発
生
し
、
や
が
て
村
や
地
方
を
支
配
す
る
権
力
者
が
現
れ
る
。
 

そ
れ
が
勢
力
を
拡
大
し
広
い
地
域
を
統
一
し
、
国
と
い
う
形
を
作
る
よ
 

、
つ
に
な
っ
た
。
 

大岩辰野遺跡の発掘調査 

（写真提供 市教育委員会） 



そ
の
支
配
者
を
豪
族
と
か
王
と
呼
ん
だ
。
弥
生
の
遺
跡
は
、
市
の
南
 

側
地
区
に
多
く
こ
の
地
区
で
は
、
辰
野
と
隣
接
地
の
峯
岩
と
丸
ケ
谷
戸
 

に
遺
跡
や
遺
物
が
み
ら
れ
た
。
 

古
墳
時
代
（

三
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
始
め
頃
）
 

大
和
朝
廷
が
国
家
統
一
を
な
し
、
そ
れ
に
従
っ
た
地
方
の
豪
族
は
、
 

ク
ニ
ノ
ミ
ヤ
ソ
コ
 

「
国
造
」
と
い
う
称
号
を
与
え
ら
れ
、
大
和
朝
廷
に
な
ら
っ
て
、
そ
 

の
権
力
を
象
徴
す
る
よ
う
な
巨
大
な
墳
丘
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
。
富
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士
市
に
あ
る
浅
間
古
墳
な
ど
二
つ
の
巨
大
古
墳
も
そ
れ
ら
で
あ
る
と
思
 

わ
れ
る
。
富
士
根
地
区
で
は
、
小
泉
に
、
矢
下
・
大
室
・
神
祖
な
ど
後
 

期
の
円
墳
が
あ
っ
た
。
古
墳
期
の
遺
物
は
峰
ケ
谷
戸
、
宝
田
、
辰
野
、
 

時
田
の
各
所
に
み
ら
れ
た
。
 

以
上
縄
文
か
ら
古
墳
期
ま
で
の
こ
の
地
区
及
隣
接
地
区
の
遺
跡
に
つ
 

い
て
、
略
記
し
た
が
、
い
づ
れ
も
こ
れ
ら
は
複
合
遺
跡
で
あ
り
、
辰
野
 

を
例
に
と
り
「
富
士
宮
市
の
遺
跡
」
を
引
用
す
れ
ば
「
多
量
の
縄
文
後
 

期
か
ら
晩
期
の
土
器
や
石
器
、
特
に
石
鏃
の
大
量
出
土
に
は
目
を
見
張
 

る
。
焼
土
等
の
確
認
も
あ
り
、
堅
穴
住
居
跡
等
生
活
跡
の
存
在
は
確
実
 

で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
、
ま
た
、
弥
生
土
器
片
の
幅
広
い
散
布
も
確
認
さ
 

れ
」
と
あ
る
。
こ
の
石
鏃
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
人
が
「
昔
、
黒
曜
石
 

の
破
片
が
ま
と
ま
っ
て
沢
山
あ
っ
た
の
を
み
た
よ
」
と
い
う
話
を
聞
い
 

た
こ
と
が
あ
る
。
又
、
南
谷
戸
と
滝
沢
川
を
挟
ん
で
隣
接
す
る
丸
ケ
谷
 

戸
で
は
、
縄
文
中
期
、
後
期
、
弥
生
末
か
ら
古
墳
期
の
遺
物
が
出
土
し
、
 

方
形
周
溝
墓
や
、
住
居
跡
が
発
見
さ
れ
、
中
世
に
使
用
さ
れ
た
小
銭
も
 

出
土
し
て
い
る
。
 

（
編
集
委
員
会
）
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石
造
物
に
つ
い
て
 

こ
の
地
区
に
は
、
多
く
の
石
造
物
が
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
数
や
 

種
類
は
、
人
々
が
い
か
に
多
く
の
神
や
仏
と
深
く
結
び
つ
い
た
生
活
を
 

営
ん
で
き
た
か
を
示
し
、
又
こ
の
村
の
歴
史
や
伝
統
を
語
っ
て
く
れ
て
 

い
ま
す
。
 

石
造
物
の
由
来
や
、
刻
ま
れ
て
い
る
文
字
な
ど
、
不
明
な
点
が
多
く
、
 

正
確
に
記
す
こ
と
は
も
と
よ
り
不
可
能
で
す
が
、
古
老
や
先
輩
の
方
々
 

の
語
る
伝
承
や
文
献
を
も
と
に
記
し
て
み
ま
す
。
 

石
造
物
の
種
類
と
そ
の
数
 

題
 
目
 
塔
 

三
 

富
士
登
山
満
行
供
養
塔
 

一 

石
経
供
養
塔
 

一 

道
 
祖
 
神
 
五
ケ
所
 

七
 

庚
 

申
 

三
 

馬

頭

観

音

 

三
 

馬
頭
観
音
文
字
碑
 

一 

六

地

蔵

尊

 

一一
 

天 田 山 甲 地 

の の 蔵 

神 神 神 子 尊 

一
 
一
 

一
 

一
 

大
岩
子
安
神
社
境
内
 

石 

仏 

正
 
八
 
幡
 

キ

ノ

エ

ネ

 

甲

子

さ

ん

 

時
田
氏
神
境
内
 

享
保
八
丑
天
八
月
三
日
 

一 

峰
谷
戸
 
寛
政
五
天
 

施
主
 
忠
右
ヱ
門
⑩
 

千
か
の
甲
子
の
日
の
夜
、
争
の
郊
（
十
ニ
時
）
ま
で
、
人
々
が
集
ま
っ
 

て
、
大
黒
天
を
ま
つ
り
な
が
ら
語
り
合
い
福
徳
を
授
け
て
も
ら
う
と
い
 

う
信
仰
で
す
。
そ
の
た
め
講
を
作
り
、
順
番
を
定
め
、
そ
の
番
に
あ
た
 

る
家
に
集
ま
っ
て
、
御
馳
走
を
作
り
、
大
黒
さ
ん
を
ま
つ
り
な
が
ら
四
 

か
嶋
話
を
し
て
過
す
と
い
う
も
の
で
、
日
頃
忙
し
く
働
い
て
い
る
人
々
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の
社
交
場
で
あ
り
又
楽
し
み
の
ー
つ
で
も
あ
り
ま
し
た
。
 

こ
の
地
区
の
甲
子
さ
ん
は
、
時
田
、
大
岩
線
の
時
田
防
災
倉
庫
の
す
 

ぐ
北
側
の
T
字
路
の
角
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
台
形
を
し
た
大
き
な
石
 

に
、
太
く
甲
子
と
彫
ら
れ
、
左
下
に
講
中
と
あ
り
、
年
号
は
あ
り
ま
せ
 

ん。 
庚

申

さ

ん

 

庚
申
は
年
や
日
を
、
十
干
と
十
二
支
を
組
合
せ
て
あ
ら
わ
す
、
い
わ
 

エ
 

ト
 

カ
ノ
エ
サ
ル
 

ゆ
る
干
支
の
庚
申
に
あ
た
る
年
や
日
を
い
い
ま
す
。
こ
れ
は
中
国
の
道
 

教
の
思
想
か
ら
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。
 サ

・
ノ
・
ン
 

庚
申
の
日
は
、
人
間
の
体
の
中
に
潜
む
三
尸
と
い
う
三
匹
の
虫
が
、
 

庚
申
の
夜
毎
眠
っ
て
い
る
間
に
抜
け
出
し
、
天
上
に
登
っ
て
そ
の
人
の
 

六
十
日
間
の
罪
状
を
天
帝
に
報
告
す
る
と
い
う
の
で
、
三
尸
の
虫
が
外
 

へ
抜
け
出
さ
な
い
よ
う
に
一
晩
中
眠
ら
ず
に
お
こ
も
り
を
す
る
。
そ
の
 

た
め
に
庚
申
講
を
つ
く
り
、
庚
申
待
ち
と
い
っ
て
庚
申
を
礼
拝
し
、
夜
 

を
徹
し
て
語
り
明
か
す
と
い
う
こ
と
で
す
。
又
こ
の
日
は
婚
姻
や
夜
の
 

ミ
ゴ
モ
 

同
衾
は
い
け
な
い
と
か
、
こ
の
夜
妊
る
と
生
ま
れ
た
子
供
が
盗
人
に
な
 

イ
マ
シ
メ
 

る
な
ど
の
戒
が
あ
り
ま
す
。
庚
申
さ
ん
は
時
代
を
経
る
に
し
た
が
っ
て
 

サ
ン
シ
ノ
ム
・
ン
 

三
尸
虫
説
と
、
神
道
・
仏
教
の
習
合
し
た
形
で
信
仰
さ
れ
、
本
尊
は
、
 

ど
の
神
仏
と
い
う
定
ま
り
は
な
く
、
色
々
な
神
仏
を
祀
っ
て
き
ま
し
た
 

シ
ョ
ウ
メ
ン
コ
ン
ゴ
ウ
 

が
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
青
面
金
剛
や
猿
田
彦
大
神
を
祀
る
よ
う
に
な
h
ふよ 

タ
イ
シ
ャ
ク
テ
ン
 

し
た
。
青
面
金
剛
は
、
帝
釈
天
の
使
者
で
、
病
魔
・
悪
鬼
を
払
う
と
 

い
わ
れ
て
い
ま
す
o

猿
田
彦
大
神
は
、
庚
申
の
軌
が
猿
に
結
び
つ
き
、
 

庚申さん（ぜんごう塚） 庚申さん（八重椿） 



天
孫
降
臨
の
先
導
を
し
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
道
の
神
と
し
て
又
大
田
 

神
と
も
い
わ
れ
、
豊
作
の
神
と
し
て
も
信
仰
さ
れ
ま
し
た
。
自
然
石
の
 

文
字
碑
や
、
舟
形
後
光
に
、
青
面
金
剛
と
猿
を
浮
彫
に
し
た
石
像
が
多
 

い
で
す
。
 

こ
の
地
区
に
あ
る
庚
申
さ
ま
は
、
時
田
、
大
岩
線
と
横
道
と
と
い
わ
 

れ
た
道
の
交
差
し
た
、
昔
か
ら
八
重
椿
と
呼
ば
れ
た
所
に
、
題
目
碑
と
 

ミ
ズ
ノ
ト
ト
リ
 

並
ん
で
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
文
化
十
年
葵
酉
と
あ
り
、
舟
形
後
光
に
 

フ
ン
 
ヌ
 

ロ
フ
ビ
 

ケ
ン
 

忿
怒
形
の
顔
、
六
臂
の
手
に
は
、
雲
形
の
中
に
日
と
月
、
弓
と
矢
、
剣
 

と
影
藩
ぢ
し
き
も
の
を
持
っ
て
、
足
も
と
に
は
見
ざ
る
、
言
わ
ざ
る
、
 

聞
か
ざ
る
の
の
三
匹
の
猿
を
浮
彫
に
し
た
石
像
で
す
。
 

「
ぜ
ん
ご
う
づ
 

か
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
所
に
、
青
面
金
剛
像
・
文
政
年
号
の
石
像
が
他
 

の
仏
と
と
も
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
又
、
重
林
寺
に
六
地
蔵
尊
と
並
ん
 

で
、
青
面
金
剛
像
の
庚
申
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

参
考
書
「
暮
し
の
中
の
神
さ
ん
仏
さ
ん
」
岩
井
宏
實
 
文
化
出
版
局
 

「
石
の
宗
教
」
五
来
重
 
角
川
書
店
 

「
庚
申
信
仰
」
飯
田
道
雄
 
人
文
書
院
 

道 

祖 

神 

ド
ウ
ロ
ク
 

サ
エ
 

ミ
チ
カ
エ
・
ン
 

ク
 

ナ
 

ド
 

道
祖
神
は
、
道
陸
神
・
塞
の
神
・
古
く
は
、
道
反
の
大
神
・
来
名
戸
 

な
機
様
ど
い
わ
れ
て
そ
の
名
の
よ
う
に
、
部
落
や
村
へ
侵
入
す
る
疫
病
 

や
悪
霊
を
防
ぐ
と
い
う
、
境
界
を
司
ど
る
神
で
あ
り
ま
す
。
又
民
族
の
 

始
祖
に
関
す
る
い
ざ
な
ぎ
・
い
ざ
な
み
の
伝
承
や
、
仏
教
・
道
教
の
道
 

禄
神
な
ど
の
外
来
文
化
と
習
合
し
て
、
縁
結
び
・
安
産
子
育
・
又
道
路
 

の
安
全
を
護
り
、
五
穀
豊
穣
を
も
た
ら
す
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
き
ま
 

し
た
。
部
落
の
境
の
道
端
や
、
辻
な
ど
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
地
区
で
は
、
五
ケ
所
、
七
体
の
石
像
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
い
ず
 

れ
も
男
女
二
神
が
並
ん
だ
双
体
像
で
、
縁
結
び
夫
婦
円
満
を
表
わ
す
姿
 

の
も
の
で
す
。
 

道
祖
神
は
現
在
、
ど
ん
ど
ん
焼
の
神
さ
ま
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

正
月
十
五
日
、
門
松
や
お
飾
を
道
祖
神
の
傍
で
燃
や
し
て
行
わ
れ
ま
す
。
 

ど
ん
ど
ん
焼
で
焼
い
て
黒
く
焦
げ
た
餅
を
食
べ
る
と
、
虫
歯
に
な
ら
な
 

い
と
か
、
そ
の
火
に
あ
た
る
と
風
邪
を
ひ
か
な
い
と
か
、
書
初
を
書
い
 

た
紙
を
燃
や
す
と
、
字
が
上
手
に
な
る
と
か
の
、
い
い
伝
え
が
あ
り
ま
 

す
。
子
安
神
社
の
前
と
、
時
田
に
二
基
並
ん
で
祀
ら
れ
て
い
る
も
の
が
 

あ
り
、
い
ず
れ
も
片
方
ひ
ど
く
破
損
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
昔
、
道
 

祖
神
に
つ
い
た
疫
神
を
稜
ら
う
た
め
、
火
に
焚
べ
る
信
仰
が
あ
っ
た
か
 

④
 

時田下に祀られている互に肩に 

手をかけ酒を酌んでいる像 

一
 

[

I

 

”

ー

 

一
 



辰野 上 ⑥ 

' 
'' e雲~~メ“ 

大岩子安神社前に祀られている鳥井形の中に彫られた 
相体像（右）と、焼かれて毀れた像（左） 

辰野 下 

笏と宝珠を持った像 

時田上に祀られている明治45年に造られた像（右）と、⑨ 

中査I十フー卿+1か脅 l太、 
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ら
で
す
。
小
正
月
の
行
事
と
し
て
今
で
は
、
作
る
家
が
少
な
く
な
っ
た
よ
 

う
で
す
が
、
繭
玉
を
作
る
と
い
っ
て
、
繭
や
米
俵
な
ど
農
作
物
の
形
を
し
 

た
も
の
を
お
米
の
粉
で
作
り
、
赤
や
青
に
着
色
し
て
、
み
ず
く
さ
と
い
 

う
小
枝
の
あ
る
赤
い
色
を
し
た
木
に
刺
し
て
、
こ
れ
を
飾
っ
て
豊
作
を
 

祈
願
し
ま
し
た
。
又
、
ど
ん
ど
ん
焼
の
夜
「
七
と
こ
参
り
」
と
い
っ
て
、
 

七
ケ
所
の
道
祖
神
を
廻
っ
て
祈
る
、
と
い
う
こ
と
や
「
だ
い
の
こ
」
と
い
つ
 

て
、
木
を
削
り
途
中
で
止
め
て
花
の
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
、
柿
の
木
を
 

叩
い
て
、
そ
の
実
が
成
る
よ
う
に
「
だ
い
の
こ
・
し
ょ
う
の
こ
」
と
唱
え
 

て
歩
く
、
と
い
っ
た
行
事
が
、
七
と
こ
参
り
は
、
昭
和
十
年
前
後
ま
で
、
 

だ
い
の
こ
は
、
そ
れ
よ
り
少
し
前
あ
た
り
前
ま
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

道
祖
神
は
、
各
部
落
の
組
ご
と
祀
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
宝
田
は
 

子
安
神
社
の
前
、
鳥
井
の
形
の
中
に
双
体
像
が
彫
ら
れ
た
も
の
と
傍
に
 

は
ひ
ど
く
こ
わ
れ
た
も
の
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
辰
野
に
は
ニ
ケ
所
、
 

北
と
南
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

時
田
も
北
と
南
に
あ
り
北
の
も
の
は
明
治
四
十
五
年
の
年
号
の
あ
る
 

も
の
と
こ
わ
れ
た
も
の
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
時
田
の
下
は
、
時
田
大
 

岩
線
の
道
端
に
あ
り
ま
し
た
が
道
路
拡
張
で
田
圃
の
方
へ
移
さ
れ
て
い
 

ま
す
。
 
こ
の
像
は
二
神
が
お
互
に
手
を
肩
に
か
け
あ
い
、
ひ
さ
ご
と
盃
 

を
も
っ
て
酒
を
酌
ん
で
い
る
像
で
す
。
 

参
考
書
「
道
祖
神
信
仰
論
」
 

倉
石
忠
彦
 
名
著
出
版
 

「
石
の
宗
教
」
 

五
来
重
 

角
川
書
店
 

「
庚
申
信
仰
」
 

飯
田
道
夫
 
人
文
書
院
 

「
富
士
宮
の
道
祖
神
」
遠
藤
秀
男
 
緑

星

社

 

横道の時田村と刻まれている題目塔⑧ 

題 

目 

塔 

題
目
塔
は
、
 

「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
 
の
題
目
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

題
目
を
唱
え
る
な
ら
ば
、
愚
者
も
悪
人
も
又
諸
教
に
嫌
ら
わ
れ
た
女
人
 

も
、
間
違
い
な
く
往
生
を
と
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
日
蓮
は
説
い
て
 

い
ま
す
。
こ
の
地
区
で
は
、
日
蓮
宗
に
帰
依
し
て
い
る
人
達
が
多
く
、
 

信
者
は
講
を
作
り
、
身
近
な
所
に
題
目
塔
を
建
て
、
題
目
を
唱
え
て
安
 

全
息
災
や
後
生
安
楽
を
願
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

重
林
寺
の
傍
の
、
ぜ
ん
こ
う
ず
か
と
い
わ
れ
て
い
る
所
に
た
て
ら
れ
 

て
い
る
も
の
、
自
然
石
に
題
目
と
そ
の
他
の
文
字
が
刻
ま
れ
、
享
保
十
 

六
辛
亥
、
大
岩
村
と
あ
り
ま
す
。
横
林
と
い
わ
れ
て
い
る
、
時
田
大
岩
 

線
か
ら
左
に
入
っ
た
横
道
に
建
て
ら
れ
て
い
る
も
の
、
石
塔
の
三
面
に
 

文
字
が
刻
ま
れ
、
延
宝
五
丁
巳
、
時
田
村
、
と
あ
り
ま
す
。
八
重
椿
と
 

い
わ
れ
て
い
る
所
に
庚
申
さ
ん
と
並
ん
で
建
て
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
 

舟
後
光
の
石
碑
で
、
寛
保
三
年
の
年
号
が
あ
り
ま
す
。
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山
の
神
さ
ん
 

山
の
神
は
、
山
野
に
働
く
人
達
の
守
護
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
き
ま
 

し
た
o

ガ
臨
中
応
の
神
を
ま
つ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
各
地
の
伝
 

承
に
よ
る
と
色
々
の
神
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、
女
性
を
神
に
ま
 

つ
る
と
こ
ろ
が
多
い
よ
う
で
す
。
女
性
は
子
供
を
産
み
育
て
る
と
い
う
 

轟－ 

時田田圃の中の神さん 

大岩玉木平の山の神さん 
⑩ 
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時田氏神様境内の山の神さん ⑩ 



こ
と
か
ら
、
山
野
の
幸
を
生
み
豊
作
を
も
た
ら
す
こ
と
に
結
び
つ
き
、
 

農
民
の
間
で
は
、
山
の
神
は
春
に
な
る
と
山
か
ら
降
り
て
田
の
神
と
な
 

り
、
収
穫
が
す
む
秋
、
山
に
帰
り
山
の
神
は
田
の
神
と
同
一
だ
と
信
じ
 

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 

辰
野
か
ら
、
玉
木
平
に
登
る
中
腹
の
林
の
中
に
鳥
井
が
あ
り
、
そ
の
 

奥
に
石
の
詞
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
正
月
と
十
二
月
の
十
七
日
に
祭
り
 

が
行
わ
れ
、
子
供
に
「
お
ぽ
っ
こ
」
と
い
わ
れ
る
赤
飯
が
配
ら
れ
ま
す
。
 

時
田
の
氏
神
様
の
境
内
に
、
石
仏
像
と
並
ん
で
山
の
神
の
石
祠
が
祀
ら
 

れ
て
い
ま
す
。
祭
は
終
戦
前
あ
た
り
ま
で
行
わ
れ
、
子
供
に
菓
子
な
ど
 

を
配
り
ま
し
た
。
 

時
田
田
圃
と
い
わ
れ
る
、
田
の
中
の
畦
に
、
田
の
神
様
が
祀
ら
れ
て
 

い
ま
す
。
嘉
永
六
年
五
月
吉
日
の
年
号
が
あ
り
ま
す
。
田
の
神
ま
つ
り
 

や
、
田
の
神
送
り
な
ど
の
日
に
は
、
赤
飯
な
ど
を
炊
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
 

家
で
神
棚
に
供
え
ま
し
た
。
こ
れ
も
終
戦
前
あ
た
り
ま
で
行
な
わ
れ
て
 

い
ま
し
た
。
 

参
考
書
「
暮
し
の
中
の
神
さ
ん
仏
さ
ん
」
 

岩
井
宏
實
 
文
化
出
版
局
 

地

蔵

菩

薩

 

野
仏
の
な
か
で
、
 
一
番
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る
の
が
地
蔵
さ
ん
で
 

す
。
日
ご
ろ
口
ず
さ
ん
で
い
る
童
謡
や
歌
、
様
々
な
利
益
を
授
け
て
く
 

れ
る
地
蔵
さ
ん
の
縁
日
の
祭
り
。
聞
く
も
の
の
涙
を
誘
う
奏
の
川
原
和
 

讃
な
ど
、
地
蔵
さ
ん
は
昔
か
ら
、
い
つ
も
庶
民
の
心
の
中
に
生
き
続
け
 

I 

容の川原の地蔵 さ ん 

81
 



て
い
ま
す
。
 

そ
の
地
蔵
菩
薩
は
、
釈
迦
が
没
し
て
か
ら
、
次
の
弥
勒
菩
薩
が
現
わ
 

れ
て
こ
の
世
を
救
済
す
る
ま
で
の
、
五
十
六
億
七
千
万
年
間
の
無
仏
五
 

リ
ク
ド
ウ
リ
ン
 
ネ
 

濁
の
世
に
赴
む
い
て
六
道
輪
廻
に
苦
し
む
衆
生
を
教
化
救
済
せ
よ
と
、
 

仏
か
ら
託
さ
れ
た
菩
薩
で
す
。
 

六
道
救
済
の
功
徳
は
、
地
蔵
菩
薩
に
限
ら
れ
な
い
が
、
し
か
し
菩
薩
 

自
か
ら
冥
界
に
赴
い
て
、
過
去
に
死
亡
し
た
人
の
罪
障
を
解
脱
、
救
済
 

し
、
三
途
の
川
で
迷
う
幼
児
を
導
き
、
六
道
の
中
で
も
と
く
に
苦
脳
の
 

激
し
い
地
獄
道
や
餓
鬼
道
の
衆
生
を
救
済
教
化
す
る
こ
と
を
本
願
と
し
 

て
い
る
の
は
地
蔵
菩
薩
だ
け
で
す
。
 

ビ
 

ク
 

地
蔵
菩
薩
は
、
他
の
菩
薩
と
異
な
り
比
丘
形
で
、
袈
裟
を
つ
け
た
僧
 

侶
の
姿
で
、
い
つ
も
庶
民
の
身
近
に
お
ら
れ
る
と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
 

か
ら
、
人
々
に
親
し
み
を
感
じ
さ
せ
、
各
時
代
、
宗
派
を
こ
え
て
広
く
 

信
仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
 

地
蔵
信
仰
は
、
奈
良
時
代
に
伝
わ
っ
た
が
発
展
は
み
ら
れ
ず
、
平
安
 

時
代
に
な
っ
て
浄
土
思
想
の
広
ま
り
か
ら
、
一
部
の
貴
族
や
僧
侶
の
間
 

で
よ
う
や
く
信
仰
が
始
ま
っ
た
も
の
の
、
地
蔵
と
し
て
の
独
立
し
た
信
 

仰
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
時
を
経
る
に
し
た
が
っ
て
庶
 

民
の
間
に
も
、
仏
教
の
教
え
が
広
ま
る
と
と
も
に
、
末
法
思
想
や
地
獄
 

の
恐
怖
が
説
か
れ
、
そ
の
恐
怖
か
ら
の
脱
出
に
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
 

る
、
地
蔵
信
仰
が
広
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
又
、
延
命
や
福
徳
を
 

与
え
る
、
と
い
う
現
世
利
益
を
説
い
た
、
延
命
地
蔵
菩
薩
信
仰
も
行
な
 

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

鎌
倉
時
代
に
な
る
と
、
六
地
蔵
が
現
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
山
ハ
 

尊
が
、
六
道
の
各
界
を
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
て
、
こ
れ
を
救
済
す
る
と
い
 

う
信
仰
か
ら
生
れ
た
も
の
で
す
。
 
「
六
道
」
と
は
、
六
界
と
も
い
わ
れ
、
 

・ンユ 

ーフ 

ゴ
ウ
 

地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人
間
・
天
上
の
六
道
で
、
こ
れ
は
、
業
 

リ
ン
、
干
 

（
生
前
の
行
為
）
に
よ
っ
て
輪
廻
（
輪
の
よ
う
に
次
々
と
め
ぐ
っ
て
）
 

し
て
、
容
易
に
脱
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。
 

六
地
蔵
は
、
持
物
・
印
相
・
な
ど
に
よ
つ
て
各
界
の
分
担
が
定
め
ら
れ
 

て
い
ま
す
。
 

一
、
地
獄
界
 
大
定
智
慧
地
蔵
尊
 
左
手
宝
珠
 
右

手

錫

 枝
 

二
、
餓
鬼
界
 
大
徳
清
浄
地
蔵
尊
 
左
手
宝
珠
 
右

手

与

願

印

 

三
、
畜
生
界
 
大

光

明

地

蔵

尊

 
左
手
宝
珠
 
右

手

如

 意
 

四
、
修
羅
界
 
清
浄
無
垢
地
蔵
尊
 
左
手
宝
珠
 
右

手

梵

 篋
 

五
、
人
間
界
 
大

清

浄

地

蔵

尊

 
左
手
宝
珠
 
右
手
施
無
畏
印
 

」
ハ
、
天
上
界
 

大

堅

固

地

蔵

尊

 
左
手
宝
珠
 
右

手

 経
 
冊
 

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
地
方
や
製
作
年
代
、
造
像
者
の
信
仰
に
よ
っ
て
 

ま
ち
ま
ち
で
、
確
た
る
規
定
は
な
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
ら
の
六
地
蔵
尊
 

は
、
道
端
や
墓
地
・
お
寺
の
門
前
な
ど
に
安
置
さ
れ
、
六
道
に
迷
う
亡
 

者
を
、
供
養
に
よ
っ
て
救
済
し
よ
う
と
造
像
さ
れ
た
も
の
で
、
秘
蔵
さ
 

れ
る
こ
と
な
く
、
常
に
庶
民
の
間
に
あ
り
ま
し
た
。
 

室
町
時
代
に
、
十
王
信
仰
と
葬
式
追
善
供
養
を
結
び
つ
け
た
信
仰
が
 

行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
冥
界
で
七
日
毎
行
な
わ
 

れ
る
死
亡
者
の
審
判
で
、
三
十
五
日
（
五
、
七
日
）
は
地
蔵
尊
が
間
魔
 

王
に
姿
を
か
え
て
そ
の
審
判
に
あ
た
る
と
い
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
罪
の
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軽
減
を
願
っ
て
、
追
善
供
養
を
行
な
う
と
い
う
も
の
で
す
。
現
在
も
、
 

初
七
日
、
五
・
七
日
、
七
・
七
日
、
百
力
日
な
ど
に
行
な
わ
れ
て
い
る
 

仏
事
が
そ
れ
で
す
。
や
が
て
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
他
の
野
仏
や
神
な
 

ど
の
信
仰
と
結
び
つ
い
て
、
来
世
の
極
楽
浄
土
を
願
う
よ
り
も
、
現
世
 

社
会
で
生
き
て
い
く
た
め
の
日
常
生
活
に
直
接
結
び
つ
い
た
利
益
を
求
 

め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
身
近
に
お
ら
れ
て
、
即
座
に
願
い
を
託
せ
 

る
地
蔵
尊
に
、
人
々
は
様
々
な
利
益
を
願
望
し
又
、
そ
の
多
く
の
利
益
 

譚
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
て
、
種
々
様
々
な
信
仰
の
名
前
が
 

つ
け
ら
れ
た
地
蔵
尊
が
現
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
信
仰
は
益
々
庶
 

民
の
生
活
の
中
に
溶
け
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。
 

延
命
地
蔵
 
身
代
地
蔵
 
子
育
地
蔵
 
塩
地
蔵
 
親
子
地
蔵
 

田
植
地
蔵
 
と
げ
ぬ
き
地
蔵
 
な
ど
地
名
・
人
命
・
食
物
名
 

と
、
数
え
き
れ
な
い
程
の
呼
名
の
地
蔵
 

尊
が
あ
り
ま
す
。
 

大
岩
地
区
の
六
地
蔵
尊
は
、
重
林
寺
 

の
門
前
と
、
二
町
内
と
舞
々
木
橋
の
近
 

く
に
「
妻
の
川
原
の
地
蔵
さ
ん
」
と
呼
 

ば
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
重
林
 

寺
の
地
蔵
尊
は
、
新
ら
し
く
綺
麗
で
 

「
小
僧
に
し
て
端
厳
」
と
い
う
言
葉
に
 

ふ
さ
わ
し
い
お
姿
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
 

奏
の
川
原
の
地
蔵
尊
は
、
古
く
か
ら
の
 

も
の
ら
し
い
が
、
年
号
は
見
当
り
ま
せ
 

ん
。
奏
の
川
原
の
地
名
は
、
 

天
明
の
飢
饉
の
時
の
 
「妻 

の
川
原
に
集
合
し
て
談
判
 

に
行
こ
う
」
と
い
う
記
録
 

な
ど
か
ら
、
古
く
か
ら
あ
つ
 

た
地
名
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

ド
ウ
シ
ャ
ミ
チ
 

こ
の
地
蔵
尊
は
「
道
者
道
」
 

と
呼
ば
れ
た
旧
登
山
道
に
 

面
し
て
、
安
置
さ
れ
て
い
 

ま
す
。
又
背
後
に
弓
沢
川
 

が
あ
り
川
に
橋
が
掛
け
ら
 

れ
る
前
は
、
川
原
が
広
く
 

▲養の川原地蔵尊とその周囲の石造物 ⑩ 
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地蔵菩薩文字碑 

。‘盛露皇g議鍵競二；ら－ 、ジ 

富士登山満行供養塔 

富
士
山
の
熔
岩
が
川
床
に
露
出
し
て
、
ご
つ
ご
つ
と
し
た
地
形
と
周
囲
 

に
人
家
も
な
く
、
も
の
淋
し
い
奏
の
川
原
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
と
こ
 

ろ
で
し
た
。
 

こ
の
地
蔵
さ
ん
は
呼
名
の
よ
う
に
子
供
を
護
る
地
蔵
尊
と
し
て
信
仰
 

さ
れ
て
き
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
傍
に
こ
わ
れ
た
地
蔵
尊
や
石
塔
が
 

置
か
れ
、
夭
折
し
た
子
供
の
供
養
に
造
ら
れ
た
五
才
と
刻
ん
だ
像
も
み
 

ら
れ
ま
す
。
又
、
自
然
石
に
刻
ら
れ
た
地
蔵
尊
の
文
字
碑
、
慶
応
一
一
 

寅
六
月
二
十
四
日
、
世
話
人
大
岩
村
 
清
平
書
 
が
あ
り
ま
す
。
以
前
 

は
、
七
月
二
十
四
日
に
祭
が
行
な
わ
れ
、
夜
店
が
並
び
近
在
の
人
達
で
 

賑
わ
い
ま
し
た
。
 

こ
こ
に
は
地
蔵
尊
の
他
に
、
「
石
経
供
養
塔
」
 
文
化
四
 
施
主
 

大
 

宮
町
池
谷
忠
蔵
 
世
話
人
 
大
岩
村
佐
野
氏
・
「
富
士
登
山
満
行
供
養
 

ヒ
ノ
エ
ウ
マ
 

塔
」
和
州
 

吉
野
 
行
者
祐
道
 
弘
化
丙
午
 
と
自
然
石
に
刻
ま
れ
た
 

石
碑
が
あ
り
ま
す
。
 

⑩
 

参
考
書
「
地
蔵
菩
薩
」
 

望
月
信
成
 

学

生

社

 

「
地
蔵
さ
ま
入
門
」
 

速
水
侑
 

大
法
輪
閣
 

「
私
の
仏
像
ノ
ー
ト
」
武
藤
晟
造
 

明
治
書
院
 

馬
頭
観
音
菩
薩
 

頭
上
に
、
馬
頭
を
載
く
こ
と
か
ら
馬
頭
観
音
と
普
通
呼
ば
れ
、
又
馬
 

頭
明
王
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
無
名
の
世
界
に
す
み
、
さ
ま
ざ
ま
の
 

魔
障
を
く
だ
き
、
生
・
病
・
死
の
苦
し
み
や
悪
趣
を
馬
が
草
を
む
さ
ぼ
 

り
食
べ
る
よ
う
に
と
り
除
い
て
し
ま
う
と
い
わ
れ
て
い
る
菩
薩
で
す
。
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又
、
馬
頭
を
載
く
こ
と
か
ら
畜
生
道
を
司
ど
る
と
さ
れ
、
牛
馬
を
守
護
 

し
蚕
は
馬
か
ら
生
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
養
蚕
に
恵
み
を
 

あ
た
え
、
旅
路
の
安
全
を
守
る
菩
薩
と
し
て
、
信
仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
 

道
の
傍
や
辻
な
ど
に
、
浮
彫
像
や
文
字
碑
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

ー 

昔
の
農
村
に
お
い
て
の
牛
馬
は
、
必
要
か
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
、
 

山“) q
 

そ
の
貢
献
度
は
非
常
に
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
大
 

切
に
さ
れ
家
族
の
一
員
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
そ
の
安
全
息
災
を
願
う
と
 

と
も
に
死
亡
し
た
牛
馬
の
供
養
の
た
め
、
多
く
の
馬
頭
観
音
が
建
て
ら
 

周
 

れ
ま
し
た
o
 
こ
の
地
区
で
は
、
三
体
の
像
と
ー
つ
の
文
字
碑
が
あ
り
ま
 

れ
 

す
。
昔
か
ら
「
ぜ
ん
ご
う
ず
か
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
重
林
寺
の
傍
・
の
県
 

「つ く 音
 

道
に
面
し
た
所
に
、
自
然
石
に
彫
ら
れ
た
文
字
碑
と
、
二
体
の
石
像
が
 

地
蔵
菩
薩
・
題
目
碑
と
共
に
、
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
文
字
碑
と
石
 

像
一
体
・
題
目
碑
は
、
県
道
と
時
田
・
大
岩
線
の
交
差
点
の
角
近
く
に
 

観
 

祀
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
道
路
拡
張
に
よ
り
移
さ
れ
た
も
の
で
す
。
峯
 

頭
 

ケ
谷
戸
の
「
つ
く
れ
ば
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
所
に
一
体
、
木
の
祠
の
中
 

・ 
馬
 

に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
像
は
年
号
な
ど
調
べ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

馬
頭
観
音
像
 
天
明
六
年
 

馬
頭
観
音
像
 
文
化
十
酉
天
 
壬
霜
月
廿
八
日
 

文
字
碑
は
、
明
治
廿
三
年
二
月
十
八
日
 

建
立
主
、
鈴
木
与
平
・
遠
藤
信
女
 

（
佐
野
正
彦
）
 

参
考
書
「
石
の
宗
教
」
五
来
重
 
角
川
書
店
 

「
暮
し
の
中
の
神
さ
ん
仏
さ
ん
」
岩
井
宏
實
 
文
化
出
版
局
 



石

造

物

案

内

図

 

①
②
③
 

④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑩
⑩
⑩
 

甲 子さん 

庚 申さん（八重椿〕 

庚 申さん（ぜんこう塚）／馬頭観音 

／馬頭観音文字碑／地蔵尊／題目碑 

道祖神（時田下） 

道祖神（大岩子安神社前） 

道祖神（辰野上） 

道祖神（辰野下） 

題目塔（時田大岩線の横道） 

道祖神（時田上） 

山の神さん（時田田圃の中） 

山の神さん（大岩玉木平） 

山の神さん（時田氏神境内） 

妻の川原の地蔵尊／石経供養塔／富士 

登山満行供養塔／地蔵菩薩文字碑 

⑩ 馬頭観音「つくれば」 （峯ケ谷戸） 

⑩ 正八幡 



神
社
仏
閣
（
重
林
寺
）
 

曹
洞
宗
富
士
山
重
林
寺
 

所
在
地
 

富
士
宮
市
大
岩
四
一
八
番
地
の
一
 

宗
教
名
 

曹
 
洞
 
宗
 

住
 
職
 

月

出

萬

章

 
大
正
五
年
五
月
三
日
生
 

経
 
歴
 

・
昭
和
二
十
三
年
四
月
一
日
重
林
寺
住
職
 

・
当
富
士
山
重
林
寺
は
、
四
〇
〇
年
前
大
休
演
奕
和
尚
 

に
依
り
開
創
さ
れ
現
在
住
職
二
五
代
に
至
る
。
 

・
本
尊
は
、
富
士
市
横
割
成
安
寺
也
 

・
本
尊
佛
・
釈
迦
牟
尼
佛
・
左
右
聖
観
音
菩
薩
を
祭
る
 

・
境
内
地
 

八
、
〇
〇
〇
坪
（
山
林
及
び
境
内
地
也
）
 

・
移
転
前
富
士
宮
駅
通
り
中
央
町
地
区
旧
田
地
ー
宅
地
 

・
大
岩
移
転
と
な
り
全
部
売
却
処
分
 

・
旧
元
城
町
境
内
地
約
一
、
〇
〇
〇
坪
也
ー
富
士
宮
市
 

か
ら
大
岩
移
転
に
よ
り
土
地
等
価
交
換
先
行
取
得
 

  

（
一
坪
五
万
円
u
昭
和
四
十
二
年
）
 

例
 
祭
 

四
月
檀
家
総
会
 

・
八
月
盆
供
養
 

檀
 
家
 

約
五
〇
〇
家
（
平
成
五
年
一
月
）
 

総
 
代
 

一
〇
名
 

小
林
茂
夫
・
若
林
淳
之
・
鈴
木
久
次
郎
・
佐
野
正
躬
 

佐
野
義
幸
・
渡
辺
直
亨
・
興
津
孝
雄
・
佐
野
 
信
 

伊
藤
 
緑
・
鈴
木
 
覚
 

?
 

．

山

門

、

本

堂
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大 岩 氏 神 本 殿 

大 岩 氏 神 拝 殿 

大岩子安神社 大 岩 山 
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駿
州
富
士
郡
大
岩
村
子
安
神
社
 

御
本
尊
 
御

名

札

木

彫

原

版
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時

田

ハ

幡

宮

 

時
田
八
幡
宮
の
起
源
は
、
創
建
当
時
の
記
録
な
く
、
唯
・
境
内
の
桜
 

等
の
樹
令
に
よ
り
想
像
す
る
に
数
百
年
前
よ
り
祭
祀
せ
る
も
の
の
如
し
 

な
る
も
、
昔
か
ら

e
言
伝
に
よ
り
八
幡
宮
と
し
て
應
神
天
皇
を
祭
神
と
 

し
て
祀
り
来
れ
り
。
し
か
し
、
明
治
十
九
年
十
一
月
十
五
日
奉
勤
請
天
 

照
大
神
の
記
録
あ
り
。
以
来
二
神
を
祀
り
来
れ
り
。
 

建
物
は
、
日
支
事
変
前
迄
は
間
口
六
尺
奥
行
き
六
尺
の
本
殿
と
間
口
 

二
間
の
拝
殿
を
接
続
し
た
草
ぶ
き
一
棟
な
り
し
も
、
荒
廃
甚
し
く
、
昭
 

和
十
二
年
一
月
間
口
二
間
奥
行
九
尺
の
本
殿
と
間
口
三
間
奥
行
二
間
の
 

接
続
し
た
拝
殿
に
改
築
せ
し
が
、
そ
の
後
四
十
年
建
物
も
損
傷
し
、
殊
 

に
雨
漏
り
等
甚
し
く
、
昭
和
五
十
年
三
月
瓦
ぶ
き
建
物
に
改
修
せ
り
。
 

~日時田八幡宮正面 

し
か
る
に
、
終
戦
後
殊
に
昭
和
五
十
年
以
降
急
激
に
人
口
増
加
し
、
 

二
十
数
戸
の
氏
子
も
現
在
百
数
十
戸
と
な
り
、
度
か
さ
な
る
会
合
を
経
 

て
、
漸
く
九
、
七
二
2
m

の
本
殿
と
九
五
、
五
八
2
m

の
拝
殿
に
改
策
す
る
 

こ
と
と
な
り
、
平
成
四
年
十
月
十
二
日
佐
正
建
設
株
式
会
社
と
建
設
契
 

約
を
結
び
、
平
成
五
年
一
月
十
日
地
鎮
祭
を
施
行
、
工
事
に
着
工
、
平
 

成
五
年
八
月
完
成
す
。
 

・
例
祭
年
二
回
、
新
年
会
 

旧
暦
八
月
十
五
日
・
新
暦
十
二
月
十
五
日
 

例
祭
の
他
に
毎
年
一
月
一
日
新
年
会
を
施
行
す
る
。
 

昭
和
二
十
九
年
四
月
二
十
一
日
宗
教
法
人
八
幡
宮
と
し
て
登
記
し
、
 

規
則
に
よ
り
責
任
役
員
六
名
、
内
代
表
役
員
に
宮
司
が
な
り
、
他
の
五
 

名
の
役
員
は
宮
司
が
委
嘱
す
。
 

現
在
の
役
員
 

代
表
役
員
 

宮
司
 
金

森

安

彦

 

責
任
役
員
 

佐
野
康
一
 

ク ク ク 

時

田

桂

治

 

鈴

木

重

男

 

時

田

光

男

 

ク 

佐

野

正

躬

 

戦
後
四
十
八
年
時
代
の
変
遷
と
共
に
、
人
そ
れ
ぞ
れ
異
っ
た
人
生
観
、
 

宗
教
観
を
い
だ
い
て
居
る
事
と
思
う
が
、
こ
の
改
築
を
節
目
と
し
時
田
 

氏
子
の
最
も
身
近
か
な
守
護
神
と
し
て
、
信
仰
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
 

氏
子
一
致
し
て
の
祭
祀
を
切
望
す
る
も
の
で
あ
る
。
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工事の概要 

位 

J& Jtii i( 4? 1,698.00 in' 

建設面積 202.90 in' (61.38*) 

階 高 5,61 5 in 

軒 ?i 3,915ni 

延 面 hi 1 9 9 . 2 6 rn' ( 6 0 . 28 *) 

集 会 室 97.2iが（30坪） 

和 室 6帖2問（6坪） 

設言1‘管理 遠藤－級建築設言・I・事務所 

施 工 者 富士宮ill大岩 佐 正 建 設 脚 

配 

玄 

倉 庫 ス テ ー 

集 会 室 

倉 庫 

I8. 45,,, 

ホ ー・ ル トイレ 

関 

押 

和室 和室 厨房 倉庫 
入 

I0. 30,,, ーーー・－--－・ 
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平成元年1月16日 

1 月21日 

3月23日 

4月29日 

5月2日 

5月18日 

7月3日 

9月18日 

10月11日 

10月21日 

12月1日 

12月10日 

▼ 起 工 式 

昭和63年4月25日 

5月9日 

5月13日 

5月28日 

6月2 日 

6月24日 

6月27日 

7月6日 

第1回大岩第3区区民館 

建設準備委員会 

市長へ陳情 

市都市計画課に指導要請 

近在区民館視察 

（杉田、大岩1区、村山3区） 

区民館設計依頼 佐正建設 

区民館視察（白糸、富士見区） 

建設用地借入れ陳情 

建設予定地、都市計画課に 

借入要請 

8月4 日 建設補助金申請、市民生活課 

9月10日 建設準備委員会 

10月1日 建設準備委員、班長合同会議 

10月3日 都市計画課へ陳情提出 

10月31日 建設準備委員会、設計図検討 

11月9日 建設準備委員会、見積書検討 

見積書に基き 資金1戸当り 持家48,000円 

借家24,000円 

11月16日 建設準備委員・班長合同会議 

建設業者決定 佐正建設 

11月26日 建設委員会 

各町内資金徴収方法 

12月8日 建設委員会 

12月14日 区民館用地境界杭打ち 

12月26日 建設委員会、 

特別寄付について 

建設位置方法の決定 

建設委員・班長合同会議 

建設委員会経過報告、 

今後の進め方 

建設委員会 契約日時決定、地鎮祭について 

区民館建設契約 佐正建設（掬 

地 鎮 祭 

区民館資金中間払、棟上げについて 

建設委員会 資金、追加工事、備員、落成式について 

建設委員会 什器備品、記念品、班長会について 

建設委員・班長合同会議、落成式について 

工事完了受渡し 

落 成 式 

▼ 棟 上 げ 
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建 設 委 員 

委員長 

副委員長 

委 員 

1 町内 

3 川」内 

4町内 

鈴木幹男 

渡井角一 

佐野康一、 

鈴木勘一、 

鈴木隆孝、 

和田常太郎、 

男、時田光男 

渥、佐野文夫 

鈴木国雄 

村松信一、鈴木武雄 

重
 

木
木
 

鈴

鈴
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大
岩
一
一
十
号
線
 

大
岩
二
十
号
線
（
別
名
大
岩
丸
線
と
も
言
わ
れ
る
）
の
沿
革
 

こ
の
道
は
、
昔
か
ら
生
活
幹
線
と
な
っ
て
い
た
が
、
二
m

に
も
満
た
 

な
い
、
馬
車
荷
車
の
漸
く
通
る
位
の
狭
い
道
だ
っ
た
も
の
で
、
昭
和
一
一
 

十
九
年
富
士
根
村
当
時
、
拡
巾
改
良
の
た
め
住
民
の
陳
情
で
村
よ
り
の
 

材
料
支
給
を
受
け
部
落
の
勤
労
奉
仕
に
よ
っ
て
約
四
m
位
の
道
に
改
良
 

さ
れ
、
以
来
少
し
づ
つ
路
肩
等
の
改
修
を
行
う
も
、
著
し
い
人
口
の
増
 

加
と
車
時
代
の
今
日
、
交
通
の
安
全
は
全
く
不
可
能
と
な
っ
て
、
昭
和
 

五
十
八
年
五
十
九
年
と
別
紙
陳
情
書
を
市
に
提
出
、
漸
く
こ
れ
が
採
択
 

さ
れ
昭
和
六
十
二
年
よ
り
左
記
の
経
過
を
以
っ
て
第
五
期
工
事
が
進
め
 

ら
れ
て
い
る
。
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◎路線測量及び用地測量関係 

昭和62年9月12日～63年3月15日 

測量延長 40 m、測量面積 29,600げ 

測量業者 富士設計( ) 

測量費 3,015,000円 

◎工事関係 

第1期 昭和63年12月10日～平成元年3月10日 

工事延長 179.5 m 

工事費15,719,000円 

施行業者 渡辺石材工業 

第2期 平成元年11月15日～2年2 月10日 

工事延長 71.0m 

工事費 6,283,000円 

施行業者 近藤土建 

第3期 平成2年7月24日～2年10月24日 

工事延長 166.3m 

工事費 14,602,310円 

施行業者 卿有田建設 

第4期 平成3年10月28日～4年6月30日 

工事延長 156.8m 

工事費 21,790,680円 

施行業者 株勝又建設 

第5期 平成4年10月23日～5年2月10日（予定） 

工事延長 295.0m 

工事費 17,098,000円 

施行業者 愉有田建設 
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大
岩
潅
漑
貯
水
池
築
造
の
由
来
 

我
が
国
は
、
つ
い
近
世
ま
で
「
農
は
天
下
の
大
本
な
り
田
を
開
き
溝
 

渠
を
通
ず
」
と
言
わ
れ
経
済
政
策
の
基
と
さ
れ
、
生
活
物
資
を
産
す
る
 

農
業
が
主
体
と
さ
れ
て
い
た
。
当
地
区
で
は
水
田
中
心
の
農
業
で
あ
っ
 

て
、
水
田
稲
作
り
の
た
め
に
は
水
が
九
割
と
言
わ
れ
る
位
で
、
潅
慨
は
 

不
可
分
で
あ
り
、
用
水
確
保
は
最
重
点
課
題
で
あ
っ
た
。
 

こ
、
に
古
老
の
記
述
し
た
富
士
宮
市
元
大
岩
（
三
区
）
の
潅
慨
貯
水
 

池
築
造
の
由
来
覚
え
書
き
を
記
述
す
る
。
 

－
、
由
 

来
 

徳
川
将
軍
家
治
の
時
代
、
田
沼
意
次
の
植
産
振
興
の
盛
ん
な
と
き
、
 

元
大
岩
一
帯
の
水
田
水
不
足
は
度
重
な
る
旱
害
を
防
ぐ
べ
く
、
関
係
 

農
民
の
発
起
に
よ
り
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
年
）
九
月
、
現
在
地
に
 

貯
水
池
築
造
の
工
事
を
起
し
、
安
永
元
年
（
一
七
七
二
年
）
十
月
完
 

成
す
る
 

（
約
二
年
間
）
 

注
こ
の
記
録
は
池
の
南
西
山
腹
に
祭
ら
れ
て
あ
っ
た
水
神
祠
の
木
 

札
に
記
さ
れ
て
い
た
の
を
古
老
が
写
し
て
お
い
た
も
の
で
、
詳
 

し
い
記
事
は
判
読
出
来
な
か
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
た
。
 

一
－
、
管
 

理
 

工
法
は
土
壘
の
堤
防
が
主
体
で
、
一
部
石
積
み
と
い
う
原
始
的
な
 

も
の
で
、
以
後
漏
水
防
止
の
た
め
毎
年
の
如
く
水
田
耕
作
関
係
者
の
 

賦
役
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
た
。
 

三
、
貯
水
機
能
の
中
断
と
再
三
の
改
修
 

明
治
四
十
二
年
夏
集
中
豪
雨
の
た
め
堤
防
決
壊
、
貯
水
不
能
と
な
 

り
、
荒
廃
す
る
。
大
正
の
末
関
係
農
民
に
よ
り
復
旧
工
事
を
行
う
も
 

漏
水
著
し
く
、
水
田
耕
作
に
苦
し
ん
だ
。
 

四
、
大
改
築
の
機
運
と
新
工
法
に
よ
る
完
成
 

元
来
元
大
岩
（
三
区
）
の
水
田
の
水
源
で
あ
る
沢
は
村
山
、
粟
倉
 

地
区
の
野
渓
か
ら
の
不
安
定
な
流
れ
で
あ
り
、
少
し
の
日
照
り
に
も
 

流
れ
は
枯
渇
し
、
水
田
は
忽
ち
旱
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。
関
係
者
 

は
こ
の
対
策
の
た
め
昭
和
三
十
年
以
降
、
国
県
市
等
の
事
業
と
し
て
 

貯
水
機
能
回
復
の
た
め
の
大
改
修
の
旨
陳
情
を
続
け
る
。
こ
の
た
め
 

県
農
地
部
の
地
質
調
査
も
実
施
さ
れ
た
。
而
し
乍
ら
当
地
域
は
“
富
 

士
火
山
灰
土
の
砂
礫
地
層
の
た
め
浸
透
性
の
高
い
地
質
で
、
貯
水
池
 

と
し
て
不
適
当
と
診
断
さ
れ
る
一
以
上
の
理
由
か
ら
県
よ
り
不
採
択
 

の
通
知
さ
れ
る
も
、
更
に
根
気
良
く
県
市
の
関
係
の
方
に
陳
情
を
続
 

け
、
遂
に
昭
和
四
十
年
夏
、
市
の
責
任
施
工
と
し
て
大
改
修
す
る
の
 

旨
連
絡
が
あ
っ
た
。
 

1
 

工
 
法
 

池
面
の
地
下
に
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
接
合
さ
せ
、
そ
の
上
部
に
砂
と
 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
い
、
漏
水
を
防
止
す
る
と
言
う
大
工
事
と
な
っ
 

た
。
昭
和
四
十
一
年
ニ
月
着
工
、
同
年
七
月
竣
工
さ
れ
た
。
工
事
請
 

負
業
者
は
富
士
宮
市
小
泉
の
鈴
木
組
様
に
よ
り
施
工
さ
れ
た
。
 

こ
の
工
法
は
日
本
の
同
様
な
地
域
で
の
貯
水
方
法
と
し
て
注
目
さ
 

れ
た
も
の
で
、
我
が
国
最
初
の
工
法
で
あ
っ
た
。
 

一
 にu 0

 

一
 



2
 

水
門
操
作
室
の
建
立
 

初
め
露
天
式
の
水
門
で
あ
っ
 

た
も
の
で
監
視
の
目
が
届
か
 

ず
、
幾
度
と
も
な
く
ハ
ン
ド
ル
 

を
破
損
さ
れ
、
水
田
に
支
障
、
 

関
係
者
合
議
の
上
操
作
室
建
 

立
の
事
、
代
表
者
鈴
木
勘
一
 

氏
熱
心
に
市
に
陳
情
を
重
ね
 

た
た
め
、
市
も
亦
其
の
意
志
 

を
汲
み
取
っ
て
く
れ
、
建
立
。
 

資
材
の
助
成
の
件
決
議
す
る
。
 

早
速
関
係
耕
作
者
の
労
力
奉
 

仕
を
以
っ
て
昭
和
五
十
一
年
 

八
月
中
頃
完
成
さ
れ
た
。
 

以
上
元
大
岩
（
三
区
）
の
 

潅
漑
用
水
池
に
つ
い
て
の
由
来
と
改
革
の
大
要
を
記
し
た
。
元
来
人
々
 

の
安
定
生
活
の
基
本
は
食
糧
の
確
保
に
あ
る
と
再
記
す
る
次
第
で
あ
 

り
、
尚
将
来
に
渉
り
こ
の
原
則
は
、
不
変
に
し
て
本
貯
水
池
の
果
た
 

す
重
要
性
を
強
調
、
又
先
人
の
尊
い
遺
産
と
し
未
来
に
伝
承
い
た
す
 

べ
き
で
あ
る
と
信
じ
る
。
 

3
 

用
水
の
利
用
方
法
 

こ
の
用
水
の
利
用
方
法
は
耕
作
者
の
会
議
を
以
っ
て
、
各
戸
毎
の
 

水
田
状
況
、
反
別
等
を
勘
案
し
無
駄
の
な
い
時
間
割
、
水
引
き
を
行
 

い
、
適
正
に
管
理
利
用
さ
れ
た
。
 

昭
和
五
十
三
年
正
月
 

貯
水
池
築
造
指
導
者
 

鈴

木

 

忠
 

ハ
ン
ド
ル
室
建
立
指
導
者
 

町
内
会
長
 
鈴
木
勘
一
 

以
上
の
よ
う
な
労
苦
、
歴
史
も
、
現
在
は
全
く
社
会
機
構
の
変
遷
に
 

よ
り
農
村
地
帯
か
ら
市
街
地
域
、
ま
ち
づ
く
り
が
行
な
わ
れ
水
利
用
は
 

潅
概
用
水
か
ら
家
庭
排
水
洗
滌
用
用
水
と
す
る
利
用
に
大
き
な
変
革
を
 

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
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大

岩

丸

堤

 

▼大岩丸堤 

老若男女の憩いの場ともなっております。 

丸
堤
池
の
起
原
に
つ
い
て
は
昔
の
記
録
全
く
な
く
市
或
い
は
県
の
関
係
 

課
を
調
査
し
た
が
詳
か
で
な
い
が
築
堤
は
約
二
百
五
、
六
十
年
前
と
推
 

定
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
池
は
時
田
水
田
十
町
歩
の
水
不
足
を
補
う
為
 

築
堤
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
よ
り
拡
大
さ
れ
て
居
り
ま
す
が
現
在
 

の
貯
水
量
五
五
〇
〇
3
m
、
堤
長
七
十
二
m
、
高
五
・
五
m
、
一
定
水
量
 

以
上
に
な
ら
な
い
様
余
水
吐
あ
り
、
ハ
ン
ド
ル
式
排
水
に
な
っ
て
居
る
。
 

地
質
的
に
保
水
悪
く
漏
水
あ
り
。
完
全
な
る
止
水
は
出
来
な
か
っ
た
様
 

で
あ
る
。
こ
う
し
た
関
係
か
ら
毎
年
干
害
を
ま
ぬ
か
れ
な
か
っ
た
。
殊
 

に
貯
水
の
少
な
い
年
に
は
植
付
不
能
の
為
転
作
を
よ
ぎ
な
く
さ
せ
ら
れ
 

た
。
又
適
期
の
田
植
出
来
ず
八
月
の
田
植
も
経
験
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
 

て
干
害
を
な
く
す
こ
と
は
部
落
民
の
悲
願
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
関
係
 

か
ら
こ
の
た
め
池
の
漏
水
を
防
ぎ
貯
水
量
を
出
来
得
る
限
り
多
く
す
る
 

為
あ
ら
ゆ
る
苦
労
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
こ
れ
が
維
持
管
理
殊
に
 

水
使
用
に
つ
い
て
は
む
だ
な
く
公
平
に
引
水
す
る
様
作
付
反
別
に
応
じ
 

た
時
間
を
割
当
し
、
し
か
も
誰
し
も
昼
夜
公
平
に
引
水
出
来
る
様
割
当
 

時
間
表
を
作
る
の
に
苦
労
し
た
も
の
で
あ
る
。
又
現
在
は
ハ
ン
ド
ル
に
 

て
水
門
の
開
閉
を
し
て
居
る
が
、
昭
和
の
初
期
頃
迄
は
松
の
厚
い
板
に
 

て
尺
角
の
筒
を
造
り
、
側
面
に
数
箇
の
穴
を
あ
け
、
そ
れ
に
栓
を
打
込
 

み
堤
よ
り
二
m
位
の
處
に
た
て
引
水
の
際
は
泳
い
で
筒
の
栓
を
抜
き
水
 

門
を
通
し
引
水
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
堤
に
直
接
コ
ン
ク
リ
ー
ト
 

に
て
水
門
を
造
り
現
在
は
ハ
ン
ド
ル
に
て
操
作
し
引
水
し
て
い
る
。
時
 

代
の
進
歩
と
は
も
う
せ
今
更
な
が
ら
今
昔
の
感
を
深
く
す
る
も
の
で
あ
 

る
。
昭
和
の
初
期
よ
り
現
在
に
至
る
迄
漏
水
を
防
ぎ
貯
水
量
を
増
加
さ
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せ
る
為
に
三
回
程
改
修
記
録
あ
り
。
 

一
回
目
 

昭
和
三
年
三
月
 

池
底
の
堀
下
げ
堤
七
十
五
坪
混
凝
土
に
て
塗
り
固
め
る
 

工
事
費
 
八
百
円
（
当
時
の
人
夫
賃
一
日
七
十
銭
）
 

二
回
目
 
自
昭
和
七
年
十
二
月
 
至
昭
和
八
年
一
月
 

工
事
費
 
六
百
十
五
円
 
補
助
金
 
県50
％
 
村25

%
 

地
元
負
擔
2
5
%
 

三
回
目
 
土
地
改
良
事
業
と
し
て
 

自
昭
和
五
十
六
年
 
至
昭
和
五
十
九
年
 

総
事
業
費
 
三
千
六
百
五
十
四
万
円
 
国50
％
 
県40
%
 

市10
%
 

こ
う
し
た
経
緯
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
居
る
が
、
こ
れ
が
地
元
で
の
維
 

持
管
理
は
容
易
で
な
く
な
か
な
か
大
変
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
昭
和
六
年
 

一
月
、
貯
水
池
の
村
移
管
運
動
を
起
す
こ
と
と
な
り
、
村
長
に
陳
情
書
 

を
提
出
、
村
に
移
管
。
富
士
宮
市
と
合
併
に
よ
り
市
に
移
管
。
現
在
に
 

至
っ
て
居
る
。
 

時
代
の
流
れ
に
よ
り
宅
地
化
が
進
み
耕
地
も
減
少
し
て
い
る
の
で
、
 

現
在
の
水
量
が
確
保
出
来
得
れ
ば
水
不
足
に
よ
る
被
害
は
ま
ぬ
か
れ
る
 

も
の
と
思
う
。
 

囂解 
< Z 左 

扉
期
書
 

の
務
サ
を
ェ
て
承
詰
致
し
緒
軍
を
 

致
t
l
了
 

時
栗
刊
紅
冷
加
入
含
と
て
倉
券
菖
円
や
 

綱
入
し
4
イ
ー
 

ー」 

促
《
行
虜
1
／
ザ
h
加
，
7
う
 

木
路
清
採
ー
什
ル
●
l
k
 

と
旬
れ
k

加
・
旨
伽
I
晃
ド
‘
?
l
d
 

窮
私
め
水
田
面
換
9
参
ば
J
「才ずそh
ミ
 

右
の
細
東
ば
米
久
k
確
約
致
し
臨
k
 

時
田
木
判
組
・
か
h
加
N
を
永
諾
教
し
 

'1
ぐ
‘
ー
 

事
官
寺
入
者
奄
覧
 

ゆ
呼
《
轡
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別
紙
設
計
発
之
通
・
 

一
令
ヲ
遵
守
シ
債
務
ヲ
履
行
可
仕
候
仍
テ
請
書
差
出
候
也
 

竣じ期限 

翻
筆
乞
年
i
.
月
多
エ
日
 

着
手
期
日
 

」
聖
 

1. 

十
日
 

言『 ー

ー

 

一
木
工
事
施
行
心
得
並

ニ
内
務
省
令
第
三
十
六
號

ノ
道
路
工
事
執
行

右
請
負
被
命
候
ニ
付
テ
ハ
静
岡
縣
工
事
執
行
規
程
施
行
細
則
及
土
 

第 
一金八簡一 

請 書 

唯 貯ル)4修ン事ー 

b契約金高 
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曜
和
去
ゲ
少
＼
／
月
 

大
岩
（
糾
貯
水
ぎ
布
讐
置
伽
日
術
 

痛
砂
施
旅
言
移
脅
 

妬
和
と
女
斗
ー
イ
ソ
月
才
ル
a
・
看
守
 

男
八
年
火
脅
沙
年
者
杉
散
 -110----



土地改良事業計画概要 

1 ．目 的 

本事業の計画地丸堤池は、農業用のため池であり、築造以来数十年を経て 

老朽化しているため漏水により堤体の決壊が危慎され、有事には下流の農業 

用施設、農地、農作物、家屋等に災害が生じる危険があるので、当事業施行 

により被災を未然に防止し、農業経営の安定を図るものである。 

2．当該土地改良事業の施行に係る地域の所在及び観況 

本計画地区は、市の東部に位置する大岩時田地区の受益面積10ヘクタール 

を有する農業用のため池である。 

受益地は、傾斜度1/20 - 1/115、標高190~ 200 mであり、一毛作による 

水稲が主要作物である。 

3．当該土地改良事業の基本計画 

堤体工 72.00m 

余水吐工 52.39m 

斜樋工 8,07m 

底樋工 20.00 m 

水門工 一式 

4．事業年度及び費用の概算 

工 期 昭和56年度及び昭和57年度 

総事業費 36,540,000円 

5．当該土地改良事業の効果 

農業用施設、農地、農作物等の災害の発生を未然に防止し、農業経営の安 

定をもたらす。 

6．他事業との関連 

なし 

7．計画概要図 

別図添付 
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旧
塵
芥
処
理
場
と
仮
称
大
岩
公
園
広
場
に
つ
い
て
 

（
大
岩
三
区
区
誌
議
事
記
録
資
料
に
よ
る
）
 

昭
和
三
十
六
年
八
月
大
岩
三
区
二
町
内
、
地
蔵
尊
北
側
山
林
に
富
士
 

宮
市
街
住
家
の
糞
尿
溜
り
と
塵
芥
捨
場
が
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
保
健
 

公
衆
環
境
衛
生
上
、
大
な
る
問
題
と
な
り
各
方
面
よ
り
論
議
さ
れ
、
こ
 

の
撤
去
方
に
つ
い
て
当
区
長
始
め
阿
幸
地
地
区
、
二
又
、
粟
倉
、
社
領
、
 

村
山
、
万
野
の
各
区
長
様
等
関
係
部
落
民
に
よ
り
陳
情
書
を
市
に
提
出
 

さ
れ
昭
和
三
十
九
年
撤
去
さ
れ
る
。
 

昭
和
三
十
八
年
当
三
区
に
突
然
塵
芥
焼
却
場
設
置
の
問
題
が
提
起
さ
 

れ
論
議
さ
れ
る
も
、
地
元
に
し
て
は
全
く
寝
耳
に
水
と
し
て
絶
対
反
対
 

の
陳
情
書
提
出
す
る
。
そ
の
後
様
々
の
面
よ
り
市
と
地
元
と
の
間
に
て
 

折
渉
し
た
結
果
、
地
元
へ
の
生
活
改
善
と
し
て
道
路
河
川
の
改
良
等
諸
 

問
題
の
要
望
事
項
を
付
し
て
、
昭
和
三
十
九
年
四
月
現
公
園
用
地
と
な
っ
 

て
い
る
所
約
八
千
平
方
米
余
り
の
土
地
を
数
名
の
地
権
者
よ
り
買
い
受
 

け
、
漸
く
こ
の
処
理
場
設
置
が
決
定
さ
れ
た
。
昭
和
三
十
九
年
十
月
起
 

工
式
、
昭
和
四
十
年
稼
動
さ
れ
る
。
 

そ
の
後
富
士
宮
市
勢
の
著
し
い
発
展
と
住
民
生
活
の
文
化
向
上
の
た
 

め
、
焼
却
能
力
限
界
と
な
っ
て
、
昭
和
五
十
三
年
現
在
地
山
宮
に
移
転
 

さ
れ
る
。
そ
の
間
十
三
年
余
で
あ
っ
た
。
 

尚
こ
の
山
宮
焼
却
場
も
早
く
も
施
設
の
消
化
不
良
と
な
っ
て
お
り
、
 

平
成
六
年
に
は
大
改
造
の
機
運
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
昭
和
五
十
一
一
 

年
早
速
こ
の
焼
却
場
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、
大
岩
三
区
長
鈴
木
勘
一
氏
、
 

渡
井
角
一
氏
、
地
元
議
員
柏
木
善
雄
氏
、
遠
藤
正
氏
の
方
々
初
め
、
関
 

係
者
に
よ
り
強
い
要
望
を
以
っ
て
市
に
対
し
幾
度
も
の
陳
情
を
重
ね
ら
 

れ
昭
和
六
十
二
年
、
漸
く
仮
称
大
岩
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、
現
在
の
 

多
目
的
広
場
と
し
て
地
域
住
民
は
元
よ
り
近
郷
の
人
々
に
広
く
利
用
さ
 

れ
て
い
る
。
 

尚
こ
の
用
地
の
決
定
買
受
に
つ
い
て
は
先
人
古
老
の
並
々
な
ら
ぬ
労
 

苦
と
地
権
者
の
深
い
理
解
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
 

昭和40年市営じん芥焼却場大岩に新築移転 

1 15一 



▲富士宮市大岩496番地（旧）焼却場跡地利用多目的広場 南方より望む 

▼同 東方より望む 
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上
水
道
設
置
の
変
遷
に
つ
い
て
 

古
来
水
の
良
し
悪
し
は
人
の
健
康
を
大
き
く
左
右
す
る
と
m
l
口
わ
れ
、
 

山
渓
河
川
を
求
め
て
居
を
構
え
た
。
こ
の
点
私
共
の
部
落
に
は
良
川
に
 

恵
ま
れ
な
い
地
域
で
あ
っ
て
、
先
祖
は
皆
家
敷
内
に
円
筒
形
の
井
戸
を
 

掘
っ
て
用
水
と
し
て
い
た
。
こ
の
故
に
日
照
続
き
の
早
天
に
遭
遇
す
る
 

と
忽
ち
井
戸
水
は
枯
か
つ
し
て
、
生
活
に
支
障
と
難
儀
を
来
た
し
た
と
 

言
わ
れ
、
今
尚
井
戸
水
と
水
道
の
両
施
設
を
利
用
さ
れ
て
い
る
家
も
あ
 

る
。
こ
こ
に
何
か
の
参
考
の
資
料
と
な
れ
ば
と
思
い
、
水
道
管
施
設
の
 

移
り
変
り
を
記
し
て
見
る
 

昭
和
四
十
一
年
一
月
 
大
岩
三
区
初
常
会
（
新
年
会
）
の
折
、
市
の
担
 

当
者
に
よ
り
簡
易
水
道
の
必
要
性
に
つ
い
て
説
 

明
問
題
を
提
起
さ
れ
、
時
に
加
入
戸
数
七
三
戸
 

で
あ
っ
た
一
戸
当
り
の
加
入
金
三
百
円
を
以
っ
 

て
組
合
設
立
さ
れ
る
。
 

昭
和
四
十
一
年
一
月
二
十
二
日
 

小
泉
の
二
区
三
、
四
、
五
、
六
区
 

杉
田
の
一
、
二
、
三
、
四
 

大
泉
地
区
、
大
岩
一
、
二
、
三
、
上
小
泉
区
 

右
の
三
プ
ロ
ッ
ク
を
以
っ
て
水
道
管
布
設
工
事
 

に
着
手
。
尚
こ
の
折
火
災
予
防
の
た
め
要
所
に
 

消
火
栓
を
設
置
す
る
。
 

昭
和
四
十
一
年
三
月
 
水
道
組
合
理
事
と
し
て
、
当
区
よ
り
佐
野
勝
、
 

鈴
木
忠
の
二
氏
が
選
任
さ
れ
る
。
 

昭
和
四
十
一
年
八
月
 
水
道
設
置
工
事
費
 

各
戸
均
等
割
が
プ
ー
ル
計
算
と
し
て
、
三
地
区
 

と
分
け
る
 

1
 

小
泉
地
区
 

一
七
、
二
二
五
円
 

2
 

杉
田
地
区
 

三
六
、
四
一
九
円
 

3
 

大
泉
地
区
 

二
七
、
五
〇
一
円
 

尚
こ
の
う
ち
市
補
助
金
一
、
〇
〇
〇
円
あ
り
、
 

当
区
は
二
六
、
五
〇
一
と
決
定
さ
れ
た
。
 

昭
和
四
十
一
年
十
一
月
二
十
三
日
 

水
道
管
各
戸
に
引
込
み
完
了
し
通
水
さ
れ
る
。
 

尚
送
水
敷
金
と
各
戸
当
り
二
二
〇
円
づ
つ
市
の
 

水
道
課
に
納
入
す
る
。
 

昭
和
四
十
二
年
 

市
直
営
の
上
水
道
部
編
入
さ
れ
現
在
管
理
さ
れ
 

て
い
る
。
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道
路
四
本
の
こ
と
 

m
 

一
般
市
道
大
岩
四
号
線
の
開
設
（
欄
日
新
製
作
所
裏
）
 

峯
谷
戸
東
北
端
の
耕
作
地
に
通
ず
る
農
道
は
非
常
に
狭
く
不
便
で
あ
っ
 

た
の
で
、
こ
の
解
消
を
計
り
た
く
地
権
者
、
佐
野
進
、
佐
野
精
一
、
鈴
 

木
勘
一
、
鈴
木
圭
司
、
鈴
木
幹
男
氏
等
と
協
議
の
上
、
代
表
と
し
て
私
 

が
市
役
所
土
木
課
に
請
願
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
条
件
を
以
っ
て
承
認
決
 

定
さ
れ
た
。
 

一
、
用
地
は
無
償
提
供
の
こ
と
 

二
、
資
材
は
市
役
所
よ
り
原
材
料
支
給
の
こ
と
 

三
、
工
事
は
地
域
関
係
供
用
者
勤
労
奉
仕
の
こ
と
 

以
上
、
昭
和
四
十
四
年
六
月
着
工
 

ク 

九
月
完
工
す
る
 

其
の
後
、
昭
和
四
十
七
年
頃
臼
井
国
際
産
業
株
式
会
社
当
地
進
出
に
 

当
り
、
臼
井
様
の
御
協
力
に
依
っ
て
現
在
の
姿
と
な
っ
た
。
 

②
 

一
般
市
道
大
岩
五
号
線
の
開
設
（
鈴
木
武
雄
氏
宅
前
）
 

昭
和
二
十
七
年
（
富
士
根
村
時
代
）
峯
谷
戸
、
東
北
部
の
農
耕
地
は
、
 

大
変
良
好
の
肥
沃
の
農
地
で
あ
っ
た
が
、
其
の
地
域
に
通
ず
る
農
道
は
、
 

当
区
子
安
神
社
の
西
側
を
登
る
強
い
勾
配
の
狭
い
道
路
と
、
重
林
寺
東
 

側
を
登
る
狭
い
石
こ
ろ
道
で
、
非
常
に
不
便
を
感
じ
つ
つ
農
業
を
行
っ
 

て
い
た
。
こ
の
解
消
の
た
め
、
西
の
県
道
か
ら
の
横
道
を
開
き
た
い
念
 

願
か
ら
、
当
時
の
村
会
議
員
で
土
木
委
員
で
あ
っ
た
。
小
泉
選
出
の
故
 

渡
辺
菊
二
郎
氏
と
当
区
選
出
の
故
鈴
木
忠
氏
の
盡
力
に
よ
り
、
公
的
手
 

続
き
は
完
了
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
用
地
交
渉
に
つ
い
て
は
、
地
域
地
権
者
 

の
賛
成
を
得
た
も
の
の
阿
幸
地
在
住
の
F
F
氏
の
山
林
承
諾
を
得
る
に
 

つ
い
て
、
私
が
数
回
に
亘
っ
て
の
交
渉
の
末
解
決
、
現
在
の
道
路
と
な
っ
 

て
、
住
民
に
喜
ば
れ
て
い
る
。
 

⑧
 

一
般
市
道
大
岩
一
五
号
線
及
放
水
路
の
改
良
工
事
（
大
容
建
設
様
 

裏
よ
り
舞
々
木
橋
迄
）
 

昭
和
四
十
年
頃
、
こ
の
道
路
及
放
水
路
は
、
畑
地
の
為
の
農
道
と
、
 

広
範
の
耕
地
を
有
し
て
お
り
、
多
量
の
降
雨
の
折
は
忽
ち
に
し
て
増
水
 

し
耕
土
の
流
出
、
土
砂
溜
り
等
大
変
に
困
却
し
た
。
 

こ
れ
が
為
、
地
域
住
民
と
土
地
関
係
者
協
議
し
て
区
長
を
通
じ
市
当
 

局
に
陳
情
し
、
区
民
の
勤
労
奉
仕
を
以
っ
て
開
通
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
 

所
が
、
路
肩
も
放
水
路
も
芝
生
仕
上
げ
の
た
め
、
一
雨
毎
に
土
砂
が
堆
 

積
し
、
困
り
果
て
て
市
所
有
の
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
を
借
り
る
等
し
て
 

除
去
作
業
を
行
っ
た
。
 

こ
れ
が
為
、
私
が
時
の
市
長
故
山
川
斌
様
に
請
願
し
、
現
在
の
よ
う
 

に
三
面
側
溝
と
路
面
舗
装
が
完
成
さ
れ
た
。
 

（
元
区
長
 

鈴
木
勘
一
）
 

④
 
都
市
計
画
道
路
（
大
岩
淀
師
線
）
概
要
 

一
、
都
市
計
画
決
定
 

昭
和
五
十
一
年
一
月
六
日
 
静
岡
県
告
示
第
五
号
 

起
 
点
 

大
字
大
岩
字
丸
ケ
谷
戸
 

終
 
点
 

大
字
淀
師
字
渋
沢
前
 

L
【
三
、
五
〇
〇
m
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起
点
ー
バ
イ
パ
ス
 

W
n

十
六
m
 

L
廿
一
、
二
〇
O
m
 

バ
イ
パ
ス
ー
終
点
 
W
【
二
十
m
 

L
H

二
、
三
〇
〇
m
 

一
、
市
街
地
北
部
を
東
西
に
結
ぶ
主
要
路
線
で
あ
り
、
地
域
発
展
の
 

為
に
計
画
さ
れ
た
都
市
計
画
道
路
で
あ
る
。
 

成 

大岩淀師線 富士見小より大岩を眺む 
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▲淀師大岩線富士見小前榎橋 

「
 

▲県道北山富士根停車場線（重林寺北より） 

▼県道北山富士根停車場線（日新製作所前より） 
一γぺ“r 

▲時 田 入 口 よ り 

▲県道北山富士根停車場線（にいや商店北より） 
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大
岩
三
区
戦
死
者
録
 

▲ 

- - － ▲ 

▲ 

忠 魂 碑 ト 

大岩ー区ニ町内（1450）地先児童公園に建立 

旧富士根村関係の戦没者252柱の方々が安らか 

にお眠りになっています 



戦
争
は
悲
し
い
人
生
の
歴
史
を
い
ろ
ど
る
悲
劇
で
あ
る
。
し
か
し
悲
 

し
い
か
ら
と
い
っ
て
も
、
私
た
ち
の
心
の
中
に
焼
き
付
け
ら
れ
て
い
る
 

あ
の
苦
し
か
っ
た
幾
年
月
か
の
第
二
次
世
界
大
戦
の
事
は
忘
れ
ら
れ
る
 

も
の
で
は
無
い
。
こ
の
第
二
次
世
界
大
戦
の
護
国
の
英
霊
と
な
ら
れ
ま
 

し
た
、
八
名
の
皆
様
方
の
事
は
私
た
ち
大
岩
三
区
区
民
一
同
い
つ
ま
で
 

も
、
い
つ
ま
で
も
心
に
刻
ん
で
忘
れ
去
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

皆
様
が
極
寒
の
大
陸
に
或
は
猛
暑
の
南
方
 

の
地
に
散
華
さ
れ
て
か
ら
五
十
有
余
年
の
 

歳
月
が
流
れ
去
り
ま
し
た
。
 

あ
の
鎮
守
の
森
の
前
で
日
の
丸
の
小
旗
を
 

振
っ
て
万
歳
万
歳
と
皆
様
の
出
征
を
見
送
っ
 

た
の
が
昨
日
の
様
に
目
に
浮
ん
で
来
ま
す
。
 

皆
様
方
が
子
供
の
頃
か
ら
あ
し
た
に
タ
べ
 

に
仰
い
だ
あ
の
霊
峰
富
士
の
お
山
は
、
今
 

日
も
白
雪
が
タ
焼
に
映
へ
、
美
し
い
姿
を
 

赤
く
染
め
て
私
達
を
見
守
っ
て
居
て
く
れ
 

て
い
ま
す
。
 

こ
の
平
和
な
日
本
の
今
日
あ
る
は
、
皆
様
 

の
尊
い
犠
牲
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
も
の
で
 

す
。
ど
う
か
益
々
発
展
す
る
平
和
な
日
本
 

を
見
守
っ
て
下
さ
い
。
 

そ
し
て
安
ら
か
に
お
眠
り
下
さ
い
。
 

（
大
岩
三
区
遺
族
代
表
役
員
 

鈴

木

 
渥〕 

一
、
戦
死
者
 

戦
死
地
 

二
、
戦
死
者
 

戦
死
地
 

三
、
戦
死
者
 

戦
死
地
 

四
、
戦
死
者
 

戦
死
地
 

五
、
戦
死
者
 

戦
死
地
 

六
、
戦
死
者
 

戦
死
地
 

七
、
戦
死
者
 

戦
死
地
 

八
、
戦
死
者
 

戦
死
地
 

鈴

木

 

武
 

富
士
宮
市
大
岩
六
四
二
の
ー
ー
 

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
セ
ン
グ
島
に
於
て
 

昭
和
十
九
年
七
月
四
日
 

鈴
木
秀
男
 

富
士
宮
市
大
岩
四
〇
o
 

旧
満
洲
に
於
て
戦
死
 

昭
和
二
十
年
八
月
 

佐

野

治

夫

 

富
士
宮
市
大
岩
三
二
二
の
一
 

北
海
道
小
樽
沖
に
於
て
 

昭
和
二
十
年
五
月
三
十
日
 

佐
野
一
ニ
郎
 

富
士
宮
市
大
岩
二
四
五
の
ー
 

サ
イ
パ
ン
島
に
於
て
戦
死
 

昭
和
十
九
年
七
月
十
八
日
 

渡

井

藤

雄

 

富
士
宮
市
大
岩
一
八
八
 

湖
北
省
襄
陽
県
呂
堰
鎮
東
南
方
地
点
 

昭
和
十
五
年
五
月
十
一
日
 

渡

辺

敏

雄

 

富
士
宮
市
大
岩
六
二
五
 

北

支

那

 

昭
和
二
十
年
十
二
月
 

二
十
六
才
 

佐

野

覺

雄

 

富
士
宮
市
大
岩
二
六
三
 

自
 

宅
 

昭
和
十
八
年
五
月
十
七
日
 

二
十
六
才
 

小

林

富

男

 

富
士
宮
市
大
岩
十
三
ー
ー
ー
 

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
 

昭
和
十
九
年
十
二
月
二
十
日
 
三
十
二
才
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諸 

活 

動 

老人クラブ 

体 育 部 

部 農 会 

環境監視員 

農 業 委 員 

交通安全協会 消 防 団 

民 生 委 員 

国民年金委員 

青少年指導員 

ふ る 里 

民 俗 行 事 

子 供 会 

自主防災会 

婦 人 会 

思い出の 

氏子青年団 



大
岩
三
区
老
人
ク
ラ
ブ
西
大
岩
寿
会
 ノ

 

当
大
山
互
ニ
区
老
人
ク
ラ
ブ
西
大
岩
寿
会
は
大
岩
全
区
老
人
会
（
会
長
 

小
長
谷
宗
吉
）
が
昭
和
四
十
八
年
大
岩
東
・
中
・
西
老
人
会
に
分
離
し
 

発
足
し
た
の
で
あ
る
。
 

初
代
会
長
佐
野
譲
、
二
代
鈴
木
忠
、
三
代
鈴
木
勇
、
四
代
渡
井
長
寿
、
 

五
代
鈴
木
勘
一
、
六
代
佐
野
康
一
と
現
在
に
至
っ
て
居
る
。
 

老
人
ク
ラ
プ
現
況
（
平
成
四
年
度
）
 

一
、
会
員
数
 

一
、
組
 

織
 

六
十
九
名
、
男
十
九
人
、
女
五
十
人
 

顧
問
一
名
、
会
長
一
名
、
副
会
長
二
名
、
 

会
計
一
名
、
役
員
六
名
 

［
活
動
状
況
］
 

①
 
会
員
に
よ
る
研
修
旅
行
 

毎
年
二
月
、
六
月
、
九
月
、
十
二
月
 
年
四
回
 

会
員
の
視
野
と
見
聞
を
広
め
親
睦
を
深
め
る
為
に
、
実
施
さ
れ
 

て
い
る
 。

 

②
 
老
人
ス
ポ
ー
ツ
 

富
士
見
小
秋
季
運
動
会
 

富
士
見
小
三
世
代
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

市
老
連
体
育
大
会
 

③
 
社
会
奉
仕
活
動
 

道
路
清
掃
 

区
民
館
敷
地
草
取
清
掃
 

市
営
運
動
場
草
取
清
掃
 

氏
神
様
草
取
清
掃
 

④
 
教
養
の
向
上
の
為
、
七
月
か
ら
一
月
迄
毎
月
学
習
会
を
開
く
 

テ
ー
マ
及
講
師
左
記
の
通
り
（
平
成
四
年
度
）
 

十 九 八 七 

月
 

月
 

月
 

月
 

十
一
月
 

十
二
月
 

一 

月
 

記
 

健
康
管
理
に
つ
い
て
 

現
在
に
生
き
る
 

交
通
安
全
に
つ
い
て
 

佛
教
講
話
 

戦
国
時
代
の
武
将
と
女
性
 

よ
も
や
ま
話
 

映
画
観
賞
 

三
上
免
美
子
先
生
 

田
中
昌
次
先
生
 

富
士
宮
警
察
署
 

川
名
義
顕
先
生
 

窪
田
信
子
先
生
 

渡
辺
直
亨
先
生
 

市

職

員

 

こ
の
学
習
会
は
、
平
成
二
年
迄
は
富
士
根
南
地
区
と
し
て
富
 

士
宮
市
役
所
富
士
根
支
所
（
現
在
富
士
根
南
公
民
館
）
に
て
高
 

齢
者
学
級
と
し
て
当
区
は
、
毎
年
七
・
八
名
参
加
し
て
参
り
ま
 

し
た
が
、
遠
隔
地
で
あ
る
こ
と
、
交
通
の
便
が
悪
い
こ
と
等
種
々
 

の
理
由
に
よ
り
、
参
加
希
望
者
少
く
、
主
と
し
て
役
員
が
参
加
 

し
て
来
た
実
情
で
あ
っ
た
。
折
角
の
計
画
な
の
で
一
人
で
も
多
 

く
の
会
員
の
参
加
を
願
い
、
何
と
か
当
地
区
民
館
で
実
施
し
た
 

い
と
考
え
、
教
育
長
田
口
哲
先
生
に
事
情
を
話
し
御
願
い
致
し
 

た
処
、
心
よ
く
引
受
け
て
下
さ
れ
、
実
施
内
容
は
社
会
教
育
課
 

渡
井
先
生
と
協
議
、
平
成
三
年
度
は
西
大
岩
寿
会
独
自
に
て
実
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施
し
て
参
り
ま
し
た
。
平
成
四
年
度
も
引
続
き
実
施
の
予
定
で
 

あ
っ
た
が
、
富
士
根
南
公
民
館
か
ら
西
大
岩
寿
会
も
富
士
根
南
 

地
区
な
の
で
、
富
士
根
南
地
区
大
岩
教
場
と
し
て
実
施
し
て
い
 

た
だ
き
た
い
と
の
要
望
あ
り
、
平
成
四
年
度
よ
り
富
士
根
南
地
 

区
大
岩
教
場
と
し
て
実
施
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
 

以
上
の
様
な
活
動
状
況
で
あ
る
が
、
当
区
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
六
十
 

九
人
、
男
十
九
人
、
女
五
十
人
、
七
十
二
％
は
女
性
で
占
め
ら
れ
男
性
 

の
加
入
が
少
い
。
こ
れ
に
は
種
々
の
事
情
が
あ
る
と
思
う
が
、
よ
り
多
 

く
の
加
入
を
願
う
為
に
老
人
ク
ラ
ブ
の
誕
生
か
ら
そ
の
目
的
を
説
明
し
 

又
、
私
の
意
見
を
申
し
た
い
と
思
う
。
 

終
戦
直
後
の
混
乱
時
代
に
、
最
も
み
じ
め
な
思
い
を
し
た
の
は
老
人
 

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
家
族
制
か
ら
小
家
族
制
へ
絶
対
的
扶
養
義
 

務
か
ら
相
対
的
扶
養
義
務
へ
と
移
行
し
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
扶
養
意
識
 

の
低
下
と
な
り
老
人
が
軽
視
さ
れ
又
、
な
に
も
の
か
を
世
代
を
超
え
て
 

継
承
す
る
と
い
う
根
強
い
永
生
へ
の
憧
れ
が
な
く
な
り
、
こ
の
様
な
史
 

的
背
景
の
中
で
家
族
に
遠
慮
す
る
こ
と
な
く
老
人
同
士
が
相
集
り
、
孤
 

独
か
ら
の
解
放
と
精
神
的
安
ら
ぎ
を
求
め
る
た
め
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
 

て
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
目
的
と
申
し
 

ま
す
か
、
何
の
為
に
老
人
ク
ラ
ブ
を
作
っ
た
か
一
言
で
申
し
ま
す
と
、
 

私
達
自
身
の
幸
な
晩
年
を
送
る
為
と
考
え
ま
す
。
私
は
常
々
申
し
て
居
 

り
ま
す
が
我
々
人
生
も
晩
年
で
あ
る
、
五
年
、
十
年
は
ま
た
た
く
間
に
 

過
ぎ
て
し
ま
う
。
 
こ
れ
か
ら
の
一
日
は
尊
い
一
日
で
あ
る
。
一
家
の
経
 

済
問
題
も
家
に
と
り
大
事
で
あ
る
。
し
か
し
経
済
に
と
ら
わ
れ
過
ぎ
晩
 

年
の
幸
せ
を
無
視
し
た
生
活
は
心
の
切
り
替
え
が
必
要
で
は
な
い
か
と
 

思
う
。
 

人
生
晩
年
一
人
で
も
多
く
加
入
を
願
い
、
お
互
い
に
親
近
感
を
も
っ
 

て
「
如
何
に
す
れ
ば
幸
な
老
後
を
お
く
れ
る
か
」
語
り
合
い
、
生
き
が
 

い
あ
る
一
日
を
お
く
り
た
い
と
思
う
。
 

顧
 
間
 

会
 
長
 

副
会
長
 

ク
 

会
 
計
 

役
 
員
 

鈴
木
勘
一
 

佐
野
康
一
 

松

木

金

光

 

岡

野

末

雄

 

中
川
栄
一
 

伊
藤
ヤ
ョ
ヰ
・
渡
井
一
男
・
佐
野
滝
子
 

佐
野
は
つ
え
・
佐
野
か
つ
子
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仮称大岩公園老人会勤労奉仕 

y 
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区
の
体
育
部
の
発
足
・
そ
の
他
 

市
体
育
指
導
員
の
時
、
別
表
（
ス
ポ
ー
ッ
祭
区
対
抗
）
の
示
す
年
間
 

ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
又
区
内
に
青
年
団
活
動
も
な
く
、
ど
う
し
て
も
大
岩
 

三
区
に
体
育
関
係
団
体
の
必
要
性
を
痛
感
し
、
昭
和
五
十
五
年
四
月
に
 

佐
藤
勝
昭
・
時
田
桂
治
・
佐
野
正
躬
・
佐
野
徹
各
氏
と
、
度
か
さ
な
る
 

話
し
合
い
の
中
、
佐
藤
氏
を
部
長
に
大
岩
三
区
体
育
部
を
発
足
し
ま
し
 

た
 。

 ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
市
内
駅
伝
・
卓
球
大
会
な
ど
に
 

参
加
を
し
、
区
内
で
は
盆
祭
り
（
納
涼
祭
）
区
民
体
育
祭
な
ど
皆
様
方
 

の
協
力
と
大
岩
三
区
の
世
帯
増
と
が
か
さ
な
り
、
ま
す
ま
す
の
盛
り
上
 

り
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。
尚
現
在
門
西
政
光
氏
が
体
育
指
導
員
と
し
て
 

活
躍
し
て
お
り
ま
す
。
 

体
育
指
導
員
要
項
の
中
に
、
 

「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
普
及
を
 

図
り
、
健
康
で
明
る
く
た
く
ま
し
い
市
民
の
育
成
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
 

地
域
の
親
睦
、
融
和
を
図
り
、
連
帯
感
あ
ふ
れ
る
明
る
く
住
み
よ
い
地
 

域
づ
く
り
を
め
ざ
す
。
」
と
あ
り
ま
す
。
 

（
元
体
育
指
導
員
 

鈴
木
寿
夫
）
 

納 涼 祭 櫓 太 鼓 
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現
在
、
大
岩
三
区
の
体
育
部
役
員
は
、
四
月
に
総
入
れ
換
え
し
て
お
 

り
ま
す
。
 

こ
れ
で
は
、
体
育
部
役
員
は
何
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
各
行
事
を
進
 

め
て
行
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
部
長
・
副
部
長
・
会
計
の
四
役
は
、
 

前
年
度
の
体
育
役
員
か
ら
選
出
す
る
等
の
対
策
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
 

①
 
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
 

大
岩
三
区
の
皆
様
方
の
御
協
力
に
よ
り
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
あ
 

る
い
は
市
民
ナ
イ
タ
ー
に
出
場
出
来
る
事
は
日
頃
（
大
岩
三
区
ロ
ッ
 

キ
ー
ズ
）
の
最
大
の
協
力
の
賜
物
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
参
加
す
る
 

こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
皆
様
方
 

の
御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

②
 
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
（
フ
エ
ニ
ッ
ク
ス
）
の
多
大
な
御
協
力
 

に
よ
り
、
毎
年
好
成
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
ニ
チ
ー
ム
 

参
加
を
目
指
し
、
回
覧
に
て
呼
び
か
け
ま
し
た
が
、
諸
事
情
に
よ
 

り
ー
チ
ー
ム
の
参
加
し
か
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
勝
つ
こ
と
よ
り
、
 

参
加
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
協
力
を
お
願
い
し
 

ま
す
。
 

③
 
納
 
涼
 
祭
 

体
育
部
と
し
て
は
、
毎
年
バ
ザ
ー
（
焼
鳥
・
飲
物
・
e
t
c
) 

を
行
っ
て
い
ま
す
。
大
変
忙
し
く
踊
り
に
参
加
出
来
ま
せ
ん
。
好
 

評
な
の
で
、
ず
っ
と
続
け
て
行
っ
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
 

④
 
区
民
体
育
祭
 

毎
年
、
選
手
係
が
人
を
捜
す
の
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。
四
月
に
 

役
員
決
定
後
、
す
ぐ
に
体
育
祭
が
あ
る
為
、
ど
う
し
て
も
準
備
不
 

足
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
少
し
で
も
多
く
の
方
に
協
力
を
お
願
 

い
し
ま
す
。
 

⑤
 
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
 

現
在
、
 

（
バ
レ
ー
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
駅
伝
、
卓
球
）
の
四
種
 

目
に
出
場
し
て
い
る
が
、
大
規
模
区
（
五
百
世
帯
以
上
）
と
し
て
 

は
十
一
種
目
（
全
種
目
）
の
出
場
を
考
え
た
体
育
部
作
り
を
考
え
 

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
現
状
で
は
、
役
員
の
リ
ス
ク
や
、
会
計
面
を
考
え
る
 

と
不
可
能
で
あ
る
為
、
体
育
部
の
体
制
を
考
え
直
し
た
う
え
で
、
 

毎
年
一
種
目
ず
つ
で
も
増
や
し
て
行
け
れ
ば
良
い
か
と
思
い
ま
す
。
 

（
平
成
五
年
度
体
育
部
長
 

鈴
木
富
明
）
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ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
ふ
れ
あ
い
を
I
・ 

八
月
一
日
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
三
回
 

戦
フ
ル
セ
ッ
ト
の
接
戦
の
う
え
第
三
位
と
な
り
賞
状
を
区
民
館
に
掲
示
 

し
ま
し
た
。
 

選
手
の
皆
様
方
に
は
七
月
全
て
の
土
曜
日
、
お
忙
し
い
中
、
練
習
に
 

取
組
ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
試
合
当
日
は
、
区
民
の
皆
様
の
力
強
い
応
援
を
い
た
だ
き
御
 

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

大
岩
三
区
地
域
は
、
現
在
七
〇
〇
世
帯
に
お
よ
ぶ
大
規
模
区
で
あ
り
 

ま
す
。
私
が
大
岩
に
転
入
し
て
十
余
年
に
な
り
、
当
時
と
比
べ
る
と
世
 

帯
戸
数
も
倍
に
な
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
地
域
の
都
市
化
の
進
む
一
方
、
核
家
族
化
が
進
み
住
民
 

同
士
の
ふ
れ
あ
い
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
 

体
育
部
と
い
う
組
織
の
中
で
、
地
域
振
興
の
一
役
と
な
る
よ
う
微
力
 

で
は
あ
り
ま
す
が
、
誰
も
が
気
軽
に
望
め
る
環
境
づ
く
り
と
心
に
潤
い
 

の
も
て
る
よ
う
な
活
動
と
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
 

井
出
明
行
）
 

▲体育部バザー（焼鳥） 
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第13回市民スポーツ祭区対抗参加状況 

大 規 模 区 （500世帯以上） 

ぬ
 

区 名 世帯数 
テ
ニ
ス
 

卓
 
球
 

ソ
フ
ト
 

野
 
球
 

婦
バ
レ
 

水
 
泳
 

バ
ド
ミ
 

駅
 
伝
 

陸
 
上
 

・
ゲ
ー
ト
 

相
 
撲
 

計
 

1
 

阿 幸 地 911 0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

7 

2
 

747 0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

(

1

1)
 

黒 ‘I 

Q

U

 

山 本 770 0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

a
 

a
 

0
 

0
 

0
 

(

1

1)
 

d

! 

二 の 宮 587 

にu 万 野1 区 530 0
 

0
 

a
 

0
 

0
 

a
 

6 

6
 

万 野 2 区 564 a
 

0
 

a
 

a
 

0
 

0
 

a
 

a
 

0
 

a
 

a
 

(

1

1)
 

7
 

万 野 3 区 539 0
 

a
 

0
 

a
 

0
 

0
 

a
 

a
 

0
 

0
 

a
 

(11)
 

8
 

貴 船 593 a
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

a
 

0
 

0
 

0
 

(11) 

。
J
 

宮 原 1,126 a
 

0
 

0
 

a
 

0
 

0
 

0
 

10 淀 師 1,345 0
 

a
 

0
 

0
 

a
 

a
 

0
 

0
 

a
 

0
 

0
 

(11) 

11 淀 橋 785 0
 

a
 

0
 

0
 

0
 

a
 

0
 

7 

12 大 中 里 1,462 0
 

a
 

0
 

0
 

a
 

a
 

a
 

0
 

8 

13 青 木 562 a
 

a
 

a
 

a
 

a
 

a
 

6 

14 外 神 586 0
 

a 
一

 

〇
 巨

 
a
 

a
 

a
 

7 

15 小 泉 4 区 607 0
 

a
 

0
 

a
 

0
 

0
 

0
 

7 

16 上 小 泉 828 a
 

a

- 

a

- 

a
 

厄ー 
叱ー 

a
 

a
 

a
 

a
 

a
 

1
 
1
 

17 大岩 3 区 673 0
 

-a 0
 

一
 

a 4 

18 舟 久 保 599 0
 

a
 

a
 

0
 

a
 

a
 

6 

19 山 宮 2 区 502 0
 

a
 

a
 

a
 

0
 

0
 

6 

小 計 14,316 15 17 17 14 16 。
J
 

13 14 。
J
 

13 11 147 
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平成5年度 体育部役員名簿 
H 5. 3 .22 

役 名 町 名 班 氏 名 住 所 電話番号 戸数 備 考 
区 長 時 田 光 男 大岩204- 1 24一4137 
町 内 会 長 1 渡 井 岩 ― 大岩182- 2 24-4144 

3 渡 辺 道 金 大岩650- 1 24-4389 
4 岡 野 末 雄 大岩500一17 26-8034 

部 農 会 佐 野 栄一郎 大岩237- 1 27-9907 
婦人会支部長 鈴 木 恭 子 大岩328- 1 27-07関 
子供会会長 連合 芦 澤 正 義 大岩28一39 27-7761 

1 渡 井 憲 雄 大岩28-39 24-4365 
2・3 関 口 守 大岩1870- 2 23-3565 
4 大 川 俊 英 粟倉l147一54 26-4437 

体育指導員 門 西 政 光 大岩381- 12 27一8327 
体育 部 長 鈴 木 富 明 大岩】872 23-0367 
体育部副部長 渡 井 勝 士 大岩182- 3 24-3986 
体育部副部長 山 口 章 夫 大岩555-28 23一0140 
会 計 松 本 富士雄 大岩44-1 27 -3170 
顧 間 佐 野 勉 大岩503- 9 24-0283 
顧 問 水 島 聖 治 大岩507-45 27-3888 

Aブロック 1町内 

I 宮 下 賢 大岩36- 5 23-5883 
駅 伝 2 小 塚 能 史 大岩8 -11 27一4981 

3 松 木 富士雄 大岩44- 1 27-3170 
4 遠 藤 福 夫 大岩48-2 24一0366 

プロック長 10 中 田 和 彦 大岩59- 7 23-2844 

Bブロック 1 町内 

ブロック長 5 杉 林 康一郎 大岩169- 8 26-1037 
6 渡 井 勝 士 大岩182- 3 24-3986 
7 竹 下 隆 行 大岩97- 1 23-3677 
8 佐 野 光 大岩256- 1 27一3488 
9 清 一 仁 大岩154-8 27-9331 

Aプロック 3町内 

1 鈴 木 進 大岩246 23一7386 
プロック長 2 鈴 木 勝 大岩300- 3 24 -4351 

3 勝 又 昭 和 大岩362-15 24-3054 
4 市 川 久 男 大岩293- 1 24-5057 

バレーボール 5 井 出 明 行 大岩290- 10 24-1121 
6 小 林 英 夫 大岩381- 5 24一7066 

Bプロック 3町内 

7 山 田 一 博 大岩372一11 23一1847 
8 矢 藤 芳 治 大岩441- 1 22-0677 

ブロック長 9 山 田 克 彦 大岩389- 9 27一5320 
10 鈴 木 俊 男 大岩642- 2 26-4561 
11 佐 藤 龍 治 大岩1878- 2 26一4201 
12 鈴 木 富 明 大岩1872 23-0367 

Aプロック 4町内 

ソフトボール 1 田 坂 正 広 大岩502 -31 23一4730 
2 生 駒 泰 ― 大岩520一15 27一46叩 
8 小 澤 昇 司 粟倉1147-33 23-1936 
9 本 間 安 弘 粟倉1147-78 26- 1688 
10 渡 井 敏 夫 大岩504- 6 27一7635 

プロック長 11 望 月 孝 訓 大岩507-48 26 -2775 
12 藤 澤 憲 和 大岩470- 9 24-4787 

Bブロック 4町内 

3 山 口 章 夫 大岩555-28 23一0140 
4 岩 重 達 郎 大岩591- 6 26-1605 
5 古藤田 真 ― 大岩487- 3 24-9016 
6 佐 藤 一 男 大岩489- 14 26一4剖2 

プロック長 7 新 井 年 美 大岩481-15 24一3633 
卓 球 13 渡 辺 加 代 大岩450- 6 26-0040 

14 堤 善 徳 大岩583- 4 23一3868 
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子
ど
も
会
育
成
会
 

子
ど
も
会
は
児
童
憲
章
（
昭
和
二
十
六
年
）
の
も
と
に
「
す
べ
て
の
児
童
の
幸
福
」
を
は
 

か
る
た
め
に
、
各
地
区
の
子
ど
も
会
が
連
合
し
昭
和
三
十
二
年
七
月
「
富
士
宮
市
子
ど
も
 

会
世
話
人
連
合
会
」
を
結
成
し
、
 

「
地
域
に
お
い
て
よ
い
子
を
育
て
る
」
育
成
児
童
団
体
 

と
し
て
発
足
し
た
。
 

当
初
は
大
岩
区
子
ど
も
会
と
し
て
発
足
し
た
が
、
昭
和
四
十
五
年
（
晃
吉
）
に
分
割
さ
 

れ
、
初
代
会
長
鈴
木
正
幸
氏
を
軸
に
大
岩
三
区
子
ど
も
会
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
三
単
子
 

に
分
か
れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
当
時
四
十
五
年
頃
の
子
供
の
会
員
数
は
五
十
名
弱
で
、
 

平
成
元
年
時
に
は
会
員
数
が
二
百
六
十
名
を
有
す
る
に
至
っ
て
い
た
。
三
区
子
ど
も
会
発
 

足
時
に
佐
野
伝
作
氏
よ
り
本
み
こ
し
が
寄
贈
さ
れ
、
今
日
ま
で
お
天
王
祭
の
主
み
こ
し
と
 

し
て
祭
っ
て
い
る
。
 

昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
に
富
士
見
小
学
校
が
開
校
さ
れ
、
通
学
区
の
変
更
に
伴
な
い
、
 

富
士
根
南
小
学
校
区
子
ど
も
会
か
ら
、
新
し
く
富
士
見
小
学
校
区
子
ど
も
会
の
一
員
と
し
 

て
活
躍
を
つ
づ
け
て
い
る
。
 

昭
和
六
十
年
門
西
政
光
氏
監
督
の
も
と
、
市
子
連
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
優
勝
の
偉
 

業
を
残
し
た
。
 

平
成
二
年
、
よ
り
き
め
細
か
い
育
成
活
動
を
す
る
為
、
組
織
の
見
直
し
を
は
か
り
、
一
 

町
内
ー
ペ
ガ
サ
ス
子
ど
も
会
、
二
、
三
町
内
ー
不
死
鳥
子
ど
も
会
、
四
町
内
ー
ス
マ
イ
ル
 

子
ど
も
会
に
三
分
割
し
再
出
発
し
た
。
分
割
に
あ
た
り
、
佐
野
正
躬
氏
よ
り
各
子
ど
も
会
 

に
会
旗
が
寄
贈
さ
れ
た
。
 

*
＊
輝
く
子
供
達
＊
*
 

大
岩
三
区
子
ど
も
会
々
員
は
現
在
三
〇
〇
 

名
を
越
え
た
大
き
な
組
織
と
な
り
三
ブ
ロ
ッ
 

ク
の
単
子
に
拡
大
し
、
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
 

し
な
が
ら
成
長
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
l
I

一 

単
子
の
母
体
と
な
っ
て
い
る
、
大
岩
三
区
連
 

合
会
の
強
固
な
協
力
体
制
の
も
と
、
平
成
四
 

年
に
は
当
連
合
会
で
企
画
・
運
営
 
ホ
ー
ム
 

ス
テ
イ
も
行
い
、
富
士
宮
市
で
は
初
め
て
受
 

け
入
れ
ら
れ
た
国
際
親
善
交
流
と
し
て
ハ
ワ
 

イ
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
を
迎
え
、
親
善
野
球
 

や
同
行
し
た
父
母
と
と
も
に
富
士
登
山
な
ど
、
 

世
界
に
開
か
れ
た
子
供
会
活
動
を
実
施
し
ま
 

し
た
。
反
面
、
年
中
行
事
の
天
王
祭
典
や
、
 

恒
例
と
な
っ
て
い
る
大
岩
三
区
々
民
の
夏
祭
 

り
納
涼
祭
に
、
お
化
け
屋
敷
で
お
祭
り
を
盛
 

り
上
げ
、
地
域
に
と
け
込
ん
だ
活
動
を
実
施
 

し
て
い
ま
す
。
 

行
事
運
営
費
は
育
成
会
よ
り
徴
収
し
、
不
 

足
分
は
古
紙
回
収
な
ど
で
ま
か
な
い
自
給
自
 

足
で
運
営
し
な
が
ら
、
恵
ま
れ
た
自
然
の
中
 

で
 
「
ふ
る
さ
と
大
岩
三
区
」
を
次
世
代
に
受
 

け
継
が
れ
る
様
、
子
ど
も
会
活
動
を
進
め
て
 

い
ま
す
。
 

（
渡
辺
恭
二
郎
）
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歴代子供会役員名簿 

年 度 会 長 副 会 長 

4
初
 

5
代
 

鈴木正幸 渡井岩ー一 

46 ク ク 

47 ク 佐野 彪、鈴木竹治 

48 ク ク 

49 佐野 彪 渡井滝男、鈴木竹治 

50 ク ク 

51 渡井滝男 時田桂治、鈴木竹治 

52 ク ク 

53 時田桂治 佐野正躬、佐野栄三 

54 ク ク 

55 佐野正躬 佐野 進、佐野栄三 

56 ク ク 

57 佐野 進 小泉恒宏、佐野義典、鈴木利範 

58 小泉恒宏 佐野義典、門西政光、佐野 護、石黒四郎、望月行則 

59 佐野義典 門西政光、佐野 護、石黒四郎、伊沢義輝、佐藤孝雄 

60 渡井 尭 伊沢義輝、工藤保夫、渡辺寛二、内山泰三、渡辺好清 

61 工藤保夫 
渡井勝士、佐野照身、望月 充、鈴木満良、内山泰三 

西方義典 

62 渡井勝士 
佐野照身、佐藤栄一、八重尾幸男、鈴木満良、鈴木和雄 
西方義典 

63 鈴木和男 
渡辺恭二郎、樋口景司、八重尾幸男、北詰雄二、柏木 清 

野田 勲 

6

成
 

4

元
 

平
 

年
 

渡辺恭二郎 
樋口景司、北詰雄二、武井柳治、小林君雄、野田 勲 

田ロ保夫 

年 度 連合会会長 ペガサス会長（1町内） 不死鳥会長（2.3町内） スマイル会長（4 町内） 

平成 2 渡辺恭二郎 赤池勝羅 関 秀一 西方義典 

3 西方義典 芦澤正義 斉藤顕ー 岸 隆夫 

4 関 秀ー・ 佐野辰己 小林栄喜 大場保男 

5 芦澤正義 渡井憲雄 関口 守 大川俊英 
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ソ フ ト ボール 

-J ~’ 

力サス子ども会 
( 1 町 内） 

,
 

鳳
謬
』
 

雨
罵
鵬
 

魯一 

贈
夏
 

L・ユ曹 

ポー ト ボール 

平成4年 ハワイの子供達ホームステイ 平成3年納涼祭おばけ屋敷 
（看板 斉藤氏） 
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大岩 3 区子供会事業計画

漂
専 門 部 担 当 大岩 3 区or各町内担当 

市 子 連 富士見学区 連 合 会 単 子 

4月 
・総会 
・専門部研修会 

（文化・養生） 

・新1年生を 
迎える会 

・総会 

5月 
・専門部研修会 

（体育・安全） 

6月 
・インリーダー 

研修会 
・インリーダー 

研修会（5.6年） 
・球技大会練習開始 

7月 ・球技大会（予選） ‘天王祭 ・夏体みラジオ体操 

8月 
・球技大会 

・御神火祭り 
・子供網引き大会 

・竹だいこ発表 ・納涼祭 ・キャンプ 

9月 
・アウトリーダー 

研修 

10)1
・たこあげ大会 
・子供祭り 
・写生大会 

11月 
・写生大会 

入選者表彰 

12月 
・YMFクリスマス会12/5 

・餅っき大会 
・富士見子供祭り ・クリスマス会 

平成6年 

1月 

2月 

3月 ・県子連総会 ・新役員顔合せ 
・6年生を送る会 

・引き継ぎ 

天子の森でのキ ャ ンプ お天王祭典の樽みこし 
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大
岩
三
区
子
ど
も
会
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
 

富
士
宮
市
は
市
の
方
針
と
し
て
、
 

「
国
際
都
市
・
富
士
宮
」
を
宣
言
 

し
て
お
り
ま
す
。
 

そ
こ
で
私
共
ス
タ
ッ
フ
ー
同
も
、
家
庭
と
地
域
を
通
じ
て
国
際
社
会
 

の
時
代
を
担
う
子
供
の
育
成
に
日
頃
か
ら
努
め
て
お
り
ま
す
。
 

そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
外
国
の
人
々
と
の
交
流
と
ふ
れ
あ
い
を
 

深
め
る
為
に
、
ス
ポ
ー
ツ
等
の
交
流
を
通
し
て
相
互
の
理
解
を
深
め
よ
 

う
と
い
う
目
的
の
、
 

「
ハ
ワ
イ
・
ス
ポ
ー
ッ
文
化
交
流
財
団
」
 
の
協
力
 

を
え
て
、
夏
休
み
を
利
用
し
た
一
週
間
前
後
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
計
画
 

し
ま
し
た
。
 

第
一
回
目
と
し
て
、
大
岩
三
区
子
ど
も
会
連
合
会
に
ご
協
力
を
願
い
、
 

五
日
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
引
き
受
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
初
め
て
の
 

事
で
勝
手
が
分
ら
ず
、
と
ま
ど
い
ま
し
た
が
、
何
と
か
無
事
に
終
了
さ
 

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

ハ
ワ
イ
の
ゲ
ス
ト
フ
ア
ミ
リ
ー
の
話
で
は
、
日
本
の
数
多
い
思
い
出
 

の
中
で
も
、
大
岩
三
区
の
夏
祭
り
が
一
番
だ
と
申
し
て
お
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
も
ひ
と
え
に
役
員
の
方
々
、
な
ら
び
に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
ご
 

協
力
の
賜
も
の
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
 

大
岩
と
ハ
ワ
イ
の
子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
合
い
を
深
め
ら
れ
た
の
が
 

一
番
の
成
果
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
会
の
趣
旨
、
私
共
が
め
ざ
す
 

も
の
、
今
後
の
計
画
の
策
定
を
の
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

設
立
の
趣
旨
 

今
日
我
々
の
住
む
世
界
に
お
い
て
、
政
治
を
は
じ
め
、
経
済
・
文
化
 

の
複
合
的
な
諸
問
題
を
内
ほ
う
し
な
が
ら
、
国
際
関
係
は
友
好
、
強
調
 

の
方
向
に
親
展
を
み
せ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
さ
ら
に
発
展
・
安
定
 

さ
せ
る
た
め
に
は
諸
国
間
の
文
化
の
相
互
理
解
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
 

て
い
ま
す
が
、
特
に
国
際
的
偏
見
を
持
た
な
い
青
少
年
の
国
際
交
流
と
 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
私
は
、
こ
の
視
点
か
 

ら
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ハ
ワ
イ
州
の
「
ハ
ワ
イ
・
ス
ポ
ー
ッ
文
化
交
流
 

財
団
」
と
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
じ
、
東
南
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
・
ア
 

メ
リ
カ
大
陸
西
海
岸
な
ど
の
、
環
大
平
洋
の
青
少
年
の
ス
ポ
ー
ッ
・
文
 

化
・
教
育
に
わ
た
る
交
流
の
機
関
と
し
て
発
展
さ
せ
、
人
間
性
豊
か
で
 

平
和
な
世
界
の
創
造
に
貢
献
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

私
共
が
め
ざ
す
も
の
 

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
に
は
国
境
が
あ
り
ま
せ
ん
。
素
晴
ら
し
い
ス
ポ
ー
 

ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
は
、
国
と
国
・
民
族
と
民
族
の
文
化
や
言
葉
の
相
違
を
 

超
え
て
、
い
つ
の
時
代
に
お
い
て
も
、
私
達
の
心
に
深
い
感
動
を
与
え
 

ず
に
は
お
き
ま
せ
ん
。
又
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
じ
て
互
い
に
理
解
し
 

あ
い
、
友
情
を
結
び
あ
う
こ
と
は
、
子
ど
も
達
の
人
生
に
お
い
て
か
け
 

が
え
の
な
い
経
験
と
自
信
に
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
我
国
の
 

国
際
化
に
、
ひ
て
い
は
将
来
の
世
界
平
和
に
大
き
く
着
実
に
貢
献
を
果
 

た
し
得
る
も
の
と
、
確
信
し
ま
す
。
そ
の
為
に
も
つ
と
広
く
数
多
く
の
 

子
ど
も
達
に
交
流
の
場
を
も
う
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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今
後
の
計
画
 

青
少
年
ス
ポ
ー
ッ
交
流
の
拡
大
と
充
実
を
図
っ
て
い
 

く
と
共
に
、
文
化
の
交
流
を
学
生
か
ら
社
会
人
へ
と
広
 

範
な
各
層
に
わ
た
る
交
流
活
動
を
実
施
し
ま
す
。
ま
ず
 

◎
日
本
と
ハ
ワ
イ
の
文
化
交
流
内
容
の
充
実
強
化
 

◎
宮
お
ど
り
と
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
交
流
と
研
修
 

＠
英
会
話
実
践
交
流
学
習
ー
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
 

0

ハ
ワ
イ
大
学
共
同
ス
ク
ー
リ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
 

◎
環
大
平
洋
青
少
年
ス
ポ
ー
ッ
大
会
の
開
催
 

以
上
、
国
際
交
流
を
通
し
て
、
子
ど
も
達
の
人
格
形
 

成
の
一
助
に
し
た
く
、
又
、
海
外
と
の
交
流
を
通
し
て
、
 

自
ら
学
び
、
よ
き
家
庭
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
の
一
環
 

に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

最
後
に
こ
の
計
画
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
ご
協
力
頂
 

き
ま
し
た
皆
様
方
に
重
ね
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度
の
 

活
動
を
契
機
に
、
更
に
幅
広
い
仲
間
づ
く
り
を
と
心
か
ら
願
っ
て
お
り
 

ま
す
。
 

（
子
ど
も
文
化
ス
ポ
ー
ッ
交
流
会
 
会
長
 

工

藤

保

夫

）

 

ハワイの子供達とト 

‘ハワイの子供達との 
ホームステイ交歓会 
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交

通

安

全

協

会

 

の
役
員
に
も
呼
び
掛
け
、
児
童
は
勿
論
の
こ
と
幼
児
老
人
を
事
故
か
 

ら
守
る
運
動
等
も
展
開
し
て
居
り
ま
す
。
 

一
、
協
会
の
役
員
並
び
に
役
割
 

一
ニ
、
尚
支
部
役
員
の
第
一
目
標
は
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
は
勿
論
の
 

現
在
当
三
区
に
は
代
表
委
員
と
し
て
 

事
だ
が
、
協
会
が
主
宰
し
て
実
施
し
て
居
る
表
彰
規
定
も
有
り
、
無
 

鈴

木

由

秀

 

事
故
無
違
反
十
年
の
優
良
運
転
者
表
彰
等
も
協
会
役
員
を
通
じ
て
申
 

鈴

木

 

昇
 

請
し
、
数
多
く
の
表
彰
者
も
出
し
て
居
り
、
是
を
機
会
に
今
後
も
更
 

鈴

木

 

勉
 

に
交
通
安
全
優
良
地
区
と
し
て
発
展
し
、
活
力
溢
れ
る
地
域
構
成
を
 

渡

井

滝

男

 

願
う
も
の
で
す
。
 

望
月
菊
一
 

（
鈴
木
武
雄
）
 

鈴

木

武

雄

 
以
上
男
子
 
」ハ名 

佐

野

玉

枝

 

鈴

木

玉

江

 

以
上
婦
人
部
二
名
 

合
計
八
名
が
富
士
宮
地
区
富
士
根
北
部
支
部
役
員
と
し
て
活
躍
し
 

て
居
り
ま
す
。
〔
敬
称
略
〕
 

主
な
役
割
と
し
て
先
づ
地
区
住
民
の
交
通
安
全
を
希
い
免
許
証
所
 

持
者
の
自
覚
と
交
通
規
則
の
勉
強
等
講
習
会
を
開
き
、
是
に
参
加
を
 

呼
び
掛
け
、
率
先
し
て
参
加
し
啓
蒙
運
動
に
努
力
し
て
居
り
ま
す
。
 

二
、
事
業
の
一
環
と
し
て
全
国
一
斉
春
秋
の
交
通
安
全
月
間
に
は
ポ
ス
 

タ
ー
貼
り
、
立
看
板
等
の
設
置
、
尚
此
の
時
期
に
合
せ
て
、
曲
鏡
磨
 

き
、
交
差
点
横
断
歩
道
等
、
婦
人
部
の
絶
大
な
る
協
力
を
得
て
万
全
 

を
期
し
て
居
り
ま
す
。
特
に
新
学
期
入
進
学
の
時
期
に
は
各
種
団
体
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消 

防 

団 

富
士
宮
市
消
防
の
あ
ゆ
み
に
よ
り
ま
す
と
、
こ
の
起
源
は
元
大
宮
町
 

が
、
明
治
八
年
八
月
、
九
月
の
再
度
に
亘
る
大
火
に
見
舞
れ
燒
失
家
屋
 

二
五
〇
戸
と
も
言
わ
れ
る
大
損
害
を
出
し
た
こ
と
か
ら
、
住
民
自
ら
が
 

消
防
団
体
の
必
要
性
を
痛
感
し
、
当
時
の
神
田
川
東
の
魚
屋
業
者
が
 

「
酔
狂
連
同
盟
社
」
と
い
う
消
防
組
を
結
成
、
活
動
を
開
始
し
た
の
が
、
 

は
じ
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

近
年
、
様
々
の
自
治
体
活
動
団
体
の
間
で
よ
く
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
 

に
「
報
酬
な
き
報
酬
」
と
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
自
治
体
消
防
 

組
「
昭
和
二
十
二
年
発
足
」
組
員
と
こ
の
関
連
す
る
業
に
従
事
さ
れ
る
 

方
々
こ
そ
其
に
通
ず
る
言
葉
で
あ
る
と
思
い
、
深
く
敬
意
と
感
謝
の
誠
 

を
捧
げ
る
者
で
す
。
 

私
達
の
大
岩
三
区
も
、
近
年
他
に
類
を
見
な
い
よ
う
な
発
展
が
続
け
 

の
ど
か
 

ら
れ
、
か
つ
て
の
田
園
地
帯
で
あ
っ
た
長
閑
な
風
景
も
少
し
づ
つ
失
な
 

わ
れ
、
遂
年
毎
に
都
市
化
の
進
み
、
防
火
と
防
災
の
た
め
、
諸
施
策
と
 

心
構
え
が
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
勿
論
私
達
が
生
命
財
産
は
自
身
 

が
守
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
で
あ
り
ま
す
が
、
月
に
群
雲
、
花
に
風
 

と
か
、
気
象
変
化
激
し
い
我
が
国
特
有
の
季
節
風
、
そ
し
て
限
り
な
い
 

機
械
文
明
の
発
達
に
よ
る
災
害
の
因
、
等
益
々
加
わ
る
今
日
で
も
あ
り
 

ま
す
。
そ
し
て
、
有
事
の
際
に
は
地
域
消
防
士
様
へ
の
期
待
と
信
頼
は
 

絶
大
な
る
も
の
と
信
じ
ま
す
。
 

私
達
は
、
こ
の
富
士
の
大
懐
に
抱
か
れ
た
、
住
み
良
い
明
る
い
郷
土
 

を
誇
り
と
す
る
当
区
の
愈
々
輝
か
し
い
発
展
を
願
い
な
が
ら
、
報
酬
な
 

き
報
酬
を
自
負
し
ご
活
躍
さ
れ
た
、
尚
活
動
さ
れ
て
い
る
富
士
宮
市
消
 

防
団
第
十
四
分
団
歴
代
分
団
長
様
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

富
士
宮
消
防
団
第
＋
四
分
歴
代
分
団
長
 

一 

、
 

一 

】 
、
 

三、 

明
治
 
大
正
 

昭
和
初
期
ー
 

消
防
組
 

昭
和
十
四
年
一
月
二
十
四
日
 
勅
令
第
二
十
号
を
も
っ
て
警
 

防
団
令
公
布
、
昭
和
十
四
年
四
月
一
日
消
防
組
を
解
散
し
、
富
 

士
根
村
警
防
団
と
改
称
。
 

昭
和
二
十
二
年
十
一
月
 
ー
富
士
根
村
消
防
団
と
改
称
 

団
本
部
～
一
、
分
団
n

五
分
団
 

村
山
、
粟
倉
に
つ
い
て
は
、
山
林
消
防
団
が
あ
り
、
富
士
 

根
村
消
防
団
と
は
別
組
織
で
行
動
し
て
い
た
が
、
昭
和
111 

十
六
年
富
士
宮
市
消
防
団
に
統
合
す
る
。
 

（
当
時
）
団
長
 
赤
野
タ
ケ
シ
、
副
団
長
 
鈴
木
ョ
シ
オ
 

昭
和
三
十
年
四
月
富
士
宮
と
富
士
根
が
合
併
 

四、 

昭
和
 

昭
和
 

五、 

昭
和
 

昭
和
 

六、 

昭
和
 

昭
和
 

"

 

”

遠

藤

】

 

由

（

小

泉

）

 

"

 

”

長

谷

川

信

太

郎

（

小

泉

）

 

"

 

"
｝
望
月
周
太
郎
（
小
泉
）
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験一一一鍾一一”｝佐野義春（大岩一
1
l

T
一
）
 

七
騒
『
要
醜
柏
木
喜
雄
（
小
泉
宍
蝨
ー
」
）
 

八、 

昭
和
三
四
年
四
月
 

昭
和
四
〇
年
三
月
 

九、 

昭
和
四
〇
年
四
月
 

昭
和
四
七
年
三
月
 

一
〇
、
 

昭
和
四
七
年
四
月
 

昭
和
五
一
年
三
月
 

一
一
、
 

昭
和
五
一
年
四
月
 

昭
和
五
三
年
三
月
 

一
二
、
 

昭
和
五
三
年
四
月
 

昭
和
五
六
年
三
月
 

一
三
、
 

昭
和
五
六
年
四
月
 

昭
和
五
七
年
三
月
 

一
四
、
 

昭
和
五
七
年
四
月
 

昭
和
五
九
年
三
月
 

一
五
、
 

昭
和
五
九
年
四
月
 

昭
和
六
一
年
三
月
 

一
六
、
 

昭
和
六
一
年
四
月
 

昭
和
六
三
年
三
月
 

一
七
、
 

昭
和
六
三
年
四
月
 

平
成
一
一
年
三
月
 

中
野
吉
行
（
小
泉
究
一
」
）
 

遠
藤
保
弘
（
小
泉
毛
会
ー
一
）
 

川
原
崎
信
夫
（
小
泉
一
一
互
」
ー
一
）
 

渡
辺
旦
士
（
小
泉
一
豊
l
u

) 

鈴
木
隆
孝
（
大
岩
」
一
四
O
) 

佐
野
栄
一
郎
（
大
岩
一
一
毛
ー
一
）
 

遠
藤
安
治
（
小
泉
毛
究
ー
一
一
）
 

柏
木
義
朝
（
大
岩
一
奇
1
1

) 

宮
城
具
司
（
小
泉
モ
突
）
 

稲

葉

仁

夫

 （
大
岩
元
宅
）
 

一
八
、
 

平
成
一
一
年
四
月
ー
中
野
勝
以
（
小
泉
完
究
ー
「
一
）
 

（
鈴
木
隆
孝
）
 

一
 

h
ィu 

4
A
 

一 
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自

主

 防
 
災
 
会
 

昭
和
五
十
一
年
八
月
二
十
四
日
、
東
京
大
学
物
理
学
部
、
石
川
克
彦
 

先
生
に
よ
っ
て
、
明
日
起
こ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
静
岡
県
を
中
心
 

と
し
た
東
海
地
域
で
の
巨
大
地
震
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
位
）
発
生
説
 

が
発
表
さ
れ
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
を
う
け
て
、
国
で
は
早
速
「
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
」
 

を
制
定
、
市
町
村
に
は
自
主
防
災
組
織
の
結
成
が
強
く
要
請
さ
れ
ま
し
 

た。 私
達
大
岩
三
区
も
、
昭
和
五
十
六
年
七
月
、
こ
の
防
災
会
組
織
造
り
 

説
明
会
を
元
区
長
鈴
木
勘
一
様
宅
に
お
い
て
市
担
当
職
員
に
よ
り
開
催
 

し
て
、
出
席
班
長
二
十
余
名
全
員
、
自
主
防
災
会
設
立
の
賛
同
を
得
ま
 

し
た
 。

 

昭
和
五
十
八
年
二
月
、
元
区
長
故
渡
井
角
一
様
宅
に
お
い
て
第
二
回
 

説
明
会
を
市
担
当
職
員
指
導
に
よ
り
開
催
編
成
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
 

の
自
主
防
活
動
に
必
要
な
資
機
材
の
購
入
費
用
に
つ
い
て
は
後
記
い
た
 

し
ま
す
。
 

そ
の
後
、
年
々
こ
の
意
識
は
高
揚
し
、
昭
和
六
十
三
年
九
月
一
日
付
 

け
防
災
委
員
制
度
を
設
け
、
毎
月
一
回
左
の
委
員
に
よ
っ
て
可
搬
式
自
 

動
ポ
ン
プ
車
等
資
機
材
の
点
検
の
励
行
も
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
 

委
員
名
、
一
町
内
会
、
時
田
桂
治
・
渡
井
勝
義
 

渡
井
憲
雄
・
佐
野
浩
正
 

三
町
内
会
、
鈴
木
末
好
・
鈴
木
定
光
 

四
町
内
会
、
佐
野
 

護
・
小
島
辰
雄
 

以
上
八
名
で
す
。
 

防
災
資
機
材
も
、
町
内
毎
に
可
搬
式
自
動
ポ
ン
プ
等
も
完
備
さ
れ
て
、
 

毎
年
九
月
と
十
二
月
の
防
災
訓
練
に
は
、
防
災
指
導
員
鈴
木
隆
孝
様
、
 

救
急
・
救
護
法
講
師
伊
藤
様
達
の
指
導
に
よ
っ
て
、
各
班
毎
多
数
の
参
 

加
を
い
た
だ
き
、
又
市
内
の
高
校
生
の
参
加
を
願
う
等
し
て
真
剣
に
実
 

施
し
て
お
り
ま
す
。
何
と
言
っ
て
も
自
主
防
災
会
で
す
。
私
達
自
か
ら
 

が
常
日
頃
よ
り
災
害
に
備
え
、
十
分
な
知
識
訓
練
が
必
要
で
す
。
 

益
々
複
雑
多
様
化
す
る
生
活
環
境
の
中
に
在
っ
て
近
所
隣
り
の
お
年
 

寄
り
、
子
供
達
共
々
協
力
助
け
合
い
つ
つ
有
事
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
 

自
主
防
災
会
資
機
材
購
入
費
用
概
況
 

ム口 

計

 

昭
五
十
八
年
十
一
月
 

ク
六
十
二
年
 
八
月
 

ク
六
十
三
年
 
九
月
 

年
 

次
 

一、一一ハ一一、九
0c
D
円

 

u
J

三
、

lIOO

円
 

七
吾
、
七
8
円
 

県
市
助
成
金
 

一
、
臭
五
、
四
8
円
 

一－兄、「
100

円
 

一
一
異
、
一
8
円
 

一（吾、c
. 

円
 

区

負

担

金

 

」、一「一1
'.、一一8
円
 

一（吾、
08

円
 

一（J1
、「一8
円
 

空
（
-
、

0
0
0

円

 

計
 

（委 

員
 
会） 
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大
岩
三
区
防
災
会
防
災
計
画
 

第
一
 

目
 

的
 

こ
の
計
画
は
、
大
岩
三
区
防
災
会
の
防
災
活
動
に
必
要
な
事
項
 

を
定
め
、
も
つ
て
地
震
そ
の
他
の
災
害
に
よ
る
人
的
、
物
的
被
害
 

の
発
生
及
び
拡
大
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

第
二
 

計
画
事
項
 

こ
の
計
画
に
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

一 

防
災
組
織
の
編
成
及
び
任
務
分
担
に
関
す
る
こ
と
。
 

二
 

防
災
知
識
の
普
及
に
関
す
る
こ
と
。
 

三
 
防
災
訓
練
の
実
施
に
関
す
る
こ
と
。
 

四
 
情
報
の
収
集
、
伝
達
に
関
す
る
こ
と
。
 

五
 
出
火
防
止
、
初
期
消
火
に
関
す
る
こ
と
。
 

六
 
救
出
、
救
護
に
関
す
る
こ
と
。
 

七
 
避
難
、
誘
導
に
関
す
る
こ
と
。
 

八
 
給
食
・
給
水
に
関
す
る
こ
と
。
 

九
 
そ
の
他
必
要
な
事
項
に
関
す
る
こ
と
。
 

第
三
 

防
災
組
織
の
編
成
及
び
任
務
分
担
 

災
害
発
生
時
の
応
急
活
動
を
迅
速
か
つ
効
果
的
に
行
う
た
め
、
 

次
の
と
お
り
防
災
組
織
を
編
成
す
る
。
 

会 長 

副 会 長 

（支部長） 

ー
情
 

報
 

班
（
情
報
の
収
集
、
伝
達
）
 

ー
消
 

火
 

班
（
消
火
器
等
に
よ
る
消
火
活
動
）
 

救
出
救
護
班
（
負
傷
者
の
救
出
救
護
）
 

ー
避
難
誘
導
班
（
住
民
の
避
難
誘
導
等
）
 

ー
給
食
給
水
班
（
給
食
・
給
水
活
動
〕
 

備
 

考
 

◆
 

上
記
の
任
務
分
担
に
お
け
る
班
は
、
す
べ
て
の
支
部
員
 

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
 

◆
 

任
務
分
担
に
お
け
る
班
に
班
長
を
置
く
が
、
こ
こ
で
い
 

う
班
長
は
、
た
と
え
ば
消
火
班
な
ら
消
防
分
団
O
B
、
救
 

出
救
護
班
な
ら
元
衛
生
兵
、
看
護
婦
等
適
任
者
を
あ
て
、
 

隣
保
班
長
と
は
別
個
の
も
の
で
あ
る
。
 

◆
 

任
務
分
担
班
長
に
市
職
員
、
消
防
職
員
、
消
防
分
団
員
 

（
現
役
）
、
医
師
、
看
護
婦
（
現
役
）
を
あ
て
る
こ
と
が
で
 

き
な
い
。
た
だ
し
、
平
常
時
の
活
動
に
は
協
力
を
お
し
ま
 

な
い
 。

 

◆
 

毎
月
一
回
、
可
搬
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
操
作
訓
練
を
行
 

、つ。 

◆
 

ポ
ン
プ
操
法
以
外
の
各
種
訓
練
は
、
別
途
計
画
す
る
。
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自
然
を
大
切
に
 

私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
地
球
に
は
、
ほ
か
の
太
陽
系
に
な
い
さ
ま
ざ
 

ま
の
形
の
水
が
あ
り
ま
す
。
固
体
の
氷
、
液
体
の
水
、
気
体
の
霧
や
雲
、
 

平
均
的
な
温
度
二
〇
度
を
境
に
し
て
形
を
変
え
て
い
る
の
で
す
。
 

大
気
と
い
う
衣
の
お
か
げ
で
一
定
の
状
態
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
の
 

で
す
。
 

現
在
の
太
陽
の
距
離
か
ら
見
て
最
も
よ
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
地
球
に
到
 

達
し
て
い
て
、
温
暖
な
気
温
が
保
た
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
 

地
球
の
自
然
は
少
し
づ
つ
変
り
な
が
ら
進
ん
で
い
ま
す
が
、
人
類
の
 

活
動
が
私
た
ち
の
生
活
を
豊
か
に
し
て
き
ま
し
た
。
 

こ
の
よ
う
な
生
活
を
過
ご
そ
う
と
す
る
な
ら
、
私
た
ち
の
地
球
の
環
 

境
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
便
利
の
か
げ
に
大
気
汚
染
、
 

地
球
の
温
暖
化
も
進
ん
で
い
る
現
状
で
す
。
 

私
た
ち
が
住
む
大
岩
三
区
も
、
昭
和
三
十
年
前
半
住
宅
七
〇
戸
数
か
 

ら
今
や
六
八
〇
戸
数
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。
 

の
ど
か
な
農
村
地
帯
も
畑
、
山
林
の
宅
地
造
成
化
、
水
田
の
区
画
整
 

理
事
業
と
建
設
機
械
音
、
建
築
用
ク
レ
ー
ン
の
ブ
ー
ム
の
立
つ
日
々
の
 

昨
今
で
す
。
 

き
れ
い
な
環
境
を
保
と
う
 

空
気
の
き
れ
い
な
緑
豊
か
な
森
林
に
囲
ま
れ
た
私
た
ち
の
地
域
で
す
。
 

こ
の
自
然
環
境
を
守
り
育
て
る
責
任
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
 

火
曜
日
と
金
曜
日
の
コ
ー
ス
と
水
曜
日
と
土
曜
日
の
コ
ー
ス
が
私
た
 

ち
の
住
ん
で
い
る
地
区
の
ゴ
ミ
収
集
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
す
べ
て
の
人
に
守
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
な
い
の
で
す
。
前
の
 

晩
に
集
積
所
に
出
す
人
、
そ
れ
以
外
の
日
に
出
す
人
、
ゴ
ミ
を
あ
さ
る
 

猫
、
カ
ラ
ス
。
 

先
日
も
こ
ん
な
光
景
を
目
に
し
ま
し
た
。
新
聞
紙
、
週
刊
誌
が
束
に
 

し
て
ゴ
ミ
と
し
て
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
市
の
環
境
衛
生
課
か
ら
「
ゴ
 

ミ
の
正
し
い
出
し
方
」
 
の
絵
入
り
の
説
明
書
が
配
布
さ
れ
、
小
・
中
学
 

生
、
子
供
会
の
廃
品
回
収
を
行
う
と
い
う
連
絡
も
定
期
的
に
回
覧
さ
れ
 

て
く
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
 

「
ゴ
ミ
」
に
出
す
か
、
廃
品
回
収
に
出
す
 

か
に
よ
っ
て
新
聞
紙
や
雑
誌
の
価
値
が
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

ゴ
ミ
の
四
一
・
三
％
は
紙
と
m
l

口
わ
れ
て
い
ま
す
。
 
リ
サ
イ
ク
ル
も
常
 

識
化
し
て
い
る
時
で
も
あ
り
、
森
林
伐
採
を
一
〇
〇
％
防
ぐ
の
は
再
生
 

紙
で
あ
り
、
古
紙
ー
ト
ン
は
立
木
二
〇
本
分
で
、
再
生
紙
で
こ
の
立
木
 

を
切
ら
ず
に
す
み
ま
す
。
省
ェ
ネ
、
大
気
汚
染
、
環
境
汚
染
は
私
た
ち
 

生
活
と
密
着
し
て
い
ま
す
。
 

ま
す
ま
す
開
発
進
展
す
る
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
大
岩
三
区
。
そ
れ
に
 

併
せ
て
「
生
活
の
ゴ
ミ
不
用
物
」
の
増
加
は
必
定
と
考
え
ま
す
。
 

住
み
ご
こ
ち
の
よ
い
地
域
を
守
る
の
は
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
意
識
 

の
持
ち
方
で
あ
り
、
時
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
よ
い
お
手
本
を
し
め
す
 

の
も
大
人
の
姿
と
思
い
ま
す
。
 

（
渡
遊
孝
教
）
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民 

生 

委 

員 

此
の
度
大
岩
三
区
の
区
誌
を
発
刊
し
後
世
に
残
す
こ
と
は
誠
に
意
義
 

深
い
こ
と
で
あ
り
、
近
年
移
住
さ
れ
ま
し
た
三
区
住
民
に
と
り
ま
し
て
 

も
大
岩
三
区
の
過
去
歴
を
知
る
上
で
貴
重
な
も
の
と
思
い
ま
す
。
 

私
は
終
戦
に
依
り
復
員
し
て
当
地
に
定
住
し
て
い
ま
す
が
、
其
の
頃
 

の
当
地
は
、
私
の
現
住
所
よ
り
県
道
柚
野
北
山
富
士
根
停
車
場
線
の
北
 

側
に
は
二
又
部
落
迄
一
軒
の
家
も
な
く
て
山
林
や
畠
で
し
た
が
、
今
で
 

は
四
町
内
だ
け
で
も
二
百
数
十
戸
有
り
、
ま
だ
ま
だ
発
展
の
途
上
に
有
 

り
ま
す
。
 

平
成
元
年
十
二
月
に
民
生
児
童
委
員
を
拝
命
し
ま
し
て
、
何
も
知
ら
 

な
い
私
が
此
の
道
に
入
り
、
皆
様
方
先
輩
の
御
指
導
と
研
修
会
、
福
祉
 

施
設
の
訪
問
等
を
重
ね
て
微
力
な
が
ら
現
在
に
至
っ
て
居
ま
す
。
 

現
在
の
日
本
経
済
は
高
度
成
長
を
経
て
他
国
に
類
な
き
国
家
と
し
て
 

成
立
っ
て
い
ま
す
が
、
其
の
中
に
は
陽
の
当
ら
な
い
多
く
の
不
運
の
方
々
 

も
あ
り
ま
す
。
 

私
共
民
生
委
員
は
住
民
の
生
活
上
の
苦
し
み
又
悩
み
ご
と
等
の
相
談
 

を
受
け
ま
す
と
、
中
立
役
と
し
て
調
査
の
上
福
祉
行
政
を
た
ず
ね
、
又
 

本
人
に
も
お
い
で
を
願
い
御
相
談
申
上
げ
、
又
事
情
に
添
っ
た
福
祉
援
 

護
も
有
り
ま
す
の
で
元
気
を
だ
し
て
御
努
力
下
さ
る
様
願
っ
て
お
り
ま
 

す
。
民
生
児
童
委
員
と
し
て
主
な
行
政
福
祉
へ
の
協
力
事
務
を
次
に
列
 

記
し
ま
す
と
 

一
、
生
活
保
護
事
務
 

二
、
老
令
者
福
祉
事
務
 

囲
 
健
康
調
査
 

回
 
老
人
ホ
ー
ム
関
係
 

同
 
ね
た
き
り
老
人
 

同
 

一
人
暮
し
老
人
 

困
 
痴
呆
 

三
、
身
障
者
福
祉
 

四
、
精
薄
者
福
祉
 

五
、
児
童
福
祉
 

六
、
母
子
家
庭
福
祉
 

七
、
其
の
他
 

人
口
の
増
加
に
伴
い
福
祉
に
関
す
る
問
題
も
多
々
有
り
ま
す
が
、
秘
 

密
保
持
の
為
記
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
歳
末
の
赤
い
羽
根
助
け
合
い
 

運
動
の
篤
志
募
金
の
折
に
は
毎
年
大
勢
の
方
の
御
寄
附
を
い
た
だ
き
、
 

生
活
弱
者
に
還
元
出
来
ま
す
事
は
、
皆
様
方
の
福
祉
に
関
す
る
認
識
の
 

深
さ
と
御
理
解
に
よ
る
賜
物
と
、
心
よ
り
有
難
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
 

此
の
度
民
生
委
員
の
活
動
の
あ
り
方
を
記
す
よ
う
に
と
一
文
の
ス
ペ
ー
 

ス
を
割
い
て
下
さ
り
ま
し
た
事
に
感
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に
、
今
迄
の
 

先
輩
、
又
現
役
の
民
生
委
員
の
諸
先
生
方
の
御
芳
名
を
次
ペ
ー
ジ
に
記
 

し
て
お
き
ま
す
。
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期 間 住 所 氏 名 備 考 

昭31.12 ～昭39. 1 大岩1606- 2 柏 木 昇 全区 

昭39. 7 ～昭46.11 " 400 鈴 木 忠 ク 

昭46.12 ～昭58.11 " 180-7 佐 野 正 全区→2,3区 

昭47. 7 ～昭55.11 " 1791 掛 本 喜代司 全区 

昭55.12 ～平 4.11 " 1348 佐 野 達 枝 ク 

昭58.12 ～平元.11 " 400 鈴 木 幹 男 2区3区→3区 

昭61.12 ～平 4.11 " 128- 1 佐 野 利 正 3区一1-2 

平元.12 - " 362-3 福 原 瞭次郎 3区-3-4-3 

平 4.12 ~ " 185- 1 渡 井 瀧 男 3区2-1 

平4 .la ~ " 588-14 鈴 木 勉 3区4 

残
念
乍
ら
昭
和
三
十
一
年
以
前
の
方
々
の
御
芳
名
は
、
調
査
し
ま
し
 

た
が
不
明
な
の
で
悪
し
か
ら
ず
御
許
し
下
さ
い
。
 

以
上
思
い
の
ま
ま
簡
単
に
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
多
く
の
 

区
民
の
皆
様
方
、
市
役
所
の
方
々
の
御
協
力
有
難
う
御
座
居
ま
し
た
。
 

お
わ
り
に
区
民
市
民
の
皆
様
の
御
多
幸
と
御
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
 

す。 

（
福
原
瞭
次
郎
〕
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×
 

ノ
 

青

少

年

指

導

員

 

r
 

×
 

少
年
を
健
全
に
育
成
す
る
事
は
お
と
な
の
義
務
で
あ
り
、
責
任
で
あ
 

り
ま
す
。
何
ら
か
の
影
響
で
不
良
化
、
非
行
化
し
よ
う
と
す
る
少
年
も
 

い
ち
早
く
発
見
し
て
、
愛
の
ひ
と
声
を
か
け
、
迷
え
る
少
年
を
適
切
に
 

補
導
す
る
と
共
に
、
善
良
な
少
年
を
悪
か
ら
守
る
た
め
の
方
法
を
講
ず
 

る
こ
と
を
少
年
補
導
と
い
い
ま
す
。
 

現
在
、
富
士
宮
市
に
は
一
一
三
名
の
青
少
年
指
導
員
が
委
嘱
を
受
け
 

て
お
り
ま
す
。
私
の
所
属
す
る
一
五
班
は
、
上
小
泉
区
の
川
原
崎
氏
、
 

丸
山
氏
、
大
岩
一
区
の
大
木
氏
、
大
岩
二
区
の
小
沢
氏
の
五
人
で
編
成
 

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
活
動
は
五
月
と
十
一
月
の
浅
間
大
社
 

の
祭
典
日
と
年
二
回
の
県
下
一
斉
の
街
頭
補
導
と
、
通
常
の
巡
回
補
導
 

の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。
 

街
頭
補
導
は
、
盛
り
場
を
は
じ
め
公
園
、
映
画
館
、
喫
茶
店
、
ゲ
ー
 

ム
セ
ン
タ
ー
、
遊
技
場
等
の
非
行
等
が
行
わ
れ
や
す
い
場
所
、
又
非
行
 

等
を
行
う
お
そ
れ
の
あ
る
少
年
達
が
集
ま
る
「
た
ま
り
場
」
と
な
り
や
 

す
い
場
所
に
お
け
る
非
行
防
止
の
た
め
に
、
そ
し
て
、
非
行
少
年
の
早
 

期
発
見
、
早
期
補
導
の
た
め
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

不
幸
に
し
て
非
行
に
走
っ
た
少
年
が
あ
れ
ば
、
で
き
る
だ
け
軽
い
う
 

ち
に
非
行
の
目
を
つ
み
と
っ
て
正
し
い
方
向
に
向
け
て
や
り
、
又
、
非
 

行
に
走
り
そ
う
な
少
年
が
あ
れ
ば
、
非
行
に
走
ら
な
い
よ
う
に
正
し
く
 

導
い
て
や
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
 

通
常
の
巡
回
補
導
で
は
、
毎
月
第
二
、
第
四
土
曜
日
の
十
九
時
三
十
 

分
に
富
士
根
南
中
玄
関
前
に
集
合
し
、
車
で
担
当
地
域
を
約
ニ
時
間
位
 

で
巡
回
し
て
い
ま
す
。
 

大
岩
三
区
歴
代
指
導
員
 

佐
野
 
徹
 
昭51

・ 

時
田
桂
治
 
昭53

・ 

小
泉
恒
宏
 
昭57

・ 

石
黒
四
郎
 
平
2

・ 
7
1

昭53

・6 

7
1

昭57

・6 

7
1

平
2

・3 

4A

ー・ 

（
石
黒
四
郎
）
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婦
 
人
 
会
 
活
 
動
 

大
岩
三
区
婦
人
会
は
、
昭
和
五
十
七
年
富
士
根
南
婦
人
連
絡
協
議
会
 

の
組
織
の
一
員
と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
前
は
県
婦
 

連
の
下
部
組
織
で
あ
る
、
北
部
連
合
婦
人
会
に
属
し
て
い
ま
し
た
。
 

当
時
は
全
戸
加
入
で
あ
り
、
本
来
の
活
動
の
他
に
業
者
の
物
資
の
斡
 

旋
を
主
と
し
、
そ
の
リ
ベ
ー
ト
を
活
動
資
金
と
し
ま
し
た
。
 

時
代
の
流
れ
が
物
か
ら
心
へ
重
点
を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
現
在
は
、
 

生
涯
学
習
に
向
け
て
の
勉
強
や
、
環
境
美
化
運
動
等
、
視
野
を
広
げ
て
 

の
活
動
を
主
と
し
て
い
ま
す
。
 

又
全
戸
加
入
が
望
ま
し
い
の
で
す
が
、
振
興
住
宅
地
と
し
て
戸
数
は
 

増
加
し
て
い
る
反
面
、
新
し
い
方
の
加
入
は
足
踏
み
状
態
で
、
平
成
四
 

年
度
の
加
入
戸
数
は
九
十
八
戸
で
す
。
 

尚
婦
人
会
員
は
農
協
婦
人
部
員
と
も
な
り
ま
す
の
で
、
農
協
関
係
の
 

※ 歴代支部長名 

~年 度 支部長名 

~ S 35 鈴 木 朝 子 

n
くu !

 

6
 

渡 井 久 子 

n
イu 

”・ー ー
 

ク 

n咸U ー
 

8
 

鈴 木 じよう 
n
くU 

。
J
 ー

 
渡 井 とよ子 

ー
 

d
' 
0
 

ク 

ー
 

4
' 
1
 

ク 

。
乙
 

4
' 

佐 野 たっ子 

n
‘。 ー

 
d
' 

ク 

ー
 

d
' 

d
l
 

佐 野 静 子 

4
A
 

【hU ー
 

鈴 木 初 子 

ー
 

4
' 
6
 

ク 

ク
ー
 ー

 
4
' 

佐 野 藤 恵 

ー
 

4
. 
8
 

鈴 木 かよ子 

4

且 

。
J
 』

 
小 林 佳 枝 

にU 0
 ー

 
鈴 木 やす代 

に
U
 1
 ー

 に
U
 
。
乙
 

時 さよ子 詔 

渡 井 百合子 

に
U
 3
 ー

 
佐 野 はっえ 

に
u
 ー

 
4
' 

鈴 木 てる子 

【hu 
に
u
 ー

 
時 田 静 江 

に
u
 

ハ
b
 ー

 
鈴 木 孝 子 

~ 57 渡 井 久 子 

-hU 8
 

柏 木 玉 枝 

【hU 
。
J
 

渡 井 文 代 
h
b
 0
 

鈴 木 みえ子 

ー
 

6
 
1
 

鈴 木 泰 子 

ー
 

6
 

。
乙
 

鈴 木 むら子 

』
 

6
 

n
。
 

成 宮 吟 

[H i 鈴 木 玉 枝 

1 2 時 田 千代子 

1 3 下 西 たま子 

1 4 佐 野 和 子 

~ 5 鈴 木 恭 子 

活
動
に
も
並
行
し
て
参
加
し
ま
す
。
活
動
目
標
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
 

地
域
行
事
の
体
育
祭
、
夏
祭
り
、
敬
老
会
等
へ
は
積
極
的
に
参
加
協
力
 

し
て
お
り
ま
す
。
 

※
 
活
動
目
標
 

「
手
を
つ
な
ご
う
 

※
 
年
間
事
業
 

明
る
く
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」
 

一
、
総
 

会
（
七
月
）
 

一
、
ア
ル
ミ
缶
回
収
（
年
二
回
）
 

一
、
手
芸
教
室
 

一
、
史
跡
巡
り
 

一
、
新
年
会
 

一
、
親
陸
日
帰
り
旅
行
 

、
そ
の
他
・
婦
人
学
級
（
根
南
婦
連
）
 

・
コ
ー
ラ
ス
（
 

ク 

） 

（
佐
野
和
子
）
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更

生

保

護

婦

人

会

 

更
生
保
護
婦
人
会
は
、
犯
罪
を
し
た
人
や
非
行
に
陥
っ
た
少
年
の
立
 

ち
直
り
を
た
す
け
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
つ
く
ろ
う
と
 

す
る
婦
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
団
体
で
す
。
 

犯
罪
者
、
非
行
少
年
の
改
善
を
は
か
り
、
更
生
を
た
す
け
る
こ
と
は
、
 

国
の
機
関
だ
け
で
は
十
分
な
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
難
し
く
、
地
域
社
 

会
の
積
極
的
な
援
助
が
必
要
な
の
で
す
。
国
の
行
う
更
生
保
護
事
垂
木
に
、
 

母
と
し
て
、
又
婦
人
の
立
場
か
ら
進
ん
で
協
力
し
、
地
域
の
保
護
司
の
 

活
動
に
対
し
て
も
側
面
よ
り
お
手
伝
い
を
致
し
て
お
り
ま
す
。
 

地
域
か
ら
非
行
少
年
を
生
み
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
地
域
の
 

婦
人
層
を
対
象
に
、
身
近
な
非
行
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
「
ミ
ニ
集
 

会
」
や
、
毎
年
七
月
に
展
開
さ
れ
る
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
に
 

も
、
積
極
的
な
参
加
を
し
て
い
ま
す
。
 

年
末
に
は
、
刑
務
所
や
少
年
院
を
出
た
あ
と
、
適
当
な
引
受
人
が
い
 

な
い
人
を
収
容
し
て
い
る
更
生
保
護
施
設
を
慰
問
し
て
い
ま
す
。
そ
の
 

際
施
設
の
壁
に
罪
を
反
省
し
、
母
に
詫
び
る
思
い
や
故
郷
を
偲
ぶ
、
短
 

歌
ま
た
俳
句
を
見
て
、
胸
が
つ
ま
り
涙
の
出
る
思
い
が
し
ま
す
。
市
内
 

は
勿
論
、
静
岡
の
五
つ
の
施
設
に
慰
問
金
と
慰
問
品
を
お
届
け
し
、
更
 

生
の
た
め
の
良
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
 

あ
や
ま
っ
て
罪
を
犯
し
た
青
少
年
へ
心
の
さ
さ
え
と
な
り
一
日
も
早
 

く
更
生
す
る
こ
と
を
願
っ
て
、
私
達
で
母
の
鈴
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
 

L
じ
み
 

母
の
鈴
と
は
、
目
の
不
自
由
に
な
ら
れ
た
主
婦
の
発
案
で
蜆
を
綺
麗
な
 

布
で
包
み
、
鈴
を
つ
け
た
根
付
け
を
つ
く
り
、
心
に
迷
い
が
生
じ
た
時
、
 

こ
れ
を
振
っ
て
母
を
思
い
出
し
、
再
び
罪
を
犯
さ
な
い
よ
う
に
、
と
の
 

願
い
で
出
所
す
る
少
年
に
渡
す
も
の
で
す
。
 

年
少
者
の
自
殺
、
暴
力
、
シ
ン
ナ
ー
、
覚
せ
い
剤
等
、
心
の
痛
む
ニ
ュ
ー
 

ス
が
溢
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
世
相
の
中
、
ち
ょ
っ
と
し
た
心
な
 

い
一
言
で
、
子
供
た
ち
を
大
き
く
傷
つ
け
、
と
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
 

態
に
な
ら
な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
地
域
の
皆
様
の
温
か
い
大
 

き
な
輪
で
包
み
、
 
一
層
住
み
よ
い
大
岩
地
区
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
 

す。 

保

護

司

 
大
岩
全
区
 

時

田

 
鼎
 
三
区
 
昭
三
十
一
年
ー
三
十
七
年
 

小
長
谷
宗
芳
 
二
区
 

昭
四
十
九
年
ー
五
十
三
年
 

佐

野

政

治

 
一
区
 

昭
五
十
五
年
ー
六
十
一
年
 

時
田
千
代
子
 
三
区
 
昭
六
十
三
年
ー
 

更
生
保
護
婦
人
会
 
大
岩
全
区
 

渡
辺
ま
つ
え
 

一
区
（
初
代
）
昭
三
十
二
年
ー
四
十
五
年
 

掛
本
喜
代
司
 

一
区
 

昭
四
十
五
年
ー
 

鈴

木

初

子

 
三
区
 
昭
四
十
五
年
ー
平
四
年
 

時
田
千
代
子
 
三
区
 
昭
六
十
三
年
ー
 

（
更
生
保
護
婦
人
会
 

時
田
千
代
子
）
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明
る
く
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
 

「
注
文
し
た
品
を
お
届
け
に
来
ま
し
た
。
」
と
一
輪
車
に
積
ん
だ
炭
、
 

油
、
等
を
運
ん
だ
国
防
婦
人
会
の
頃
は
戦
後
間
も
な
く
だ
っ
た
で
し
ょ
 

、っか。 
現
在
の
富
士
根
南
婦
人
連
絡
協
議
会
が
発
足
し
た
の
は
十
二
年
前
の
 

こ
と
で
す
。
 

今
で
は
物
売
り
婦
人
会
で
は
な
く
「
手
を
つ
な
ご
う
明
る
く
住
み
よ
 

い
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
を
目
標
に
し
て
家
庭
を
幸
せ
に
し
よ
う
。
 

生
涯
学
習
に
と
り
く
も
う
。
生
活
環
境
を
見
直
そ
う
。
」
と
い
う
方
向
 

へ
の
取
組
み
を
進
め
て
居
り
ま
す
。
 

そ
こ
で
こ
の
大
岩
三
区
婦
人
会
と
し
て
も
前
述
の
方
向
に
協
力
し
な
 

が
ら
区
の
行
事
に
も
進
ん
で
参
加
し
て
い
る
の
で
す
。
大
勢
の
仲
間
と
 

共
に
学
ん
だ
り
、
悩
み
を
話
し
合
っ
た
り
、
よ
い
知
恵
を
出
し
合
っ
た
 

り
す
る
う
ち
に
、
よ
き
友
人
が
出
来
る
の
が
何
よ
り
も
嬉
し
い
こ
と
で
 

す
。
婦
人
会
の
す
ば
ら
し
さ
を
そ
こ
に
も
見
つ
け
出
す
こ
と
が
出
来
ま
 

す。 婦
人
会
員
の
減
少
に
こ
の
三
区
も
悩
ん
で
い
る
わ
け
で
す
が
、
「
こ
 

ん
な
に
す
ば
ら
し
い
す
て
き
な
仲
間
と
の
ふ
れ
合
い
を
持
た
ず
に
終
る
 

の
は
本
当
に
残
念
だ
」
と
い
つ
も
考
え
て
居
り
ま
す
。
皆
さ
ん
ど
う
ぞ
 

ご
一
緒
に
婦
人
会
員
と
し
て
活
動
し
、
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
 

に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
。
 

（
大
岩
」
巨
前
婦
人
会
長
 

鈴
木
安
代
）
 

十
一
一
日
講
、
子
安
講
 

講
 
神
仏
の
信
者
の
集
ま
り
で
あ
り
ま
す
。
た
が
い
に
信
仰
を
深
め
 

た
り
、
神
社
仏
閣
に
参
詣
し
た
り
祭
り
に
は
参
与
す
る
の
が
目
的
で
、
 

そ
の
種
類
は
非
常
に
多
く
特
に
農
漁
村
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
他
に
講
 

義
、
講
和
又
金
銭
を
融
通
し
あ
う
団
体
を
さ
す
意
味
も
あ
り
ま
す
。
 

う
ち
わ
 

十
ニ
日
講
 
月
の
十
二
日
、
当
番
の
家
で
曼
陀
羅
本
尊
を
拝
み
団
扇
太
 

鼓
、
木
魚
を
う
っ
て
お
題
目
を
唱
え
、
当
家
又
講
中
各
家
の
無
病
息
災
 

を
祈
り
、
用
意
さ
れ
た
御
馳
走
を
い
た
だ
き
な
が
ら
親
睦
交
流
を
図
り
 

ま
す
。
戦
後
元
大
岩
部
落
（
三
町
内
）
と
時
田
部
落
（
一
町
内
）
に
分
 

れ
ま
し
た
。
現
在
大
岩
部
落
で
は
二
十
五
日
会
と
し
て
、
又
時
田
部
落
 

で
は
、
加
入
者
は
減
り
ま
し
た
が
十
二
日
講
を
継
続
し
て
お
り
ま
す
。
 

子
安
講
 
毎
年
一
月
九
日
、
三
月
九
日
、
十
月
九
日
が
当
り
日
で
す
。
 

当
番
の
家
で
は
米
三
合
を
集
め
御
馳
走
作
り
に
お
わ
れ
ま
し
た
。
御
本
 

尊
の
掛
け
軸
を
床
の
間
に
掲
げ
、
若
い
夫
婦
を
歓
迎
し
て
「
子
安
さ
ん
」
 

を
祭
り
安
産
の
祈
願
を
し
て
お
り
ま
す
。
子
供
達
も
連
れ
立
っ
て
行
き
 

一
緒
に
タ
食
を
い
た
だ
き
な
が
ら
語
ら
い
、
楽
し
い
ふ
れ
あ
い
の
場
で
 

あ
り
ま
す
。
現
在
は
外
食
、
温
泉
、
観
劇
な
ど
を
と
り
入
れ
て
お
り
ま
 

す。 今
で
は
、
七
〇
〇
軒
と
世
帯
が
増
え
る
に
つ
れ
地
域
と
の
連
帯
感
が
 

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
現
状
の
中
、
皆
様
方
の
御
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
 

ま
す
。
 

（
編
集
委
員
会
）
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大
岩
三
区
部
農
会
 

農
業
協
同
組
合
の
前
身
は
、
明
治
三
十
三
年
の
産
業
組
合
法
に
よ
っ
 

て
発
足
さ
れ
た
と
言
わ
れ
、
戦
時
中
に
は
農
業
会
と
言
わ
れ
、
米
穀
の
 

集
荷
配
給
な
ど
政
府
の
統
制
下
請
機
関
と
な
っ
て
い
た
。
敗
戦
後
、
農
 

業
会
は
解
か
れ
、
農
業
協
同
組
合
（
昭
和
二
十
二
年
成
立
施
行
）
に
変
 

更
さ
れ
た
。
 

敗
戦
と
共
に
生
活
は
苦
し
く
食
糧
難
時
代
に
変
り
、
食
糧
統
制
が
と
 

ら
れ
、
配
給
手
帳
な
ど
発
行
さ
れ
る
。
農
家
も
こ
の
時
代
物
資
が
と
ぼ
 

し
く
、
鎌
、
鍬
、
牛
馬
に
よ
る
農
作
業
で
、
特
に
肥
料
、
農
薬
は
自
給
自
 

足
農
法
で
、
少
し
で
も
多
く
収
穫
す
る
た
め
頑
張
っ
て
い
た
。
当
時
中
 

学
校
で
も
全
校
生
が
、
ビ
ン
と
細
い
棒
を
持
ち
、
田
ん
ぽ
で
害
虫
取
り
 

に
参
加
し
て
い
た
。
こ
の
時
代
大
き
な
力
を
発
揮
し
た
の
が
部
農
会
に
 

よ
る
共
同
作
業
で
、
部
落
の
共
同
防
除
作
業
、
風
水
害
の
調
査
等
々
、
農
 

協
技
術
指
導
員
の
指
導
を
受
け
、
部
農
会
単
位
で
作
業
を
行
っ
て
い
た
。
 

時
代
の
進
展
と
共
に
、
肥
料
、
農
薬
の
研
究
は
勿
論
、
農
機
具
の
機
 

械
化
も
進
ん
で
、
部
農
会
の
活
動
も
変
り
米
余
り
か
ら
減
反
政
策
に
よ
 

る
農
地
確
認
、
農
業
基
本
調
べ
（
税
務
関
係
）
、
体
育
部
の
協
力
に
よ
 

る
区
長
会
と
農
協
共
催
運
動
会
、
そ
し
て
農
協
貯
金
、
建
物
生
命
共
済
、
 

年
金
の
推
進
運
動
特
に
後
記
で
は
、
一
位
、
二
位
と
上
位
を
取
得
す
る
 

な
ど
歴
代
部
農
会
長
を
始
め
実
行
長
（
終
戦
当
時
の
班
代
表
）
等
役
員
 

は
大
岩
三
区
部
農
会
の
発
展
と
、
ご
参
加
下
さ
る
皆
さ
ん
の
繁
栄
を
願
 

い
懸
命
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
 

（
鈴
木
隆
孝
）
 

（
時
田
桂
治
）
 

富
士
根
村
農
業
會
清
算
開
始
總
曾
 

夫
 

第
 

」
、
間
 

合
 

」
、
惰
算
入
代
表
挨
何
 

三
，
．
議
 

長
 

選
 
任
 

四
、
議
 

累
 

日
時
 

昭
和
ニ
十
四
年
二
月
二
十
汎
【
 

午
前
十
昨
 

場
所
 
富
 

士
 
根
 
村
 
豊
 
業
‘
合
 

合

議

室

 

算
「
臓
采
案
 
昭
和
二
＋
三
年
度
事
粟
根
告
並
財
血
日
録
，
貸
借
糾
照
浸
 

担
霧
决
算
声
、
剰
余
金
虜
分
案
禾
醜
の
件
（
別
紙
の
過
り
J
 

摘
ニ
呪
議
粛
 
拝
分
破
決
定
の
件
（
叫
厭
の
通
り
）
 

第
三
脱
議
線
 
財
童
慮
分
方
怯
决
定
の
件
〔
別
紙
の
通
り
）
 

』 

附

番

決

議

 
本
日
の
決
堆
事
項
中
振
利
義
務
に
開
せ
ざ
る
蛭
徴
？
る
梅
項
の
侮
正
並
達
算
誤
字
の
 

訂
正
及
法
令
其
の
他
行
政
陰
の
慮
分
又
は
此
れ
に
蓄
く
指
示
に
依
る
場
合
に
は
必
要
 

な
字
旬
の
住
正
を
喬
す
と
と
争
一
済
算
人
及
資
膏
粛
理
委
員
に
一
任
す
る
‘
の
と
す
る
 

五
、
閉
 

合
 

第
「
胤
議
案
 

昭
和
ニ
十
三
革
慶
 

財

 

＼」 

産

 

月

 

録

 

（
昭
印
二
十
三
牟
八
月
十
四
日
〕
 

目
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農協関係 

歴代役員 

名 簿 

年度 部農会長 年度 部農会長 

19 佐 野 義 春 30 佐 野 康 一 

20 ク 31 佐 野 孟 

S 21 鈴 木 勇 32 ク 

22 ク 33 ク 

23 ク 34 ク 

24 鈴 木 善 ー 35 佐 野 文 夫 

25 ク 36 ク 

26 ク 37 ク 

27 佐 野 康 ー 38 ク 

28 ク 39 佐 野 勝 

29 ク 40 ク 

年度 理 事 運 営 委 員 部農会長 

41 （理） 鈴 木 勇 ク 

42 ク ク 時 田 鼎 渡 井 兼 雄 

43 ク ク ク ク 

44 鈴 木 佐 野 道 秀 

45 ク ク 

46 ク ク 

47 （理） 鈴 木 勘 一 ク 鈴 木 和 子 鈴 木 重 男 

48 ク ク ク ク 

49 ク ク ク ク 

50 鈴 木 勘 一 ク 

51 ク 鈴 木 武 雄 

52 ク 鈴 木 た か ク 

53 （理） 鈴 木 勘 ー 鈴 木 重 男 ク ク 

54 ク ク ク ク 佐 野 光 男 

55 ク ク ク ク 

56 ク 渡 辺 道 金 

57 ク ク 

58 ク 時 田 さよ子 ク 

59 （理） 鈴 木 渥 渡 井 角 一 渡辺道金・時田さよ子 ク 

60 ク ク ク 渡 辺 道 金 時 田 桂 治 

61 ク ク ク 渡 辺 道 金 ク 

62 ク ク 

63 ク 渡 辺 道 金 鈴 木 隆 孝 

Hi ク 鈴 木 安 代 ク 

2 （理） 渡井角一・鈴木 渥 時 田 桂 治 渡辺道金・鈴木安代 ク 

3 鈴 木 渥 ク 渡 辺 道 金 ク 

4 ク ク ク ク ク 

5 鈴 木 隆 孝 佐 野 栄一郎 
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老
農
に
聞
く
農
業
経
営
の
変
革
 

昭
和
二
十
年
代
頃
ま
で
の
当
地
区
の
一
般
農
家
の
生
計
は
、
主
と
し
 

さ
ん
 

て
米
、
麦
の
栽
培
で
あ
り
、
副
業
に
養
蚕
、
煙
草
、
茶
の
生
葉
を
生
 

産
し
生
活
を
営
ん
で
い
た
。
 

く
ぬ
ぎ
 

な
ら
 

こ
の
た
め
に
は
檪
・
楢
を
植
樹
育
成
し
、
農
耕
地
に
欠
く
こ
と
の
出
 

来
な
い
堆
肥
造
り
と
し
て
、
落
葉
の
利
用
は
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
。
 

尚
、
幹
、
枝
は
家
事
、
暖
房
な
ど
一
年
間
に
必
要
な
燃
料
の
薪
炭
と
 

し
て
確
保
し
た
。
こ
の
薪
炭
林
は
概
ね
、
十
年
か
ら
十
五
年
が
、
一
伐
 

期
で
あ
り
、
伐
採
に
つ
い
て
は
近
隣
相
寄
り
合
っ
て
適
当
な
林
を
購
入
 

し
冬
季
農
閑
期
に
作
業
を
し
、
又
、
こ
の
一
部
売
却
利
益
も
得
た
。
戦
 

後
、
昭
和
三
十
年
代
か
ら
四
十
年
代
に
か
け
て
我
が
国
は
戦
後
復
興
の
 

柱
と
し
て
、
富
士
山
林
は
も
と
よ
り
、
全
国
各
地
の
森
林
が
乱
伐
さ
れ
 

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
年
は
治
山
治
水
の
一
面
か
ら
も
大
き
な
問
題
 

と
な
り
、
林
業
の
振
興
に
国
を
挙
げ
て
力
を
そ
そ
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
。
 

静
岡
県
で
も
全
国
に
先
駆
け
て
、
昭
和
四
十
六
年
三
月
、
山
林
用
苗
木
 

生
産
登
録
制
が
施
行
さ
れ
た
。
 
こ
の
為
こ
の
地
域
の
農
家
は
、
従
来
よ
 

り
の
経
営
方
針
を
畑
作
に
つ
い
て
は
、
食
糧
用
作
物
を
除
く
養
蚕
、
煙
 

草
等
の
栽
培
を
山
林
用
苗
木
生
産
に
転
換
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
斯
く
 

し
て
昭
和
六
十
年
代
に
は
、
荒
れ
た
各
地
の
山
林
も
遂
年
見
事
に
植
樹
 

さ
れ
、
加
え
て
海
外
よ
り
の
輸
入
材
木
も
、
各
分
野
に
行
き
亘
り
、
安
 

価
に
木
材
の
供
給
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
共
に
、
農
家
戸
数
も
減
っ
 

て
、
今
日
で
は
山
林
用
苗
木
生
産
は
激
減
し
た
。
現
在
は
佛
用
の
お
し
 

セSプ 

丑 ‘ ’ ・ 

●岡嶋 戸」 ／ 

氏 名 叉 は 名 称 

住所又は所在地 富士宮市〇〇〇〇 

生産事業の内容 幼苗の育成 幼苗以外の苗木育成 

亭業所の名称及び所在地 住所に同じ 

（積種） 

（苗木） 富士宮市大岩 

登録証 
,’． 月 ロ 

昭和 ー‘年 j 月．で日 

生産亭業に係る種苗 

の探取又は青成の場所 

0 0 0 0 

羽謙種歯講IO緋3項の規気なリ上記の濡リ登録だ姥 
証格 昭和4‘年 3 月ノ0 日 

静岡県失P事竹山祐太 
咽吊 
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き
み
（
香
花
）
も
栽
培
が
さ
れ
て
い
る
。
尚
昭
和
四
十
六
年
施
行
の
都
 

市
計
画
法
に
よ
っ
て
、
当
地
は
、
市
街
化
区
域
と
調
整
地
域
内
の
農
家
 

等
大
変
な
相
違
点
問
題
点
が
生
じ
、
こ
れ
か
ら
の
営
農
に
つ
い
て
は
幾
 

30H ー 
（ヘクタール） 

25H ー 

20H ー 

15 H ー 

1GH ー 

5H ・・ 

農耕地等面積の変遷 

、 
、 

、 
\ 

、、 

、、 

、 

専業農家 

昭和20年一80戸 

平成5年一6戸 

、 

、 

水田 

多
の
難
問
題
が
山
積
し
て
い
る
今
日
で
あ
る
。
 

次
に
参
考
ま
で
に
左
記
に
大
岩
三
区
の
農
耕
地
等
面
積
を
グ
ラ
フ
に
 

表
わ
し
て
み
た
。
 

ー
平
成
五
年
代
 

ー
平
成
三
年
代
 

ー
昭
和
六
十
年
代
 

l
昭
和
四
十
年
代
 

ー
昭
和
二
十
年
代
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曲 

辰 

業 

委 

貝 

は
じ
め
に
 

昭
和
二
十
六
年
「
農
地
改
革
か
ら
農
業
改
革
へ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
 

誕
生
し
た
農
業
委
員
会
は
、
市
町
村
に
執
行
機
関
と
し
て
置
か
れ
て
い
 

る
行
政
委
員
会
で
す
が
、
農
業
者
自
ら
が
選
挙
に
よ
っ
て
選
ん
だ
代
表
 

を
中
心
に
構
成
さ
れ
運
営
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
、
極
め
て
重
要
な
意
義
と
 

特
徴
が
あ
り
ま
す
。
 

農
業
委
員
会
は
以
上
の
通
り
「
農
業
者
の
農
業
者
に
よ
る
農
業
者
の
 

た
め
」
 
の
組
織
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
自
ら
の
問
題
と
し
て
地
域
農
業
 

の
構
造
改
革
や
農
業
振
興
に
取
り
組
む
ほ
か
、
農
地
法
や
農
用
地
利
用
 

増
進
法
に
基
づ
く
農
地
行
政
を
執
行
す
る
と
と
も
に
、
農
業
農
業
者
の
 

利
益
代
表
機
関
と
し
て
地
方
自
治
体
や
国
の
農
政
の
確
立
に
取
り
組
む
 

な
ど
、
大
切
な
機
能
と
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
 

農
業
を
め
ぐ
る
内
外
の
情
勢
は
、
今
日
の
わ
が
国
農
業
が
戦
後
最
大
 

の
転
換
期
、
変
換
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
 

私
た
ち
は
地
域
農
業
の
構
造
改
革
を
通
じ
て
、
こ
の
変
革
を
成
し
遂
げ
 

二
十
一
世
紀
に
向
け
て
活
力
の
あ
る
農
業
と
農
村
を
築
き
上
げ
な
け
れ
 

ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

農
業
委
員
と
事
務
局
が
文
字
通
り
「
車
の
両
輪
」
と
な
っ
て
二
十
一
 

世
紀
に
向
け
た
農
業
と
農
業
委
員
会
活
動
に
ご
協
力
願
っ
て
い
ま
す
。
 

第
一
の
役
割
 
適
正
な
農
地
行
政
の
執
行
 

第
二
の
役
割
 
農
業
、
農
業
者
の
利
益
代
表
機
関
 

農
業
委
員
は
公
選
で
決
る
 

第
三
の
役
割
 
地
域
農
業
の
構
造
改
革
を
推
進
 

農
業
委
員
会
制
度
の
機
構
体
系
図
 

農
業
者
ー
 

農
業
委
員
会
ー
ー
都
道
府
県
農
業
会
議
・
ー
 

ー
全
国
農
業
会
議
所
 

法
令
に
基
づ
く
必
須
業
務
 

法
令
に
基
づ
く
主
な
必
須
の
専
属
業
務
は
 

⑦
 
農
地
法
 

①
 
農
用
地
利
用
増
進
法
 

⑦
 
農
振
法
 

②
 
土
地
改
良
法
 

①
 
特
定
農
地
貸
付
け
法
な
ど
に
基
づ
く
業
務
 

い
ず
れ
も
農
業
委
員
法
六
条
の
第
一
項
業
務
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
 

市
街
化
区
域
内
は
届
け
出
 

市
街
化
区
域
内
転
用
す
る
場
合
は
農
業
委
員
に
届
け
出
を
す
る
 

だ
け
で
よ
い
。
 

農
業
者
年
金
の
業
務
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農業委員の制度の変遷 

昭和20年 。農地委員の改組 

昭和23年 。農業調査委員会 。農業改良委員会 

昭和26年 。農業委員会 。都道府県農業委貝会 

。農業委員会の施行 

昭和27年 。農地法施行 

昭和29年 。第一次農業団体再編 。都道府県農業会議全国農業会議所 

。第一次農業委員会法改正 

昭和32年 。第二次農業団体再編成 。第二次農業委員会法改正 

昭和36年 。農業基本法の施行 

昭和45年 。農地法大改正 

昭和55年 。農用地利用増進計画の決定 農業会議等の体制強化 

。農地三法の施行 

平成元年 。農地の利用関係の調整が法令業務として明確化 

。農地二法の施行 

〔農業委員〕 昭和26年 

昭和43年4月～46年3月 

昭和55年4 月～58年3月 

平成4年4月～7年3月 

佐野康ー 

鈴木勘― 

鈴木幹男 

渡辺道金 

（農業委員 渡辺道金） 
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国

民

年

金

委

員

 

／

 

×

．

 

生

き

が

い

を

明

日

に

つ

な

ぐ

国

民

年

金

委

員

の

活

動

 

私
達
だ
れ
も
が
毎
日
元
気
で
働
き
、
家
族
と
楽
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
 

る
時
に
は
、
自
分
自
身
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
人
は
、
数
少
な
い
も
 

の
と
思
い
ま
す
。
 

申
し
上
げ
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
近
年
私
達
を
と
り
ま
く
生
活
 

環
境
は
全
く
一
変
し
、
医
療
技
術
の
進
歩
と
共
に
日
本
人
平
均
寿
命
も
 

驚
く
ほ
ど
に
延
び
、
今
や
八
〇
年
時
代
と
も
言
わ
れ
、
多
く
の
人
達
が
 

二
〇
年
余
り
も
老
後
と
し
て
生
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
老
後
の
 

生
活
設
計
こ
そ
、
若
い
働
き
盛
り
の
う
ち
か
ら
真
剣
に
考
え
な
く
て
は
 

な
り
ま
せ
ん
。
 

こ
の
た
め
国
で
は
、
国
民
年
金
法
と
し
て
昭
和
三
十
四
年
四
月
十
六
 

日
公
布
、
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
一
日
無
拠
出
制
の
福
祉
年
金
、
昭
和
 

三
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
拠
出
制
国
民
年
金
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
 

の
目
的
は
、
老
令
障
害
又
は
死
亡
に
よ
っ
て
生
活
の
安
定
が
そ
こ
な
わ
 

れ
る
こ
と
を
、
国
民
の
共
同
連
帯
に
よ
っ
て
防
止
し
、
健
全
な
国
民
生
 

活
の
維
持
及
び
向
上
に
寄
与
す
る
と
の
事
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
 

そ
し
て
、
昭
和
四
十
一
年
十
月
二
十
五
日
、
静
岡
県
国
民
年
金
委
員
 

設
置
施
設
及
び
職
務
規
程
が
施
行
さ
れ
、
こ
れ
は
市
町
村
長
推
せ
ん
、
 

知
事
委
嘱
で
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
付
け
よ
り
、
地
 

域
区
長
推
せ
ん
、
市
長
委
嘱
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

私
共
の
地
域
で
は
、
大
岩
二
区
、
三
区
で
一
名
の
委
員
が
選
出
さ
れ
 

て
お
り
ま
す
。
こ
の
任
期
は
二
年
で
す
。
 

私
共
委
員
は
、
国
民
年
金
被
保
険
者
及
び
受
給
者
の
諸
手
続
き
上
の
 

相
談
、
或
は
満
二
〇
才
に
な
る
と
全
加
入
の
年
金
で
あ
り
、
保
険
料
の
 

納
付
も
又
必
要
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
の
た
め
滞
納
さ
れ
る
方
が
 

あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
方
の
ご
家
庭
を
廻
り
、
種
々
の
お
話
し
お
伺
い
 

ご
説
明
お
願
い
事
等
々
私
共
年
金
委
員
の
任
務
で
す
。
 

歴
代
年
金
委
員
は
次
の
方
々
で
す
。
 

（
鈴
木
重
男
）
 

大岩2 、 3区歴代年国民金委員 

氏 名 住 所 期 間 

小長谷宗芳 大岩967- 2 
S41年12月20日～ 

S 56年3月31日 

佐野康一 大岩122 
S 56年4月1日～ 

S 58年3月31日 

渡井角一 大岩142 
S 58年5月1日～ 

Hl年4月30日 

佐野徳之助 大岩747 
Hl年5月1日～ 

H3年4月30日 

鈴木重男 大岩116- 1 
H3年5月1日～ 

H5年4月30日 
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Q
＆
■
一
巨
＆
．
 

い
＆
．
 

巨
＆
■
 

一
、
国
民
年
金
は
い
つ
で
き
た
か
？
 

国
民
年
金
法
 
昭
和
三
十
四
年
四
月
十
六
日
公
布
。
 

昭
和
三
十
四
年
十
一
月
一
日
無
拠
出
制
の
福
祉
年
金
が
、
昭
和
三
 

十
六
年
四
月
一
日
か
ら
拠
出
制
の
国
民
年
金
が
実
施
さ
れ
た
。
 

ニ
、
国
民
年
金
の
目
的
は
7
・ 

日
本
国
憲
法
第
二
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
理
念
に
基
づ
き
、
 

老
齢
、
障
害
又
は
死
亡
に
よ
っ
て
国
民
生
活
の
安
定
が
そ
こ
な
わ
 

れ
る
こ
と
を
国
民
の
共
同
連
帯
に
よ
っ
て
防
止
し
、
も
っ
て
健
全
 

な
国
民
生
活
の
維
持
及
び
向
上
に
寄
与
す
る
。
 

三
、
国
民
年
金
委
員
の
制
度
は
い
つ
か
ら
か
？
・
 

静
岡
県
国
民
年
金
委
員
設
置
及
び
職
務
規
程
が
施
行
さ
れ
る
。
 

（
昭
和
四
十
一
年
十
月
二
十
五
日
）
 

市
町
村
長
の
推
薦
に
よ
り
、
知
事
が
委
嘱
。
 

（
昭
和
四
十
一
年
十
二
月
二
十
日
付
け
）
 

市
長
委
嘱
 

（
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
付
け
）
 

Q 

＆
■
、
＆
■
Q

＆■ 

留
■
 

Q 

十五夜で遊ぶ子供達 

ふ
る
里
民
俗
行
事
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ふ
る
里
民
俗
行
事
 

昔
は
次
の
よ
う
な
行
事
も
あ
っ
た
が
、
今
で
は
こ
の
内
の
行
事
も
少
 

な
く
時
代
と
共
に
消
え
て
行
く
。
 

月 

正
 
月
 

月
 

、
一
？
、
‘
 

ニ
 

ら
イ
ワ
シ
の
頭
に
ッ
バ
を
か
け
る
が
、
其
の
唱
 

一
べ
て
カ
カ
t
」 

え
文
句
が
面
白
い
0

「
ま
む
し
の
口
焼
き
ペ
ッ
0
 

等
へ
ひ
い
ら
ぎ
の
小
枝
と
共
に
さ
し
て
お
く
。
 

き
ペ
ッ
」
と
言
っ
た
調
子
で
明
朝
勝
手
の
戸
口
 

ウ
ン
カ
ン
虫
の
口
焼
き
ペ
ッ
。
 
カ
ラ
ス
の
ロ
焼
 

シ
の
頭
を
、
竹
ぐ
し
や
割
り
ば
し
に
刺
し
唱
え
 

言
を
繰
返
し
な
が
ら
焼
き
焦
が
し
た
。
唱
え
乍
 

節
分
の
夜
豆
ま
き
の
外
に
す
る
行
事
で
、
イ
ワ
 

な
え
た
。
 

（
次
郎
一
日
）
 

も
の
。
も
ち
を
っ
い
た
り
赤
飯
を
作
り
神
に
そ
 

ニ
月
一
日
の
こ
と
で
二
月
を
次
郎
と
も
じ
っ
た
 

（
女
の
正
月
）
 

こ
の
日
は
男
が
炊
事
す
る
0
1
1
. 

:
‘
ー
 

― 

【 

正
月
二
十
日
に
行
わ
れ
、
女
の
遊
ぶ
日
と
し
、
 

て
豊
作
を
祈
る
。
 

（
な
り
も
「
そ
う
）
 

日
に
柿
や
梅
等
の
実
の
成
る
木
を
棒
で
た
た
い
 

一
般
に
成
木
責
め
と
言
う
行
事
で
、
正
月
十
五
 

（
も
ち
っ
き
）
 

れ
の
二
十
九
H
と
三
十
一
日
丸
は
っ
か
な
い
0
 

ー 

一 

昔
は
「
苦
も
ち
」
 

「
一
夜
も
ち
」
と
言
っ
て
暮
 

行
 

事
 

十
二
月
 

九
 
月
 

一一
 

月
 

口
刀
 

る
と
言
わ
れ
た
。
 

（冬 

至） 

ら
な
い
と
か
、
魔
除
け
に
な
る
、
長
生
き
す
 

こ
の
日
に
カ
ボ
チ
ャ
を
食
べ
る
と
中
風
に
な
 

て
居
な
い
。
 

（
ま
月
見
」
 

だ
け
は
丸
く
す
る
0

ま
た
月
に
供
え
た
果
実
、
 

庭
も
こ
れ
を
黙
認
す
る
習
わ
し
だ
っ
た
が
、
 

突
い
て
持
去
る
「
だ
ん
ご
突
」
と
か
「
ぬ
す
っ
 

丸
い
だ
ん
ご
を
作
る
こ
と
が
な
ぜ
か
忌
み
き
 

世
の
中
が
せ
ち
辛
く
な
っ
た
今
で
は
行
わ
れ
 

な
い
と
火
の
た
た
り
が
有
る
と
か
、
片
見
は
 

と
の
ば
ん
」
と
言
う
風
習
も
あ
っ
た
。
一
般
家
 

旧
八
月
十
五
日
夜
十
五
夜
、
旧
九
月
十
三
日
 

ら
わ
れ
て
居
る
山
ろ
く
地
方
も
月
見
だ
ん
ご
 

す
し
、
だ
ん
ご
等
を
子
供
達
が
竹
竿
の
先
で
 

が
十
三
夜
と
あ
り
、
山
ろ
く
の
ほ
と
ん
ど
の
 

良
く
な
い
と
両
夜
月
見
を
し
た
。
又
ふ
だ
ん
 

家
で
十
五
夜
を
祀
っ
た
家
で
十
三
夜
を
祀
ら
 

ウ
，
 

（初 

午） 

二
月
の
初
午
に
稲
荷
さ
ん
を
祀
る
。
 

行
 

事
 

其
の
他
に
も
た
く
さ
ん
有
る
が
変
わ
っ
た
風
習
で
は
 
「
ヘ
ソ
の
緒
」
 

命
名
の
時
の
張
紙
と
一
緒
に
保
管
し
、
一
生
に
一
度
の
大
病
の
時
に
せ
 

ん
じ
て
飲
ま
せ
た
。
又
嫁
に
行
く
時
は
必
ず
持
参
し
た
、
等
々
の
行
事
 

が
有
り
、
今
で
も
伝
承
さ
れ
て
居
る
事
も
多
く
有
り
ま
す
。
 

（
福
原
瞭
二
郎
）
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思
い
出
の
氏
子
青
年
団
 

地
域
活
動
の
思
い
出
と
其
の
道
程
 

昭
和
十
六
年
頃
よ
り
氏
子
青
年
団
の
一
員
と
し
て
想
え
ば
過
ぎ
去
り
 

し
五
十
有
余
年
、
日
支
事
変
に
端
を
発
し
た
第
二
次
世
界
大
戦
は
、
何
 

も
知
ら
な
い
国
民
に
対
し
聖
戦
と
云
う
名
の
も
と
働
き
盛
り
の
青
壮
年
 

を
容
赦
な
く
戦
場
に
送
り
込
ん
で
了
い
ま
し
た
。
 

内
地
で
銃
後
を
守
る
家
族
に
は
悲
愴
な
迄
の
苦
労
が
強
い
ら
れ
て
来
 

ま
し
た
。
 

此
の
頃
よ
り
私
達
青
年
団
の
活
躍
が
始
ま
り
ま
し
た
。
先
ず
其
の
ー
 

つ
に
一
家
の
大
黒
柱
。
主
人
を
、
夫
を
又
兄
弟
を
戦
場
に
送
っ
た
留
守
 

宅
に
対
し
、
青
年
団
の
発
想
に
依
る
勤
労
奉
仕
が
計
画
さ
れ
、
農
繁
期
 

に
は
早
朝
四
時
頃
と
記
憶
し
て
居
る
が
、
集
合
各
々
の
仕
事
に
出
掛
け
 

る
前
の
僅
か
二
、
三
時
間
で
は
あ
っ
た
が
「
刈
入
れ
」
 
「
耕
作
」
等
、
 

三
、
四
名
一
組
と
な
っ
て
（
此
の
中
に
は
元
処
女
会
）
女
子
青
年
団
の
 

方
々
も
含
ま
れ
て
留
守
宅
の
食
糧
増
産
に
影
響
が
最
小
限
に
食
い
止
め
 

ら
れ
れ
ば
と
手
助
け
を
か
っ
て
出
ま
し
た
。
 

今
思
う
と
此
の
様
な
若
者
の
行
動
が
、
後
に
氏
子
青
年
団
に
依
る
神
 

社
の
祭
典
に
も
大
き
く
変
化
を
与
え
て
き
ま
し
た
。
戦
時
中
の
無
い
無
 

い
づ
く
し
の
此
の
時
期
、
祭
典
費
も
極
く
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
日
 

頃
の
労
苦
「
月
月
火
水
木
金
金
」
の
唄
も
有
る
位
で
、
本
当
に
是
と
い
つ
 

た
休
養
日
と
か
娯
楽
も
な
く
、
荒
み
勝
ち
な
若
者
達
の
心
に
唯
一
年
一
一
 

回
正
月
と
十
月
（
お
日
待
ち
）
の
祭
典
が
親
睦
と
信
頼
感
を
深
め
、
如
 

何
な
る
苦
労
も
忘
れ
得
る
場
で
あ
り
ま
し
た
。
 

此
の
祭
典
の
実
行
に
当
り
、
先
ず
諸
経
費
の
問
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、
 

部
外
に
求
め
る
事
の
不
可
能
は
明
白
だ
っ
た
の
で
、
当
時
神
社
の
所
有
 

で
あ
っ
た
農
地
を
借
り
受
け
、
換
金
可
能
な
小
麦
と
か
甘
藷
を
生
産
す
 

る
事
で
一
応
解
決
。
だ
が
其
の
為
に
は
堆
肥
造
り
か
ら
始
め
な
く
て
は
 

な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
農
耕
牛
馬
の
居
る
家
庭
か
ら
応
援
を
得
て
、
草
 

刈
り
等
は
勿
論
の
こ
と
、
或
る
事
業
所
で
は
荷
物
を
と
い
た
古
縄
等
も
 

払
下
げ
て
頂
い
た
り
し
て
堆
肥
造
り
も
成
功
し
ま
し
た
。
 

そ
う
し
た
活
動
の
進
展
途
中
、
執
筆
中
の
「
当
時
若
者
」
も
主
役
だ
っ
 

た
同
志
一
同
も
聖
戦
に
参
加
、
滅
私
奉
公
お
国
の
為
に
尽
く
し
て
来
ま
 

し
た
。
此
れ
も
戦
時
中
の
私
達
に
は
何
等
疑
う
こ
と
も
な
く
ひ
た
す
ら
 

ー
つ
の
目
的
に
向
っ
て
、
世
界
平
和
と
共
存
を
願
っ
て
、
而
し
乍
ら
こ
 

の
聖
戦
も
日
本
の
国
民
に
と
っ
て
は
ク
痛
恨
の
無
条
件
降
伏
と
い
う
敗
 

北
に
依
っ
て
終
止
符
が
打
た
れ
た
の
で
し
た
。
 

こ
こ
に
戦
争
に
依
っ
て
尊
い
生
命
を
失
わ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
 

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
 

こ
の
年
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
玉
音
放
送
に
依
っ
て
当
た
り
障
 

り
の
な
い
終
戦
と
い
う
二
文
字
に
見
る
様
に
、
東
京
軍
事
裁
判
は
実
行
 

さ
れ
た
も
の
の
、
国
内
に
於
い
て
は
本
当
に
大
し
た
混
乱
も
な
く
本
当
 

に
ヤ
レ
ヤ
レ
と
い
っ
た
所
で
し
た
。
而
し
変
動
も
混
乱
も
な
か
っ
た
裏
 

側
に
内
心
何
か
物
足
り
な
さ
、
こ
れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
空
し
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さ
さ
え
も
感
ず
る
時
期
で
し
た
。
こ
ん
な
折
、
何
処
か
ら
と
も
な
く
各
 

農
村
部
落
青
年
男
女
に
依
る
素
人
演
劇
が
流
行
し
て
来
ま
し
た
。
当
大
 

岩
三
区
も
ご
他
聞
に
洩
れ
ず
、
村
の
有
志
特
に
「
鈴
木
製
材
様
」
に
は
 

物
心
両
面
に
亘
り
多
大
な
援
助
を
受
け
ま
し
た
。
そ
う
し
て
神
社
の
祭
 

典
お
日
待
に
合
わ
せ
練
習
に
次
ぐ
練
習
。
間
近
に
は
毎
晩
の
様
に
特
訓
 

が
行
わ
れ
、
千
両
役
者
か
ら
大
根
役
者
、
そ
れ
に
欠
か
せ
な
い
道
化
師
 

等
も
出
揃
っ
て
時
代
劇
か
ら
現
代
劇
、
そ
れ
に
股
旅
も
の
、
更
に
喜
劇
 

に
寸
劇
等
。
従
っ
て
当
時
の
名
作
を
網
羅
し
、
盛
大
に
行
わ
れ
、
近
隣
 

か
ら
の
見
物
客
も
数
多
く
来
ら
れ
た
事
を
昨
日
の
様
に
思
い
ま
す
。
 

以
上
、
一
連
の
青
年
団
活
動
に
絶
大
な
指
導
力
を
発
揮
さ
れ
、
又
ご
 

協
力
を
賜
っ
た
方
々
、
今
は
故
人
と
な
ら
れ
た
諸
先
輩
同
志
に
対
し
、
 

心
か
ら
感
謝
し
お
礼
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
 

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
 （

四
町
内
 

前
町
内
会
長
 

鈴
木
武
雄
）
 

忘

れ

得

な

い

想

い

出

 
氏

子

青

年

団

 

思
え
ば
昭
和
二
十
年
頃
、
大
岩
子
安
神
社
の
祭
礼
は
、
大
変
盛
大
に
 

楽
し
く
行
わ
れ
て
い
た
。
 

こ
れ
は
、
子
安
神
社
氏
子
中
約
五
十
軒
位
の
家
々
の
青
年
男
女
（
十
 

四
才
位
ー
二
十
五
才
位
迄
）
を
以
っ
て
、
自
主
的
に
親
睦
の
も
と
に
規
 

律
正
し
く
つ
く
ら
れ
て
い
た
。
 

神
社
の
祭
典
は
、
こ
の
氏
子
青
年
団
が
主
体
と
な
っ
て
、
年
二
回
 

（
一
月
十
四
日
と
十
月
十
五
日
）
幟
、
飾
切
を
立
て
、
夜
は
青
年
団
に
 

よ
っ
て
歌
劇
、
踊
り
等
を
披
露
し
、
老
若
男
女
の
唯
一
の
楽
し
み
と
し
 

て
村
の
親
睦
と
活
性
化
に
努
め
て
い
た
。
 

所
が
、
こ
の
頃
は
日
本
の
敗
戦
色
濃
い
時
で
、
祭
典
費
も
全
く
乏
し
 

か
っ
た
た
め
、
神
社
所
有
地
約
一
反
二
畝
位
を
氏
子
総
代
よ
り
借
り
受
 

け
、
青
年
団
自
か
ら
、
日
曜
等
余
暇
を
利
用
し
、
奉
仕
作
業
で
甘
藷
等
 

換
金
作
物
を
作
り
売
却
、
こ
の
収
入
を
以
て
祭
典
費
と
し
た
も
の
で
す
。
 

戦
後
、
四
十
有
余
年
を
経
た
今
日
、
時
代
の
変
遷
い
た
し
方
無
い
と
 

す
る
も
、
若
き
時
代
を
省
み
る
と
き
、
懐
淋
交
々
浮
び
て
感
慨
無
量
の
 

想
い
す
る
も
の
で
す
。
 

（
四
町
内
 

鈴

木

 

勉） 
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種 

目 

一
、
大
岩
三
区
規
約
 

一
、
大
岩
三
区
区
民
館
使
用
管
理
規
程
 

一
、
大
岩
三
区
防
災
会
規
約
 

一
、
大
岩
三
区
納
涼
夏
祭
り
大
会
 

実
行
委
員
会
規
程
 



大

岩

三

区

規

約

 

（名 

称） 

第

一

条

 
本
区
は
大
岩
三
区
（
以
下
「
本
区
」
と
い
う
）
と
称
す
る
。
 

（構 

成） 

第
一
一
条
 
本
区
は
本
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者
（
以
下
「
区
民
」
 

と
い
う
）
を
も
っ
て
構
成
す
る
。
 

一
二
本
区
は
実
情
に
即
し
て
町
内
会
及
び
班
を
置
く
。
 

（
事
務
所
の
位
置
）
 

第
三
条
 

本
区
の
事
務
所
は
区
長
宅
に
置
く
。
 

（目 

的） 

第

四

条

 
本
区
は
民
主
的
な
自
治
活
動
を
基
調
と
し
て
、
区
民
相
互
 

の
融
和
と
親
睦
を
は
か
り
、
経
済
的
、
文
化
的
な
生
活
水
準
 

の
向
上
を
達
成
さ
せ
る
と
と
も
に
、
本
区
体
育
部
、
婦
人
会
、
 

子
供
会
、
老
人
会
等
の
諸
団
体
の
活
動
を
助
長
し
健
全
な
る
 

地
域
社
会
を
建
設
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

（事 

業） 

第

五

条

 
本
区
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
事
業
を
行
 

、つ。 (2) (1) 

必
要
に
応
じ
て
役
員
会
又
は
総
会
を
開
催
す
る
。
 

必
要
に
応
じ
て
市
当
局
に
意
見
の
具
申
、
陳
情
、
要
 

望
を
す
る
。
 

⑧
 
市
制
の
迅
速
な
末
端
徹
底
を
は
か
り
市
政
の
円
滑
な
 

運
営
に
寄
与
す
る
。
 

④
 
市
議
会
そ
の
他
各
種
団
体
等
と
連
絡
を
密
に
し
必
要
 

に
応
じ
て
意
見
を
交
換
す
る
。
 

⑤
 
そ
の
他
本
区
の
目
的
達
成
に
必
要
と
認
め
る
事
項
。
 

（
役
職
員
及
び
班
長
）
 

第
」
ハ
条
 
本
区
に
次
の
役
職
員
及
び
班
長
を
置
く
。
 

①
 
役
 
員
 

ア
 
区
 

長
 

イ
 
副
区
長
兼
会
計
 

ウ
 
町
 
内
 
会
 
長
 

こ1二 

監
 

事
 

(2) 

書 

記 

一 

名
 

一 

名
 

若
干
名
 

一一
 

名
 

一一
 

名
 

⑧
 
班
 
長
 

実
情
に
即
し
た
数
 

第

七

条

 
役
職
員
及
び
班
長
の
選
任
は
次
の
通
り
と
す
る
。
 

①
 
区
長
及
び
副
区
長
（
兼
会
計
）
は
区
民
の
中
か
ら
役
 

(3) (2) 

員
会
の
推
薦
に
よ
っ
て
、
総
会
の
同
意
を
得
て
決
定
 

す
る
。
 

町
内
会
長
は
各
町
内
会
で
選
出
す
る
。
 

監
事
は
区
民
の
中
か
ら
総
会
の
同
意
を
得
て
区
長
が
 

選
任
す
る
。
 

④
 
書
記
は
区
民
の
中
か
ら
役
員
会
の
同
意
を
得
て
区
長
 

が
選
任
す
る
。
 

⑤
 
班
長
は
各
班
で
選
出
す
る
。
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第

八

条

 
役
職
員
及
び
班
長
の
職
務
は
次
の
通
り
と
す
る
。
 

m
 

区
長
は
本
区
を
代
表
し
、
区
に
関
す
る
業
務
を
総
括
 

し
、
そ
の
運
営
を
つ
か
さ
ど
る
。
 

②
 
副
区
長
は
区
長
を
補
佐
し
、
区
長
に
事
故
あ
る
時
は
 

そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。
 

⑧
 
町
内
会
長
は
町
内
会
を
代
表
し
、
町
内
会
の
円
滑
な
 

運
営
を
は
か
る
。
 

④
 
会
計
は
区
長
の
指
示
に
従
っ
て
、
会
計
の
出
納
を
つ
 

か
さ
ど
り
、
監
事
は
必
要
に
応
じ
て
会
計
の
監
査
す
 

る。 

⑤
 
書
記
は
区
長
の
指
示
に
従
っ
て
各
種
会
議
及
び
事
業
 

の
執
行
に
関
す
る
事
項
の
立
案
、
記
録
等
の
職
に
当
 

る。 

⑥
 
班
長
は
班
を
代
表
し
、
班
の
円
滑
な
運
営
を
は
か
る
。
 

第

九

条

 
役
職
員
の
任
期
は
二
年
と
し
、
班
長
は
一
年
と
す
る
。
 

た
だ
し
再
任
を
妨
げ
な
い
。
 

二
、
補
欠
役
職
員
及
び
班
長
の
任
期
は
前
任
者
の
残
任
期
間
 

と
す
る
 。

 

三
、
役
職
員
及
び
班
長
は
任
期
満
了
後
で
も
後
任
者
の
就
任
 

す
る
ま
で
は
、
尚
そ
の
職
務
を
行
う
。
 

（顧 

問） 

第

十

条

 
本
区
に
顧
問
若
干
名
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
顧
問
は
役
 

員
会
の
推
薦
に
よ
り
区
長
が
委
嘱
す
る
。
 

二
、
顧
問
は
役
員
会
及
び
総
会
へ
出
席
し
、
区
の
推
進
を
は
 

か
る
た
め
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
 

第
十
一
条
 
本
区
の
体
育
部
・
子
供
会
・
婦
人
会
・
老
人
会
等
区
長
が
 

必
要
と
認
め
た
、
本
区
の
関
係
諸
団
体
等
の
代
表
並
び
に
行
 

政
機
関
等
の
委
員
及
び
役
職
員
（
以
下
「
関
係
諸
団
体
代
表
 

者
」
と
い
う
）
は
総
会
へ
出
席
し
、
区
の
推
進
を
は
か
る
た
 

め
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（会 

議） 

第
十
二
条
 
本
区
の
会
議
は
通
常
総
会
及
び
臨
時
総
会
並
び
に
役
員
会
 

と
し
、
区
長
が
招
集
し
役
員
会
に
お
い
て
は
会
議
の
議
長
と
 

な
る
。
 

二
、
通
常
総
会
は
年
一
回
臨
時
総
会
及
び
役
員
会
は
区
長
が
 

必
要
と
認
め
た
と
き
又
は
役
員
会
及
び
総
会
を
構
成
す
る
 

者
の
過
半
数
の
要
請
が
あ
っ
た
と
き
こ
れ
を
招
集
す
る
。
 

三
、
通
常
総
会
及
び
臨
時
総
会
は
役
職
員
及
び
班
長
並
び
に
 

前
条
に
規
程
す
る
も
の
を
も
っ
て
構
成
し
そ
れ
ぞ
れ
代
表
 

権
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。
 

四
、
総
会
で
議
決
す
る
事
項
は
次
の
通
り
と
す
る
。
 

m
 

予
算
の
決
定
及
び
決
算
の
認
定
 

②
 
事
業
計
画
及
び
事
業
報
告
 

③
 
役
員
の
選
任
 

④
 
規
約
の
改
廃
 

⑤
 
そ
の
他
役
員
会
で
必
要
と
認
め
た
事
項
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五
、
役
員
会
で
審
議
す
る
事
項
は
次
の
通
り
と
す
る
。
 

m
 

総
会
の
議
決
に
よ
り
委
任
さ
れ
た
事
項
 

②
 
総
会
に
提
案
す
る
事
項
 

⑧
 
そ
の
他
区
長
が
必
要
と
認
め
た
事
項
 

六
、
本
区
の
会
議
は
役
員
会
、
総
会
を
構
成
す
る
者
の
過
半
 

数
の
出
席
で
成
立
し
、
議
事
は
出
席
者
の
過
半
数
の
同
意
 

を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（経 

費） 

第
十
三
条
 
本
区
の
所
要
経
費
は
区
費
そ
の
他
に
よ
り
支
弁
す
る
。
 

（
費
用
弁
償
）
 

第
十
四
条
 
本
区
の
目
的
達
成
の
た
め
特
に
代
表
を
選
ん
で
実
行
活
動
 

を
依
頼
す
る
場
合
に
は
、
費
用
弁
償
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
 

き
る
。
支
給
区
分
及
び
支
給
の
額
に
つ
い
て
は
、
そ
の
つ
ど
 

区
長
が
定
め
る
。
 

（慶 

弔） 

第
十
五
条
 
区
民
の
う
ち
、
次
の
各
号
に
該
当
す
る
事
由
が
生
じ
た
と
 

き
は
、
慶
弔
金
を
贈
る
、
そ
の
額
は
そ
の
つ
ど
役
員
会
に
は
 

か
っ
て
定
め
る
。
 

m
 

世
帯
主
が
死
亡
し
た
場
合
 

②
 
同
居
の
家
族
が
死
亡
し
た
場
合
 

⑧
 
そ
の
他
祝
儀
・
見
舞
金
（
慶
弔
金
を
贈
る
必
要
が
生
じ
 

た
場
合
）
 

（
会
計
年
度
）
 

第
十
六
条
 
本
区
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
翌
年
111 

月
三
十
一
日
を
も
っ
て
終
る
。
 

附
 

則
 

こ
の
規
約
は
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

大
岩
第
三
区
区
民
館
使
用
管
理
規
程
 

（目 

的〕 

第

一

条

 
こ
の
規
程
は
大
岩
第
三
区
区
民
館
を
適
正
に
使
用
管
理
し
、
 

区
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
福
祉
の
増
進
を
図
 

り
、
地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
必
要
な
事
項
を
定
め
る
 

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

（
使
用
の
許
可
）
 

第
一
一
条
 
区
民
館
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
区
民
館
使
用
許
可
 

申
請
書
（
別
紙
様
式
）
を
区
長
に
提
出
し
許
可
を
受
け
な
け
 

れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
使
用
許
可
の
制
限
）
 

第

三

条

 
区
長
は
各
号
に
該
当
す
る
と
き
は
、
使
用
を
許
可
し
な
い
 

も
の
と
す
る
。
 

一 

n
‘。 

"'' 
一 



①
 
社
会
通
念
上
の
秩
序
又
風
俗
を
乱
す
恐
れ
が
あ
る
と
認
 

め
ら
れ
る
と
き
 

②
 
管
理
運
営
上
支
障
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
 

⑧
 
そ
の
他
不
適
当
と
認
め
ら
れ
る
と
き
 

（
使
用
時
間
）
 

第

四

条

 
区
民
館
の
使
用
時
間
は
原
則
と
し
て
、
午
前
八
時
か
ら
午
 

後
十
時
ま
で
と
す
る
。
 

た
だ
し
、
時
間
外
や
む
を
え
ず
使
用
す
る
場
合
は
、
予
め
許
 

可
を
得
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
使
用
者
の
遵
守
事
項
）
 

第

五

条

 
使
用
者
は
次
の
各
号
に
揚
げ
る
事
項
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
。
 

m
 
火
災
、
爆
発
、
そ
の
他
危
険
を
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
 

行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
 

②
 
騒
音
等
他
人
に
迷
惑
を
及
ぽ
す
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
 

(3) 

い
 。

 

施
設
器
具
等
を
汚
損
、
損
傷
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
 

を
し
て
は
な
ら
な
い
。
 

④
 
許
可
を
受
け
な
い
で
物
品
の
販
売
、
展
示
を
し
て
は
な
 

ら
な
い
。
 

⑤
 
そ
の
他
管
理
上
支
障
の
あ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
 

（
使
用
料
）
 

第
」
ハ
条
 
区
民
館
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
申
請
と
同
時
に
別
 

表
に
定
め
る
使
用
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
使
用
料
の
減
免
）
 

第

七

条

 
使
用
料
は
、
次
の
各
号
に
該
当
す
る
と
き
は
料
金
を
減
免
 

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

m
 

当
区
、
町
内
会
、
班
、
又
は
当
区
の
行
事
に
使
用
す
る
 

・
ン
」
鼻
ど
 

②
 
官
公
署
、
公
共
団
体
が
使
用
す
る
と
き
 

③
 
そ
の
他
責
任
者
（
区
長
）
が
特
に
必
要
と
認
め
た
と
き
 

（
使
用
権
の
譲
渡
禁
止
等
）
 

第

八

条

 
使
用
者
は
使
用
の
権
利
を
譲
渡
し
、
若
し
く
は
転
貸
し
又
 

は
許
可
を
受
け
な
い
で
、
使
用
目
的
を
変
更
し
て
は
な
ら
な
 

い。 

（
使
用
許
可
の
取
消
し
等
）
 

第

九

条

 
次
の
各
号
に
該
当
す
る
と
き
は
、
使
用
条
件
を
変
更
し
又
 

は
使
用
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
 

m
 

こ
の
規
程
に
違
反
し
又
は
指
示
に
従
わ
な
い
と
き
 

②
 
使
用
許
可
の
条
件
に
違
反
し
た
と
き
 

⑧
 
当
区
、
町
内
会
、
班
等
の
行
為
で
緊
急
や
む
を
得
な
い
 

事
由
が
発
生
し
た
と
き
 

④
 
そ
の
他
不
適
当
と
認
め
た
と
き
 

（
原
状
回
復
清
掃
の
義
務
）
 

第

十

条

 
使
用
者
は
使
用
終
了
後
又
は
、
使
用
停
止
取
り
消
し
を
さ
 

れ
た
と
き
は
、
直
に
原
状
に
回
復
し
清
掃
し
な
け
れ
ば
な
ら
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な
い
。
 

（
損
害
賠
償
の
義
務
）
 

第
十
一
条
 
使
用
者
は
建
物
設
備
、
備
品
等
を
損
傷
し
又
は
、
滅
失
し
 

た
時
は
、
直
に
届
け
出
る
と
共
に
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
。
 

但
し
、
特
に
や
む
を
得
な
い
と
認
め
た
と
き
は
こ
の
限
り
 

で
な
い
。
 

（
管
理
運
営
）
 

第
十
二
条
 
区
民
館
の
適
正
、
か
つ
合
理
的
管
理
運
営
を
行
う
た
め
、
 

区
民
館
管
理
運
営
委
員
会
を
置
く
。
 

（
委
員
会
の
構
成
）
 

第
十
三
条
 
委
員
会
は
次
の
委
員
を
以
っ
て
構
成
す
る
。
 

一
、
委
員
長
 

一 

名
 
区
長
が
充
る
 

二
、
委
 
員
 
若
干
名
 
町
内
会
長
及
区
長
委
嘱
す
る
 

三
、
会
 
計
 

一 

名
 
区
長
が
委
嘱
す
る
 

（
委
嘱
及
び
任
期
）
 

第
十
四
条
 
委
員
の
任
期
は
役
職
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
任
期
と
し
其
 

の
他
の
者
は
二
年
と
す
る
。
 

（雑 

則） 

第
十
五
条
 
こ
の
規
程
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
必
要
な
事
項
は
委
員
 

会
で
協
議
し
定
め
る
。
 

m
 
区
民
館
落
成
後
（
平
成
元
年
十
二
月
十
日
）
の
当
区
、
 

転
入
者
は
区
民
館
建
設
基
金
と
し
て
下
記
金
額
を
納
付
 

す
る
も
の
と
す
る
。
 

コ」 

1lII

口

 

持
 
家
 

借
 
家
 

四
八
、
〇
O
O
 

二
四
、
〇
〇
〇
 

附
 

則
 

こ
の
規
程
は
平
成
元
年
十
二
月
十
日
よ
り
施
行
す
る
 

大
岩
三
区
防
災
会
規
約
 

（名 

称） 

第
一
条
 
こ
の
会
は
、
大
岩
三
区
防
災
会
（
以
下
「
本
会
」
と
い
う
。
）
 

と
称
す
る
。
 

（
事
務
所
の
所
在
地
）
 

第
二
条
 
本
会
の
事
務
所
は
、
会
長
宅
に
置
く
。
 

（目 

的） 

第
三
条
 
本
会
は
、
住
民
の
隣
保
共
同
の
精
神
に
基
づ
く
自
主
的
な
防
 

災
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
地
震
そ
の
他
の
災
害
（
以
下
「
地
 

震
等
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
被
害
の
防
止
及
び
軽
減
を
図
る
こ
 

と
を
目
的
と
す
る
。
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（事 

業） 

第
四
条
 
本
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
事
業
を
行
 

、つ。 

m
 

防
災
知
識
の
普
及
に
関
す
る
こ
と
。
 

②
 
地
震
等
に
対
す
る
災
害
予
防
に
関
す
る
こ
と
。 

⑧
 
地
震
等
の
発
生
時
に
お
け
る
情
報
の
収
集
伝
達
、
初
期
消
火
、
 

救
出
救
護
、
避
難
誘
導
等
応
急
対
策
に
関
す
る
こ
と
。
 

④
 
防
災
訓
練
の
実
施
に
関
す
る
こ
と
。
 

⑤
 
防
災
物
資
、
機
材
等
の
備
蓄
に
関
す
る
こ
と
。
 

⑥
 
そ
の
他
本
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
。
 

（会 

員） 

第
五
条
 
本
会
は
、
大
岩
三
区
内
に
あ
る
世
帯
を
有
す
る
者
を
も
っ
て
 

構
成
す
る
。
 

（支 

部） 

第
六
条
 
本
会
の
効
果
的
か
つ
迅
速
な
活
動
を
図
る
た
め
、
町
内
会
ご
 

と
に
支
部
を
置
く
も
の
と
す
る
。
 

（役 

員） 

第
七
条
 
本
会
に
、
次
の
役
員
を
置
く
。
 

(2) (1) 

会
 

長
 

（区 

長〕 

副

会

長

 

（
町
内
会
長
）
 

兼
支
部
長
 

⑧
 
班
 

長
 

（
隣
保
班
長
）
 

④
 
会
 

計
 

4 1 
名 名 

全
員
 

1
名
 

⑤
 
監
 

事
 

3
名
 

二
 

役
員
の
任
期
は
、
区
役
員
の
任
期
と
同
一
と
す
る
。
 

（
役
員
の
任
務
）
 

第
八
条
 
会
長
は
、
本
会
を
代
表
し
、
会
務
を
総
括
し
、
地
震
等
の
発
 

生
時
に
お
け
る
応
急
活
動
の
指
揮
命
令
を
行
う
。
 

二
 

副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
 

そ
の
職
務
を
代
理
す
る
と
と
も
に
支
部
内
を
掌
握
し
、
支
部
の
円
 

滑
な
活
動
を
図
る
。
 

三
 
班
長
は
、
支
部
長
の
命
を
受
け
、
班
の
連
絡
調
整
、
指
揮
指
導
 

に
あ
た
る
。
 

四
 
会
計
は
、
本
会
の
会
計
事
務
一
般
を
行
う
。
 

五
 
監
事
は
、
本
会
の
会
計
を
監
査
す
る
。
 

（総 

会） 

第
九
条
 
総
会
は
、
役
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
。
 

二
 

総
会
は
、
毎
年
】
回
開
催
す
る
。
た
だ
し
、
特
に
必
要
が
あ
る
 

場
合
は
、
臨
時
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

三
 
総
会
は
、
会
長
が
招
集
す
る
。
 

四
 
総
会
は
、
次
の
事
項
を
審
議
す
る
。
 

m
 

規
約
の
改
正
に
関
す
る
こ
と
。
 

②
 
防
災
計
画
の
作
成
及
び
改
正
に
関
す
る
こ
と
。
 

⑧
 
事
業
計
画
に
関
す
る
こ
と
。
 

囲
 
予
算
及
び
決
算
に
関
す
る
こ
と
。
 

⑤
 
そ
の
他
総
会
が
特
に
必
要
と
認
め
た
こ
と
。
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五
 
総
会
は
そ
の
付
議
事
項
の
一
部
を
役
員
会
に
委
任
す
る
こ
と
が
 

で
き
る
。
 

（
役
員
会
）
 

第
十
条
 
役
員
会
は
、
会
長
、
副
会
長
（
支
部
長
）
、
会
計
、
監
事
に
 

よ
っ
て
構
成
す
る
。
 

二
 

役
員
会
は
、
次
の
事
項
を
審
議
し
実
施
す
る
。
 

m
 

総
会
に
提
出
す
べ
き
こ
と
。
 

②
 
総
会
に
よ
り
委
任
さ
れ
た
こ
と
。
 

⑧
 
そ
の
他
役
員
会
が
特
に
必
要
と
認
め
た
こ
と
。
 

（経 

費） 

第
十
一
条
 
本
会
の
運
営
に
関
す
る
経
費
は
、
区
予
算
及
び
そ
の
他
の
 

収
入
（
市
補
助
金
等
）
を
も
っ
て
こ
れ
に
あ
て
る
。
 

（
会
計
年
度
）
 

第
十
二
条
 
会
計
年
度
は
、
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
、
翌
年
三
月
三
 

十
一
日
に
終
る
。
 

（
会
計
監
査
）
 

第
十
三
条
 
会
計
監
査
は
、
毎
年
一
回
監
事
が
行
う
。
た
だ
し
必
要
が
 

あ
る
場
合
に
、
臨
時
に
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

二
 

監
事
は
、
会
計
監
査
の
結
果
を
役
員
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
 

ら
な
い
。
 

附
 

則
 

こ
の
規
約
は
、
昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
。
 

大
岩
第
三
区
納
涼
夏
祭
り
大
会
 

第

一

条

 

第
】
一
条
 

実
行
委
員
会
規
定
 

第
一
章
 

総
 

則
 

名
称
 
こ
の
会
は
大
岩
第
三
区
納
涼
夏
祭
り
大
会
と
い
う
 

目
的
 

こ
の
会
の
目
的
は
健
康
で
明
る
い
区
民
の
親
睦
を
 

深
め
、
連
帯
感
あ
ふ
れ
る
住
み
良
い
地
域
づ
く
り
 

の
た
め
、
大
会
の
企
画
運
営
に
当
る
こ
と
を
目
的
 

と
す
る
。
 

第
ニ
章
 

事
 

業
 

第

三

条

 
委
員
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
次
の
事
業
を
行
 

、つ。 
m
 

納
涼
夏
祭
り
大
会
の
基
本
方
針
の
確
立
 

②
 
納
涼
夏
祭
り
大
会
の
実
施
要
項
の
決
定
と
運
営
 

⑧
 
そ
の
他
委
員
会
の
目
的
達
成
に
必
要
な
事
項
 

第
三
章
 

組
 

織
 

第

四

条

 
委
員
会
は
次
の
委
員
を
以
っ
て
組
織
す
る
。
 

(6) (5) (4) (3) (2) (1) 

区
行
政
よ
り
区
長
、
町
内
会
長
（
五
名
）
 

体
育
部
役
員
の
中
か
ら
選
出
す
る
委
員
（
三
名
）
 

市
よ
り
委
嘱
さ
れ
て
い
る
体
育
指
導
員
（
一
名
）
 

部
農
会
々
長
並
び
農
協
役
員
（
二
名
）
 

婦
人
会
正
副
会
長
農
協
婦
人
（
三
名
）
 

子
供
会
役
員
の
中
か
ら
選
出
す
る
委
員
（
四
名
）
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(8) (7) 

老
人
会
々
長
（
一
名
）
 

交
通
安
全
協
会
役
員
の
中
か
ら
選
出
す
る
委
員
 

（一一名〕 

第
四
章
 

役
 

員
 

第

五

条

 
委
員
会
に
次
の
役
員
を
お
く
。
 

会
 

長
 

区
 

長
 

一
名
 

副

会

長

 

町
内
会
長
 
四
名
 

委

員

長

 

体
育
部
長
 

一
名
 

副
委
員
長
 

婦
人
会
長
子
供
会
連
絡
会
長
 
二
名
 

委
 

員
 

若
干
名
 

会
 

計
 

区
会
計
係
 

一
名
 

会
計
補
佐
 

体
育
部
よ
り
一
名
 

監
 

事
 

部
農
会
々
長
農
協
婦
人
部
 
二
名
 

第
山
ハ
条
 
前
条
で
定
め
る
役
員
は
委
員
会
に
お
い
て
選
出
す
る
。
 

第

七

条

 
会
長
は
委
員
会
を
代
表
し
会
務
を
統
轄
す
る
。
 

副
会
長
は
会
長
を
補
佐
し
会
長
事
故
あ
る
と
き
は
そ
の
職
務
 

を
代
行
す
る
。
 

第

八

条

 
委
員
長
は
会
長
の
も
と
で
会
の
運
営
に
当
る
。
 

副
委
員
長
は
委
員
長
を
補
佐
し
委
員
長
に
事
故
あ
る
と
き
は
 

そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。
 

第
五
章
 

任
 

期
 

第

九

条

 
委
員
及
役
員
の
任
期
は
二
年
と
す
る
。
但
し
再
任
を
妨
げ
 

な
い
。
 

委
員
及
役
員
に
欠
員
の
生
じ
た
と
き
は
補
充
す
る
。
 

補
充
さ
れ
た
委
員
及
び
役
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
さ
れ
 

た
期
間
と
す
る
。
 

第
六
章
 

委

員

会

 

第

十

条

 
委
員
会
は
会
長
が
招
集
し
会
議
の
議
長
と
な
る
。
 

第
十
一
条
 
委
員
会
の
議
事
は
、
出
席
委
員
の
過
半
数
で
決
定
す
る
。
 

第
十
二
条
 
可
否
同
数
の
と
き
は
議
長
が
決
定
す
る
。
 

第
七
章
 

会
 
計
・
会
計
補
佐
・
監
 
事
 

第
十
三
条
 
会
計
、
会
計
補
佐
は
会
長
の
指
示
に
従
っ
て
会
の
出
納
を
 

明
記
し
監
事
は
公
明
、
正
確
を
期
す
る
。
 

第
八
章
 

経
 

費
 

第
十
四
条
 
本
会
の
経
費
は
区
費
及
篤
志
、
そ
の
他
に
よ
る
。
 

第
九
章
 

事
業
報
告
 

第
十
五
条
 
こ
の
会
の
事
業
報
告
は
大
会
終
了
後
速
や
か
に
委
員
会
を
 

開
催
し
会
長
が
報
告
す
る
。
 

附
 

則
 

こ
の
規
定
は
平
成
二
年
七
月
一
日
よ
り
実
施
す
る
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奮博才

文 

化 

静岡県富士郡富士根村立第一中学校建設記念誌より 昭和26年（1951) 



小
学
校
、
中
学
校
、
学
区
の
変
遷
 

一
、
小
学
校
 

明
治
三
十
五
年
四
月
旧
富
士
根
村
に
、
富
士
根
村
立
尋
常
高
等
小
学
 

校
が
開
設
さ
れ
、
昭
和
十
六
年
四
月
国
民
学
校
令
に
よ
っ
て
、
富
士
根
 

国
民
学
校
に
改
め
ら
れ
る
。
昭
和
二
十
三
年
四
月
文
部
省
令
に
よ
っ
て
、
 

富
士
根
村
立
第
一
小
学
校
に
変
更
、
昭
和
三
十
年
四
月
富
士
宮
市
の
合
 

併
に
よ
っ
て
富
士
宮
市
立
富
士
根
南
小
学
校
に
改
め
ら
れ
る
。
こ
の
年
 

月
約
六
十
五
年
間
、
当
大
岩
三
区
の
児
童
は
、
小
学
校
一
年
生
（
六
・
 

七
才
）
よ
り
凡
そ
二
、
〇
〇
〇
m
余
り
の
通
学
路
を
風
雨
風
雪
の
日
も
、
 

三
O
分
ー
四
O
分
位
を
要
し
て
学
び
舎
に
通
っ
て
い
た
。
昔
は
特
に
車
 

は
無
く
雨
具
に
も
事
欠
き
大
変
だ
っ
た
。
 

戦
後
、
急
速
な
地
域
の
開
発
発
展
に
よ
り
、
著
七
い
人
口
の
増
加
の
 

た
め
学
校
生
徒
収
容
の
限
界
（
大
規
模
学
校
）
と
交
通
事
情
等
様
々
の
 

難
し
い
問
題
が
生
れ
、
学
区
の
事
に
つ
い
て
苦
慮
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
 

市
教
育
委
員
会
等
関
係
機
関
の
審
査
合
議
の
上
、
富
士
見
小
学
校
の
新
 

設
が
企
画
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
 

そ
の
学
区
制
は
、
弓
沢
線
以
北
の
［
大
宮
小
学
校
関
係
］
三
園
平
区
、
 

ひ
ば
り
が
丘
区
、
［
東
小
学
校
関
係
］
富
士
見
ケ
丘
阿
幸
地
区
四
町
内
。
 

［
大
富
士
小
学
校
関
係
］
万
野
一
区
四
町
内
、
［
富
士
根
南
小
学
校
関
係
］
 

大
岩
三
区
。
以
上
四
区
二
町
内
を
以
っ
て
、
富
士
見
小
学
区
が
編
成
さ
 

れ
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
富
士
見
丘
一
七
九
四
番
地
に
開
校
さ
れ
 

た
。
こ
の
学
区
線
引
に
つ
い
て
は
各
地
域
の
方
々
は
、
永
い
間
の
交
友
 

関
係
等
々
大
変
な
苦
労
も
重
ね
ら
れ
、
幾
つ
か
の
思
い
出
話
を
残
さ
れ
 

て
い
る
。
 

大
岩
三
区
も
長
い
伝
統
歴
史
を
有
す
る
富
士
根
南
小
学
校
と
袖
別
す
 

る
に
当
り
、
様
々
の
想
い
出
、
感
懐
に
心
切
な
い
も
の
が
あ
っ
た
と
言
 

わ
れ
た
。
尚
当
時
の
児
童
等
関
係
家
庭
に
よ
り
、
一
戸
当
り
五
〇
〇
円
 

づ
つ
篤
志
寄
附
と
し
て
合
計
十
七
万
二
千
余
円
、
お
別
れ
の
際
南
小
学
 

校
に
寄
贈
し
た
。
又
、
富
士
根
南
小
P
T
A
様
よ
り
、
富
士
見
小
P
T
 

A
に
相
当
分
餞
別
と
し
て
頂
い
て
い
る
。
 

大岩三区の内訳 

男 女 計 

6年 14名 8名 22 

5年 10 10 20 

4年 10 8 18 

3年 9 8 17 

2年 12 7 19 

6-2年計 55 41 96 

1年 13 13 26 

※1年生は新入学児こつき編入ではない 
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富
士
見
小
開
校
当
時
の
学
区
別
生
徒
数
と
校
長
先
生
外
先
生
方
 

田
 
学
区
別
生
徒
数
 

②
 
先
生
方
氏
名
 

校
 
長
 
渡

辺

道

亨

 

教
 
頭
 
伊

藤

親

幸

 

教
 
務
 
角

田

万

幸

 

級
 
外
 
佐
野
と
き
江
 

保
 
健
 
稲

葉

君

江

 

一 

年
 
井

出

玲

子

 

六 五 四 三 二 

年
 
笠

井

岸

恵

 

年
 
戸
塚
喜
代
子
 

年
 
外

山

直

孝

 

年
 
矢

崎

利

典

 

年
 
井

上

春

樹

 

県
事
務
 
遠

藤

芳

行

 

用
務
員
 
佐

野

範

昭

 

若

林

雅

子

 

浜
田
紀
利
子
 

山

田

康

代

 

小
林
か
ず
よ
 

加

藤

 

靖
 

渡

井

英

光

 

市
事
務
 

給
 
食
 

榎

本

宏

子

 

春
田
昭
二
郎
 

遠
藤
三
枝
子
 

勝

亦

裕

美

 

佐

野

妙

子

 

佐

野

利

子

 

森
 

晴

美

 

西

村

久

子

 

一
一
、
中
学
校
 

中
学
校
に
於
て
は
、
終
戦
後
民
主
教
育
法
に
よ
り
、
六
三
制
が
施
行
 

さ
れ
、
昭
和
二
十
二
年
四
月
「
富
士
根
村
立
富
士
根
中
学
校
」
が
前
期
 

小
学
校
の
一
部
を
借
り
開
校
し
ま
し
た
。
大
岩
三
区
も
通
学
区
に
入
り
 

ま
し
た
。
昭
和
二
十
四
年
四
月
「
富
士
根
村
立
第
一
中
学
」
と
改
称
。
 

現
在
地
に
新
し
く
校
舎
が
建
設
さ
れ
、
文
部
省
よ
り
優
良
施
設
校
の
指
 

定
を
受
け
ま
し
た
。
昭
和
三
十
年
四
月
富
士
宮
市
と
合
併
に
よ
り
「
富
 

士
宮
市
立
富
士
根
南
中
学
校
」
と
校
名
を
変
更
し
、
昭
和
五
十
七
年
に
 

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
校
舎
が
完
成
し
、
現
在
に
至
っ
て
居
り
ま
 

す。 大
岩
三
区
か
ら
も
多
く
の
卒
業
生
を
生
み
、
実
社
会
で
活
躍
し
て
居
 

り
ま
す
。
通
学
に
対
し
て
、
富
士
見
小
と
の
関
係
等
一
考
の
必
要
が
あ
 

る
と
思
い
ま
す
。
 

（
時
田
桂
治
）
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富
士
見
小
学
校
と
大
岩
三
区
 

現
在
富
士
見
小
学
校
に
は
、
六
六
九
人
の
児
童
が
在
籍
し
て
お
り
ま
 

す
。
そ
の
う
ち
二
八
〇
人
が
大
岩
三
区
の
子
供
た
ち
で
す
。
二
八
〇
人
 

の
数
で
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、
全
児
童
の
％
強
を
大
岩
三
区
の
子
供
が
 

し
め
て
い
ま
す
。
 

区
民
の
皆
様
が
、
日
頃
区
の
子
供
た
ち
の
育
成
に
ご
尽
力
下
さ
っ
て
 

い
る
様
子
が
、
隣
近
所
の
子
供
た
ち
へ
の
大
人
の
声
か
け
、
子
供
を
主
 

体
に
し
た
子
供
会
活
動
、
夏
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
懇
談
会
、
夏
祭
り
の
 

斬
新
な
企
画
と
運
営
（
例
え
ば
国
際
親
善
を
子
供
た
ち
の
身
近
な
も
の
 

と
し
て
考
え
さ
せ
る
た
め
に
、
ハ
ワ
イ
の
子
供
た
ち
や
親
を
ホ
ー
ム
ス
 

テ
イ
で
引
き
受
け
る
こ
と
を
通
し
て
、
子
供
た
ち
は
大
岩
三
区
を
ひ
い
 

て
は
富
士
宮
市
の
良
さ
を
認
識
し
、
他
国
の
風
俗
習
慣
も
学
ぶ
こ
と
が
 

出
来
、
そ
の
後
の
文
通
を
家
族
ぐ
る
み
で
続
け
て
い
る
と
も
聞
い
て
い
 

ま
す
）
区
の
行
事
等
か
ら
感
じ
ら
れ
、
大
変
あ
り
が
た
く
感
謝
し
て
お
 

り
ま
す
。
 

皆
様
も
ご
存
知
の
通
り
、
今
の
子
供
た
ち
は
、
兄
弟
、
姉
妹
の
数
が
 

少
な
い
上
に
、
家
に
帰
っ
て
か
ら
近
所
の
子
供
た
ち
と
外
で
遊
ぶ
機
会
 

が
大
変
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
理
由
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
で
し
ょ
 

う
が
、
塾
や
稽
古
ご
と
に
出
か
け
た
り
、
家
の
中
で
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
等
 

を
や
っ
て
遊
ん
だ
り
す
る
の
が
ほ
と
ん
ど
の
子
供
の
生
活
パ
タ
ー
ン
に
 

な
っ
て
い
ま
す
。
 

三
十
過
ぎ
の
方
達
が
過
ご
さ
れ
た
子
供
時
代
の
よ
う
な
、
年
齢
の
差
 

の
あ
る
子
供
達
が
野
外
で
遊
び
な
が
ら
身
に
つ
け
た
、
人
と
の
接
し
方
 

や
思
い
や
り
の
大
切
さ
、
自
立
心
を
身
に
つ
け
て
い
く
体
験
の
場
が
大
 

変
少
な
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
大
人
が
心
し
て
場
を
与
 

え
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
を
迎
え
て
い
ま
す
。
 

富
士
見
小
学
校
は
、
開
校
当
時
（
昭
和
五
十
四
年
四
月
）
か
ら
、
校
 

地
内
に
農
園
を
持
ち
「
為
し
て
学
ぶ
」
を
経
営
の
根
本
理
念
と
し
て
、
 

手
づ
く
り
の
体
験
の
場
の
あ
る
学
校
づ
く
り
を
伝
統
と
し
て
、
受
け
つ
 

い
で
ま
い
り
ま
し
た
。
 

学
校
農
園
や
水
田
を
借
り
て
の
栽
培
活
動
と
、
校
歌
の
一
説
に
あ
る
 

「
雲
を
し
の
げ
る
大
え
の
き
、
大
む
ら
さ
き
や
ひ
ば
り
舞
う
…
…
」
こ
 

の
国
蝶
で
あ
る
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
飼
育
活
動
を
通
し
て
、
心
を
育
て
る
 

教
育
活
動
に
取
り
組
み
、
実
体
験
を
通
し
て
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
教
 

育
を
実
践
し
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
中
に
あ
っ
て
、
大
岩
三
区
の
方
達
の
ご
奉
仕
や
水
田
を
無
償
で
 

借
し
て
い
た
だ
け
る
の
に
は
、
頭
の
下
が
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
 

栽
培
活
動
、
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
飼
育
活
動
共
に
経
験
の
な
い
教
師
た
 

ち
や
子
供
た
ち
に
、
ご
自
分
の
忙
し
い
仕
事
が
あ
り
な
が
ら
、
時
間
を
 

さ
い
て
子
供
た
ち
に
種
ま
き
が
す
ぐ
出
来
る
よ
う
、
土
を
耕
し
て
下
さ
つ
 

た
り
、
植
え
方
を
教
え
て
下
さ
っ
た
り
、
ご
自
分
の
庭
で
も
、
オ
オ
ム
 

ラ
サ
キ
を
飼
育
し
て
学
校
に
持
っ
て
き
て
下
さ
っ
た
り
、
肥
料
や
消
毒
、
 

水
田
の
水
の
管
理
ま
で
し
て
下
さ
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
他
、
米
作
 

り
後
の
わ
ら
を
使
っ
て
の
お
飾
り
づ
く
り
、
校
庭
の
松
の
木
の
剪
定
等
、
 

学
校
に
出
か
け
て
き
て
い
ろ
い
ろ
教
え
て
下
さ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
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開
校
当
時
か
ら
現
在
ま
で
、
こ
の
奉
仕
に
携
わ
っ
て
下
さ
っ
 

て
い
る
方
々
の
中
心
は
、
皆
さ
ん
大
岩
三
区
の
方
達
な
の
で
 

す。 日
本
各
地
で
、
地
域
の
教
育
力
が
子
供
を
育
て
る
上
で
大
 

変
大
き
い
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
大
岩
三
区
の
ご
奉
仕
下
 

さ
っ
た
方
、
現
在
ご
奉
仕
下
さ
っ
て
い
る
方
達
は
、
こ
の
考
 

え
方
を
先
取
り
し
て
実
践
し
て
下
さ
っ
て
い
る
の
で
す
。
 

大
岩
三
区
に
は
、
子
供
た
ち
が
自
然
観
察
で
き
る
四
季
折
 

り
折
り
の
草
花
の
宝
庫
が
そ
こ
そ
こ
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。
 

ま
た
林
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
野
鳥
の
姿
も
み
ら
れ
ま
す
。
 
こ
 

れ
ら
の
自
然
を
今
後
も
な
る
べ
く
残
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
 

自
然
の
中
で
学
べ
る
子
供
た
ち
、
ふ
る
里
を
愛
す
る
こ
と
の
 

出
来
る
子
供
た
ち
が
育
ち
ま
す
よ
う
、
今
ま
で
と
同
様
区
の
 

皆
様
方
が
地
域
の
子
供
た
ち
を
育
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
 

い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に
伝
わ
る
す
ば
ら
し
い
伝
統
、
風
習
 

の
良
さ
を
次
の
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
教
え
て
い
た
だ
 

き
た
い
と
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

（
富
士
見
小
学
校
長
 

唐
島
玲
子
）
 

羽化したばかりのト 

オオムラサキ 
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富
士
見
小
 
歴
代
P
T
A
役
員
名
簿
（
昭
和
五
十
四
年
5
平
成
五
年
）
 

【
昭
和
五
十
六
年
度
】
 

【
昭
和
五
＋
五
年
度
】
 

【
昭
和
五
＋
四
年
度
】
 

研
修
委
員
長
 
佐
 
野
 
和
 
子
 

広
報
委
員
長
 
望
 
月
 
綾
 
子
 

研
修
委
員
長
 
佐
 
野
 
和
 
子
 

研
修
委
員
長
 
渡
 
邉
 
益
 
子
 

醐

境

、

踊

 
佐
 
野
 
正
 
躬
 

鰍

外

、

踊

 佐
 
野
 
正
 
躬
 

会
 

長
 
時
 
田
 
桂
 
治
 

会
 

長
 
時
 
田
 
桂
 
治
 

会
 

長
 
時
 
田
 
桂
 
治
 

【
昭
和
五
十
九
年
度
】
 

【
昭
和
五
十
ハ
年
度
】
 

【
昭
和
五
＋
七
年
度
】
 

研
修
委
員
長
 
渡
 
井
 
似
登
子
 

広
報
委
員
長
 
望
 
月
 
綾
 
子
 

研
修
委
員
長
 
佐
 
野
 
和
 
子
 

広
報
委
員
長
 
望
 
月
 
綾
 
子
 

副
 

会
 

長
 
佐
 
野
 
和
 
子
 

副
 

会
 

長
 
佐
 
野
 
和
 
子
 

庶
 

務
 
望
 
月
 
綾
 
子
 

会
 

長
 
時
 
田
 
桂
 
治
 

【
昭
和
六
十
年
度
】
 

【
昭
和
六
＋
一
年
度
】
 

研
修
委
員
長
 
渡
 
井
 
似
登
子
 

副
 

会
 

長
 
渡
 
井
 
似
登
子
 

醐

境

、

踊

 
小
 
林
 
克
 
己
 

委
 

員
 

長
一
万
 
里
 
刑
 
？
 

醸
鷲
篇
野
田
節
子
 

副
 

会
 

長
 
佐
 
野
 
和
 
子
 

校

外

指

導

 
一1
、 
予
 
］
 
11 

会
 

計
 
渡
 
井
 
似
登
子
 

庶
 

務
 
望
 
月
 
綾
 
子
 

【
昭
和
六
＋
「
犀
度
】
 

【
昭
和
六
＋
ニ
年
度
】
 

体
育
委
員
長
 
佐
 
野
 
喜
美
子
 

第
必
瞬
軒
白
尾
明
子
 

研
修
委
員
長
 
西
 
方
 
光
 
子
 

副
 

会
 

長
 
鈴
 
木
 
満
 
良
 

鍛

境

、

踊

 並
 
木
 
富
 
蔵
 

副
 

会
 

長
 
渡
 
井
 
似
登
子
 

驚
鰍
姦
柏
木
美
千
枝
 

庶
 

務
 
西
 
方
 
光
 
子
 

庶
 

務
 
鈴
 
木
 
満
 
良
 

ク 

柏
 
木
 
美
千
枝
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【
平
成
元
年
度
】
 

副
 

会
 

長
 
並
 
木
 
富
 
蔵
 

会
 

計
 
西
 
方
 
光
 
子
 

ク 

柏
 
木
 
美
千
枝
 

体
育
委
貝
長
 
佐
 
野
 
喜
美
子
 

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
 

特
別
委
員
長
 
白
 
尾
 
明
 
子
 

【
平
成
－
一
年
度
】
 

副
 

会
 

長
 

会

計

監

査

 

会
 

計
 

研
修
委
員
長
 

体
育
委
員
長
 

校

外

補

導

 

委
 

員
 

長
 

並
 
木
 
富
 
蔵
 

渡
 
辺
 
恭
二
郎
 

柏
 
木
 
美
千
枝
 

大
 
塚
 
清
 
美
 

佐
 
野
 
喜
美
子
 

新
 
井
 
年
 
美
 

【
平
成
三
年
度
】
 

副
 

会
 

長
 
渡
 
辺
 
恭
二
郎
 

会
 

計
 
関
 

秀
 

ク 

柏
 
木
 
美
千
枝
 

庶
 

務
 
大
 
塚
 
清
 
美
 

ク 

佐
 
野
 
喜
美
子
 

庶 会 会 

計 

監 

務 計 査 

大 籏 関 

塚 持 

清 幸 秀 恭 

美 子 一・ 郎 

委交委環 

畷瞳 
長全長備 

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
 

委
 

員
 

長
 

畑 清 

山 水 

常 

簇 

持 

【
平
成
 
四
 
年
度
】
 

副
 

会
 

長
 
渡
 
辺
 

幸 
り

】

 

●

一

 

「円 

d
H
 

代
 

研
修
委
員
長
 
佐
 
藤
 
幸
 
子
 

委交委保 

健

、

賄

 
斉
 
藤
 
重
 
子
 

員豊 
捺
 
畑
 
山
 
常
 
代
 

長
 
？
 

l
 

l
 

イ
 

【
平
成
五
年
度
】
 

副
 

会
 

長
 
関
 

庶
 

ク
 

務 

畑 大 

山 塚 

秀 清
 
美
 

常
 
代
 

研
修
委
員
長
 
津
 
乗
 
し
を
り
 

難
声
，
）
 
斉
 
藤
 
重
 
子
 

醐
境
、
m

難
 
坂
 
本
 
敬
 
幸
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富
士
根
南
中
 
P
T
A

・
後
援
会
役
員
名
簿
（
昭
和
五
＋
」
犀
5
平
成
四
年
）
 

【
昭
和
五
十
三
年
】
 

P
 

T
 

A
 

厚
生
委
員
 

校
外
指
導
委
員
 

保
体
委
員
 

教
養
委
員
 

体

育

後

援

会

 
委
 

員
 

【
昭
和
五
＋
四
年
】
 

P
 

T
 

A
 

企
画
委
員
 

厚
生
委
員
 

校
外
指
導
委
員
 

研
修
委
員
 

体

育

後

援

会

 
副

会

長

 

【
昭
和
五
十
五
年
】
 

P
 

T
 

A
 

企
画
委
員
 

厚
生
委
員
 

校
外
指
導
委
員
 

保
体
委
員
 

体

育

後

援

会

 
副

会

長

 

委
 

員
 

渡

井

勝

義

 

坂

上

 

孝
 

佐

野

栄

三

 

鈴

木

光

義

 

武

田

次

広

 

渡

井

 

勝
 

山

村

一

郎

 

鈴
木
基
一
 

鈴

木

 

光
 

佐

野

達

也

 

佐

野

正

躬

 

鈴

木

利

範

 

山

村

】

郎

 

鈴
木
基
一
 

渡

井

梅

生

 

佐

野

達

也

 

【
昭
和
五
＋
六
年
】
 

P
 

T
 

A
 

副

会

長

 
佐

野

正

躬

 

厚
生
委
員
 
鈴

木

利

範

 

校
外
指
導
委
員
 
山

村

一

郎

 

保
体
委
員
 
鈴
木
基
一
 

研
修
委
員
 
須

田

和

夫

 

体

育

後

援

会

 
委
 

員
 
小

林

英

夫

 

佐

野

達

也

 

【
昭
和
五
十
七
年
】
 

P
 

T
 

A
 

副

会

長

 

厚
生
委
員
 

校
外
指
導
委
員
 

保
体
委
員
 

研
修
委
員
 

体

育

後

援

会

 
副

会

長

 

委
 

員
 

【
昭
和
五
十
八
年
】
 

P
 

T
 

A
 

佐

野

正

躬

 

鈴

木

利

範

 

村

松

政

光

 

佐
野
昭
一
一
 

須

田

和

夫

 

鈴

木

利

範

 

小

林

英

夫

 

渡
辺
 

実
 

副

会

長

 
佐

野

正

躬

 

厚
生
委
員
 
伊
藤
堅
一
 

波
多
野
忠
子
 

校
外
指
導
委
員
 
村

松

政

光

 

村
松
信
一
 

保
体
委
員
 
伊

沢

文

子

 

桐

部

清

子

 

研
修
委
員
 
渡

井

恒

夫

 

秋
山
 

亘
 

体

育

後

援

会

 
副

会

長

 
鈴

木

利

範

 

委
 

員
 
渡
辺
 

実
 

小

林

英

夫

 

仲
上
 

守
 

【
昭
和
五
十
九
年
】
 

P
 

T
 

A
 

副

会

長

 
佐

野

正

躬

 

厚
生
委
員
 
伊
藤
堅
．
一
 

波
多
野
忠
子
 

校
外
指
導
委
員
 
小

山

邦

彦

 

村
松
信
一
 

保
体
委
員
 
伊

沢

文

子

 

桐

部

清

子

 

研
修
委
員
 
渡

井

恒

夫

 

竹
川
耕
一
 

体

育

後

援

会

 
副

会

長

 
鈴

木

利

範

 

委
 

員
 
渡
辺
 

実
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貝
 
渡

井

 

寛
 

有

賀

光

寿

 

【
昭
和
六
＋
年
】
 

P
 

T
 

A
 

企
画
委
員
 
時

田

桂

治

 

厚
生
委
員
 
伊
藤
堅
一
 

波
多
野
忠
子
 

校
外
指
導
委
員
 
小

山

邦

彦

 

有

賀

光

寿

 

保
体
委
員
 
佐

野

清

治

 

平

元

徳

任

 

研
修
委
員
 
竹
川
耕
一
 

鈴

木

俊

男

 

体

育

後

援

会

 
副

会

長

 
鈴

木

利

範

 

委
 

員
 
深

沢

重

夫

 

渡
辺
 

渡

井

 

佐

野

 

護寛要 

【
昭
和
六
＋
一
年
】
 

P
 

T
 

A
 

厚
生
委
員
 
柏

木

可

之

 

鈴

木

 

勝
 

校
外
指
導
委
員
 
小

林

良

汎

 

有

賀

光

寿

 

保
体
委
員
 
佐

野

清

治

 

平

元

徳

任

 

研
修
委
員
 
竹
川
耕
一
 

鈴

木

俊

男

 

体

育

後

援

会

 
副

会

長

 
鈴

木

利

範

 

委
 

員
 
渡
辺
 

要
 

深

沢

重

夫

 

門

西

政

光

 

渡

辺

好

清

 

佐

野

 

護
 

小

林

 

勝
 

【
昭
和
六
＋
二
年
】
 

P
 

T
 

A
 

厚
生
委
員
 
秋
山
 

徹
 

佐
野
 

勲
 

校
外
指
導
委
員
 
後

藤

英

和

 

小

林

良

汎

 

保
体
委
員
 
黒
岩
伸
一
 

岸
 

和
子
 

研
修
委
員
 
渡
辺
と
し
こ
 

渡

辺

孝

之

 

体

育

後

援

会

 
副

会

長

 
佐
野
 

護
 

委
 

員
 
乗

松

正

夫

 

蛭

川

勝

司

 

門

西

政

光

 

小

林

年

子

 

内

山

恭

 

渡

辺

好

清

 

【
昭
和
六
＋
」
犀
】
 

P
 

T
 

A
 

企
画
委
員
 
渡
井
似
登
子
 

厚
生
委
員
 
工

藤

保

夫

 

佐

野

照

身

 

校
外
指
導
委
員
 
後

藤

英

和

 

渡
辺
勇
一
一
 

保
体
委
員
 
黒
岩
伸
一
 

岸
 

隆
夫
 

研
修
委
員
 
渡
辺
と
し
こ
 

渡

辺

良

子

 

体

育

後

援

会

 
副

会

長

 
佐
野
 

護
 

委
 

員
 
内

山

恭

三

 

渡

辺

好

晴

 

佐

野

安

雄

 

柏

木

由

巳

 

乗

松

正

夫

 

蛭

川

勝

司

 

【平 

成
 
元
 
年】 

P
 

T
 

A
 

企
画
委
員
 
渡
井
似
登
子
 

厚
生
委
員
 
工

藤

保

夫

 

佐

野

照

身
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校
外
指
導
委
員
 
木

下

一

夫

 

渡
辺
勇
一
一
 

保
体
委
員
 
白

尾

政

巳

 

西

方

義

典

 

研
修
委
員
 
四

條

俊

雄

 

佐
野
 

体

育

後

援

会

 
副

会

長

 
佐
野
 

委
 

員
 
佐

野

 

佐

野

 

広 正 護 誠 

芦

沢

英

機

 

佐

藤

一

夫

 

柏

木

由

巳

 

山

本

 

晃
 

望

月

行

則

 

【平 

成
一
－
年
】
 

P
 

T
 

A
 

企
画
委
員
 
渡
井
似
登
子
 

厚
生
委
員
 
佐

野

 

勉
 

佐

野

辰

巳

 

校
外
指
導
委
員
 
木

下

一

夫

 

伊

藤

嘉

英

 

保
体
委
員
 
白

尾

政

巳

 

西

方

義

典

 

研
修
委
員
 
四

條

俊

雄

 

佐

野

 

誠
 

体

育

後

援

会

 
副

会

長

 
望

月

行

則

 

委
 

員
 
小

野

 

尚
 

遠

藤

福

夫

 

佐

野

 

充
 

村
松
健
一
一
 

小

林

 

仁
 

遠

山

幸

恵

 

山
本
 

晃
 

【平 

成
 
三
 
年】 

P
 

T
 

A
 

企
画
委
員
 
並

木

富

蔵

 

厚
生
委
員
 
芹

沢

由

美

 

佐

野

 

勉
 

校
外
指
導
委
員
 
青

島

 

秀
 

伊

藤

嘉

英

 

保
体
委
員
 
木

内

 

力
 

上

原

幸

雄

 

研
修
委
員
 
四

條

俊

雄

 

府

川

弘

枝

 

体

育

後

援

会

 
副

会

長

 
望

月

行

則

 

委
 

員
 
大

村

匡

俊

 

佐

野

邦

生

 

小

玉

和

弘

 

佐

野

 

充
 

鈴

木

将

夫

 

大
野
修
一
一
 

岡

野

吉

伸

 

森
 

勇
治
 

伊

藤

栄

司

 

【平 

成
 
四
 
年】 

P
 

T
 

A
 

企
画
委
員
 
並

木

富

蔵

 

厚
生
委
員
 
小
岱
 

満
 

芹

沢

由

美

 

校
外
指
導
委
員
 
柚

木

啓

子

 

後
藤
よ
し
こ
 

保
体
委
員
 
木
内
 

力
 

上

原

幸

雄

 

研
修
委
員
 
伊

藤

佳

子

 

渡
辺
ひ
で
こ
 

体

育

後

援

会

 
庶
務
会
長
 
岡

野

吉

伸

 

委
 

員
 
武
弓
伸
一
 

竹
内
 

昇
 

足

立

正

英

 

鈴

木

将

夫

 

堤
 

善
徳
 

平

井

友

義

 

稲
葉
詳
一
一
 

佐
野
 

勉
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恵
ま
れ
た
自
然
環
境
 

大
岩
三
区
に
育
つ
 

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
 

I 

オオムラサキ飼育の歩み 

S54. 45 1 

S55. 5. 3 

S 56. 10 

11.5 

S57. 1 、 16 

1 、 18 

4 

5、 6 

6、 26 

753 

S58. 3、27 

6、 25 

S59. 6、23 

S60. 6、22 

S615 6、21 

8.9 

S62. 6.20 

S63. 5. 7 

6、 23 

Hi. 6、26 

8、 4 

H 2. 5、22 

6、 18 

9、20 

富士見ノ」学槻臓 

校歌ll剖淀 

5年2組ェノキ学級でオオム 

ラサキの追求力始まる 

学級代表力浮紙を広島県I律い 

市役所、京都Il;f梶早ミ郡南止砺父 

村役場に発送 

奈良県野生生物保護委員会代 

表者ら9人が来校,榎の苗3W 

本と幼虫持参 

飼育観察活動を開始 

オオムラサキ飼育委員会を発 

足。全校児童で見守る 

手づくり観察ノ」渥完成,ォォ 

ムラサキ飼育ー円募金児童会 

で承認、実施 

第l回放蝶集会。奈良野生生 

物保護委員会、谷次・樋口君 

来校 

オオムラサキ賛歌を下条の医 

師・井出吉彦が作詞 

卒業記念の飼育j」渥完成 

第二回放蝶集会 

第三回が幽鷺員会 

第四I亘倣蝶集会 

第五垣倣蝶集会 

オオムラサキ保護の会、樋口 

さん（柱損県）、秋山さん（奈 

良県）来校 

第ノ 回‘‘ドJ三A 

PTAオオムラサキ特矧委員 

会発足 

第七回放蝶集会。父母参観を 

兼ねて、親子で実施 

第八回放蝶集会 

児童・PTA、山梨県長坂町 

へ郷絵 

乗6の協力で大ェノキの幼虫 

さなぎ採し 

第九」動攻●躯Iミ会 

瀬引ウィスコンシン州視察団 

来校,幼虫観察 

回‘‘ドJ三 

放 蝶 集 会 
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旧北山村 

1 

~日富士根村 

昭和30年（1955) 4月1日 
富士宮市と富士根村の合併 

、
 
－
丘
 

‘
、
、
i
F

富
 

、l

市
町
1
 

富
旧
 

旧
く
 お

 



富士根村成立と沿革の大要 

本村の創成は、その年代は詳かにしないが、村内村山に鎮座する浅間神社（旧県社）の社伝 

に、人皇第5代孝昭天皇の2年（西暦475）春3 月、富士山水精ケ岳に創建せられ、大宝元年（7 

0]）現今の地に還され、延暦24年（805）田村磨将軍をして殿宇を造営せしむ云々とあリ、また 

総国風土記に日く「村山神社祭神別雷神也活目入彦五十狭茅天皇之御宇祭之」と記されているが、 

いま是等の記録によって惟うに現在を距るL200有余年前すでに村落を形成していたもののよう 

である。 

往古に於ける行政上の如何は文書の徴すべきものがないが、人皇13代成務天皇の4年（134) 

初めて諸国に国造、県主を置き、人皇36代孝徳天皇の大化2年（646）改新の大詔を発し、地方 

の国造‘県主を廃して国司・郡司を置いてその長官たらしめ、地方治政の任に当らしめた。降っ 

て文治2年（1186）源頼朝66ケ国の総追捕使となリ諸国に守護を置き、荘園に地頭を置くとある 

が庄名・郡名は当時の行政区割であって荘園は即ち朝廷より勲功ある者に与えられた公領であり、 

郷は国司の治下に属した国領であろう。以来政治は悉〈鎌倉幕府の沙汰に出で、国司の下向永く 

絶え、受領は空しく名のみの存在となって了った。後醍醐天皇の元弘3年（1331）春、駿河国を 

脇屋義助に給い、建武2年（1335）今川範国が当国に移封せられてより、その子孫代々職を襲い 

氏員没落の後武田信玄に属した。（駿国雑誌）蓋し足利氏の末、群雄割拠の時代に在っては、領 

主―定せず或は今川氏の命を奉じ、或は武田氏の令を聽き、或は北条氏に貢献する等、その錯乱 

の状況は郡内旧家の古文書に徴しても明らかである。 

徳川家康海内を統一するに及び元和2年（1616) 5月晦日駿遠52万石は徳川頼信の所領となり、 

同5年紀伊移封の後幕府の公領に帰すること7年、寛永2年（1625）正月11日、大納言忠長の治 

下に入り、その後再び幕領となり、代官役所を置き、各旗本の分領するところとなった。 

慶応3年（1867) 10月14日、将軍徳川慶喜大政を奉還するや、明治元年（1868) 9月4 日静岡 

藩の所領となリ、沼津郡役所の支配に属し、同4 年（1871）廃藩置県の布告によって静岡県の管 

轄下に帰し、富士郡一円は第2 大区と称し、 5小区に分って本村はその4小区中に編入せられ区 

長戸長を置いて管内の事務を管理せしめた。同10年（1877）更に大区取扱所を吉原町に設置し、 

各区内の事務を統括せしめ、12年3 月大小区を廃して郡役所を置き、各村に戸長役場を設けた。 

17年（1884) 7月組合役場制となり現今の鷹岡町の内、大字入山瀬、久沢、天間及び富士根村全 

部を行政区域とし、天間村外七ケ村戸長役場と称え、戸長を官選してその事務を執らしめた。明 

治22年（1889）町村制施行の際、入山瀬、久沢、天間を離れ、小泉、杉田；大岩、粟倉、村山の 

5 ケ村を以て一自治区とし、村名を富士根村と称し、大宇小泉に富士根村役場を設置、ほどなく富士 

根村と称し、昭和30年（1955) 4月1日富士宮市に合併して今日に至った。 

因に中古の行政区域の概略及び幕末頃の旧村内分領の大要は、次のとおりである。 

1 、庄名 小泉庄 

2、郷名 小泉郷 杉田郷 神成郷 

註1．中古は何郡何庄何郷何村と記したもののようである。 

2. r富士根村」という村名は、村山浅間神社向拝正面篇額に「富士根本宮」とあるのをとったも 

のと言われている。（年代筆者不詳。） 

（かなもり やすひこー富士宮市若の宮町58~番地） 
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富士根村の昔と「富士根駅」 

明治22年、新編成による小泉村、大岩村・杉田村・粟倉村・村山村の5 ケ村が合体して、富士 

根村として発足、およそ66年を経、昭和30年4 月富士根村の幕を閉じて新市富士宮市となってか 

ら、早〈も37年が経ちました。 

日々忘れ去られつつある故郷「村」について再認識しようと試みてはみたものの、中々難しい 

作業、そして村の歴史に全く疎い事に気付いたものでした。ともあれ古老、先輩達の話しや、文 

献探しなど取リかかってはみたものの、結局は諸先生方の労作、その集大成としての「富士宮市 

史」にあらためて敬服したものであります。 

さて、そこで仲間と、どんな小さな事でも語リ継ぎたいものを探そうと相談、ここに村に関る 

2, 3を紹介し参考に供したいと思います。 

1、富士根村旧石高と幕末時の領主 
I日村名 小 字 名 領 主 石 高 貫米高 

小泉村 

下小泉村・東組 牧 野 伝 蔵 
石 l●合 

262.504 
石 斗，‘ 

81,273 

上小泉村 高 木 左 京 巧0,178 121,393.6 

三ッ室 玉虫八左衛II'I 48.992 14,844.5 

下小泉村西組 高 木 左 京 230.800 111.938 

元若宮村 玉虫八左衛門 190. 526 57,7四，3 

小泉の内（不詳） 村山浅間神社 11.000 

" 久 遠 寺 40,000 

大岩村 

三ノ輪．廿l水 松平妥女iE 59.482 15. 498 

玉木平．峯谷戸 玉虫八左衛門 25.015 7,581.7 

丸谷戸、時Hl、大岩 大森錦次郎 370,075 95,000 

杉田 村 杉田ー円 秋山安房守 250.974 27.950 

集倉村 

上粟倉、下粟倉、ニ又 松平妥女正 112. 507 31,243.2 

石原 岡部証次郎 113 .011 9,046 

各小字に介在 江川太郎左エ門 14,113 3,565 

村山村 

Hili 村山浅間神社 55.000 、‘ー 

！
ー
J
 

に
J
 4
 

叩
 
0
 

神成 " 64,900 

木伐山 " 63.900 

社領 
' " 

10,700 

2、富士身延鉄道の開通と「富士根駅」 

明治45年富士身延鉄道株式会社が創立されるや、村の指導者は事の重大性を認識、本村内へ 

の停車場の設置の運動を展開、村当局から起業者への要請と陳情、資材搬入と製品出荷の便に 

直接利害を伴う富士製紙への働きかけ等を実施、当時村内の有力者達を中心に、伊藤長太郎、 

秋山忠平、菅沼与五郎、土谷熊太郎の4氏が交渉委員となって再三上京、その成果として駅名 

その他具体的内容を盛り込んだ覚書が交換されました。大正2年3月のことです。 

駅舎の位置は地形上富士根地内では困難の為に、鷹岡側に設けられたものの、駅の名称は 

「富士根駅」となリ、貨車滞留の構内の多くは富士根分とするなどこの覚書に明記され、この 

覚書は実行に移されてきました。 

因に、現JR身延線は、大正2年7 月富士～大宮町間が開通し、大正9年5月身延までが開 

通、昭和2年6 月電化して汽車から電車に、昭和3年甲府まで全線開通して中央線と接続、以 

来重要な役割を果しております。ことほど左様に駅名一つにも先人の苦労が偲ばれます。 

（すずき まさひこー富士宮市小泉IJ3番地の3) 
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今
 

昔
 

話
 

関
東
大
地
震
と
水
遊
び
 

私
が
八
歳
の
時
、
時
田
橋
の
南
側
に
川
を
せ
き
止
め
た
所
が
あ
り
、
 

当
時
、
部
落
の
子
供
達
の
水
遊
び
場
所
で
し
た
。
い
つ
も
と
変
り
な
く
 

水
遊
び
を
し
て
い
る
と
、
突
然
A
子
ち
ゃ
ん
が
「
川
を
こ
ん
な
に
揺
っ
 

て
は
こ
ま
る
。
」
と
、
地
震
と
は
知
ら
ず
わ
め
い
た
。
水
が
、
体
が
揺
 

れ
、
い
つ
も
と
違
う
と
感
じ
た
時
、
崖
か
ら
大
き
な
石
が
三
つ
四
つ
落
 

ち
て
き
た
。
皆
、
悲
鳴
を
あ
げ
て
逃
げ
ま
し
た
。
幸
い
け
が
は
あ
り
ま
 

せ
ん
で
し
た
。
 

お

伊

勢

塚

 

時
田
八
幡
宮
の
南
側
に
御
伊
勢
塚
が
あ
り
、
当
時
青
年
は
伊
勢
参
り
 

を
あ
こ
が
れ
と
し
て
い
た
。
そ
し
て
伊
勢
参
り
の
際
は
、
こ
の
御
伊
勢
 

塚
に
お
参
り
し
出
発
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
馬
に
紅
白
の
手
綱
と
 

飾
り
の
つ
い
た
胴
衣
を
着
せ
て
、
鈴
を
鳴
ら
し
な
が
ら
御
参
り
し
た
と
 

の
話
を
聞
く
。
又
そ
の
塚
に
お
参
り
を
し
て
、
お
伊
勢
参
り
の
代
わ
り
 

と
し
た
様
で
す
。
 

大
岩
子
安
神
社
と
舞
々
木
 

昔
舞
々
木
橋
は
な
く
、
雨
が
降
る
と
川
を
渡
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
 

し
た
。
大
岩
子
安
神
社
へ
お
参
り
に
来
た
神
官
が
雨
の
為
川
を
渡
る
事
 

が
出
来
ず
、
大
き
な
榎
の
下
で
の
り
と
を
上
げ
て
、
巫
女
が
舞
い
を
舞
っ
 

て
お
参
り
を
済
ま
せ
た
。
大
き
な
榎
の
下
で
舞
い
を
舞
っ
た
こ
と
か
ら
、
 

舞
々
木
と
地
名
が
つ
い
た
と
云
う
話
を
聞
い
て
い
る
。
 

水
 
遊
 
び
 

川
を
せ
き
止
め
そ
こ
で
泳
い
だ
も
の
だ
。
場
所
は
榎
橋
の
北
側
と
南
 

側
の
ニ
ケ
所
で
ど
ち
ら
も
湧
水
が
あ
り
、
川
幅
も
狭
く
、
川
を
せ
き
止
 

め
る
に
は
良
い
場
所
で
あ
っ
た
。
 

石
積
み
、
土
運
び
な
ど
、
せ
き
止
め
作
業
を
手
伝
わ
な
い
と
泳
が
せ
 

て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
又
大
雨
が
降
る
と
よ
く
流
さ
れ
た
も
の
だ
。
 

む
か
し
の
遊
び
 

お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
人
達
、
当
時
の
 

遊
び
を
紹
介
し
て
お
き
ま
す
。
 

コ
マ
ま
 

わ
し
（
木
製
コ
マ
、
鉄
の
輪
を
は
め
る
コ
 

マ
、
ベ
ー
ゴ
マ
）
め
の
う
（
ビ
ー
玉
）
め
 

ん
こ
、
馬
の
り
、
凧
上
げ
（
自
作
品
）
模
 

型
飛
行
機
（
自
作
品
）
羽
根
っ
子
お
じ
や
 

み
（
お
手
玉
）
お
は
じ
き
、
い
っ
す
ん
こ
、
根
っ
釘
、
紙
で
作
っ
た
着
 

せ
替
え
人
形
、
ち
ん
ば
た
、
カ
ン
ケ
リ
、
か
く
れ
ん
ぼ
、
ま
ま
ご
と
 

（
お
こ
ん
ば
）
、
い
ろ
は
カ
ル
タ
、
す
ご
ろ
く
等
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
遊
 

び
の
道
具
も
ほ
と
ん
ど
自
分
達
で
作
っ
て
遊
び
ま
し
た
。
作
る
こ
と
自
 

体
も
遊
び
で
し
た
。
上
級
生
、
下
級
生
が
一
緒
に
な
っ
て
屋
外
で
遊
ぶ
 

こ
と
が
多
か
っ
た
。
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一
人
で
遊
ぶ
よ
り
も
、
必
ず
「
〇
〇
ち
ゃ
ん
、
遊
ぽ
う
」
と
友
達
を
 

誘
っ
た
り
し
て
い
る
内
に
い
つ
の
間
に
か
五
人
、
十
人
と
集
ま
り
遊
び
 

ま
し
た
。
大
勢
で
遊
ぶ
内
に
、
リ
ー
ダ
ー
が
出
来
、
上
級
生
、
下
級
生
 

の
役
割
が
自
然
と
生
ま
れ
ま
し
た
。
 

大
人
社
会
と
は
別
に
、
子
供
社
会
が
成
り
立
ち
、
遊
び
の
中
か
ら
、
 

次
代
を
担
う
心
構
え
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
 

今
の
子
供
は
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
1
人
遊
び
 

が
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
 

（
編
集
委
員
会
）
 

昔
 
の
 
遊

び

 

昔
の
遊
び
に
つ
い
て
何
か
 

、
と
の
こ
と
。
丸
い
低
い
鼻
を
赤
く
 

し
、
ホ
ッ
ぺ
に
ひ
び
を
切
ら
せ
、
茜
い
ろ
に
染
ま
っ
た
山
の
稜
線
に
落
 

ち
よ
う
と
し
て
い
る
大
き
な
太
陽
を
背
に
「
明
日
も
天
気
に
な
あ
れ
」
 

と
、
チ
ョ
ン
と
足
首
を
天
に
向
け
下
駄
を
と
ば
せ
な
が
ら
背
中
を
ま
る
 

め
家
に
駆
け
込
ん
だ
頃
が
ま
だ
つ
い
昨
日
の
こ
と
か
の
よ
う
に
私
の
心
 

は
踊
り
始
め
て
し
ま
っ
た
。
 

カ
ン
ケ
リ
、
チ
ン
パ
タ
チ
ン
パ
タ
、
ケ
ン
ケ
ン
パ
、
又
木
陰
で
は
わ
 

ら
で
編
ん
だ
ゴ
ソ
ゴ
ソ
の
ご
ざ
を
敷
い
て
お
こ
ん
ば
（
マ
マ
ゴ
ト
）
や
、
 

着
せ
替
え
人
形
、
そ
し
て
「
鬼
ご
っ
こ
す
る
も
の
こ
の
指
止
ま
れ
」
と
 

歌
い
な
が
ら
大
空
高
く
つ
き
上
げ
た
指
に
群
が
る
よ
う
に
つ
か
ま
り
 

「
は
ー
な
せ
」
 

「
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ポ
ン
」
と
始
め
た
鬼
ご
つ
こ
や
か
く
れ
 

ん
ぼ
 

。 
一
番
高
い
は
富
士
の
山
、
二
は
ニ
ワ
ト
リ
コ
ケ
コ
ッ
コ
、
 

三
は
咲
い
た
か
桜
花
、
四
は
 

と
歌
い
な
が
ら
落
と
し
て
は
拾
い
、
 

拾
っ
て
は
落
と
し
く
り
返
し
た
お
じ
ゃ
み
。
で
も
ね
、
私
の
－
番
お
気
 

に
入
り
は
い
ち
だ
ん
ご
し
（
ゴ
ム
と
び
）
、
昔
は
袋
の
よ
う
な
大
き
な
 

パ
ン
ツ
は
い
て
た
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
。
そ
の
ゴ
ム
が
切
れ
る
と
 

入
れ
替
え
る
白
い
平
た
い
ゴ
ム
が
い
つ
も
針
箱
に
入
っ
て
い
た
も
の
で
 

し
た
。
そ
れ
を
母
か
ら
せ
し
め
い
つ
も
ポ
ッ
ケ
に
し
の
ば
せ
て
い
た
も
 

の
で
し
た
。
そ
れ
を
木
や
電
柱
に
ま
わ
し
、
二
本
に
し
て
 
「
芝
刈
り
縄
 

な
い
、
わ
ら
じ
を
つ
く
り
、
親
の
手
助
け
弟
を
世
話
し
、
兄
弟
仲
良
く
 

孝
行
を
尽
く
し
、
手
本
は
ニ
ノ
宮
金
次
郎
」
と
歌
い
な
が
ら
、
二
本
の
 

ゴ
ム
の
間
に
足
を
入
れ
て
は
戻
し
、
す
く
っ
て
は
戻
し
だ
ん
だ
ん
ス
ピ
ー
 

ド
を
上
げ
て
ゆ
く
の
で
す
。
又
次
は
両
は
し
を
持
っ
て
、
ヒ
ラ
ヒ
ラ
し
 

て
る
ス
カ
ー
ト
の
す
そ
が
ゴ
ム
に
触
れ
な
い
よ
う
に
、
人
さ
し
指
と
中
 

指
で
チ
ョ
イ
チ
ョ
イ
と
パ
ン
ツ
の
ゴ
ム
に
は
さ
み
込
み
、
深
呼
吸
し
全
 

力
で
走
り
と
び
越
し
だ
ん
だ
ん
高
く
し
て
ゆ
く
の
が
う
れ
し
く
て
。
あ
、
 

そ
う
そ
う
、
私
の
得
意
な
ま
り
つ
き
も
あ
り
ま
す
。
と
て
も
色
の
美
し
 

い
か
わ
い
い
ボ
ー
ル
を
両
手
両
足
 

で
あ
や
つ
り
、
 

「
イ
モ
屋
の
オ
バ
 

サ
ン
イ
モ
ち
ょ
う
だ
い
」
 

「
ニ
ン
 

ジ
ン
屋
」
 

十
箱
（
重
箱
）
屋
 

と
歌
い
な
が
ら
、
最
後
に
股
を
く
 

ぐ
ら
せ
腰
を
ク
ッ
と
曲
げ
お
し
り
 

に
送
り
、
ス
カ
ー
ト
で
包
み
込
む
 

よ
う
に
し
て
つ
か
ま
え
る
の
で
す
。
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途
中
つ
ぶ
れ
る
と
次
の
子
の
番
、
次
に
番
が
来
る
と
つ
ぶ
れ
た
所
か
ら
 

や
り
直
し
、
だ
ん
だ
ん
歌
を
長
く
し
て
ゆ
く
。
こ
う
し
て
い
つ
も
隣
近
 

所
集
団
で
遊
ん
で
い
た
の
で
す
。
お
腹
が
す
く
と
、
ホ
ヤ
ホ
ヤ
の
お
さ
 

つ
、
そ
し
て
葉
の
落
ち
た
木
に
つ
る
さ
が
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
柿
の
 

ズ
ク
（
熟
し
た
も
の
）
こ
れ
が
最
高
の
お
や
つ
で
し
た
。
私
に
と
っ
て
 

た
ま
ら
な
く
郷
愁
を
そ
そ
る
柿
の
ズ
ク
が
お
目
見
え
す
る
す
て
き
な
季
 

節
が
又
そ
っ
と
歌
い
始
め
て
い
ま
す
。
●
 

（
伊
藤
奎
子
）
 

「
 

（

、

 

テ
ー
プ
を
荷
っ
て
古
老
に
聞
く
、
A
正
日
ば
な
し
の
中
、
昔
大
岩
地
区
に
 

大
岩
教
室
が
あ
っ
た
と
言
う
話
を
聞
き
、
早
速
図
書
館
で
調
べ
た
旧
富
 

士
根
村
沿
革
よ
り
記
す
。
 

小
学
校
教
育
の
始
ま
り
 

学
校
の
最
初
は
 

明
治
 
八
 
年
二
月
 
小
泉
字
中
の
土
手
に
小
学
小
泉
舎
を
 

明
治
 
八
 
年
七
月
 

明
治
十
三
年
一
月
 

明

治

十

四

年

 

明
治
十
九
年
四
月
 

明
治
二
十
二
年
 

明
治
二
十
四
年
一
月
 

明
治
二
十
四
年
 

明
治
二
十
五
年
七
月
 

明
治
二
十
七
年
 

杉
田
字
丸
塚
に
小
学
有
東
洞
を
設
置
し
た
こ
と
 

に
始
ま
る
。
 

小
泉
舎
は
小
泉
字
向
原
に
校
舎
を
新
築
移
転
 

有
東
洞
を
富
士
郡
第
十
七
学
区
、
村
立
杉
田
舎
 

と
改
称
 

こ
の
両
校
を
廃
し
て
、
天
間
村
の
富
士
郡
第
十
 

学
区
、
村
立
尋
常
小
学
譜
暢
舎
に
併
合
、
通
学
 

の
便
宜
上
、
尋
常
一
、
二
学
年
を
教
授
す
る
分
 

教
場
を
旧
小
泉
舎
及
び
旧
杉
田
舎
に
お
い
た
。
 

町
村
制
施
行
に
よ
り
、
小
泉
、
杉
田
、
大
岩
、
 

粟
倉
、
村
山
の
五
ケ
村
を
合
併
し
て
、
一
自
治
 

区
を
構
成
し
、
村
山
の
旧
神
成
舎
を
以
っ
て
富
 

士
根
尋
常
小
学
校
と
定
め
て
、
第
一
分
教
室
を
 

杉
田
安
養
寺
内
に
、
第
二
分
教
室
を
小
泉
西
原
 

一
八
九
九
番
地
に
設
け
た
。
 

小
泉
分
教
室
は
、
富
士
根
村
役
場
と
共
に
火
災
 

に
罹
っ
て
焼
失
。
 

小
泉
字
若
宮
神
山
某
宅
を
一
時
借
用
し
仮
教
室
 

と
し
て
 

小
泉
字
下
宿
一
八
番
地
に
移
転
し
、
富
士
根
尋
 

常
小
学
校
と
改
称
し
、
 

小
泉
字
代
官
屋
敷
二
二
〇
八
番
地
の
二
に
校
舎
 

を
新
築
移
転
、
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明
治
三
十
二
年
 

更
に
西
小
泉
大
西
に
移
っ
た
。
 

一
方
大
岩
区
は
 

明
治
 
九
 
年
九
月
 
大
宮
町
万
野
原
新
田
と
合
し
て
、
一
学
区
と
な
 

り
、
万
野
字
五
本
松
に
校
舎
を
新
築
、
第
二
小
 

学
区
二
番
中
学
区
九
十
六
番
小
学
五
松
舎
と
称
 

し
て
児
童
を
通
学
せ
し
め
た
が
、
区
域
広
範
す
 

ぎ
て
、
通
学
に
不
便
の
み
な
ら
ず
、
多
少
人
情
 

の
相
違
か
ら
 

明

治

十

三

年

 

遂
に
分
離
し
て
、
大
岩
に
一
校
を
設
け
た
。
然
 

し
監
督
当
局
は
、
分
離
の
不
利
益
を
説
い
て
、
 

学
区
の
分
割
を
認
め
ず
、
止
む
な
く
当
区
の
独
 

力
を
以
っ
て
経
営
し
て
き
た
が
、
も
と
よ
り
公
 

然
た
る
小
学
校
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
 

た
か
ら
、
設
備
、
そ
の
他
も
不
十
分
で
そ
の
筋
 

の
監
督
を
受
け
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
然
る
に
、
 

明

治

十

五

年

 

学
区
改
正
の
際
、
大
岩
は
、
天
間
、
久
沢
、
入
 

山
瀬
、
小
泉
、
杉
田
、
村
山
、
粟
倉
の
七
ケ
村
 

と
共
に
第
十
学
区
に
指
定
さ
れ
、
天
間
へ
本
校
 

か
い
よ
う
 

諧
暢
舎
を
置
き
、
村
山
に
そ
の
分
校
が
設
け
ら
 

れ
る
に
及
ん
で
、
大
岩
、
粟
倉
は
神
成
舎
に
属
 

し
、
便
宜
上
従
来
の
大
岩
教
場
は
神
成
舎
の
分
 

教
室
と
な
っ
た
。
 

明
治
二
十
二
年
 

町
村
制
施
行
に
際
し
、
旧
五
ケ
村
を
合
併
し
て
 

明
治
二
十
四
年
四
月
 

明
治
二
十
五
年
四
月
 

明
治
二
十
五
年
七
月
 

明
治
三
十
一
年
六
月
 

明
治
三
十
四
年
 

富
士
根
村
を
創
立
す
る
に
当
っ
て
、
学
区
変
更
 

の
必
要
性
を
生
じ
、
県
当
局
よ
り
大
岩
区
に
富
 

士
根
小
学
校
を
設
置
す
べ
く
指
定
さ
れ
た
に
も
 

拘
わ
ら
ず
、
当
時
村
会
の
決
議
に
よ
っ
て
当
分
 

の
間
村
山
の
神
成
舎
を
以
っ
て
富
士
根
尋
常
小
 

学
校
と
定
め
、
小
泉
杉
田
に
各
分
教
室
を
設
け
、
 

大
岩
は
従
前
通
り
村
山
本
校
の
直
轄
分
教
場
と
 

な
っ
た
。
然
し
大
岩
区
民
は
切
に
県
令
の
指
定
 

に
基
い
て
、
大
岩
区
へ
独
立
校
を
設
置
す
べ
く
、
 

運
動
を
続
け
た
結
果
、
 

村
会
の
決
議
を
経
て
、
大
岩
一
円
上
小
泉
、
村
 

山
区
小
母
懐
、
杉
田
一
円
を
合
せ
て
、
一
学
区
 

と
し
、
富
士
根
尋
常
小
学
校
本
校
と
し
て
当
局
 

に
手
続
き
中
 

勅
令
第
二
一
五
号
に
よ
っ
て
、
小
学
校
組
織
を
 

こ
と
ご
と
く
改
造
し
、
小
泉
、
大
岩
、
村
山
の
 

三
ケ
所
に
各
々
独
立
の
尋
常
小
学
校
を
設
立
す
 

る
こ
と
に
な
り
、
 

大
岩
字
泉
平
一
五
一
五
番
地
に
校
舎
を
設
け
、
 

富
士
根
村
立
大
岩
尋
常
小
学
校
と
称
し
、
 

杉
田
区
と
合
併
し
て
校
舎
を
大
岩
字
出
水
一
七
 

四
九
番
地
に
移
し
た
。
 

時
の
村
長
成
田
武
次
郎
氏
は
、
年
来
の
懸
案
で
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あ
っ
た
、
三
小
学
校
を
統
一
し
て
一
校
組
織
に
 

す
べ
く
計
画
し
、
東
奔
西
走
協
議
を
重
ね
た
結
 

果
、
本
村
の
中
央
に
位
置
す
る
大
岩
出
水
一
五
 

六
二
番
地
に
富
士
根
村
立
尋
常
小
学
校
を
設
置
 

し
、
小
泉
、
村
山
、
両
区
に
分
教
場
を
置
く
こ
 

と
に
衆
議
を
一
決
、
そ
の
筋
の
認
可
を
得
る
に
 

至
っ
た
。
 

明
治
三
十
四
年
十
二
月
三
日
 
高
等
科
併
設
の
件
も
認
可
さ
れ
、
 

明
治
三
十
五
年
四
月
 
富
士
根
村
立
尋
常
高
等
小
学
校
に
改
め
ら
れ
 

大
正
 

三
 
年
 

現
在
地
小
泉
字
寺
前
一
二
五
〇
番
地
に
移
転
 

昭
和
十
」
ハ
年
四
月
一
日
 

国
民
学
校
令
に
よ
っ
て
、
富
士
根
国
民
学
校
に
 

改
め
 

昭
和
二
十
三
年
四
月
 
法
第
二
十
六
号
並
び
に
文
部
省
令
第
十
一
号
に
 

よ
っ
て
、
富
士
根
村
立
第
一
富
士
根
小
学
校
に
 

変
更
 

昭
和
三
十
年
四
月
一
日
 

富
士
宮
市
合
併
に
よ
っ
て
、
富
士
宮
市
立
富
士
 

根
南
小
学
校
に
改
称
。
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
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誓豆当 

、、 

▲昭和初期までの農家 

フ 

▲ 区画整理前水田時代宝田地区 

オ
ト
 

い
 
ま
 

む
か
し
 

平成4年3 月 

宝田区画整理完成後20号線ト 

昭和60年当時の20号線▼ 
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区誌発刊の経過 

平成4年9月10日 

9月17日 

10月10日 

11月21日 

12月19日 

12月21日 

平成5年1月17日 

1月25日 

1月30日 

2月20日 

3月19日 

時田区長及び前区長鈴木氏より区誌刊行の希望が出 

され、有志の方々がこれを検討し賛成の方向で進め 

ていくことにする。 

準備として区誌編集の経験者に色々の話を伺いにい 

く。 

フジ印刷社長に区誌刊行についての話を伺う。 

フジ印刷の社長に製本の値段について他地区で刊行 

されたものを例にして聞いてみる。 

鈴木幹男氏を編集長とし編集委員14名で区誌発刊に 

むけて行動を開始する。 

時田区長と編集長が市役所に行き、区誌刊行につい 

て協力をお願いする。 

各団体の担当者に原稿を依頼することとする。編集 

項目を定め委員が各分担してこれに当る。 

鈴木勘一氏に食糧統制時代の苦労話を伺い編集長が 

記事にまとめる。 

編集会議を開く。人員10名。編集会議は毎月第3土 

曜日とする。 

区誌は全区民の皆様に配布し、協力をお願いするこ 

ととする。 

編集長宅で区長各町内会長の名簿を作る。 

区内の石碑を調べ写真を撮って歩き、渡辺脩様に石 

造物、史跡などの色々アドバイスを受け、参考書な 

ど貸していただく。 

編集会議、人員8名。製本の資金について検討する。 

4編原稿がまとまり読む。 

編集会議、人員10名。フジ印刷との打合せをし、750 

から800冊作り、平成5年中を目標に今後の予定を 

立てる。 
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平成5年4月22日 

4月24日 

5月15日 

6月19日 

7月5日 

7月17日 

7月27日 

7月29日 

8月6日 

8月21日 

8月27日 

9月10日 

フジ印刷と原稿の割振や未提出原稿をチェックして 

一覧表を作る。 

編集会議、人員11名。製本費1冊ページ数によって 

3,000円から3,500円とする試案をだす。 

原稿の提出一覧表により未提出原稿の確認をする。 

4月区の総会の中で区長が区誌刊行について班長を 

通じて区民の皆様に協力して頂くように話をした。 

編集会議、人員9名。800冊製作して280万円とし区 

より100万円、市から30万円、区民の皆さんから60 

万円、特別寄付100万円と試算してみる。 

編集会議、人員7名。大分集まった原稿を担当者が 

読む。 

鈴木委員長宅で、 1部でき上ったゲラ刷の校正を行 

なう。 

編集会議人員9名。でき上った原稿を担当者が読み、 

未提出原稿の催促をする。 

区民館で校正を行なう。佐野正躬様が住居地図の原 

図を作ってくる。 

佐野康一様宅で年代の古い村会議員を探し、原稿に 

取入る。丸堤、忠魂碑、ゴミ置場の写真を撮る。 

午後3名にてフジ印刷に原稿を持って行き未提出原 

稿のチェック写真の組入。住居地図の説明する。 

フジ印刷へ行き原稿と写真の提出状況を確認する。 

編集会議、人員6名。次の集合を早く開いて委員全 

員の写真を撮る。区誌発刊の趣意書を区長に書いて 

もらう。 

6名で校正を行なう。特別寄付者の名前を上げてみ 

る。 

編集委員会。編集委員全員の写真を撮る。ゲラ刷り 

の校正。 フジ印刷と打合せ。すべての原稿が殆どで 

き上り校正も終りに近づく。 
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区
誌
編
集
後
記
 

編
集
委
員
長
 

鈴

木

幹

男

 

水
と
緑
の
美
し
い
ま
ち
、
私
共
富
士
宮
市
で
は
、
一
一
 

十
一
世
紀
に
向
か
っ
て
、
更
な
る
繁
栄
と
幸
せ
を
希
っ
 

て
、
各
々
の
地
域
の
持
っ
た
伝
統
、
精
神
文
化
の
振
興
 

の
た
め
区
誌
発
刊
の
推
奨
に
力
を
注
が
れ
て
ま
い
り
ま
 

し
た
。
 

こ
の
よ
う
な
折
、
時
田
区
長
は
深
く
こ
の
重
要
性
と
 

意
義
を
痛
感
し
て
、
就
任
早
々
、
重
点
事
業
と
し
て
区
 

誌
編
集
を
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
共
十
余
名
 

を
編
集
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
も
 

と
よ
り
全
く
の
素
人
同
志
、
こ
の
よ
う
な
大
任
を
果
た
 

す
こ
と
の
至
難
さ
に
重
圧
を
感
じ
、
挫
折
寸
前
の
危
機
 

に
お
ち
込
ん
だ
事
も
幾
度
か
あ
り
ま
し
た
。
 

以
来
一
年
有
余
ケ
月
、
委
員
一
同
、
研
鑚
励
ま
し
合
っ
 

て
、
又
先
輩
長
老
の
ご
意
見
及
び
市
役
所
関
係
職
員
の
 

方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
史
蹟
、
資
料
の
 

収
集
を
い
た
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
郷
土
史
研
究
 

家
の
富
士
市
久
沢
在
住
の
渡
辺
脩
様
、
大
岩
在
住
市
文
 

化
委
員
の
野
村
昭
光
様
に
は
格
別
の
お
世
話
に
な
り
ま
 

し
た
こ
と
を
紙
面
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

尚
特
筆
い
た
し
た
い
事
は
予
算
面
に
つ
い
て
大
変
な
 

ご
芳
志
を
賜
り
ま
し
た
。
お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
、
漸
く
 

こ
こ
に
区
誌
発
刊
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
 

過
去
を
省
み
る
と
き
、
感
慨
新
た
に
御
指
導
ご
協
力
下
 

さ
っ
た
有
志
の
方
々
に
深
く
感
謝
し
お
礼
申
上
げ
ま
す
。
 

も
ろ
も
ろ
 

何
と
申
し
ま
し
て
も
古
い
昔
の
こ
と
、
諸
々
に
つ
い
 

て
明
確
に
す
る
は
誠
に
至
難
の
業
で
す
。
 
書
き
も
れ
、
 

誤
り
の
箇
所
も
多
々
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
労
働
の
 

寸
暇
全
力
を
以
っ
て
編
集
に
当
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
各
 

担
当
委
員
様
に
免
じ
て
、
次
回
の
区
誌
発
刊
で
よ
り
充
 

実
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
、
お
許
し
を
願
 

う
次
第
で
す
。
 

終
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
当
区
発
展
と
明
る
い
豊
か
 

な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
た
故
人
、
古
老
の
方
々
並
 

び
に
役
員
の
皆
様
方
、
さ
ら
に
区
誌
編
集
に
ご
協
力
と
 

ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
大
勢
の
方
々
、
特
に
フ
ジ
印
刷
 

さ
ん
に
は
編
集
の
始
め
か
ら
終
り
ま
で
お
世
話
に
な
り
 

ま
し
た
事
に
重
ね
て
厚
く
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
 

す。 今
後
と
も
大
岩
三
区
が
益
々
す
ぱ
ら
し
い
ま
ち
、
平
 

和
な
住
み
良
い
地
域
と
な
り
ま
す
よ
う
念
願
し
、
あ
わ
 

せ
て
区
民
の
皆
様
方
の
一
層
の
ご
健
康
ご
多
幸
を
お
祈
 

り
し
て
、
区
誌
編
集
後
記
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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編集会議風景 
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